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				　ホシミツ山。標高五千メートルの高さを誇るこの山は、シェイン王国と他の国の国境線代わりにもなっている。東に山を越えれば、砂漠の商業国アルヴェイシャへと続くこの山はとても険しく、普通の旅行客なら『龍便』という、龍に乗って山を越えるのが一般的だ。

				　だが、古くからこの山を自身の脚で越える事が、一種のステータスとなっており、この山を越えたら男として箔(はく)が付く、この山を越えて商品を向こう側に届けてこそ、一介の商人として一人前などと言われている。そして、この山は隣国との品々の流通の要となっており、アルヴェイシャ産の名品や、珍品がいち早く手に入る場所であり、シェインの高級貿易品が集まる場所でもある。そんな品々が集まる場所に、町や村が出来ないわけがない。

				　レムーナと呼ばれるこの町は、ホシミツ山の登山口近くの麓(ふもと)にあった。

				　そこには、アルヴェイシャの商人が山を越えて疲れた身体を癒す宿があり、また、ホシミツ山を越える準備をするシェイン王国の旅行者達が龍便の手続きや、準備を整えるためにこの町に居た。そして人が集まれば自ずと町自体も大きくなるもので、この町も一際にぎやかな様相をのぞかせていた。

				

				　そんな町の、一軒のなかなか大きな二階建ての宿屋に併設されたカフェに彼等は居た。

				　純白で軽装の鎧に身を包んだ金髪の少年──勇者レン。

				　腕を組んで座る彼の表情は非常に険しく、寄る者皆傷つけんとばかりに苛立ちが見えた。

				　そんな彼と同席するは、病院で合流した仲間達。

				　水色の髪に白いローブを纏った胸の大きい僧侶は、その容姿から未だ十代の若さと幼さが見て取れる。一方、黒い三角帽子を被った魔法使いはまさしく『子ども』という容姿をしていた。四人の中で一際低い身長がそれを助長させる。その二人に対して鉢金を巻いた格闘家らしき男は、中々鍛え上げているとみえるその肉体に反して、その表情は暗い。

				　計四名様は一様に、なぜかしこりを残したかのように、苦い表情をしていた。そんな中、鉢金を巻いた格闘家が、ゆっくり口を開いた。

				「ま……まあ、こんな事もあるぜ？　ガセ情報とはいえ、何事も無かったんだからよしとしようぜ？」

				　しかし、格闘家の話には誰も反応しない。みんなして口を閉ざしたままで、格闘家の話はカフェの喧騒(けんそう)に消えていく。だが……。

				「何も無かった……ですって？」

				　テーブルが大きく音を立てて揺れる。四人に注がれたであろう水が入ったコップの水面も揺れた。三角帽子を被った魔法使いが、格闘家の言葉に刺激されたのか、怒りを孕んだかのような顔で彼に突っかかった。

				　鉢金の格闘家は、嫌な表情をした──またかと。正直懲りに懲りたと言いたげでもあった。

				「ふざけないで頂戴！　旅人達があの村に入ったきり帰って来ないと聞いてみれば！　ただの死体ばかりの廃墟じゃない！　私たち勇者一行にガセ情報を掴ませたのよ！」

				「あぁ!?　別に俺たちには何も無かったからいいだろうが！　依頼主にも確認して貰って、　金も渡してくれた！　何もせずにお金貰えたんだから万々歳だろうが、黙ってろよ！」

				「なんですって！」

				「んだよ、チビの絶壁！」

				　三角帽子と鉢金が睨み合い、火花を散らすのを見て、白いローブの僧侶は溜息を吐いた。

				　またですか……。

				　何度となく道中で見た二人の言い争いは、彼女に心労を与えていた。

				「とりあえず、レン……これからどうしようか？」

				　こうなればしばらく続くし、言っても止まりはしないと、二人を放って置いて、水色の髪の僧侶が勇者レンに話しかける。レンは下を向いていたが、顔をあげて返答した。

				「まずはアルヴェイシャの炎の神殿で、僕が洗礼を受けないと……それから……」

				「それから……？」

				「あの黒いコートを見つけ出して、殺す！」

				　勇者らしからぬ物騒な言葉が、彼の口から吐かれた。僧侶は、彼のその殺意が篭(こも)った言葉に視線を下に向けた。

				　私達は、魔王を討伐する為に結成された筈だ、しかし勇者は、旅立つ日、どこからか現れた黒いコートの少年に死の際まで追いやられた。

				　黒いコートを着た少年と聞いて、彼女は一つ思い出す。

				　勇者と合流する前に、ある小さな村で出会った一人の少年──その小さな、自分よりも小さな身体からは想像もつかない、冷血で情け容赦ない少年を。

				

				　まさか……彼が？　

				

				　胸を痛める彼女を余所に、未だ終わりの見えない三角帽子と鉢金の口喧嘩は熱狂し、周りの客たちもその騒がしさに気分を害したのか嫌そうな表情を浮かべるも、誰かが止めるか勝手に止まるだろうと注意の一つもしない。

				　しかし、遂に一人が三角帽子と鉢金の肩を強く掴んだ。

				「な、何よ！　いきなり掴まないで……え？」

				「んだよ！　まだ俺はこいつに言いたい事が……あ？」

				　鉢金を巻いた格闘家と、三角帽子の魔法使いは、肩を掴んだ輩に文句を言おうとしたが、その肩を掴んだ男を見て二人は硬直した。そしてその獣じみた眼光が、明らかに〝そっち〟の人間を連想させた。男は二人を交互に睨みつけ、さらに座っていた僧侶と勇者を睨みつけた。勇者一行はそれだけで、蛇に睨まれた蛙のように身体を竦ませた。

				「おめぇら、痴話喧嘩ならぁよそでやんなぁ？　テメェら二人の喧嘩のせいでよぉ、他の客も俺たちもくつろげねぇんだわ？」

				　その苛立ちを孕んだ声は、有無を言わせはしない。黙れと命令するかのような、低くドスの利いた声が耳を通り抜ける。

				「だ、だってあいつが……」

				　鉢金の青年が、弱腰ながらも反論する。

				「だってもヘチマもありゃあしねぇんだよ。テメェらが騒ぐと、客もゆっくりできねぇんだ。騒ぐならぁ外でやれって事だぁ、あぁ？」

				　反論の余地も与えないと、男の肩を握る手に力は入る。

				「ちょっとキョウスイ、その辺にしなさい？　貴方やり過ぎよ」

				　ふと、大男の後ろから声がして、勇者一行はそちらを見た。そこには薄い金髪に、まさしく男を誘う派手な服を着た踊り子が、彼を呼んで静止するよう諭していたのだ。この大男の名前はキョウスイと言うらしい。

				「ランジェ、だがよぉ……ガキのうちに言っとかねぇと……」

				「それはお節介よ。いきなりごめんなさいね？　だけど、癒しの場で騒ぐのはどうかと思うわ。騒ぐなら酒場になさい？」

				　ランジェと呼ばれた踊り子が、彼らに軽く頭を下げて謝ると、大男は舌打ちして二人を掴んでいた手を離す。それを見届けた踊り子が行きましょうと一言告げて、勇者一行に背を向けると、大男も踊り子の後に付いて行く。厳しいながらも正論を吐かれた一行は、黙る他なかった。

			  

				　　　　　　　

				

				　キョウスイは頭を傾けながら唸り、首の骨を鳴らしながらランジェの後を付いていく。先程、自分達がカフェでくつろいでいた際に、騒がしい一行を叱りあげたのだが、気になるというか、引っかかる部分がキョウスイにはあった。

				「キョウスイ、叱りあげるのもいいけど、もう少し諭すようになさいな？　あの子達怖がっていたじゃあないの」

				「ん？　お、おぉ……」

				「分かればいいけど……って、どうしたのよ、いきなりしおらしくなって」

				「いや、あの金髪……どっかで見たような……」

				　キョウスイの呟きにランジェは、気のせいだろうと一言だけ返した。そんなランジェの右手には、先程カフェで作って貰った簡単な手料理が包まれた紙袋が握られていた。

				　二人は階段を上がる。階段を上がった先は宿泊室になっており、その一番手前の部屋をランジェはノックした。

				「どうぞ」

				　中から、少年の声が聞こえると、ランジェはにっこりとして扉を開けた。その後にキョウスイも続く。その少年は、宿のふかふかのベッドに腰掛けており、首から腰までにかけて、包帯をぐるぐる巻きにして、インナーすら羽織っていなかった。

				「ユートちゃん、カフェから簡単な料理、お見舞いに持ってきたわよ」

				「ありがとう、ランジェさん……あぁ、キョウスイもわざわざありがとうね、くつろげた？」

				「なぁに……くつろげたし、ユートも回復に向かってんならぁ、何にも言う事はねぇさぁ」　

				　ユートはベッドから立ち上がり、ランジェから紙袋を受け取ると、再びベッドに腰掛ける。

				「しかしよぉ、大事なくてよかったなぁ。増血薬飲まなかったら死んでたかもしんねぇし……」

				「ううん、私がもっと気を張っていれば……こんな事には」

				「二人共、僕は大丈夫だから、気にしないで」

				　三人の会話が、宿の一室で始まる。

				

				　ビスク村から、このレムーナの町に来た際に、ユートは医師の診断を受けていた。ユートはそれを拒み、背中の傷なら包帯と薬草で事足りると言ったが、ランジェの説得とキョウスイの凄みに頭を横に振る事ができなかった。結果医師の診断は、出血多量により貧血を起こす可能性が高いため、ユートは全快するまであらゆる運動の禁止、さらにこの町で一週間の療養を医師に命じられた。

				　当の本人のユートは、最初こそ口答えをしていたものの、現在のコンディションを自身の身体で感じた限り、医師に従う他は無いだろうと、しっかり理解してこの町で療養する事にした。

				「で、完治したら国境のホシミツ山を越えるんだけど……」

				　ユートは、ランジェから受け取った紙袋の中に入っていたパンを齧りながら、二人に話し始める。

				「しっかり準備しないと、またこの町に戻って来る羽目になるからね？」

				「え？　登山って、そんなに大変なの、ユートちゃん？」

				「あぁランジェ、山を甘く見たらぁいけねぇぜ……特に今回はホシミツ山だぁ」

				　ユートはキョウスイの言葉に頷いて、口のなかで咀嚼(そしゃく)したパンを飲み下してから、ランジェに語り始めた。

				「そこらの低い山を登るなら、まぁ簡単だよ。だけど今回は、キョウスイの言った通りホシミツ山……何も準備をしないで登山するのは、ただの自殺行為と同じだ」

				「でもユートちゃん、わざわざ登山するより、この町の龍便を使えばいいんじゃない？」

				　ランジェはそう言った。だが、ユートは溜息を吐いてランジェに返す。

				「龍便なんか使ったら、資金が一気に底を突くよ。あんなの使うのは旅行で来ているブルジョワな貴族達だけ……予約も一杯だろうしね」

				「アルヴェイシャの商人共もぉ、こっちの旅人もぉ、自分に生えた二本脚でこの山越えてんだぁ……ランジェ、龍便はあきらめなぁ」

				「まぁ、仕方ないわね……じゃあ私達が今やるべきことは……」

				　ランジェは嫌な顔をしたが、仕方ない。確かに龍便を使えばアルヴェイシャ側の麓(ふもと)までたった数十分飛行するだけで到着する事ができる。しかし龍便は一傭兵が乗れる程安い訳がなく、それを三人分となると、銅貨や銀貨数枚では不可能で、金貨での支払いになってしまう。

				　だが、高いのにはそれなりの理由がある。まず龍便、その名の通り龍を使い、向こう側まで飛んで移動するのだが、その龍を使役、操れる人間は少ない。さらに人の言う事を聞く龍というのは稀である。龍というのは気難しい生き物であり、知能も高く話では人の言葉を理解し話す個体から、その心を読み取る個体などがあるらしい。そして総じて誇り高く、言う事を聞く龍はそれだけで希少な存在なのだ。普通の人間が龍を操ろうとしたり、使役するのはまず無理だ。だからこそ値が張る代わりに、早く安全に行けるのだ。

				　では、そんな龍便を使えない人間が山を越える残された方法は、この険しいホシミツ山を自身の脚で越えるという、単純かつ厳しい方法しか無いのだった。そして、登山をする以上はそれなりの準備が必要になってくる。

				　ユートは自身のズボンのポケットから、羊皮紙を数枚取り出して、ランジェとキョウスイに手渡した。

				「あら、ユートちゃん……これは何かしら？」

				「何々ぃ？　登山靴三足に、厚手の手袋、できるだけ厚い生地の服……こいつぁ」

				「そう、登山するからそれなりの装備を整えたい。僕は怪我をして行けないから、二人に装備の調達を頼みたいんだ」

				　ユート自身、怪我で出歩けない以上は二人に頼むしかない。しかし二人──特にランジェは何を買えばいいか分からないだろうと思ったユートは、必要な品を書いたメモを作成していたのだ。二人はユートが書いたメモに目を通すと、ランジェが口を開いた。

				「ユートちゃん、このドライフルーツとか干し肉とかは何かな？」

				「登山中に必要な食事、普通の食材だとまず重くなるから、できるだけ干し肉とか軽量の食材で運ぶ荷物を軽くするんだ」

				　二人のメモに関する質問にユートは一つ一つ丁寧に答えていく。その事に二人は驚きを隠せない。たかだが十四の少年が、これ程の知識を持ち合わせ、さらには最低限必要な品の数や、必要量を的確に割り出してリストに書いているのだから。

				　あまりにも出来過ぎたリストに、ランジェは唖然として、キョウスイは感嘆すらも覚えた。

				「すげぇなぁ、ユートぉ……ここまでしっかりリストにまとめ上げるたぁ……ベテランじゃあねぇか」

				「そ、そうかな？　師匠は、傭兵としてこれ位は普通にできなきゃいけないって言っていたから……」

				「すごいわ……あ、そういえばユートちゃんの師匠って……どんな人だったの？」

				　ランジェがそう言った瞬間、まるで時が止まったかのようにピタリと、ユートの動きが止まった。目を見開いて瞬きすらしなくなったのだ。ユートの突然の反応にランジェは、以前にも同じ事があった事を思い出した。

				　それはビスク村で、冗談混じりに、ユートの大元帥、つまり身体的コンプレックスを刺激した時とまったく同じ反応だった。いや、最早これはデジャヴと言っても過言ではない。ランジェは二度も、ユートのコンプレックスを、いや、今回は恐らくトラウマであろう、部分を刺激したのかもしれなかった。

				「あ、ご、ごめんユートちゃん！　別に深い意味はないのよ!?　言わなくてもいいし！」

				　ランジェは取り繕う謝罪の言葉を並べるが、遅かった。ユートの瞳が死んだ魚のような目になると、薄ら笑いと共に、清々しい日光が入る窓辺に視線を移した。

				「あはは、あはは……崖からマッサカサマ、オオカミノムレニオイテケボリ」

				「お、おいユートぉ！　どうしちまったんだぁ!?　ランジェ！　ユートにいらない事言いやがってぇ！」

				「ち、違うわよ！　私は悪くない!!　地雷だなんて知らなかったし！」

				「マフユノヤマノイケデ、カンチュウスイエイ……アハハ、アハハ、ターノシーナー」

				「ユートちゃん！　お願い戻ってきてぇぇえ!!」

				　ランジェの一言は、ユートのトラウマを掘り下げて、背中の抉(えぐ)り傷よりも深いだろう心の傷を再発させた。　

				

				　しばらくして、ユートは落ち着くと生気を取り戻した。普段は見せないユートのあの様子から察するに、相当厳しい師匠だったらしい。そんなユートのトラウマを掘り下げた本人ランジェは、頭を下げて謝った。

				「本当にごめんなさい、ユートちゃん、一度はともかく二度まで……」

				「気にしないでランジェさん、知らなかったから仕方ないよ」

				「で、でも……」

				　謝り続けるランジェを、ユートは諭して落ち着かせる。

				「大丈夫だからさ、僕は。それよりも明日から準備に取り掛かろう？　気にしないでさ、ね？」

				　ユートは笑顔を見せて、大丈夫だとアピールする。しかし、ユートがここまで精神的に追い詰められるのを見たのは、二人は初めてだった。そして……今思えば、二人は少年ユートの事をあまりにも知らなかった。

				　なぜ、その歳で傭兵をやっているのか？　両親はいるのか？　どこの生まれなのか？　二人が知っている事と言えば、彼が歳以上の凄腕の傭兵で、甘い食べ物が好きで、年齢相応の思い出を持たない、だが、どこか惹(ひ)かれる少年という事ぐらいだった。

				「そう言えば……何でユートちゃんは旅をしているの？」

				　そして、ランジェは一番に気になる事を聞いた。何故、旅をしているのかと。これにキョウスイはやりやがったと顔をしかめた。キョウスイは、ユートの口から、何故旅をしているのか聞いていた。そしてそれが、あまり自分からは話したくはない事でもあると感じていた。

				　ランジェの質問に少年の表情が一瞬曇る。先程の師匠に関する事程ではないが、ユートの表情に、ランジェはまたやってしまったと慌てた。

				「ごめん！　これも……駄目なやつかしら？」

				「いや、大丈夫。これは言っとかないとだね」

				　キョウスイからは、本当にいいのかと言いたげな視線が送られたが、ユートは構わず答えた。

				「ランジェさん、僕は……両親を殺したこの国に、復讐をする為に旅をしているんだ……」

				　想像の外とはこの事だろう。ユートから語られた自らが旅をする理由。それは、今居るこの国──シェイン王国への復讐のためだと。

				

				　少年は昔のことを語りだした。

				　自分は、ある村で生まれ育った普通の少年であり、厳しい母と優しき父と幸せに暮らしていたのだと。だが、ある日村は大火に包まれ、鎧を纏った者達が次々に村の人間を殺していった。怯える自分は母の腕の中に抱かれ、大丈夫と囁く母に守られた。父が身の丈もある杖で魔法を唱えて騎士達と戦っていたのを、母の腕の中で見ていた。

				　やがて、母が腕を離して自らの首にかけていた、赤い宝石をはめ込んだネックレスを首から外して、まだ幼い首元にかけたのだ。

				「逃げなさいって、こっちを振り向いては駄目だって言って、僕の背を押したんだ」

				　言われるままに、泣きながら背を向けて逃げた。その時に母は、どこから取り出したのか分からない赤褐色の盾と剣を構え、兵士達へと向かって行った。でも、振り返ってしまった。そして、そこには各々の得物を両親に突き立てる騎士の姿と、シェイン王国の国旗が高々と突き立てられていた。

				

				「それから、走って逃げて……気が付いたら倒れていて……そこを師匠に拾われた」

				　話には出したくないのか『師匠』と言葉を濁してユートは語り続ける。

				　師に拾われた年端も行かぬ子供は、助けられた師の言葉に理解する。自分の村を襲った者達が誰であるかを。それが、あまりにも強大な『国』という『力』である事を。

				　少年は懇願した──復讐がしたいと。両親を奪い去った国を潰したいと。だが、それは無理な事である。一人の子供がそんなことを叫んでも、ただの泣き喚きでしかない。そして、たかが一人の人間の力など、国という強大な力の前では、皆無に等しいと師からも言われた。

				　だが、力はくれてやろうと、師は少年に言った。それから少年は師の元で約十年という長い歳月をかけて自らを鍛えた。肉体を鍛え上げ、剣術と徒手空拳を学んだ。それだけではない。おおよそ、その年齢まで必要な知恵や知識を座学で学び、様々な事を教えられた。

				「それからは……いつか機が来るまで旅をしているんだ。隣国との戦争でも、クーデターでも……その時をね」

				　そして、少年ユートは話を終えた。

				　これを聞いたランジェも、端々を聞いてはいたが深く聞いたキョウスイもまた、改めて聞いた旅の事情に、いかな反応をすればよいかと悩んだ。

				「そう……大変ね、ユートちゃんも」

				　ランジェは、本心からそう答えた。親を殺されて、殺した相手は個人ではなく余りにも強大な国と言う力。復讐を考える事など余りにも非現実的で馬鹿馬鹿しい。だがこの子──ユートは諦めることが出来ないのだろう。大切な両親を奪われたその怨嗟(えんさ)は、一向に消えはしない。それは彼が余りにも純粋な、穢(けが)れを知らぬ少年だからだろう。

				「馬鹿にしないんだね？」

				「馬鹿に出来るほど現実味が無いからよ」

				「厳しいね？」

				　それを聞いて、ユートは少しだけ笑顔を見せて、ただ一言ありがとうと言うと、少しは楽になったと頭を下げた。そんな時、少年の胸元から赤い宝石のネックレスが見えた。普段から首元にぶら下げているネックレスは、何故か女性が身に着けるデザインの物であった。

				「それにしても……綺麗な宝石のネックレスね、それ……形見？」

				　ランジェが気付いた。これが話にも出ていた母の形見ではないかと、ネックレスを指差しながら彼女は聞いた。

				「うん、母さんが付けていたネックレス。父さんがプレゼントにあげたんだって」

				　やはりそうかと彼女は納得すると、ユートはネックレスの宝石を手のひらで掬うように持ち上げて見せる。一瞬、ルビーだろうかと思えたがその深い真紅の色が、ルビーの色彩とは余りにもかけ離れていた。たとえるならば、ワインレッド、もしくはブラッドレッド、真紅の中にも黒が混じったかのような色の宝石であった。　

				「これ……ルビーじゃないわね、ガーネット？　見たことない宝石だわ」

				「うーん、僕にも分からないや」

				　母の形見である、真紅の宝石の首飾り。それが一体何の宝石なのかは持ち主のユートも知りはしなかった。

				「おい、そろそろ休ませてやんなぁ、ユートも治るまでしっかり寝ときな？」

				　そこで、ユートの体を気遣ったキョウスイが、ランジェに話を終わりにしろと促した。

			  

				　　　　　　　

				

				　まだ夜明け前の、暗闇が町を染める頃。

				　ユートは、部屋に用意されていた姿鏡に上半身に包帯が巻かれた身体を映していた。幾重に巻かれた包帯を留めている、肩につけられたピンを外す。

				　スルスルと、包帯は自然に床に落ちていく。そして映ったのは、大小様々な傷が埋め尽くす、自身の上半身だった。獣に引っ掛かれた波のような傷もあれば、切れ味鋭い綺麗な傷もある。

				　ユートは、鏡に映らない背中を覗くと、微かだが大きな傷の端が見えた。これほどまでに大きな傷を負うのは久方振りだなと、ため息を吐いた。

				　普通の十四歳の少年にはあり得ない身体中の傷はユートにとって、十年前から今日までを生き抜いてきた自身の証であり、自身の歴史でもあった。そして彼は、また傷を負いながらも生き延びた。また、ユートの身体に歴史が刻まれたのだ。

				　ユートは、起きたばかりなのか、柔軟体操で身体を温め始める。身体を前に倒せば、手のひらは床について、背中をそらせば急な角度まで曲げられた。

				　背中の傷は動いても痛まない、眩暈も、吐き気も気だるさも感じなかった。ユートの身体は、完治していた。

				　ユートは歓喜した。これで、予定通りの登山を決行できると。

				　ユートは、ランジェに頼んでおいたインナーを着て、新しいコートに袖を通す。ランジェが言うには、布ではなく革製を買ったため、前よりずいぶん頑丈らしい。そして、キョウスイとランジェ達の買い出しで頼んだ物が入った、今までより容量の入るザックタイプの新調したリュックを片方の肩に提げ、部屋の扉を開けた。

				　部屋の扉を開けた先には、キョウスイとランジェが待っていた。二人ともユートが登山で寒さから身を守る為にと指示した厚手の服を着ている。

				「よぉ、完治したみてぇだなぁ？」

				　キョウスイがニヤリと笑いながらそう言った。

				「うん、全快。身体もしっかり動くし……」

				「ふふっ、これならもう、日を遅らせなくても大丈夫ね」

				　しかし、ランジェが買ってきたコートは、厚手の服にありがちな、動く際の障害が全くなかった。これなら、もし戦う事になっても動きにくいという心配は無い。

				「じゃ、二人とも……越えようか、国境を」

				

				　ユート達一行はカンテラで照らされた廊下を歩き、階下にある宿のフロントへ向かった。フロントには早朝の為か誰も姿は見えず、受付の窓口の机の上には小さな箱と羊皮紙が備え付けられていた。

				

				『チェックアウトの方はこちらへ鍵をお返し下さい』

				

				　羊皮紙にそう書かれているのを見て、ユートは宿の部屋の鍵を箱に入れた。早朝から出れるようにとこの宿は先払いで代金を貰い、鍵だけ返して出られるようにしているらしい。

				「二人は？　鍵返した？」

				「お、そうだったぁ、すまねぇ入れといてくれ」

				「私は返したわ」

				　二人に宿の鍵を返却したかと確認すると、ランジェは返していたがキョウスイは忘れていたらしく厚手の上着のポケットやズボンのポケットと確認して、ズボンの後ろ側のポケットから鍵を取り出してユートにすまないと詫びながら鍵を渡した。それを受け取りそのまま箱へと入れてから、ユートは行こうと二人に言って宿の出入り口である扉を開けた。

				　外は朝霧で景色が白くなっていた。そんなレムーナの、まだ夜明け前の町を三人は歩いて登山口へ向かうと、眼前にそびえ立つその山──ホシミツ山を見上げた。それは壁としか形容できない、反り立った山だった。ここを越えれば男として一人前だとか、商人として認められるだのと言われているが、そう言われるのも頷けるものだと、ユートも感じていた。

				「で、ユートよぉ……こんな山どうやって越えるんだぁ？」

				　ふと、キョウスイが疑問を持った。こんなに急な斜面の山を、どの様にして登るのだと……。

				「ま、まさかユートちゃん？　クライミングするの？　私達？」

				「そんなわけないよ？」

				　ランジェは、この重装備から絶壁を真っ直線に崖登りする事が頭をよぎったが、ユートが苦笑いを浮かべてそれを否定する。いくらなんでもそれは無いと言って山を指差した。

				「山道は普通ね、山頂までジグザグに道が作られているんだ、こういう風に……」

				　そう言いながら、ユートはランジェに分かりやすく、横に波打つように指を動かして、ラインを引いて見せた、その指は最初は幅を広く動かしていたが、山頂に向かって狭まっていく。

				「じゃあ、あたし達は山を越える……と言うよりは、山の面を歩く感じになるわね？　結構な距離あるわぁ」

				「そうなるなぁ……ま、気楽に行こうぜぇ？　ランジェ」

				　二人がそれぞれ感想を口にする中、ユートは高くそびえる山を見上げて、頭の中で色々と確認をしていた。

				　水筒の水も満タンにしている。食糧や荷物の重さも程よい、全員の体調も申し分無し、完璧だ。だが、ユートの中に不安な要素が残っていた。自身が体験した、とある『病気』だ。師匠も注意しろと言っていたその『病気』は、たとえどんなに体力や脚力があり、根性があろうが関係ない、誰にでも起こる『病気』だった。

				「二人とも、山に登る前にちょっといいかな？」

				「ん？　どうしたぁユートぉ、改まってよぉ？」

				「そうよ、行くなら早く行きましょう？」

				　だからユートは予防線を張る。その病気によるアクシデントを未然に防ぐために。こういう場所でのアクシデントは、一度起これば連鎖してさらに幾つものアクシデントを引き起こすものだ。そうなったらたまったものではないのだ。

				「もし、少しでも……ほんの少しでも身体に異常を感じたら、絶対に僕に言ってね？」

				「ははっ、心配しすぎだぜぇユートぉ？」

				「キョウスイ、笑い事じゃあ……ないんだ」

				　気楽に笑うキョウスイに、ユートはしっかり念を押した。ただ事ではない雰囲気をユートから感じたキョウスイは、最初は何事かと思ったが、その雰囲気に頷く。

				「あ、あぁ、わかったぁ……悪かったぁ、ユートぉ」

				「よし、ランジェさんは、特に気を付けて。少しでも息が苦しかったりしたら、僕に言って。わかった？」

				「えぇ、わかったわ……」

				　ユートの念を押した言葉に二人は頷く。そんな会話を続けていると、いつの間にか三人は登山口に辿り着いた。目の前には緩やかだか傾斜ができており、その先はあの高いホシミツ山へと伸びている。

				「じゃあ、行こう二人とも」

				　ユートの掛け声を聞き、三人は傾斜へ足を踏み入れる。まだ日も昇らぬ早朝、三人はホシミツ山への登山を開始した。だが、この後三人はその目でしっかりと、ユートの言う『病気』の正体を目の当たりにする事になるのだった。

				

				　登り始めてしばらくの時間が経った。まだ傾斜が緩やかな山道の幅は広く、三人はゆっくりと進んでいく。ユートを先頭に、その後ろにランジェ、最後列にキョウスイという並び方でホシミツ山を登っていた。

				　しかし、二人はユートがなぜ、こんな早朝に出発を計画したのか分からなかった。別にまだ夜の明けぬ内から出ても、日が昇ってからでも変わりないのではと感じている。

				「ねぇ、ユートちゃん？」

				「なぁに？　ランジェさん？」

				　やはり気になると、ランジェはユートに尋ねた。

				「なんでこんなに早く出発したの？」

				「普通の商人さんや旅行者は、昼前から山登りを始めて混雑するし、そこから事故とか……時間が掛かったりするから」

				「へぇ〜、成程ねぇ？」

				　彼のいう事に彼女は納得した。たしかにこれ程早くに登山を始めれば、他の登山客や商人などの姿は少ない、そこから起こる事故だけでも防げるならば、成程、それは納得できると彼女は頷いた。

				「後はまぁ……夜明けかな？」

				「夜明け？」

				　そんな会話を続けながら山を登っていると、三人は少し広い場所にでた。十人はくつろげそうな広い場所だ。辺りを見れば登山客が休んだのか、焚き火の燃えかすや灰が放置されていた。

				「ちょうどいいや、二人とも……朝食にしよう」

				　ユートは、そう言ってキョウスイとランジェに朝食を提案した。こんなに早く出発したため、三人は朝食をとっていなかった。

				「っと、そういやぁ俺達、まだメシを食ってなかったなぁ？」

				「こんなに早くだと、宿も食事を用意してはくれないし……あ！」

				　ふと、ランジェが来た道を振り向けば……それは現れた。薄暗い闇の向こうから、世界を照らす光が、ゆっくりと昇ってきている。日の出が始まったのだ。その光が世界を、レムーナの町を、そしてホシミツ山を登り始めた三人を照らす。

				「そっかぁ、だからユートちゃん、わざわざ早く出発したのね？」

				「おうおう、こいつぁ……こんな日の出見ちまったら、余計腹が減るなぁ……あぁ、コーヒーをぐいっといきたいもんだぁ」

				　ランジェは、ユートが早朝に出発した理由を理解し、そしてキョウスイが日光に身体を照らされて気分をよくしていると、ユートが荷物を下ろして二人に言った。

				「さぁ、朝食の準備をしようか、二人とも？」

				

				　煌々(こうこう)と燃え盛る、赤い炎。

				　パチパチと音を立てて、火の粉をはらはらと撒き散らす小さいながらも、暖かさを感じる焚き火。そこにかざされた熱いフライパンの上に、分厚いベーコンが三枚敷かれる。熱されたベーコンがフライパンの上で景気良く音を立て、ベーコンから染み出した油が、焼かれる音に拍車を掛ける。漂う香りが、肉汁の匂いが辺りに広まり、空腹をさらに強く感じてしまうのだ。

				　そんなベーコンを焼くフライパンを握るのはユート。彼自身の空腹もまた、強まっていた。だが、ユートは焦らない。確かに今すぐこのベーコンにかぶりつきたい衝動に駆られるが、まだ焼けてないのだ。焦ったところで、せっかくのベーコンが不味くなるだけだった。頃合いと見たユートが一気にフライパンを手首のスナップを利かせて振った。三枚のベーコンは宙を舞い、焼かれてない面を下にして、再び熱々のフライパンの上に綺麗に着地した。

				「ランジェさん、パンは準備できた？」

				「勿論よ。キョウスイ、コーヒー人数分は？」

				「ばぁっちりだぁ！　しかし、これは頭と腹にガツン！　と来るなぁ……」

				「慌てないでキョウスイ、ベーコンは逃げないし、付け合わせの卵もまだだからさ？」

				　キョウスイは意気揚々と、コーヒーをカップに注ぎ、ランジェはパンをそれぞれの好みにカットしていった。待ちきれないとばかりのキョウスイに、ユートは片手に優しく持った卵を見せた。焼いたベーコンからでた油で卵を焼こうというのだ。その染み出した油が、ベーコンをカリカリに揚げるように焼かれ、景気の良い音を立てる。ベーコンをフライパンの端に寄せて、ユートはその油の上で卵を割った。まだ熱いフライパンが音を立てながらも、ユートはそれを石を積み上げた簡易の置き場に置いた。ベーコンはカリカリとしっかり焼き上げられ、卵はキラキラと白身と黄身を輝かせる。

				「ほらよ、ユートぉ、コーヒーだぁ」

				「ありがとう、キョウスイ」

				　そのフライパンを囲うように、三人が岩に座る。キョウスイはコーヒーの入ったカップをユートに渡すと、ランジェがパンを手渡していった。ベーコン、目玉焼き、パンにコーヒーと質素な朝食ながらも、この山を登り始めて、朝日を前にした食事は、三人の気分を高揚させた。

				「それじゃ、いただきましょうか？」

				「うん」

				「おおっ」

				　ランジェのその一言で、食事は始まった。

				「いやぁ、しかし……こうやって山で朝食ってのもぉ、風情があるなぁ……」

				　フォークに突き刺したベーコンに、がぶりとかじりつき、キョウスイは言う。

				「ちょっとキョウスイ、喋るか食べるかどっちかにしなさいよ？」

				「んだよぉ、いいじゃねぇか」

				「はぁ、まったく……あぁ、あったまるわ〜」

				　ランジェは行儀が悪いキョウスイを注意し、カップに注がれたコーヒーを飲むと、一息ついた。まだ朝は肌寒いために、温かい飲み物が身体にしみているようだ。

				　そんな二人を見ながら、ユートはベーコンと目玉焼きを挟んだ、簡素なベーコンサンドに噛り付く。口に広がる肉汁の塩気、さらに目玉焼きの黄身のまろやかさ、噛むたびに味を出すパンが、口の中で混ざり合う。感想はただ一言、『美味しい』だ。塩も胡椒も振っていない素材の味だけのサンド。しかし、余計な物が無いゆえに美味しい。しっかり咀嚼(そしゃく)して飲み込み、そこにコーヒーを口に含み、ゆっくり飲む。

				　ふと、そんなユートをランジェが見ていて、ユートはそれに気づいた。

				「ん？　どうしたの、ランジェさん？」

				「いや、ユートちゃんって、美味しそうに食べるわよね？」

				「あぁ、俺もそう思うなぁ……なんて言うかよぉ、同じもんを食べたくなる食べ方、っていうかよぉ……」

				「別に、普通に食べてるだけだけど？」

				　どうやら、二人からは美味しそうに食べているように見えるらしい。どんな食べ方かはユート自身理解していないが、美味しい物は美味しいと思うのが普通だと、ユートは言葉には出さず、コーヒーで飲み下した。

			  

				　　　　　　　

				

				　ユート達が朝食をのほほんと堪能していた頃。

				　はるか先の山道で四人の集団が足早にホシミツ山を登る姿が確認できた。ユート達より先に、勇者レン一行はホシミツ山の登山を開始しており、一行はずんずんと登山道を進んでいた。

				「リッド！　今どれくらい登ったかわかるか？」

				　レンは、鉢金を身につけた格闘家を呼んだ。リッドと呼ばれた格闘家は聞こえているよと言わんばかりに、その場に立ち止まると、崖から下を見下ろした後に、山頂であろう、さらに上に視線を変えて見上げる。

				「まだ登りはじめだぞ？　中腹の山小屋町まではまだ掛かる」

				　リッドと呼ばれた格闘家は、眼下に広がるレムーナの町と、山頂を見て簡単にではあるが計算して、勇者に伝えた。勇者はそれを聞くと、そうか、とだけ言って、再び傾斜を歩き出す。

				「そんなちょっと見たくらいで分かるわけないでしょう？」

				　三角帽子を被った魔法使いは、呆れたようにため息を吐いて格闘家にそう言い放つ。しかし格闘家は、人差し指を立てて振りながら、言い返す。

				「魔法使いにはわかるまい！　これでもちゃんと計算してんだぜ？」

				　自信満々に語る格闘家に、苛立ちを見せた三角帽子の魔法使いは、恒例とも取れるつっかかりを始めた。

				「脳筋の貴方が計算？　笑ってしまいますわ」

				「はぁ!?　ざけんじゃねぇぞテメェ！　格闘家ってのはなぁ、頭悪いとなれねぇんだぞ！　取り消せ！　い、ま、す、ぐ、取り消しやがれ！　ぺったんメルディ！」

				　つっかかれば、格闘家リッドも勿論言い返す。若干大人気ないがいつも通りの悪口の後に、名前を呼んだ。どうやらこの三角帽子のぺったんこの魔法使いの名前はメルディらしい。

				「好きでぺったんこじゃあないのよ馬鹿リッド！　貴方、一回痛い目見ないと分からないみたいね！」

				「だから馬鹿じゃねぇ！　取り消せぺったんこ！　断崖絶壁!!　この山の傾斜の方が膨らんどるわ！」

				「い、言ったわね〜、いいわ、望み通り私の魔法であの世に……」

				「やめなさい」

				　言い争う二人の頭に、衝撃が走った。

				「あでっ！」

				「きゃあ!?」　

				　リッドとメルディの二人は、白いローブに水色の髪の僧侶の持つ杖で頭を叩かれていた。僧侶は二人の目を毅然(きぜん)とした態度でしっかりと見る。

				「貴方達は事あるごとに喧嘩して……いいですか？　私達は魔王討伐の為に集められたんですよ？　喧嘩なんかする暇はない、分かります？」

				「だ、だってユキナ、馬鹿リッドがぺったんこって……」

				「ざけんな！　ぺったんメルディが最初に馬鹿にしたのが……」

				「喧嘩両成敗、貴方達はもっと同じ任を持つ者として、連帯感を高めなさい」

				　はぁい、と二人の渋々とした返事を聞いたユキナと呼ばれた僧侶はため息を吐く。二人の仲の悪さ、フィーリングの悪さは勇者と合流した病院から感じてはいたが、まさかこれほどまでに悪いとは、僧侶ユキナの予想を越えていた。こんなパーティで、果たして魔王討伐など出来るのか、いや出来ない。それどころか、アルヴェイシャにある『炎の神殿』すら突破出来ないだろうと、ユキナは考える。だけどやらなくてはならないのだ。二人の仲の悪さは何とでもなる、しかし、まだ問題点はあった。

				「レン、行きましょう？」

				「あぁ、ユキナ……さっさとこんな山、越えてしまおう、そして……」

				　問題点は彼、勇者レンの事だった。彼とユキナは本来、ホシミツ山で落ち合う予定だった。だが、予定の日になっても現れない彼を心配に思っていた矢先、宿に置かれた新しい新聞に書かれていた事件を目にすることになる。勇者が、黒いコートを着た少年に大怪我を負わされたのだ。しかも、パレードという晴れ舞台で。ユキナは余りの衝撃に足がすくんで、その時立てなかったのだ。そして、レインまで馬を走らせ来てみれば、無残にも包帯を巻き、傭兵に恨み節を吐き続ける勇者がそこに居たのだ。

				　本当に、災難ねレン……だけど……。

				　ユキナは、歩み続けるレンの背中を見ながら思った。彼女はレンと幼馴染で、レンの事は小さな頃から見ていた。確かに勇者としては未熟ではあるが、彼は貴族学校の剣術大会で、優勝した実績を持っている、魔法も中々の練度を有し、そこらのゴロツキやモンスターに負ける程弱くは無い。しかも、彼がその少年に負けた様子を新聞では『不意打ち』となっている。その少年は、彼に余程の恨みを持っているのかもしれない。もしくはシェイン王国自体に。皮肉なものだと、僧侶ユキナは頭を痛ませた。人を救うと神に誓い、僧侶となっても自分は誰も救えてはいない。

				　それどころか王国の『異端狩り』で救われない者の方が増えるだけではないかと。もしかしたら、その少年も『異端狩り』で全てを奪われて、その恨みをぶつけたくてこの国の象徴である彼を、勇者を奇襲したのかもしれない。

				「考えても、仕方が無いですね……」

				　僧侶ユキナは、考えるのをやめた。とりあえずは勇者レンに続いて、魔王を倒そう。そうした後にでも、自分の教会を建てるなりして、本当に救われない人を救済しようと心に決め、彼女も歩き出した、が、しかし……。

				「あ、あれ……？」

				　突如、ユキナの頭を鋭い痛みが襲った。確かに頭を痛ませてはいたが、まさか本当の痛みが来るとは思わなかったユキナは、足をふらつかせた。そして、ふらついたユキナは運悪く崖に足を滑らせて、踏み外してしまった。

				「ユキナッ！」

				　最初に気づいた格闘家のリッドが手を差し伸べようとしたが、メルディが前に居た為に間に合わない。

				　そのメルディも振り返って落ちゆくユキナを見て、手を差し伸べたが届かなかった。

				　最後に気づいたのは勇者レン。だが、レンが気づいた時には最早、身体全体が崖から飛び出して背中から落下している最中だった。

				「きゃああああああああああ!?」

				「ユ、ユキナァアアアアアアアア!!」

				　間に合わなくとも、とレンは崖に身体を乗り出し手を伸ばす。ユキナも手を伸ばしたがその手が届く事は無かった。ユキナの景色が、崖から落下しているのに遅くなる。そして、彼女の景色に黒い幕が落ちた。

			  

				　　　　　　　

				

				　一方その頃、ユート達は……。

				「いやぁ、やっぱりよぉ……ジャムっつったらぁ、俺はいちごだと思うわけよぉ」

				「あら、確かにいちごジャムは王道ね？　けどキョウスイ、マーマレードも捨てがたいわよ？」

				「ランジェさんは、大人だね……僕はプラムかな？　母さんがよく作ってたし……」

				「渋いチョイスじゃねぇかユートぉ！」　

				　……ジャム談義に花を咲かせていた。

				　朝食のパンに塗るジャムはどれがいいかと、それぞれが塗っていたジャムの違いからこの話が始まった。三人がそれぞれ違うジャムを持ち寄ったなら、それぞれの良さを言い合う話題が出来上がる。キョウスイは王道いちごジャムを挙げれば、ランジェは大人の味覚マーマレードを紹介し、ユートは懐かしきプラムのジャムの美味しさを皆に説く。

				「しかしぃ、プラムジャムとはぁ……いやはや意外だなぁ？」

				「そうかな？　美味しいよ、プラム」

				「あ、本当だわ、マーマレードとは違って濃厚で甘酸っぱいわ」

				　そんな中でも、ユートが買ったプラムジャムは珍しいらしく、ランジェがユートの持つプラムのジャムを入れた瓶からスプーンで一掬いして舐めれば、その珍しさと味の深みに、その美味しさに頷いた。

				「今はコーヒーだけど、ストレートの紅茶に入れても美味しいよ？」

				「うわ、それやってみたい……茶葉買っとくんだった」

				「ていうかよぉ、仮にも俺達ぃ王国から逃げてんのに、結構くつろいでんなぁ」

				　王国から逃げると言う割にこのくつろぎ様はどうなのだろうかとキョウスイはそう言いつつもコーヒーを啜ってくつろいでいた。それ程までに現状は平和なのだ。

				「さて、火の始末をしたら登り始めようか？」

				　そろそろ歩を進めようと、ユートは焚き火を消しにかかった。水を掛けてもいいのだが焚き火の消火は基本自然消火である。小さめの焚き火だが、火の用心にこしたことは無い。登山の水分補給で水を多量に失うのはもったいないと、ユートは焚き火を囲む石や土を足で寄せてそれを掛けて消す事にした。その時ユートが、何かに気づいたのか辺りを見回す。そんなユートを見たキョウスイが声をかける。

				「どうしたぁ？　何かあったかぁ？」

				「いや、今何か叫び声が二つ……あぁっ!?」

				　そう言ったユートが、斜め上に視線を動かした瞬間、驚いて声を上げた。

				「叫び声？　俺は聞こえなかっ……たぁああああ!?」

				「ちょっ！　どうしたの二人とも……いやぁああああああ!?」

				　そして、キョウスイ、ランジェの二人が、ユートと同じ方向を見ると、キョウスイはコーヒーを落とし、ランジェは両手で口を塞いだ。三人は、白いローブを着た人が落下して来るのを目撃してしまったのだ。

				「おいおいおいおいぃ!?　どうすんだよありゃぁ！　ランジェェ！　お前の魔法でどうにかならねぇか!?」

				　自身が落としたコーヒーカップを踏み割りながらも、キョウスイは落下する白いローブを着た人を見て、ランジェにどうにかならないかと聞いた。

				「私が得意なのは火なの！　風も少しは使えるけど人一人浮かせるのは難しいわ！　出来ても一瞬しか……。」

				「一瞬でいい！　ランジェさん頼む！」

				　落下して来る人を見たユート。そしてランジェの言葉を聞き彼は叫びながら駆けた。そしてその落下地点まで走り、ユートは飛んだ。

				「頼むわよ──！」

				　願いながらも、ランジェは杖先を落下する人物に向けて魔力を込めた。そして一瞬。たしかに一瞬ではあったが風が巻き上がると少しだけ落下の速度が弱まった。その落下先にはすでにユートが飛び込んでいた。

				「おっぐう⁉」

				「きゃぁああ‼」

				　落下してきた人物を自らの身体でクッションの代わりとなりユートは受け止める。無論、いくら魔法でスピードが和らいだとは言え、落下速度からユートに掛かる衝撃は中々のものである。それを体で受けた痛みで、上に覆いかぶさった人物に関係なくユートは腹を押さえてうずくまった。

				「う……ごえぇ……吐きそう……」

				　胃から先程食べたばかりのベーコンだとかパンをぶちまけそうであった。喉近くまでせり上がってきたがユートは耐えた。腹を押さえながら転がり仰向けになりながら、少年は落下してきた人物を確認し、その見覚えのある顔を見て驚きはしなかったが、どう声を掛ければいいかと悩むことにはなった。

				「……お久しぶり」

				　ユートは空から急速落下してきた勇者教の僧侶、ユキナ・ペンドルトに、そう声を掛けた。

				「いッたたた……え？　あの……お久しぶりで……す？」

				　おおよそ彼女も、そのような言葉を掛けられることは予見もしなかっただろう。死んでもおかしくなかったこの瞬間、ユキナ・ペンドルトの精神状態には安定など無く、死んでいないという不思議と、生きているという安堵、そして未だに身体の中で響く大きな心音とで、彼女自身も正しい返答ができる状態では無かった。ともかく、助かった事だけは確かであったが。

				「おい!!　ユート大丈夫かぁ!?」

                			

	








			
				「落下してきた子の怪我はない!?」

				　地面に寝転がる二人に駆け寄ったキョウスイとランジェは、二人の無事を確かめるように声を掛ける。

				「さっきの食事、吐きそうだった……」

				「そんなセリフが吐けりゃあ大丈夫だな」

				「どっちの意味で？」

				「両方よ、で、貴女大丈夫？」

				「はい……怪我とかは……うぅ!?」

				　ユートとキョウスイが言葉を交わす中、ランジェは落下してきた少女に声を掛けると、彼女は立ち上がろうとして口を押えた。

				「えぇ!?　ちょっと貴女大丈夫なの!!」

				「す、すいませ……吐気が……うぅう!?」

				「待って！　待ちなさい!!　ほら座って、ゆっくり呼吸しなさい!!」

				　彼女もまた、吐き気を催しているようでランジェは慌てて少女をその場に座らせて背中をさすり始めた。その間にユートは立ち上がると、吐き気に悶える彼女の元に歩いていく。

				「大丈夫、ユキナさん？」

				「あぁ？　何だユートぉ、知り合いかぁ？」

				　彼女の名を知るユートにキョウスイは知り合いなのかと尋ねた。これを聞いたユートは、キョウスイにラーナ村に行く前の村で彼女と知り合った事を話そうとしたのだが……。

				「ユートちゃん……貴方、駄目じゃない……」

				「はい？」

				　ユキナの背をさするランジェが、ユートに一声かけて来た。何なのだろうかと少年はランジェの言葉の続きを待っていると……。

				「ちゃんと、認知してあげなきゃ……居るんでしょう？　この子のお腹の中に……ユートちゃんの子どもが……」

				「へ？　はぁあ!?」

				「確かに分かるわよ、この子とてもかわいらしい顔で色々と出てるし……けどね、男として、責任は取らなくちゃあ駄目じゃない？　そこははっきりさせときましょう？　ね？」

				　はるか斜め上の話が、彼女の口から飛び出て来たのだ。

				「ゆ、行きずりの女だぁ!?　ユート……てめぇそりゃあ責任取らねぇと……」

				「真に受けるなよキョウスイ！　違うから！　違うからね!?」

				　キョウスイは真に受けてか、驚いた表情でユートを諭すのであった。

				

				　それからしばらくして、吐き気が収まったユキナ・ペンドルトは地面に楽な体勢で横になっていた。

				「具合はどう？　楽になった？」

				「ええ、なんとか……」

				　そんな彼女へ、ユートは先程沸かしていたコーヒーに使っていたお湯を冷まして、温(ぬる)めにした物をカップに注いで、彼女に差し出した。体を起き上がらせてそのカップを受け取り、ユキナはゆっくりとそれを飲み始める。

				「また、助けられましたね……」

				「今回はこっちが予想外だよ」

				　また助けられたと、彼女が言った。最初に山賊から助けたのがこの少女とユートの出会いであった。だが二度も、しかも今回は空から落ちて来るのを助ける事になろうとはユートも予想が出来なかった。

				「で……ユキナちゃんだっけ？　あら？　貴女あの宿のカフェで会わなかったかしら？」

				「あぁ、あの時の……。あの時はすいません、騒がしくしちゃって」

				「いいのよ、こいつが首突っ込んだだけだから気にしないで頂戴」

				「あー、あの騒がしいガキ二人の？　そういやぁ嬢ちゃんも座ってたなぁ？」

				　ランジェとキョウスイも、宿の下のカフェに彼女が居たことを思い出していた。騒がしかった男女二人と共に座っていた事を二人は覚えている。

				「しかし……随分と高い所から落ちて来たね？　ペース早すぎない？」

				　そんな他愛のない会話を三人が交わす中、ユートは山の上方、山頂目掛けて視線を向けていた。あの落下の速度から、相当上から彼女は落ちて来たのだろうと予想する。そして少年は思った、幾らなんでも登山のペースが速すぎると。

				「結構早い時間から登ってましたから……今日中には山頂に辿り着きたいと、私の仲間が言っていましたし……」

				　ユキナの言ったこの言葉に、ユートは彼女へと振り向いた。

				「いや……馬鹿じゃないのアンタの仲間……下手したら死ぬよ？」

				「え？　なんでですか？」

				　そして、今日中にこの山の山頂まで登ると言っているユキナの仲間を馬鹿かと言った。そしてユキナも山頂まで登る事が最悪死に繋がる事が、何故か理解できなかった。

				「ちょっと聞くけどさ……さっきの吐き気はいいとして、頭痛だとか眠気とかは無かった？」

				「あっ──」

				　ユートの質問に彼女は思い出す。足を踏み外す原因となったあの頭痛を。今となってはそれは無くなっていたが、確かにあの時少年の言う症状が出ていた事を。

				「頭痛と山登りが関係あるの、ユートちゃん？」

				「原因は知らない、が……どうも人間は高い所に登り続けると、頭痛や吐き気、動悸や眩暈、眠気が酷くなるんだ……僕自身も一回体験した事があるよ」

				　ランジェが、その頭痛が何か関係があるのかと問うと、少年もまた同じ体験をしたと言葉を返した。

				　この世界には化学など無く、酸素や二酸化炭素などは未だに発見もされていなければ、定義もされてはいない。ただ、人間は呼吸し、空気が必要なのは当たり前である。そして、ユートの言うこの症状は『高山病』の症状である。高所に行けば行くほどに空気が薄くなり、体に吸収する酸素の量は減り、やがて酸欠状態に陥り、ユキナのような症状が現れるのだ。そして特に酷い時には呼吸不全を起こして死に至るのだが、軽度ならば予防は出来る。

				「逆に落ちて幸いかもね……今のままのペースで登り続けて山頂まで行こうものなら……くたばってるよ」

				　それは下山し、低い場所にて安静にすること。たったこれだけでも高山病は幾分かましになるのだ。幸か不幸か、ユキナは落下してきたことによりこれらの症状を緩和する事が出来たのだった。

				「じゃ……じゃあ急がないと！　早く仲間に合流しないと！」

				　くたばると聞いたユキナは飛び上がるように起き上がり、すぐさま山に登らんと立ち上がろうとしたが、それをランジェが肩を掴んで制した。

				「待ちなさい、気持ちは分かるけど、そうなる前に流石に貴女の仲間も休憩を挟むわよ、そうすれば合流できるから慌てないで。また頭痛で足踏み外すわよ？」

				「そうだぜ嬢ちゃん、気持ちはぁ分かるが今は落ち着いて、安静にしなぁ？」

				　しっかり休んでから進めば、やがては合流できると、ランジェはユキナを諌め、キョウスイもまた気持ちは分かるがと落ち着くように諭した。

			  

				　　　　　　　

				

				　その頃、ユートが馬鹿と貶したユキナの仲間であるレンが率いる、勇者一行は……。

				「な、なんだよこれ……頭が痛む」

				「馬鹿リッド、使えない頭を使いすぎたのね？　ざまぁな……うっぷ……」

				　ユートの予想通り。見事に予想的中。リッドは頭痛に、メルディは吐き気に襲われていた。

				「どうした二人とも！　一体何があった!?」

				「レ、レンは何ともないのか？　こっちは頭が痛いよ……」

				「うううぅぅう……ゆ、勇者だから、うぷ、当然よリッド……」

				「ちくしょう、答えになってない……ぺったん……ぐぅう！」

				　リッドは両手で頭を押さえてうずくまり、メルディは手を口に当てて呼吸が荒くなっていた。しかし、勇者レンだけは別段何とも無い。頭痛も吐き気も無く、これから最後の踏ん張りで登り切る自信があった。だが、二人がいきなり気分を悪くして行動が取れなくなった為に、眉間に皺を寄せて頭を抱えた。

				「くそっ！　何なのだこれは！　呪いか何かか？　この山には呪術師でも住んでいるのか！」　

				　知識を持たぬ、そして経験の浅い勇者レンは、あろう事か大きな勘違いをしてしまった。聞けば失笑を買うほどの、とても大きな勘違いだった。だが、勘違いとはいえ、リッドとメルディは苦しんでいるのは確かだった。休息を取るのが最善手である。しかし、勇者はあろう事かそんな二人を叱咤(しった)する。

				「二人とも立ち止まるな！　ユキナが死んでしまって、悲しいのは分かる。だがこんな事で、吐き気や頭痛如きで立ち止まる訳にはいかないだろう!?」

				　不慮の事故で、ユキナが落下して、先程まで悲しみに暮れていた三人に、さらに頭痛や吐き気の責め苦。だが、そんな些細な事で立ち止まる訳にはいかないと、レンは涙を堪えて叫ぶ。

				「あぁ、わかってる、しかしこれは……」

				「うぇえ、吐きそ……」

				　くそっ、レンが舌打ちしながらそう吐いた。これは最早、山を登るという状況では無いのが目に見えていた。本来ならば今日一日で山を越える予定がとんだ大誤算とアクシデントに歯軋りを始める。

				　くそっ、足手まとい共が、役にも立たん！ 

				　心中で呟きながら辺りを見回す、このまま一人で山を越えてしまってもいいとも考えた勇者レンであったが、ふと登山道に突き立てられていたある看板に目を付けた。

				

				『ホシミツ山三合目、山小屋町この先、休憩にどうぞ』

				

				　どうやら、この先に町があり休憩ができるらしい。運がいいのか、勇者レンは舌打ちをしてから苦しむ二人に向かって言った。

				「仕方あるまい。この先に休める場があるらしい、そこまで耐えて歩くぞ」

				

				　どれ位、登り続けたかは分からない。だが、頂上に近づいているのは確かだ。救出した僧侶ユキナを引き連れて、ユート達はゆっくりと歩を進めて、山を登っていた。

				　山頂に近づくほど傾斜は急になり、足場は悪くなる。まるで一行の足を踏み外させて、山から落とそうとしているようにすら思えた。だからこそ、ゆっくり、確実に地に足をつけて歩く。

				「やっぱり、休憩入れても疲れるわね。キョウスイは？」

				「あぁ、疲れはぁないんだがぁ……傾斜で腰にくるなぁ……こう、ずっしりとなぁ」

				「あ、わかります、なんだか腰に重りが乗っかる感じですよね？」

				「わかる、わかるわユキナちゃん……大丈夫かしら？　ダンス踊れなくなるかも……」

				　ユートの後ろに付いてくる三人は、疲労を感じてはいるらしいが、まるで前から仲間だったかのように、和気あいあいと話しながらユートに付いて行く。

				　そんな中ユートは、ゆっくりとしたスピードで先導を務めた、まるで一歩一歩を確かめるように。ユートがゆっくりと先に進むことにより、皆がペースを乱さずに、難なく登る事ができている。実は今現在、ユートが歩くスピードは一番登るのが遅い僧侶のユキナに合わせていた事に、ユキナは気付かなかった。

				　だが、ゆっくり確実に登り続ける、ただ、登り続ける。

				　そして、登り続けて陽が真上まで昇る頃であった。

				「よし、ここで長い休みに入ろうかみんな」

				　おおよそ正午より前の時間か、ユート達は開けた場所に到着した。目の前には丸太小屋が幾つか建てられていた。疎らではあるが登山客達も姿が見えた。

				「ここは……何かしら？」

				「山小屋町だよランジェさん。登山の途中にはこんな町があるんだ。無い山もあるけどね？」

				　ユートが説明するところ、ここは登山の際に身体を休められる町なのだと言う。このように標高の高い山を越える際はこのような丸太小屋が建てられていて、登山客から旅の者までがここで休み、山頂を目指すのだと説明した。

				「おぉ？　着いたみてぇだなぁ……っあぁ〜、腰が固くなってやがらぁ」

				　腰をぐりぐりと回しながら、キョウスイが登山で重くなった腰を解(ほぐ)そうとする、その後ろでユキナもまた、登山で疲れた体を伸ばすように胸を張るのだが……。

				「う～ん……」

				「幾ら何でも大きすぎない？」

				「何がですか？」

				　ランジェは年齢不相応ながらも主張する、目の遣り処に困る豊かな双丘に苦笑した。そして案の定、ランジェがユートの方を見ると初心な少年は顔を彼方に向けて見ない様にしていた。

				「なーに、ユートちゃんもちゃんと男の子なのね？」

				「な、なにが？」

				　そんな初心な少年を背からあやす様に抱きしめ、ランジェが耳元で囁く。

				「照れない照れない、ともかく趣味は分かったわよ？　そっかーおっきいの好きかー、私も自信あるけど固いのよねーダンスで鍛えたせいで……」

				「だ、だから、何の話？」

				　はぐらかすのが手に取るように分かる。ユートは赤面しつつもランジェの抱擁から離れようと手首を掴んだ所で、ユキナが二人の前まで来て頭を下げた。

				「ありがとうございます、おかげで助かりました……」

				　深々と頭を下げるユキナ、それを見てユートは少し鼻で笑った。

				「流石に次は落ちないでよね？」

				「大丈夫ですよ、次は気をつけます……では、私は仲間を探しますね？」

				　会話はそこそこに、ユキナは仲間たちと合流すべく山小屋町に向かおうとした、その時だった。

				「ユキナ……なのか？」

				　タイミング良く、彼女の名を呼ぶ声がした。

				「おいおい、ユキナは落下して、死んだはずじゃ……嘘！」

				「ま、幻よ！　いや、本当だわ！　ユキナよ、ユキナ!!」

				「生きてたんだ！　ユキナは生きてた！　おーい！　ユキナー！」

				　勇者レンと、その仲間であるリッドとメルディも驚いていた。崖から落下し、死んだも同然だと思われた仲間が、他の集団と一緒に居たからだ。既に諦めていた矢先の奇跡に三人は驚きを禁じ得ない。まさかと思って、レンが大きな声で呼んでみれば彼女は振り向いて、驚いた顔をした。

				「レン！　みんな!?　先に行ったと思ったわ！」

				「仲間さんかぁ？　あぁ、やっぱりカフェで騒がしかった奴ら……レン……だとぉ？」

				「そうみたいね……」

				　ユキナは戻って行く。元に居た場所へ。キョウスイとランジェはそれを見送った。駆け寄って来た仲間たちに、彼女もまた駆け寄って行った。

				「心配したよユキナ、死んだかと、死んだかと思って……」

				「本当だよユキナ！　助かってよかった！」

				　鉢金を巻いた、若い格闘家らしい青年と、白いライトアーマーの少年が、彼女を迎える。そんな中、三角帽子を被った黒いローブの少女が、三人に近寄って来た。

				「旅のお方、我々勇者様の仲間を救って頂き、誠に感謝します。本当にありがとうございます」

				　少女は三角帽子を取り、頭を下げて感謝を示した。

				「礼なら、うちのユートちゃんに言ってあげて？　彼女を救ったのはユートちゃんよ」

				　ランジェは、三角帽子の少女にそう言うと、ユートを示そうとして、ある事に気付いた。キョウスイの表情がおかしい、顔からダラダラと冷や汗を垂らして、顔は青い。しかも、拳を握っている。まるで、親に嘘を見抜かれて逃げ場を失った子供のようにも見えた。

				「やっちまった……」

				　キョウスイはただ、そう一言だけ呟いた。そんな中、ついに起こってしまった。避ける事はできない激突。そうとしか言えない瞬間が。

				「あの人に、助けて貰ったんです」

				　ユキナがレンに示す先に居たのは、黒い革のコートの少年。その姿を、勇者レンは忘れられるはずがなかった。あの晴れ晴れしき日を血で染められ、勇者の心と誇りに大きな傷をつけた少年──そいつが、真正面に立っていたのだから。

				「き、貴様、貴様ぁ！　なぜ貴様がここに居る!?」

				「ちょっ！　どうしたよレン！　知り合いか？　あいつ？」

				「あんな奴が知り合い!?　ふざけるなリッド！　忘れない、忘れるものか……よくも、よくも僕を、勇者である僕の誇りを傷つけたな!!」

				　勇者の仲間達の表情が凍った。すぐそばに居たメルディは勇者の近くに下がり、リッドは少し間が空いたが、構えを取る。助けられたユキナは、信じられないと口を押さえた表情を見せる。

				　いや、まさか、そんな……。

				　あの時レインの病院でよぎったユキナの予想が、正しく当たってしまったのだ。

				「こっちを向け異端者の傭兵が！」

				　勇者は腰の剣を抜き放ち、離れた傭兵に突きつける。それを見たランジェは、いきなり敵意を向けた勇者一行に後ずさる。しかしキョウスイは、構えずただ勇者達を見つめた。

				「誇り……？　ハリボテに誇りがあるんだね、驚いたよ……」

				　そして、ユートは動いた。顔を上げて、勇者レンを見つめてから、左腰に携えた刀に左手を添えて、ジトリと勇者に侮蔑(ぶべつ)の視線を刺す。

				「仲間を助けてもらっておいて……礼の一つも無く、さんざんに言うね、君は……」

				「貴様に礼なんか言わない。お前なんかに助けられたユキナが可哀想だよ」

				「助けられるハメになったのは、どこの馬鹿のせいだ？　あぁ……目の前に居るね？」

				　ランジェは、初めてみるユートの態度に驚いた。少なくとも、勇者を相手にこうまで言う、彼の態度の過剰な変化を、彼が言う悪口を見たことも聞いた事もない。

				　ランジェは一度、キョウスイに目配せをした。しかしキョウスイは、短い黒髪を掻き毟り、ランジェの目配せに気付いて、顔を横に振った。避けられはしない、まさしくそう言いたげな表情をキョウスイはランジェに見せる。しかしそんな中でもユートは、勇者を挑発していた。

				「本当にいい判断だよ……落ちた仲間を助けず、死んだも同然のように振舞って山頂に行くなんてね？　あぁ、確かに正解だよ、大正解だ……」

				「せ、正解？　何が言いたい!?」

				「亡骸も確認しない……自分達の任が何より大切だからだろ？　普通だったらさぁ、下山して確認しに行くよねぇ、どんなに酷くなっていても弔ってあげるべきだよねぇ？　僕だったらそうするけど……本当にすっごい責任感だよ！　感服するなぁ〜、馬鹿にしては？」

				「ふ、ふざけるな！　あんな高さから落ちれば死んだと思うだろ！　揚げ足を取るな傭兵！」

				　白刃は煌めき、変わらず挑発を続けるユートに、顔を赤くさせてレンは声を荒げる。

				「死にかけた要因を、崖から彼女を突き落としたのは……お前だよ勇者？」

				「はぁ……？」

				　しかし、ユートのその一言で、勇者は止まった。崖から突き落としたのはお前がしたも同然だとユートが言い放つ。

				「症状の予防どころか、登山の知識すらも無く山越えとはね……後ろの二人も顔色が悪い……心当たりがあるだろう勇者？」

				　ユートの指摘にはっとするレン。この三合目の山小屋で休んだのもほか二人の訳の分からぬ吐き気や頭痛が原因であった。それを知っていれば予防もできた。その兆候を見抜いていればユキナは崖から落ちることは無かったのだとユートは指摘する。

				「言ってやるよ、馬鹿だろ？　お前」

				「馬鹿……僕が……馬鹿だと!?」

				　ユートの挑発に、勇者レンはまんまと乗ってしまった。ユートは、こんな挑発に乗ってしまうのかという呆れが半分、上手く乗ってくれたという嬉しさが半分、少し口角を釣り上げる。笑ってしまいそうだった。勇者の愚かさに、復讐の憂さ晴らしができる自分に。だから、ユートは感謝した。挑発に乗ってくれた目の前の馬鹿に、ありがとうと心の中で謝辞を述べる。周りは皆、臨戦体制。火蓋はだれでも切れる。なら、切るのは自分とばかりに、ユートは右手でゆっくり刀を抜き放ち、勇者にその刃の先を向けた。

				「わかっているだろ？　勇者。ここまで言われたら、無様に背中なんか見せられないよね？　だから……」

				　そして、ユートはさらに挑発を重ねて、最後に言った。

				「ここから先は……命の取り合いを覚悟しろ！」

				　ユートの叫びが発せられ、やまびことなって反響した。

				「黙れこの、薄汚い傭兵がああああ!!」

				　刀を構えるユートに、自らの剣を振りかぶってレンは襲いかかる。ユートを間合いに捉え、次の瞬間には振り下ろそうとした。

				「ながっ……はぁっ!?」

				　だが、振り下ろそうとした瞬間、勇者の景色はフラッシュし、傾いた。そして顎の鈍痛と共に勇者は地面に顔面から倒れてしまったのだ。素早く立とうとする勇者だが足がおぼつかない、地面が揺れていたのだ。

				「そんな分かり切った事をいちいち言うな、馬鹿が」

				　ユートの左手がまっすぐに伸び、拳を作っていた。カウンターの左ストレートが、レンの顎先を矢の如く射抜き、レンの脳を揺さぶったのだ。

				「お前！」

				　ユートの右側の死角から、格闘家であるリッドの鋭い蹴りが飛んでくる。しかし、ユートにはその蹴りが、とてもゆっくりに見えた。なぜならば仲間に、彼より鋭い蹴りを放つ男が居るからだ。いつも見ている仲間の蹴りより数段、リッドの蹴りは遅い。欠伸が出そうだった。その蹴り足を掴んで反撃に掛かろうとユートが体をリッドに向けて腰を落とす。

				「待ちなぁ、餓鬼がぁ……」

				「うわぁっ!?」

				　しかし、格闘家の蹴りはユートには当たらず、明後日の方角へ飛んで行き、バランスを崩したリッドは、体勢を立て直す為に背を向けてしまう。その時二人の間に、巨漢が立ち塞がった。

				「男の喧嘩は一対一だぁ、テメェは俺が相手してやらぁ……」

				「く、くっそ！　どけよおっさん!!」

				「まだ二十五だぁ！　クソガキゃぁ!!」

				　キョウスイが、ユートに放たれたリッドの蹴りを、いとも簡単に受け流し、二人の間に割って入ったのだ。さらに、『おっさん』と言われたのが怒りの琴線(きんせん)に触れたのか、バランスを崩して背中を見せたリッドに、無茶苦茶な素人の蹴りを放つ。

				　背中に蹴りを受けたリッドは、ダメージこそ無いが、怒りを露わにしたキョウスイに驚いたのか、受身も取れず地面に這いつくばるも、すぐに立ち上がりキョウスイに対して構えた。

				　キョウスイは顔だけをユートに向けて、アイコンタクトをした。邪魔はさせないから存分にやれ、という事だろう。そう解釈したユートは、息を大きく吸いながら、右足を振り上げ──。

				「っシッ!!」

				「ぎゃがぁ!?」

				　倒れ伏す勇者レンの顔面を思い切り蹴り抜いた。頭をボールに見立てたかのような、容赦ない蹴りはレンの鼻を叩き潰した。勇者レンは思いだす、レインのパレードで殴られて、鼻を折られた記憶を。今回もまた、開始早々にレンは鼻骨を砕かれたのだ。

				「ひ、ひさまぁ！　ま、またしても僕の鼻をがあっ!?」

				　さらに、ユートはレンのライトアーマーに覆われてはいない、お腹をつま先で蹴りつけた。勇者は痛みに叫んで地面を転がっていく。

				「喋る暇があるなら立ったらどう？」

				　未だに一度も振られていない刀で、肩をコンコンと叩きながら。ユートは立たない勇者に一歩一歩近づいていく。

				「こ、この!?　勇者様になんて事を!!」

				　しかし、勇者をかばうようにメルディが立ち塞がると、杖の先をユートに向けた。

				　ユートは、魔法の詠唱には時間が多少掛かると、ランジェを見て分かっているため、構わずにユートは突進した。

				「ウォーターカッター！」

				「何ッ!?　は、早い！」

				　だが、ユートの予測とは違い、メルディは円状の高速回転する水を即座に生み出した。その水の円刀は、容赦なくユートの首を跳ねようと向かってくる。

				「死になさい痴(し)れ者(もの)!!」

				　先程、感謝で頭を下げたのが嘘のような言葉をメルディは吐いた。

				　ユートは間近に迫る水の円刀を避けようと身体を低くしようとする。だが、そんな必要は無いとでも言うように、ユートを護るようにして熱い炎の大蛇が、水の円刃を飲み込んだ。水の刃は、音を立てて蒸発し大蛇の閉じた口から蒸気を漏らす。

				　メルディが驚きながらあたりを見回せば、二人の少し離れた横から、ランジェが杖を掲げて、炎の大蛇を操っていた。

				「魔術師はあたしに任せなさい？」

				「ふぅ……さすがランジェさん、じゃあ頼むよ？」

				　そういいながらランジェは、ステッキタイプの杖を回す。ユートの前に現れた炎の大蛇が、杖の動きと連動して、メルディに襲いかかる！　

				「フレイム・サーペント!?　火の上級魔法なんて、貴女何者よ！」

				「魔法が使える踊り子よ、お嬢ちゃん？」

				　炎の大蛇に追い回されて、メルディが封じていた勇者への道が開かれた。勇者側の二人をランジェとキョウスイが止めると確信して、ユートは勇者に歩み寄る。だが……いや当たり前だろう。今度は助けた僧侶、ユキナが立ち塞がる。

				「や、やめて下さい！　これ以上近づいたら私が……」

				　身体を、携えた杖を震わせながらも、その瞳はしっかりユートを見つめる。

				　ユートは立ち止まり、ユキナを見て、そして後ろに倒れ伏してこちらを睨みつけるレンに視線を移した。

				「ふぅん……近づいたら……かぁ」

				　ユートは思う。なぜ、こんな勇者という存在とは程遠い名前だけの奴に、この子は付き添い、そして護るのかと。ユートにはそれが理解出来ない。しかし、自分なら放っておくし、そもそも仲間にならないなどという、自分の考えを彼女に押し付ける気もない。いや、押し付けてはいけない。彼女なりの事情があるから、何かしらの理由があるから勇者に従っている。だから、ユートは自身の意見を言う気は無いし、その必要もなかった。

				　だから……。

				「分かったよ、僕はこれ以上近づかない」

				　ユートは言った。近づかないと。

				　それを聞いて安心したユキナの震えが止まる。確かに、ユートは近づかずにその場に棒立ちになり、ユキナを見つめた。彼女の頼みを快く受け入れたのだ。しかし……喧嘩を売ってきた相手をみすみす見逃すほど、ユートは甘くは無かった。

				「やぁ、勇者さん？　女の子に護られる気持ちはどうかなぁ？　ぶっ、ざっ、まっ、だねぇ〜！　そんなのはさぁ、子供が読む絵がついた小説だけかと思ったけど、まさか、まさか！　まぁさか!!　目の前にそんな軟弱な奴が居るなんてさぁ！　いやぁ〜、事実は小説よりもなんとやらって言うんだね！」

				　ユートはこう考えた。近づくのが駄目なら、相手を近づけさせればいいと。犬には骨をちらつかせ、湖の魚にはミミズを投げ入れるように、ユートは勇者レンに挑発という最高の『餌』を与えた。

				「それも！　護られているのはなんと勇者様！　皆の希望！　それが女の子の背中に隠れてガタガタ震えているしかできないなんて、笑っちまうよ！　キヒ！　ヒィャーッハハハハハハハハハハハハハハ!!」

				　助けられたユキナは、ユートの挑発に顔をしかめた。

				　ユートはそれを見て、心の中で謝っておいた。ごめん、と。自身はレンを見逃す気は無いし、喧嘩を売ってきたのはあちらで、そして憂さ晴らしのチャンスでもあるのだと。見れば勇者は、鼻血を垂らして憤怒(ふんぬ)に震えて傭兵を睨みつけている。あぁ、これは餌に食いつくなと、ユートは左手の人指し指を立てて、それをクイクイと、招くように動かした。

				「来いよ勇者、女の子の陰に隠れずに掛かって来い」

				「こ……この……！」

				　ユートは駄目押しとも取れる挑発の言葉を放った。

				「クズがぁあああああ!!　ぶっ殺してやるぅうううう！」

				「だ、駄目よレン！　きゃあっ!?」

				　勇者は、餌に喰いついた。護ってくれていた僧侶を力づくで退かして、剣をユートの喉めがけて突きにいく。が、怒りに任せた剣が、ユートに当たる筈も無い。当たるわけが無い。

				「せめて止まってる相手には当てようよ？」

				　首を傾けて刃を躱したユートは、ほんの少しだけ右足を引いて、身体を右後ろに回転させた。剣先はユートの襟足を掠めて髪を少し散らす。力任せに突きを放ったレンの身体は、止まる事が出来ずに流れていく。レンの左側面へ回りこむ形となったユートは、前の左足の足首を右、すなわち内側に捻り、さらに同じく腰を右に回した。生まれた勢いが、ユートの左腕に伝わって、その拳は勇者レンの顎へと向かう。

				「ＳＡＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

				「がばああああああ⁉」

				　ユートの左の拳がレンの顎を捉え、怒りに叫んだレンの口を閉じさせる。顎が跳ね上がり血と唾液が舞う。足が地面から浮き上がり、勇者レンは再び地面に仰向けに倒れてしまった。

				　勇者が倒れる。それを見た仲間たちは、信じられない光景に目を疑うしか無かった。先程の、斬撃を軽々と避けてからの左の一撃にも冷や汗を感じていた。目の前の小さな傭兵は、あろう事か人が地面から浮かぶほどに強い突き上げを、勇者に食らわせたのである。勇者の仲間たちは確信した。レインの街で勇者を病院送りにしたのは、この少年で間違いないと。

				「どうしたの？　まさか、もう終わりなんて言わないよね？」

				　余りの強さに、そして少年の変貌ぶりにユキナはその場に固まってしまう。

				　するとユートは、まるで彼女など居ないかのように、余裕綽々と歩きながら、倒れ伏す勇者へ向かった。

			  

				　　　　　　　

				

				　リッドは焦る。目の前で勇者が危険な目に遭っているにもかかわらず、自分が救いに行けない事に。その原因である目の前に立ちはだかる巨漢は、腕を組んでリッドを見下ろしていた。

				「あ、あんたらには、ユキナを助けてもらった恩がある！」

				　そういいながら、リッドは立ち上がると小刻みに、リズムよくステップを踏みながら、拳を握り、顎の下辺りに構えた。彼の装備であるガントレットが鈍く光る。

				「だが、目の前で勇者が危険な目にあっている。あんたに恨みは無いが通させて貰うぞ！」

				　強い意志を目に宿した若き格闘家はキョウスイに言い放った。だがキョウスイは、彼とは真逆。重々しいすり足で左足を前に出し、手のひらを相手に向ける形で構え、腰を落とす。その構えは、岩のような重さを連想させ、さらには滲み出すような覇気にリッドの顔から冷や汗が垂れた。

				「喋るのは止めにしようぜぇ。男が二人ぃ、しかも格闘家が出会ったんだぁ……」

				　キョウスイは、リッドの焦燥を他所(よそ)に歓喜していた。久々に格闘家と出会い、そして自らその鍛えたであろう拳を、蹴りを振るうのだ。『死合う』事に歓喜を覚えない筈が無い。

				　だから、キョウスイはユートに目配せをしたのだった。ユートはこの目配せを『俺に任せろ』と解釈したが、実際は『こいつは俺の獲物だ』という、手出し無用の意味が強かった。

				「勇者助けたきゃぁ、まずは俺を倒すんだなぁ、来な？」

				「後悔すんなよ！　おっさん！」

				「おっさんじゃねぇっつってんだろうがあああ!!」

				　再びリッドが地雷を踏み抜くと、キョウスイは右腕をフルスイングする拳を放った。力任せの、精巧さの影も無いフルスイングのフック。リッドはその迫り来る拳が左頬を捉える前に、左手で自身の後頭部を掴んだ。こうする事により肘が曲がり、腕全体で頭を防御ができる。左腕に覆われた顔面に、キョウスイの右フックが迫る！　

				「……なぁんてなぁ」

				　が、その殴られた衝撃は無かった。キョウスイは、フルスイングした右手が触れた瞬間、握り拳を解いて、リッドの前腕をしっかり掴んだ！　

				「な、何！」

				「喰らえぇ、クソガキャアアア!!」

				　掴まれた左前腕が軋む！　それ程の力で掴まれ、さらにリッドは右の前腕を引っ張られて体勢を崩した。そしてキョウスイは、引っ張られてできた右脇の隙間に、左腕を肩まで差し入れ、自身の腰をリッドの腰に強く当てた。　

				　それと同時に、キョウスイは逆手で握っていたリッドの左腕を持ち替え、手の甲から被せるように右手首を持ち、思い切り引っ張った。リッドはキョウスイの背中に乗り、そこからまるで、投石機の石のように投げ出され、地面に勢い良く背中から叩きつけられた！　

				「っがっ!?　……はぁっ!!」

				　背中を叩きつけられて、リッドが痙攣した。地面が硬い岩でできている以上、その衝撃は計り知れない。背中を反らせながら、痛みに背中を押さえ、呼吸が出来ずにリッドは苦しんだ。

				「まだだぁ、追撃が無いとでも思ったかぁ？」

				「なあぁあ!?」

				　さらにキョウスイは、身体を回転させ倒れたリッドに向かい、自身も倒れながら、肋骨を破壊せんと、追撃の肘打ちを放った。

			  

				　　　　　　　

				

				「ウォーター・カッター!!」

				　メルディは、ランジェに向かって自身の得意とする水の魔法を再び放った。三つの高速回転する水の円刀は、ジグザグに移動しながらも、ランジェに向かっていく。

				「う〜ん、芸が無いわね貴女？」

				　が、まるでランジェは、そんな魔法では傷つかないとばかりに、先程から操る炎の大蛇を指揮し、水の円刀を食わせた。再び蒸発する音と、水蒸気があがる。

				「そんな水の魔法じゃ、私の熱い炎を鎮めれないわよ？　お嬢ちゃん？」

				「こ、このっ!?　これ見よがしに見せつけて貴女は〜！」

				　ランジェは、登山で来ていたコートを脱ぎ、いつもの派手な踊り子の服を見せながら、前かがみになり、自慢の胸の谷間を見せびらかす。それを見て、メルディが地団太を踏むと、ランジェは傍に置いていた自身の荷物に手を入れた。そして、それを見つけて優しい笑みを浮かべながら、優雅にそれを取り出す。

				「私も使っちゃおうかな〜、水の魔法」

				　ランジェが取り出したのは、酒瓶だった。市販されている、一般的な赤ワインである。ランジェがそれを手のひらに置くように持ち、杖でコルク栓を軽く叩くと、コルク栓が音を立てて抜けた。

				「な、何をする気よ？」

				　メルディは、ランジェの訳の分からない行動に顔をしかめた。しかし、彼女が水の魔法と言ったのをしっかり聞いていた為、ある程度は何をするかを予想出来た。大方、水を使うのではなく、わざわざワインを使って水の魔法を放とうと言うのだろう。踊り子が、客商売の人間が考えそうな事であると。

				「何が、芸が無いよ！　そんなの誰だってできるじゃない……もう一度喰らいなさい。ウォーター・カッター！」

				　再び水の円刀を、メルディはランジェに飛ばす。ランジェはそれを見ても慌てずに、ワインの入った瓶を逆さまにした。音を立てて流れ出すワインは三又に分かれて、赤い水球を三つ、空中に作り出した。

				「ウォーター……カッター！」

				　ランジェは、まさかの同じ魔法を唱えると。三つのワインの玉が回り出す。ワインの玉はやがて高速回転で平たくなり、メルディの水の円刀を迎撃した。

				　そして、ランジェの放ったワインの円刀が、メルディの水の円刀を、全て切り落とした。

				「そ、そんな！」

				　さらにワインの円刀は、勢いそのままにとメルディに向かっていく。しかし、ランジェは再び杖を掲げて、飛んで行くワインの円刀を差した。

				「まさかお嬢ちゃん、これが一芸と思ったかしら？　……着火！」

				　ランジェがそう叫ぶと、ワインの円刀達に向かい、杖先から火の粉が放たれる。火の粉が円刀に当たると、まずは一番外側の刃の部分に着火する。さらに、高速回転により火はまるで渦巻き模様にワインの円刀に模様を作った。

				「どうかしら、あり得はしない水魔法と、火の魔法の複合。ワイン・カッター、とでも命名しようかしら？」

				　目の前に迫り来る、炎を帯びた水分の円刀に、メルディはパニックを起こし、呪文の詠唱が遅れた。そして……。

				「きゃあああああ!?」

				　ワインの円刀は、メルディに当たった瞬間、メルディに火のついたワインとして降り掛かる。カッターとしての威力は無いに等しかったが、アルコールによる延焼で、メルディの身体を火が包み込んだ。

				「踊りなさいな、燃え尽きるまでね？」

				　杖でフニフニと自分の頬を突ついて、ランジェはメルディが火を消そうと転がる様を見続けた。

			  

				　　　　　　　

				

				「キョウスイ、容赦無いなぁ……あんな投げ食らったら僕でも立てないよ……あぁっ、ランジェさん頭いいなぁ、考え付かなかったよ」

				　ユートは、肩に刀を掲げながら、二人の戦いぶりを見続けた。キョウスイはパンチからのフェイントの投げが綺麗に決まり、一方ランジェは、ワインを使った水と火の魔法で動揺させて決着を付けた。

				「で……早く立ったら？　仲間が大変だよ、勇者さん？」

				「こ、このぉ……」

				　そして、目の前の勇者と対峙するユートは、退屈そうに勇者に言う。

				　勇者レンは、ユートに殴られた顎を押さえて、剣を突きたてながら立ち上がる。

				「レ、レン！　今回復を……」

				「近寄るなぁあああ！　ユキナぁああああ!!」

				　ユートの後ろから、ユキナが回復呪文を唱えようとしたらしい。ユートには見えなかったが、レンがやめるように叫んだから、そうなのだろうと、ユートは納得する。

				「こいつは！　……この薄汚い傭兵は僕だけで倒す！　いや、倒さねばならないんだ！」

				「タフだね、体力なら僕よりあるんじゃないかな？」

				　膝を震わせても、レンは突き刺した刀を引き抜き、両手持ちで正面に構える。そしてユートも、右手に持った刀をゆっくりと大きな動きで右足を後ろに引きながら半身になり、レンから見えないよう、その身体に刀を隠すように右に構える。久々にユートは、構えらしい構えを取った。レンから見れば、ユートの持つ刀は見えない。それは即ち、刀の間合いも、どこへ斬りかかるかも分からない、疑心暗鬼を誘う構えだった。

				「な、なんだその奇妙な構えは！　馬鹿にしているのか！」

				「それは、闘ってみればわかるよ……だけど勇者……覚悟するんだ」

				　ユートの目が冷たく、勇者を見つめた。その眼差しに勇者は、確かに感じた。ユートの殺気を、冷たい刃物のような殺気を。

				「腕も、首も……飛ぶと思え……死ぬという、覚悟をするんだ」

				　動けない……。

				　勇者レンは動けずにいた。刀を構え、鋭い視線で睨みつけるユートの身体から、滲み出る殺気に臆していた。ズシリと、空気が重い、呼吸の一つも満足に出来ないような重さを、レンは感じていた。それを尻目にユートは、じりじりと勇者との距離を擦り足で詰める。地面が擦れて音を鳴らし、それを聞いたレンが大きく後ろに退がった。

				

				　瞬間──。

				

				　ユートの爆発的な踏み込みが、地面を深く抉った。大きく、後ろに退いたレンとの距離など無かったかのように、一瞬で距離を詰め、そして。

				「ぜぇあぁあああ！」

				　気合一閃に右下に構えた刀を、左上に逆袈裟に振り抜いた。しかし、レンは反応したのか退いた際に剣で防御する。鈍い、金属同士がぶつかり合った音が、山頂に響いた。

				「ぐっ!?」　

				　だが、レンの剣による防御は、その一撃で崩された。上に弾かれた剣を握り続けて離さない。いや、離せなかった。たったの一太刀で、レンの手に痺れが走り、離そうにも離す事が出来ないのだ。

				「ぐぁっ!?　腕がうごかなぃぃ!!」

				「しばらくはまともに防御も、攻撃もできないよ？」

				　レンの両腕は痺れ、固まったように動かない。そんなレンに、ユートは身体を右に回転させ、右足によるバックスピンキックを放とうとした。

				「こ、これしきぃ！」

				　しかし、レンはユートの蹴りの範囲から抜けるように、左へステップした。防御が出来ないなら当たらないように避ければいい。それは妥当な考えだった。

				　が、そんな事は誰でも考えつくとばかりに、ユートは策をとっていた。本来、バックスピンキックは足を抱えて、相手の腹に突き刺すように放つ。が、ユートは足を抱えなかった。抱えずに、蹴りを放つ右足を地面につけたままだった。

				「次は目だ！　ハリボテ!!」

				　ユートは、蹴りを放つと見せかけた右足で地面を削り、砂利を巻き上げる！　

				「っ！　ああああああ!!」

				　目に入った砂利に、レンは視界を奪われた。

			  

				　　　　　　　

				

				「ぐ……くっそぉ……」

				　リッドは、キョウスイの肘を転がって避けた。見れば、キョウスイの肘は地面にめり込んでいる。それを見て、リッドが戦慄(せんりつ)しない訳が無い。もしも、直撃していたなら命は無いだろうと。冷や汗を垂らし、構えながらも慎重に距離を測っていた。一方でキョウスイは、自分の投げをまともにくらい、まだ立てるリッドに感服していた。

				　久々に根性のある奴に会ったと、キョウスイも格闘家としての血が滾(たぎ)る。なら、本気の片鱗位は見せてやるのが礼儀だと。キョウスイはニヤリと笑いながら、棒立ちになった。

				「……どういう意味だよ、おっさん」

				「来なぁ、若いのぉ……全力で、思い切りだぁ……」

				　今は若いこの格闘家の実力、しかとこの目で、そして身体で体験せねばならなかった。

				「ぶつかってきなぁ？」

				「……あんたが上みたいな……師匠風を吹かすなぁあああ!!」

				　リッドは渾身の力を込めた突撃と共に、怒涛(どとう)の連撃を放つ！　顔面を砕かんとする、正拳や左右のフック、素晴らしい軌道のアッパーカットは、ユートに見習わせたいぐらいだと、キョウスイは思った。

				「うらぁあああああ!!」

				　さらに、散らし方も非常にいい。顔面だけでなく、鳩尾(みぞおち)や肝臓、そして金的すらにも容赦なしに若い格闘家は放っている。そして、連撃を放っていながら、頭を振り、身体を動かして相手の攻撃の的にならないようにしている。非常に有能で、才能ある格闘家だった。

				　が、キョウスイはその上を行く！　リッドとは正反対の投げ技で、そして……。

				「い〜いラッシュだぁ……が、経験不足だなぁ!!」

				「そ、そんな……⁉」

				　キョウスイは、リッドのラッシュの一つである右の拳を、左手で即座に掴んでラッシュを無理矢理に止めた。自分の全力を注いだ連撃を、容易く止められて、リッドに衝撃が走る！　

				「あばよ、若いのぉ……目覚めたら、ベッドの上だぁ……」

				　そう言い残して、キョウスイは右手を掴んだまま、リッドの後頭部を右手で掴み、頭を引いた。そして、キョウスイは飛び上がった。キョウスイは飛び上がったと同時に、自身の右足の膝の裏をリッドの首の裏に巻きつけるように掛け、反対側に見えた右の足首を、自分の左足の膝の裏に当てて、膝の裏で足首を挟む。さらに、左手に掴んだリッドの右腕を、右手に持ちかえて、リッド自身の二の腕が喉に巻きつくように、引っ張った。

				　最後の仕上げとばかりに、キョウスイは足に力を入れながら、リッドの頭を両手で引きつけて、締め上げた。

				「あっ……がっ？　……」

				「絞め技は初体験かい？　ま、無理もねぇな……なんせラーナ村秘伝の技だぁ」

				「かっ……………」

				　やがて、リッドの瞳に陰りが見え、腕からダラリと力が抜けると、キョウスイは両足を解いた。

				「今のは三角絞めってんだぁ……って落ちてるわなぁ、ま……しばらく寝てな」

				　立ち上がり、キョウスイは足でうつ伏せのリッドを転がして、仰向けに寝かせた。

			  

				　　　　　　　

				

				「こ、このダンサー風情が、よくも！」

				　自身の水の魔法で、やっとランジェの火の魔法とワインの複合魔法を消火したメルディは、所々焦げたローブのまま立ち上がる。ワナワナと震えながら、杖を握りしめて、ランジェを怒りの……少し潤んだ眼で見た。

				「いや、その、ごめんなさいね？　さすがに黒焦げはまずかったかしら？」

				「謝るな！　こっちが、こっちが惨めなだけでしょ!?」

				「いや、ねぇ……確かに私も調子に乗ってワイン使ったけど……まさかあんなに燃えるなんて……」

				　メルディの潤んだ瞳に、ランジェは頭を抱えた。やってしまったと、子供を相手に調子に乗ってしまったと。実際に実力の差を見せつける為にわざわざ同じ魔法を放ったが、とても大人気ない事をした事に、ランジェは気づいた。

				「屈辱は……貴女を倒して晴らすっ！」

				　メルディは胸の前に杖を構え、呪文を唱え出す。長い呪文を早口で、舌も噛まずに言うのは中々だが。

				「ところで貴女……魔力の残り大丈夫？」

				「えっ、あっ……？」

				　メルディは突然、詠唱を途切れさせて、膝から地について地面に倒れた。身体は痙攣して、一体自身の身体に何が起きたのか分からない彼女は、立ち上がろうと腕に力を入れるが、少したりとも身体が地面を離れる事は無かった。

				「な、何よぉ……今になってぇ……」

				「やっぱり、乱発したらそうなるわね……」

				　メルディの身体は、魔力の枯渇により自由が利かなくなっていた。ユートに放った水の円刀、ランジェに対抗して同じ魔法を数発、さらに引火した火の鎮火に水の魔法を数回。が、回数にしてみれば少ない。しかし、魔力の枯渇(こかつ)の原因は別にあった。まず、水の魔法を放つ際に、メルディは大気中のマナで一から生成した。一から作り始めるのは、多少だが魔力の消費が上乗せされるのである。

				　対して、ランジェはワインを使い、元ある液体に魔力を流して水の魔法を放った。これによりランジェは『一から生成する手間』を省いて、魔力の消費を抑える。しかし、最大の要因はやはり、元ある魔力の差になる。メルディは経験も浅い魔術師。対してランジェは上級魔法を詠唱無しで放てる程の魔術師。そこには明確な差があった。

				「ごめんなさいね？　貴女は今、何も出来ないわ。立ち上がる事も、勇者を助ける事もね？」

				「そ……ん、な……勇者……様」

				　メルディはついに、地に身体をつけて寝息を立てる。魔力の枯渇から来る疲労と睡魔によるものだった。ランジェは、杖を胸の谷間にしまい、眠るメルディに、自身の羽織っていたコートを被せた。

				「さて、ユートちゃんの加勢に……って、あれは必要無いわね」

				　そして、ユートの助太刀に入ろうとして、ランジェはユートが勇者と闘っているであろう方を向いたが、その目の前の光景に助けは必要無しと確信した。

				　リッドを締め落としたキョウスイも、メルディを制したランジェも。勇者レンと対峙する、自分達のリーダーであり小さな傭兵──ユートの闘いを見ていた。

				『圧倒的』──その一言しか言えない状況。両腕を動かせなくなり、さらに目を封じられた勇者は、ただただ後ろに退がるしか無かった。

			  

				　　　　　　　

				

				「右肩だ」

				「ああっあああ!?」

				　ユートはそう言って、素早く刀を右から左へ薙(な)ぐ。斬りつけられた右肩には、赤いラインがゆっくり現れ、そしてそこから血が吹き出した。痛みに勇者は叫びを上げて、再び退がる。

				「さん……にぃ……いち……次は、左脇腹はどう？」

				「あぐぅううう!?」

				　数を数え、ユートは刀を左上から右下へ、袈裟にふる、レンの脇腹を守るアーマーのプレートが切り落とされ、そこから右肩と同じように、血の線が引かれ、そして流れ出す。ユートは、五つ数えてから、斬る箇所を宣告して、その箇所を刀で斬りつけていた。しかも、深くではなく、浅く、それでいて広く斬っている。この、数を数えてから、斬る箇所を言ってから斬るというユートの行為は、勇者に確実な心労と恐怖を与えていた。

				　次に痛みが身体に伝う時間が分かり、暗闇によって、『本当は嘘じゃないか？』と疑心暗鬼に陥る。さらにユートの一撃に防御の手段を奪われたレンには、それを防ぐ事は出来ず、只身体に刻まれる痛みと恐怖に怯えるしかなかった。

				　勇者は痛みと、暗闇に閉ざされた視界との二重苦により、彼が宣告しているにもかかわらず、避(よ)ける事が出来なかった。斬撃を喰らい、ただただ後ろに退がるだけ。

				　そして、ユートの剣術、呪縛(じゅばく)の太刀の効果が切れたのか、勇者は砂利に封じられた目を手で擦った。視界が戻ったレンが目の当たりにしたのは、自身の身体中に付けられた赤い血が流れる切傷と無残にも所々切り落とされたプレートアーマー。

				　そして、その返り血を浴びた黒い革のコートや鍔が無い刀の刀身と、顔面に血の雫を垂らし、未だ冷たい視線で見つめる小さな傭兵ユートの姿を見た。

				「あぁああ……うううっ！」

				「どうしたの、勇者……怖くなったか？」

				　傭兵は、傷だらけの勇者に歩み寄る。

				　勇者はその一歩に、いや、今自分が居るこの場所にさえ恐怖を感じていた。今すぐに逃げたい、逃げなければならない。が、それは出来なかった。自分が勇者である『誇り』が、レンの後退を止めさせ、受け入れられない自身の『弱さ』が、虚勢となって言葉を吐かせる。

				「馬鹿に、馬鹿にするなぁっ！　傭兵！　誰が、誰がお前なんかを怖がるかぁ！」

				「駄目！　止めてレン、剣を、剣を下ろして！」

				　傍で、二人の闘いとも言えない闘いを見ていたユキナが、勇者を止めようと叫ぶ。

				「止めるなユキナ！　……逃げない、逃げるものか、お前なんかに背を……背中を見せるものかっ！」

				　身体中から血を流し、震える手でレンは剣を構える。そこに付いた赤い斑点は、決してユートの血ではない。己の血が自身の剣にすら赤い模様を付けていた。未だ一太刀も、擦り傷すらユートに付けてないという現実が、そこにはあった。肩に刀を携えたユートが、今にも倒れそうな勇者に哀れむ目を見せる。

				　そして、ユートはその自身の持つ刀を一度振って、付着した血を払うと、ゆっくりと刀身を納める。鞘と刀身は擦れてスラァッという音が鳴り、やがて刀身は鞘に納められた。

				「勇者……選ばせてやる」

				　ユートはレンにそう言って、両腕を組みながら、傷だらけのレンを見つめる。いきなり刀を納めて、さらには選ばせてやると言ったユートに、レンの思考が一瞬空白に染まる。それを関係なしと、ユートは続けた。

				「生きるか……それか、地獄の責め苦の果てに死ぬかだ。今から剣を納めてアルヴェイシャ方面なり、レムーナまで降りるなりすればいい……だけど、まだ僕に剣を向けるなら……」

				　カチリと、左腰に携えた刀を鳴らして、ユートは何も言わなかった。納めなかったなら、言う必要は無いだろう。勇者の末路は、確かな死だけだった。

				「それは……逃がしてやる、命だけは助けてやる、という事か？」

				「言う必要がある？　わかってるのに？」

				　ユートの迫った選択に、レンが聞き返した。だが、ユートはそれを切り捨てた。

				「逃げるわけ……ないだろう！　勇者である僕がっ……魔王を倒し、世界を救うこの僕がっ」

				「パレードで……列からはみ出した子供を蹴飛ばして……さらに異端者に祭り上げた……お前が勇者？」

				　レンの背筋が凍りつく。それどころか、周りに居た皆も、ユートの異様な雰囲気に各々が狂気を感じていた。

				「おかしい……」

				　キョウスイは、ユートが放つ今までに無い雰囲気に、眉間に皺を寄せていた。

				　ユートは、勇者の街で言っていた。勇者に蹴られた子供を助ける為に、勇者を叩きのめしたと。その弱者に対する、勇者の態度が気に入らないのは、キョウスイも同じだった。が、それを前提としても、ユートの勇者に対する痛めつけは過剰だった。普通なら、簡単にあしらえばいいだけ。二人の実力差なら可能である。キョウスイには、ユートがレンをわざと痛めつけている風にしか見えない。

				「え、えぇ……おかしいわ」

				「あぁ、あまりにも惨すぎらぁ」

				　ランジェも、ユートの違和感に気づいたのか、キョウスイと同じ言葉を漏らした。それに、賛同するようにキョウスイも言葉を返す。……しかし。

				「えっ？　違うわよキョウスイ、そうじゃないわ」

				「は、はぁ？」

				　ランジェは、キョウスイとは別の違和感を見つけたように、キョウスイの賛同に違うと言う。

				「じゃあよぉ……なぁにがおかしいってんだぁ？」

				「キョウスイ、私……ユートちゃんの事で分からない事があるの。聞いていい？」

				「んだよぉ、急に改まって……」

				「ユートちゃんは……魔法が使えない、これは確かよね？」

				　ランジェは、キョウスイにそう問いかけた。キョウスイは、確かに覚えている。レインブルの外れの教会で、狂信的な僧侶と対峙した際に、ユートは魔法が使えないと、自分に言った事を。

				「あぁ、間違いねぇ……確かに、この耳でそう聞いたぁ……」

				「じゃあ……あれは？」

				　ランジェは、ユートの足元を指差した。その先をゆっくりと目で追ったキョウスイも、それを視界に収めた瞬間に息を呑んだ。

				「な、なんだ……ありゃあ……」

				　二人の目の先にあった光景──それは、ユートの足元から微かに湧き出た、渦を巻いている黒い瘴(しょう)気(き)だった。

				

				　ユートの心を心地よさが満たす、ユート自身も気付いていた。自分の足元で渦巻く黒い瘴気。それが自分の心を癒しているのを。最初に左の拳を勇者に食らわせた時からあったそれが、ユートの気持ちを高ぶらせた。普通ならまた、馬乗りになって顔面を数発殴って終わるだけの勇者をあしらう作業を、わざわざ刀を抜き放ち、あげく身体中に傷を付けてやった。

				　ふと、ユートは首元から垂れ下がるペンダントに目がいった。金色の装飾にはめられた紅い血の色のような宝石が微かに輝く。おそらく、日の光に照らされているからだろうと、ユートは思い、勇者に視線を戻した。

				　思えば、返答を待つ必要なんか無かった。まだ小さな子を蹴飛ばし、異端者に祭り上げ、さらにこの山で仲間を殺しかけても助けにいかず、状況も分からずに逃げようともしない。こんな奴が勇者だと認めたくはないし、こんな、自分勝手な奴が生きている必要は無い。そう思ったユートは、レンの返答を待たずに踏み出した。勇者に、いや、愚者に向かいユートは走る。そして、その自分の間合いに愚者が入った瞬間、ユートは一度収めた剣を抜刀する。鞘から刀身が滑り出し、一度甲高い音が山頂に鳴り響く。

				　勇者は気づけない、気付く事も出来ない。いつの間にか背後に移動し、刀を振り切ったユートに気付いたのは……小さな傭兵が刀を収めた瞬間だった。

				　最初に走った鈍い痛み。そしてレンの目の前に現実は突きつけられる。剣を握った両手の肘から上は無くなっていた。が、血は出ていない、見えてないだけだった。恐る恐る、レンは視線を下げた。

				　そこには、剣を握ったまま、本来曲がるはずの逆方向に肘が曲がった、自身の両腕が垂れ下がっていた。

				「う、あ、うああああああああああああ!?」

				　気付いたが為に、増幅する痛み。その痛みは勇者の心を、精神を打ち砕くのには十分過ぎた。そして、レンは両膝を地につけた瞬間、後頭部を踏みつけられる。

				　口に広がる、血と土の味に勇者は吐き気を催した。そして気付く。首筋にあてがわれた冷たい鉄の感触を。さらに勇者は連想した、これから起こりうる自分の末路を。

				「さらばだ勇者、もう……痛みに苦しむ必要は……無い！」

				　傭兵は、足元に這いつくばる勇者の首に当てた刀を振り上げた。日の光に照らされた凶刃が輝いて、命が散る瞬間を引き立てようとばかりに妖しさを漂わせる。

				「や、やめてええええええええ!!」

				　自らを助けてくれた傭兵に、ユキナがやめるように叫んだ時。

				　どこからか響いた破裂音と共に、傭兵がその背中を反らした。


                			

	








			
				　シェイン王国の国王、ジェイル・S・バルシュタインは、ひらひらと二枚の紙を自身の目の前で弄んでいた。そこには人相書きと、金貨の枚数が書かれている。それは指名手配書だった。ある日彼は『嫌な知らせ』を二つ聞いて、この指名手配書を書かせて、印刷させる予定だった。が、しかし。

				「今一度聞こう、確かに……この二人で間違いないのだな？」

				「えぇ、王様……確かに手配書通りの二人でございます」

				　王は、自らの前に片膝をつき、報告する騎士に問う。

				　ジェイル王の持つ手配書には、まだ年端もいかぬ少年と、若き強面の男が書かれている。本来なら、今からこの印刷した手配書を、シェイン王国領全体に貼り出す予定だった。

				「しかしだ、貼り出す前に捕まえるとは……やはり騎士団は優秀だという事だな？」

				「その通りにございます、しかし……代わりに勇者様は……」

				「治るのだろう？」

				「治りますとも……」

				　王は、手配書を丸めてから、玉座の背後に投げ捨てると、手すりに頬杖を付き、面倒くさそうに言った。

				「勇者への暴言と暴行、さらには貴族の殺害により、ユート。そして、貴族への脅迫と、同じく殺害に、キョウスイ・ゼンジ。また、それに同伴したランジェとやらは、国家への反逆とみなす！　裁判など無しだ、三日後に絞首台に送れ」

				「はっ！」

				　そう言って、王は騎士を下がらせた。

			  

				　　　　　　　

				

				　水滴の落ちる音が聞こえる。身体に確かに感じる冷たさにユートは、目を覚ました。起きて最初に気づいた事は、まずは身体が重い事。上半身のインナーも、ランジェに買って貰った革のコートも脱がされて、上半身が裸だという事。そして、両手を後ろに縛られていることだった。手を拘束するそれに触れれば、それが荒縄だという事が分かった。キツく力強く縛られている。

				「あぁ、そうか……捕まったんだ、僕……」

				　ユートは、ゆっくりと思い出していった。ホシミツ山の山頂で、感情に任せて勇者を痛めつけていた時、そこで破裂音が鳴り響いたのだ。それと同時に、自分の刀を握る右の肩から、血が吹き出した。マスケット銃で撃たれたのだろう。肩を押さえ、刀を落として空を見上げれば龍に跨った鎧の騎士達が次々地上に降り立ち、ユートの首に剣を突き付けた。その時、視界の端で、キョウスイやランジェも取り囲まれていたのをしっかり覚えている。

				「感情に身を任せた結果がこれか」

				　ユートは自身の抑えきれなかった感情を悔いたが、悔いたところで変わりはしないという矛盾に滑稽さを感じた。

				　目の前にある鉄格子の隙間から灯りが見え、さらにはそれがランプの灯りだと気づいた。自然の日の光が無い事から、ユートは、ここが地下にある牢屋だと予想する。

				　ユートは両手を塞がれていて立ちにくい状況だが、立ち上がって見ようと、一度女性のように足を揃えてから、片足ずつ立ち上がる。そして、牢屋を確認した。むき出しの冷たい石造りの床、二つの毛布と尿瓶(しびん)、あとは汚れて不衛生なフォークとカップ、それ以外は何も無かった。

				　辺りを確認したユートは、鉄格子まで歩いて外を見てみる。人が横に五人は並んで歩ける広さの廊下の先には壁。左右を覗けばその広い廊下が続いている事から、おそらくまだ牢屋があるに違いないと、ユートは確信した。

				　そんな中、廊下から重い扉が開いた音がして、さらには足音が聞こえて来た。コツコツと聞こえる足音は、段々と音が大きくなって、近づいている事が分かる。その音が聞こえなくなり、四人の男女が鉄格子を隔てて、ユートの牢屋の前に止まった。その内の男一人の状態に、ユートは少し狼狽(うろた)えたが、やがてくくっ、と笑い声を漏らして言葉を吐いた。

				「随分傷の治りが早いねハリボテ勇者。王国直属の僧侶の治癒の魔法は、死にかけたお前も治すらしいな？」

				「牢屋の中の減らず口は滑稽だな？　なぁ、薄汚い傭兵？」

				　目の前に現れたのは、傷一つない勇者レンとそのパーティだった。鉢金を巻いた格闘家リッドは、腕を組んでそっぽを向き、三角帽子の魔法使いメルディは、ユートを睨みつけ、僧侶ユキナは俯(うつむ)いている。

				「今日はいい日だよ、君はこうして牢屋の中で待つんだ。処刑されるその日が来るのを怯えてなぁ？　その間に僕はワインを開けよう」

				「勝手にしろよ、ワイン飲めないしさ……まぁ、だけど君が無様なのには変わりないよね、ハリボテ？」

				　やはり、勇者は顔をしかめた。挑発には滅法弱いのを、ユートはしっかりと理解している。

				「鉄格子が無ければ、暴言の一つも吐けない……また腕を折ってやろうか？」

				「き、貴様……」

				「口を慎みなさい、痴れ者！」

				　勇者が口で負かされそうになったのを感じたか、鋭い目つきでメルディが割って入る。その後ろではリッドが片手で額を押さえて『またややこしい事に』と呟いた。

				　ユートは、目の前で勇者に代わり罵詈(ばり)雑言(ぞうごん)を吐くメルディを聞き流しながら、キョウスイとランジェの牢屋はどこだろうか、と考えていた。

				「ちょっと貴方！　私の話を聞いてまして!?」

				「で、ハリボテ……僕の処刑はいつかな？」

				「キィイイイイイイイイ!?」

				　メルディのヒステリックな叫びにユートは、たった今居た事に気づいたような態度を見せながら、勇者をハリボテと呼んで聞いた。

				「はっ、ははは！　よかったな傭兵！　慈悲深い王は三日の余命を与えたらしいぞ！」

				「あっそ、できれば今すぐ牢屋の鉄格子ひん曲げて、腕を折ってやりたい……けど……」

				　ため息を吐きながら、ユートは剥き出しの石の床に視線を下ろす。そこには蝿のたかった不衛生なカップが置かれていた。

				　勇者が、ユートの言葉に、それも叶わない願いだねと満悦気味に言いながらも、ユートはそのカップで憂さ晴らしをする事を決めた。

				「鼻くらいならひん曲げれるな……」

				「ははっ、面白い嘘を言うな君は……足も届かない、腕は縛られている。そんな状態で僕の鼻をひん曲げられるのならやってみたまえ？」

				　勇者は笑顔で、ゆっくり後退して指を曲げてユートを挑発した。それを見てユートは、こいつも懲りないなと、勇者の油断に呆れながらも勇者に問う。

				「逆に聞こう、勇者レン……」

				「なんだい、薄汚い傭兵？」

				「……そんな距離で大丈夫か？」

				　そう言いながらユートは、右足を後ろに大きく振り上げた。ユートは目線の先に置かれたカップに狙いを定めると、支えとなる左足を外側に捻り、さらに腰を捻って力を右足に乗せた。やがて、ムチのようにしなって見えた右足の甲に、置かれたカップが当たり、斜め上へ高スピードで吹き飛ぶ。勿論、まるでそこにぶつかるのが運命かのように、勇者レンの鼻っ柱に吸い込まれるように当たった。　

				「がっぷぁあああ!!」

				「勇者様っ!?」

				　その様子を見たメルディは、倒れゆく勇者を見るしかなかった。勇者レンは、治ったばかりだと言うのに、三度目の鼻骨骨折と共に背中から倒れていき、さらに石の壁に後頭部をぶつけるという、珍事としか言いようがない結末に意識を失った。

				「あぁ、やっぱり駄目だったね……大丈夫でもないし、問題もあったね、ハリボテ勇者？」

				　気絶して倒れた勇者を、牢屋に閉じ込められた小さな傭兵は、笑みを浮かべて見下ろした。

				

				　結局、勇者一行はリーダーである勇者を運ぶために、ユートの牢屋から立ち去った。しばらく立ち尽くしていたユートだが、鉄格子をじっくりと観察する事にした。どうやら上下に鉄の棒をはめて鉄格子を作っている、簡素ながらも頑丈さは窺えた。そしてユートは、試しに鉄格子の内の一本の鉄の棒に裸の上半身を当ててみた。たまに魔法で結界をはる牢屋があると、師匠が言っていたのを思い出しての行動である。しかし、上半身が触れても弾き飛ばされたりはせず、ただ鉄の冷たさが上半身に伝わるだけだった。

				　結果、この牢屋は頑丈ではあるが、魔法の結界を張ってはいない為、脱出が可能であるとユートは確信した。ユートは深呼吸して、牢屋の鉄格子を軽く爪先で突ついて言った。

				「よし、脱獄しよう。うん」

				　まるで、隣町までお使いに行くような感覚でユートはそう言うと、脱出の準備を整える事にした。まずは、縄を解こうとユートは、背中に回された手を縛る縄を指先で、どんな結び方をしているか確認していると……。

				「んあっ……」

				　唸り声と共に、毛布が動いた。鉄格子を背に、ユートは蠢く毛布を見つめる。どうやら相部屋だったらしい。そして、毛布から一人の男が、まだ眠たさが窺える細目で起き上がり、こちらを見た。波がかった赤色のくせ毛を肩まで伸ばし、無精髭を生やしている。彫りの深い顔立ちに水色の瞳。キョウスイと同じくらいの年齢だろうか。しかし、キョウスイとは全く雰囲気が違った。この男からユートは、キョウスイの『逞しさ』とは真逆の『貧弱さ』を感じ取った。

				「ん〜っ、なになにぃ？　騒がしいけど、もしかして隣の牢屋からベッドの軋む音とか、男女の艶かしい声でも聞こえた？　あ、牢屋だからベッド無いわ、お兄さんうっかり」

				　突然、男は喋り出す。さらにユートは先程まで、髭で分からなかったが、彼が相当な美男子だと気付いた。男はゆっくりと毛布を退けて立ち上がると、背中を伸ばした。

				　身長はキョウスイよりやや低い、そして身体は余計なものが付いていない。脂肪も無ければ筋肉も無い、中肉中背の身体を、白い袖の広いシャツだけで、だらしなく身を包んでいる。紺色のジーンズは、そのダメージの具合から中々履き古したものと思えた。

				「あ……あの？」

				「ぬあっ？」

				　目の前に立った男は、髪を掻き毟りユートを見るやいなや、その手を自身の顎に当てた。何か考え事をしているようで、ユートは彼の名を聞こうとしていたが、それができない。

				「バンビーノ」

				「ば、バンビーノ!?」

				　不意に、男はそう言った。そして……。

				「ん〜っ！　まさかのまさかっ！　獄中生活三日目にてお兄さんっ、未来あるバンビーノに会えるなんて！　ヴェネッ！　感謝感激だね！」

				「ちょっ、ちょっと？」

				　男は生気を取り戻して、目を輝かせながら身体を回転させて小踊りした。ユートの事をまるっきり無視して、さながら馬車馬のように口を動かす。

				「いい男もいい女も居ない獄中！　トマトもチーズもワインも無い！　会えるのはまずい食事を運ぶ醜く太った看守だけ！　寂しいお兄さんへの神様からの恵だね！」

				「おい」

				　その様子に、さすがの普段は温厚なユートも、目の前の男に煩わしさを感じたか、額に青筋を浮かべた。自分でも気付いてはいるが、口調も荒々しくなっている。

				「さて！　そんなバンビーノに出会った以上、お兄さんが言う事は一つだね！　バンビーノ、や、ら、な、い……か？」

				「人の、話を、聞きやがれーーッ！」

				　瞬間、ユートの右足が振り上げられる。目の前の男は、なぜかダメージジーンズに手を掛けているが、今はどうでもいいと、ユートは右足をやかましい男に目掛けて振り上げた！　

				「かぐっ!?」

				　男の頭の中で鐘が鳴る。そしてゆっくりとユートが振り上げた右足を見た。それが蹴り上げた場所、それは男の急所、男の勲章、男である証がぶら下がる……股間だった。

				「アッーーーーーー!!」

				　男の叫びが、城内にこだました。

			  

				　　　　　　　

				

				「なんだぁ？　今の声はぁ……」

				「まるで純潔を散らされた乙女のような悲鳴ね……」

				「声はぁ、男だがなぁ……」

				　その頃、キョウスイとランジェは同じ牢屋に入れられていた。先程聞こえた叫び声に、それぞれ反応を示す。石の床の冷たさを感じながら。

				「つうかぁ、捕まっちまったんだよなぁ、俺たち……てかぁ、ここどこだぁ？」

				「牢屋ね、しかもシェイン・キャッスルの地下牢だわ」

				「なんで分かんだぁ？」

				「貴方とユートちゃんが、騎士団に気絶させられている間に、龍で運ばれたのを私が見たからよ」

				　ランジェは石の壁にもたれて、鉄格子の外を見ながら言った。どうやら、ユートも捕まっているらしく、気絶させられたとランジェは言ったが、確かにキョウスイは後頭部に鈍痛を感じていたため、後ろから殴られて気絶させられたのを確信する。

				「まじかよ……てかぁシェイン・キャッスルってぇ、勇者の街レインから北に行った所だよなぁ……じゃあ……」

				「逆戻りよ、ホシミツ山からね……それにもう、二度と出られないかもしれないわ……」

				　膝を立てたランジェが、その膝に顔をうずめてうなだれる。しかしキョウスイは、何食わぬ顔で鉄格子を見つめた。

				「ま、すぐに出れらぁ……」

				「頭殴られておかしくなった？　第一、どうやって出るのよ」

				「あぁ、まぁ、ユートが来るだろ」

				「ユートちゃんが？」

				　なぜ？　と、ランジェはキョウスイに聞いた。キョウスイはランジェを見つめながら、ゆっくり口を開いた。

				「あいつ、傭兵だろぉ？　多分縄抜けなり、牢屋を破壊する方法なり教えられていると思うぜぇ？　敵に捕まり、捕虜にされた時や、処刑される前の対処法でなぁ？」

				「……確かにそうね、そう思いたいわ、私は」

				「だろぉ？　だからよ、気長に待とうぜ？　で、来なかったらこっちからどうにかして迎えに行けばいいさぁ」

				　こんな状況でも、キョウスイはユートが脱出するのを信じている。だからこそ、こんなに落ち着き払っているのだろう。それを間近で見るランジェも、少しだが見えた希望に笑顔が戻る。

				「だらしないわ。本当なら大人の私達がユートちゃんを救出するのに、真逆もいい所ね」

				「仕方ねえさ、縄抜けも知らねえしなぁ……で、ランジェ……頼みがあんだが」

				「なに？　キョウスイ……」

				「お前ぇ、縛られてねぇし、俺の縄を解いてくれよ……てかおかしいだろぉ！　なんで俺だけ亀の甲羅みてぇに縛られてんだぁ！　あぁ!?」

				　そう叫び、キョウスイは身体をよじる。キョウスイは背中を反らされた状態で両手両足を纏めて縛られている。さらにその縄は身体中をがんじがらめにされて、まるで亀の甲羅のようだった。

				「いいじゃない、中々面白いわよキョウスイ？」

				「ふざけやがれぇ！　いくらフレアドぶっ殺したからって、この縛り方はねぇだろう！　俺にそんな被虐な趣味はぁ……」

				　ぎゃあぎゃあと叫びながら、キョウスイは牢屋を転がる。普段は全く想像できない、滑稽な彼の姿をランジェは愉しむ。まるで母からお仕置きを受けている子供のようだった。しかし、突然キョウスイは転がるのを止めると、ランジェをじっと見つめた。

				「あら、どうしたのキョウスイ、いきなり固まって？」

				「いやぁ、ランジェお前ぇ……下着穿いてなぶっへぇっ!?」

				　最後まで言う前に、キョウスイの頬にランジェのヒールが突き立った。さらにランジェは、赤面してグリグリとキョウスイの頬を踏みにじる。

				「し、か、た、な、い、でしょ！　奴らに私達の荷物取られたし！　挙句あいつら下衆な笑みで私の下着を奪ったのよ!?　思い出させないでキョウスイ！」

				「や、やめろぉランジェ！　見えてるし、痛ぇし！　このまま何かに目覚めるのはぁ！　うごごごごご!?」

				　こうしてシェイン・キャッスルに、二度目の絶叫が反響した。

				

				　男は呻きながら股間を押えて石の床にうずくまる、その男の頭を容赦無くユートは踏みつけて、顔面を石の床に擦り付けてやった。

				「な、なんて事を……お、お兄さんのナウい息子に容赦無く蹴りを放つなんて……ひっ、ひっ、お兄さんがお姉さんになるとか本末転倒じゃないかバンビーノ。あっ、でも強く踏んで欲しいかも……」

				　ユートは、初めて見る被虐主義とも取れるその男の態度に、気味の悪い感覚を覚えたが、こちらの質問をいくつかぶつけたいので我慢した。

				「こっちの話を聞けと、僕は言ったんだ。で、話を聞いてくれる？」

				「わかった、わかったよバンビーノ。だから足を退けてくれ。お兄さん踏まれるならどっちかと言えばサドなお姫様に踏まれたいし、ドＭなメイドを踏みつけたい」

				　このまましばらく踏み続けてやろうかと、加虐的な考えがユートの頭をよぎったが、話を聞きたいので足を退けた。ウェーブがかった髪を掻き上げて、男は立ち上がる。

				「ありがとうバンビーノ。少し刺激的だったけど、お兄さん久々に城の人間以外に会えて嬉しかったよ」


                			

	








			
				「それはどうも、で……あんた誰？　名前は？」

				　そんな気味の悪い男に、ユートは名前を聞いた。しかし、赤色のウェーブ髪の男は、笑顔でユートの前に人差し指を出して、舌を鳴らしながらその指を振った。

				「バンビーノ〜、ご両親に習わなかったかい？　名前はまず自分から、当たり前じゃないか〜」

				「あぁ、そうだね……ユート、それが僕の名前」

				「ん〜ッ、いい名前だ！　未来あるバンビーノに相応しい名前じゃ〜ないの〜っ」

				　男は目を閉じながら、大げさにユートの名前を褒めた。ゆらゆら両手の指先を動かし、笑顔でユートを見つめると、口角をにやりと歪めて名乗った。

				「お兄さんの名前は、アヴェール。アヴェール・サントスって名前ね？　皆からはアヴェさんって呼ばれているよ！」

				　皆とは誰かは知らないが、彼の名前はアヴェールと言うらしい。アヴェールは、両手の人差し指と親指を立てて、その先をユートに向けて、よろしくと言った。が、しかし……。

				「アベさん？」

				「ノンノンノンノン！　違う違う！　発音が違うよバンビーノ。アヴェさん！　アベさんじゃなくてアヴェさん！」

				　どうやら、あだ名を気に入っているらしい。ニュアンスを間違えただけだが、ユートはアヴェール、もといアヴェさんに訂正を求められた。だから、ユートは溜息を吐いて気をつけてアヴェールのあだ名を呼んだ。

				「アヴェさん、これでいい？　というか……馴れ馴れしくバンビーノなんて呼ぶな。会ってまだ間もないのに」

				「会ってまだ間もない……ん〜っ！　いいじゃないか〜時間なんか関係ない、それこそ！　女の子と出会ってからベッドでまぐわう時間と同じくらい関係無いね」

				　ユートは、生まれて初めて、話していて疲れを感じた。ベラベラ喋るこの男の口の中に、マスケット銃の銃口を咥えさせて黙らせてやりたかったが、それよりも牢獄からの脱出に専念する事にした。幸い、背中で縛られた縄は複雑ではあるが解く事は容易いと感じて、ユートは器用にゆっくりと縄を解きに掛かった。

				「じゃあ、生憎だけどアヴェさん、僕とは今日でお別れだ。さよなら」

				「ほいほ〜い、さよ〜なら〜って！　ちょっとちょっとちょっと!?　会ってまだ一日も経ってないのに、さよならって幾ら何でも早過ぎじゃない!?」

				　いきなり発せられた、ユートの別れの言葉にアヴェールはたじろいだ。

				「ていうか何？　君は入れられて早々に処刑場行きかい？　一体なにしでかしたの？」

				　長々と喋り続けるアヴェールに、一々答えるのも面倒と感じたユートは、短くぼかして言って早々にあしらう事を頭の中で決める。

				「人殺し、それだけだよ……あ、解けた」

				「これまた重罪を……ってすごいね君は。あんなにキツく縛られて……あ〜縛って欲しかったかなお兄さんも……」

				　実際は、勇者への暴行暴言なのだが、キョウスイと共にフレアドを殺したのは本当だ。彼はそれで納得したのか、うんうんと頷くも、縄を解いたユートを見て驚く。

				「まさか、ユ〜ちゃん……脱獄する気？」

				「そうだけど……？」

				　目の前の少年が、淡々と脱獄すると口にしたのを聞いて、アヴェールは硬直した。が、ユートはお構い無しにと鉄格子の前まで歩き、格子の一本を確かめるように手で触れている。そして、しばらく時間が経ってから、アヴェールは笑い出した。

				「あははははははは、バンビーノ。幾らなんでも冗談キツいって！　確かに縄抜けにはお兄さん驚いたけど、そのお兄さんの息子並みに硬い鉄格子をどうやって……」

				「っせぇあ!!」

				　笑うアヴェールを余所に、ユートは鉄格子の内の鉄棒の一本を蹴りつけた。鈍い音が牢獄に鳴り響くと、外の廊下から足音が聞こえてきた。どうやら看守が、騒がしさに気付き駆けつけたらしい。やがて、ユートから見て廊下の右側から、鎧を付けた看守が駆け足で牢屋の前まで来た。

				「おい！　うるさいぞ異端者！　静かに」

				　その瞬間、ユートは無言で看守の頭を掴むと、牢屋の方に思い切り引き込んだ。

				「なっ！　何をっ!?」

				「悪いけど、あんたも結構うるさいよ？」

				　鉄格子越しに看守の顎に、ユートは膝を叩きつける！　意識を失った看守は、頭を鉄格子にはめたまま地面に倒れ伏した。その一連の動作に、アヴェールは口笛を吹く。そして、ユートは看守の身体を注視すると、鉄の輪に纏められた鍵を、看守のズボンのポケットから発見した。

				「はい、鍵ゲット」

				「ヒューッ、やるじゃないのユ〜ちゃん！　お兄さんびっくりで股間がびんび」

				「さ、脱獄しよう」

				「最後まで聞いて!?」

				　さっそく、手に入れた鍵を手に扉の前に行くと、廊下側の扉にある鍵穴を鉄格子から腕を回し、一度手で場所を確認してから、ユートは鍵の束から一本ずつ鍵を合わせていった。一本目は開かず、二本三本と、落とさないようにユートは慎重かつ手早く鍵を合わせ、十二本目の鍵を回した瞬間、解錠の証である音が鳴り響いた。扉はゆっくり開かれていく。

				「さて、まずは装備……の前にキョウスイとランジェさんを探さないと。じゃあねアヴェールさん！」

				「ひどいよバンビーノ!?　お母さんから最後まで人の言葉は聞きなさいと言われなかったか……ってバンビーノ？」

				　うな垂れたアヴェールを放っていき、ユートが看守が走って来た方の廊下に颯爽(さっそう)と消えて行くのをアヴェールは見る。アヴェールの前には開いた扉と、無様に鉄格子にはまって気絶した看守が居た。

				「ん〜っ、これってお兄さんも逃げられるって感じかな？　けど、一人は心細いよバンビーノ……」

				　アヴェールもまた、扉の外に出て、そして廊下を見渡した。微かに聞こえる足音から、まだ少年がそう遠くまで行っていない事が分かる。アヴェールは、曲がりなりにも小さな彼──ユートと名乗る少年に救われたのだ。

				「んっふ！　曲がりなりにも救われたんだ。恩をそのまま放って置く程、お兄さんは悪い男じゃないさ、待ってろバンビーノ！　脱獄をお兄さんも手伝おうじゃないか！」

				　先程、一人は心細いと言った細身の美青年は、ユートが向かった方に走り出そうとして……。

				「おっと、その前に……まずいメシをありがとう看守。悪いが脱獄させて貰うよ、チャオ！」

				　のびた看守に、キザったらしく人差し指と中指を揃えてから額に当てて別れを告げた。

				

				　ユートは牢屋が並ぶ部屋を走り、やがてゴツゴツと粗野な上り階段を登ると、扉へと辿り着く。木製の扉をほんの少しだけ、ゆっくり開ければ、キィッと音が鳴る。余り音は鳴らしたくないのだが、扉が古いのか、はたまたそういう造りなのか仕方ない。光差す隙間から、外の様子を窺う。床は大理石で、赤い絨毯が所狭しと敷かれている大広間が見えた。やはり地下牢であった事は正しいようで、扉の先は一階らしい。

				　ユートは、扉から顔だけを出して周囲を確認した。大広間の二階に繋がる大きな階段の裏にはスペースがあり、さらに階段の手すりに一人、兵士が背中をこちらに見せて立っている。が、恐らく反対の手すりにもう一人兵士が居るだろうと、ユートは予測する。とりあえずは気付かれないように、兵士の死角である階段の裏のスペースに出ることにした。

				　ユートは扉から出て、ゆっくり扉を閉めてから、その階段の裏に出来たスペースに向かって、足音を殺して走る。階段のスペースを背にして、気付かれずに来れた。そして、ユートは自分が来た扉とは反対側にも扉がある事に気づいた。先程出て来た扉が北東なら、北西側、すぐ斜め前に同じように扉がある。

				　もしかして、牢屋は二つあるのでは、キョウスイとランジェはそちらに居るのではと、ユートは思いながら、再び兵士に気付かれないように、その北西の扉へと向かった。

			  

				　　　　　　　

				

				　一方、その頃。

				　キョウスイ、ランジェ両名は、ユートの予想通りに、反対側の牢屋の中の一室に居たのだが……。

				「あだだだだだだ!!　ギブギブギブギブぅ!!」　

				「なぁにが、ギブかしら!?　人の大切な所をしっかり見て、忘れなさい！　キョウスイ！」

				「ふざけんなぁ、忘れたくても忘れぎゃああああああ!!」

				　キョウスイは引き続き、ランジェのヒールに踏まれ、お仕置きを受けていた。原因はランジェのスカートの中をキョウスイが見たという、ありきたりな理由である。

				　が、ランジェは下着程度なら別に見られても『構わない』とユートに対してそんな態度だった。彼女が踊り子の派手な服に身を包んでいるのも、戦う際に動きやすくする為であり、下着程度で叫ぶわけにはいかない。

				　じゃあ、なぜキョウスイに今回怒ったか。ランジェは、捕まる際に兵士に持ち物検査と言われて、私物を取られた。杖から化粧品等仕方ない物もあるし、ユートやキョウスイも武器を取り上げられている。

				　が、ランジェは下衆な兵士に下着を取られたのだ。替えも、そして穿いている下着も。つまり、今彼女は下着を『穿いてない』のである。そんな彼女のスカートの中を見たキョウスイの、目に映った光景はつまり……そういう事である。

				「だから！　わざとじゃあねぇって言ってんだろうがぁ！　おぼこじゃあるめぇし見られた程度でぎゃああああああ！」

				「えぇ、確かにおぼこじゃあないわよ！　けどね、やっぱり恥ずかしいじゃない！　気分もムードも無ければ、いくら私でも恥ずかしくなるわよ！」

				「ざっけんな！　つうかランジェお前！　ネムステルでユートを誘惑しといてそれは無いだろうがああああ!?　やめろぉ、そこは踏むなあっ！　地味に！　地味にいてぇから踏むなあ！」　

				　キョウスイの反論を全く聞かず、ランジェは剥き出しのキョウスイのヘソにハイヒールを突き刺すように踏み、グリグリと力強く擦り付けた。貫かれそうな痛みに縛られたキョウスイの背中が逸れた。

				「わあった！　わあったからランジェ！　やめてくれぇ！　謝るからよぉっ！」

				「あらぁ、だったら……ごめんなさいランジェ様、この醜い私がスカートを覗いた事をお許しくださいって謝りなさい」

				「何やってるの……二人とも？」

				　突然掛かった声に、二人して固まった。牢屋の鉄格子の外から聞こえた声に、二人は冷や汗を垂らす。そして、ゆっくり、ゆっくりと鉄格子の方に二人は顔を向けた。

				　そこには、二人が待っていた人物、ユートが居た。しかも、気まずそうにこちらを見ている。ユートから見ればそれは、ランジェがキョウスイにお仕置きをしていて、さらにランジェが先程吐いた言葉を、彼が聞いていたとすれば。

				「あの……うん、邪魔だったかな、二人共……」

				　こうなるのは必然である。ユートは二人から視線を外して、さらに後ずさった。

				「ちょ、ちょっとユートちゃん、違うわ、違うのよ、これはね……」

				「そ、そうだぜユートぉ、これはな……だからよぉ」

				　二人は彼の誤解を解こうと必死に言い訳を探す。しかし、どう弁明すればいいか、全く思いつかない。さらにランジェは、一時の高揚感に身を任せて、弁明できない事を口走っていた。余談だが、彼女は潜在的な加虐主義かもしれない。

				「二人がその、そういう関係でも僕は受け入れるからさ、だから……しばらく、一人で城内を探索するから……僕にお構いなく……」

				「待ってユートちゃん！　せめて鍵は開けて！　というか弁明させて！」

				「そうだぜユートぉ！　人の話はちゃんと聞いた方がいい！　なぁっ！」

				　必死に二人は、ユートに弁明の機会を得ようとしたその時。

				「ん〜っ、なになにぃ？　お兄さんの耳がおかしくなければ、今まさにＳＭプレイをしている感じだったけど〜……お兄さんも混ぜてくれない？」

				　乱入者は、突如現れた。

			  

				　　　　　　　

				

				「で、ユートちゃん、この人誰？」　

				「え、えと……」

				「ん〜っ、シニョーレ、熱い視線だねぇ？　あ、もしかしてお兄さんに惚れた？」

				　キョウスイは、突如現れたウェーブ髪の乱入者を睨みつける。あの後、なんとか誤解を解いた二人は、ユートに牢屋から出して貰い、逆にユートを問い詰めた。ユートも、いつの間にか付いて来たアヴェールには、流石に困惑するしかなく、どう弁明すればいいか、先程の二人と同じ心境を味わった。

				「なぁ、ユートぉ……こいつ殴っていいかぁ？」

				　キョウスイは、アヴェールの雰囲気が気に入らないのか、ユートにそう提案しながら両手の指の骨を鳴らす。それを聞いたユートは、思いつかない弁明とは別に、キョウスイにある提案をした。

				「キョウスイ、我慢は良くないから蹴ってあげて……股間を」

				「よし来たぁ！」

				「バンビーノ！　いくら何でも酷すぎないかい？　お兄さん一日二度も蹴られたら、本当の本当にお姉さんになっちゃうじゃないか!!」

				　意気込んで蹴る準備をするキョウスイを見て、アヴェールは股間を押さえた。とりあえず名前を紹介してさっさと脱出しようと、ユートはアヴェールに手を指し示した。

				「同じ牢屋に居た、アヴェールさん。アヴェール・サントスさん」

				「シニョール、シニョーレはバンビーノの仲間かい？　お兄さんの名前はアヴェール。好物はトマトとチーズとワインと、ホワイトソースたっぷりのぶっといソーセー」

				「何だホモかぁ？」

				「最後まで聞いてよ！　酷いじゃないかシニョール！　あと、お兄さんバイだからね？」

				「やかましゃあ！　ゲイもバイも関係ねぇわ！」

				「私も好きよシニョール、ぶっといソーセージ」

				「ランジェさん!?」

				　たった一人の乱入が、まさかここまで和を乱す事に、ユートは頭を抱えた。が、どうやらアヴェールはユート達に付いて来る気満々だ。全員の目的が脱出である以上、利害の一致があるなら協力すべきか、ユートは悩んだ。

				「と、とりあえず！　二人と合流できて良かったよ」

				「え？　あ、おう……そうだな……」

				「心配したわ、ユートちゃん……勇者にあんな事をしたから、先に処刑されたかと……」

				　ランジェはやはり少年が心配だったのか、その小さな傭兵の頭を撫でた。それを恥ずかしがりながらも、ユートはしばらく撫でられ、手が離されたと同時に、顔つきを変えた。

				「二人共、僕たちは今、シェイン王国の城に捕まっている。で、僕たちが今からする事は分かる？」

				　それは、依頼を受けて必ず達成して帰る、傭兵の顔。今のこの事態、戦争に負けて、捕虜にされたような感覚と酷似していると感じたユートは、二人に問う。今、何をすべきかと。

				「脱出だなぁ……しかしぃどうやって？」

				「武器も、持ち物も取り上げられたわよ？」

				　脱出、しかしそれは最終目的だった。今すべき事は、取り上げられた装備を奪還し、整える事である。

				「多分、あると思うんだ、罪人の取り上げた物を貯める倉庫が」

				　ユートは、顎に手を当てて考えながら、二人に言った。

				「けどよぉ……ここは城だぜぇ？　部屋はわんさかでさらには見張りの騎士達も居やがらぁ……」

				「そうね、手分けして探すしか……」

				　広い城内において、そう簡単にそんなにすぐに目的の部屋が見つかる訳は無い。手分けして探せば、いずれ脱獄に気付かれてしまうだろう。キョウスイが髪を掻き毟り、ランジェが溜息を吐き、ユートが親指の爪を噛み始めたその時。

				「二階東側、奥の部屋だね、それ……」

				　赤色のウェーブ髪の両刀使いが、三人にそう言った。

				　両刀使いの言葉に、一同は固まる。皆が視線を移すと、壁にもたれ掛かり、腕を組んで笑顔でこちらを見るアヴェールの姿があった。確かに彼の声だったとユートは確信する。

				「ホラ吹きまわんじゃねぇぞホモ野郎ぉ……何でテメェが知ってんだぁ？」

				　だが、何も知らぬ人間の話を鵜呑みにする奴は居ない。キザな態度のアヴェールに、キョウスイは問い詰めた。

				「だからお兄さんはバイだって……ま、いいや……」

				　アヴェールは流石に諦めたのか、壁から離れると、ゆっくりその場を歩きながら語り出した。

				「お兄さん、捕まったというか……牢屋に入れられたのが三日前からでね、その間まずいメシを食いながら、看守の会話を聞いたわけよ」

				「けっ！　お前の言う場所にぃ、罪人の取り上げられた物が全部ぶち込まれているってかぁ？」

				「そう、罪人の取り上げられたモノが……」

				　アヴェールはそういいながら、右手の人差し指と親指で輪っかを作り、左手の人差し指を立てる、そして。

				「ブチ込まれてんのよ、わかるかい、シニョール？」

				　その人差し指を輪っかに通して、何度も輪っかから出し入れする卑猥(ひわい)なジェスチャーを見せた。それに顔を歪めるキョウスイ、頬に手を当てて軽く流すランジェ、ジェスチャーに首を傾げるユートと、反応は三者三様だった。

				「それを、俺たちがぁ信じられるとでも、テメェは思ってんのかぁ？」

				　だったらめでてぇ野郎だと、キョウスイはアヴェールの襟首を掴み、その猟犬のような鋭い目つきで両刀使いの両眼を睨みつける。しかし、アヴェールは物怖じ一つせずに言ってみせた。

				「いいかいシニョール、逆に言うけど、お兄さんを信じられない要素があるかい？」

				「あんだと、テメェ……」

				「今現在、僕はバンビーノの脱獄を衛兵や騎士に知らせる事もできたし、その手柄で釈放と洒落込もうとでも考えられるさ。まぁ、刑期が短いしねお兄さん。でも……お兄さんはそんな事してないし、逆について来た」

				　キョウスイの、アヴェールのシャツを握る手に力がこもる。今にでもキョウスイが、拳を一発お見舞いしそうな空気に、ランジェとユートも息を呑んだ。

				「クールに行こうぜ、シニョール・キョウスイ？　……お兄さんは、シニョールみたいないい男とそちらのいい女の味方さ。これは絶対、変わらない」

				　最後に、アヴェールが言うとキョウスイはまだ睨みつけてはいるものの、アヴェールを離した。そして、背中に居たユートに振り返り、聞く。

				「ユートぉ、俺は反対だぁ……何処ぞの馬の骨を連れて行くなんざなぁ」

				「うん、キョウスイの言いたい事はわかるよ……」

				「が、正直に言っちまえばぁ、人数が少なすぎんのも事実だぁ……」

				　キョウスイの態度でユートは分かった。お前に任せる、お前が決めてくれと。それにユートは答えた。

				「僕も、正直連れて行くのはどうかと思う。だけど今は……今は協力すべきだ」

				　キョウスイの横を通り抜けて、ユートはアヴェールの前に立ち、彼を見上げた。見れば彼は飄々(ひょうひょう)としている。さも、自分が仲間になるのが当たり前と言わんばかりに。キョウスイに睨まれて平静を保つ図太さもある。彼の精神力は、計り知れなかった。

				「協力して、アヴェールさん。まずは詳細な武器の置き場所を教えて欲しい」

				　そしてユートは、握手をしようと右手を差し伸べた。

				「ありがとうバンビーノ、一緒に愛の逃避行と洒落込もうじゃないの」

				　その差し伸べられた、小さくも傷だらけの手を、両刀使いは両手で握ろうとして……。

				「邪ッッ！」

				「ほぐわぁっふうっ！」

				　突如、アヴェールの身体が少し浮いた、何事かとランジェとキョウスイが二人を見る。そこには、アヴェールの股間に、思い切り膝を突きたてたユートと、白目を剝いたアヴェールの悲哀を感じる姿があった。

				「鐘が鳴ったな、チーンッて、ありゃあ堪えらぁ……」

				「そう？　私はトライアングルの音が聞こえたわ」

				　本日二度目の股間への攻撃に、アヴェールは股間を押さえつけて跪き、唸りをあげた。

				「な、なんでぇ？　なんでさバンビーノぉ？」

				「協力しては欲しいけど、信じてはいないってこと、わかる？」

				「く、悔しい……でもなんだろう、お兄さん新しい何かに目覚めそう……」

				　そして一応ではあるが、バイセクシャルのお兄さん、アヴェール・サントスも連れて行く事にユートは決定した。

			  

				　　　　　　　

				

				　アヴェールを加えたユート一行は、牢屋の部屋から出る階段を上がり、扉の前に来た。そして、先頭を走るユートは、自分が脱出した際と同じく扉を軽く、音を鳴らさないように開ける。隙間から見れば、やはり階段前に衛兵が居た。先程のユートが出てきた扉からも一人、そしてこちら側からも一人、階段を守るように二人の衛兵が立っている。

				　その後ろ、階段裏から見ていたユートは、キョウスイに隙間から見るように促した。しばらく、キョウスイは様子を見て状況を把握する。

				「ランジェさん、アヴェさん、ここで待ってて？」

				「わかったわ」

				「オーライ、バンビーノ」

				　キョウスイが状況を把握し終えると、ゆっくりとユートは扉から出て、階段裏に背を預けて衛兵から隠れる。それを見たキョウスイは、ユートが何がしたいのかを、しっかり理解して、キョウスイもゆっくり扉を出た。ユートは、反対側、対角線上に居るであろう衛兵の背後に回るために、階段裏のスペースに背を当てながら、ゆっくり反対側に移動する。一方キョウスイは、直線上にいる衛兵に近づく為に、体勢を低く保ち足音を殺す。

				　相変わらず衛兵は、目の前にある正面の扉しか警護しておらず、こちらには気づいていない。キョウスイは、衛兵まであと数歩の距離に近づき、ユートも同じように背後を取った。

				　そして、先にキョウスイが動いた。

				　衛兵の後ろを取ったキョウスイが、その頭に左手を、右手に顎と、両手で衛兵の頭を掴み、頭を左側に思い切り捻りあげた。 

				　ひしゃげる音と共に、衛兵の頭が真横を越えて顎があった場所に、つまり顎と頭が逆さまになるまで捻られる。悲鳴も、絶叫も無くキョウスイに背を取られた衛兵は絶命した。

				　それに、気づいたもう片方の衛兵も、気づくのが遅いとばかりにユートに右手首と後頭部を掴まれた。そしてユートは、手すりにあった尖った装飾に、衛兵の顔面を思い切りぶつけた。

				「がぎゃあぐっ!!」

				　キョウスイに命を絶たれた衛兵に気を取られて、抵抗一つ出来ない衛兵は、その装飾に、何度も何度も顔を打ち付けられる。尖った装飾は、額を陥没させ、目を潰し、歯をへし折った。駄目押しとばかりにユートが後頭部を両手で掴み、その尖った装飾に衛兵の顔面を叩きつけた。手すりの柱を血に染めて、ずり下がる衛兵は痙攣して息を引き取った。

				「ただいま」

				「帰ったぜぇ？」

				　二人は何食わぬ顔で、死体を引きずって帰ってきた。ランジェとアヴェールは先程の二人の手際を見て、アヴェールは口笛を吹き、ランジェは軽い拍手を送る。

				「ヒュー、牢屋の時もそうだったけどさ、早業ってやつだね？」

				「さすがキョウスイね、でも少しグロテスク過ぎやしないかしら？」

				　二人が引きずる無残な死体を見て、ランジェが顔をしかめた。

				「まぁ、これぐらいしないとね？」

				「いや、ユートぉ……お前鬱憤晴らしが入ってたろぉ？」

				「あ、やっぱり分かっちゃうかな？　肩撃たれたし……あれ？」

				　コートもインナーも奪われているユートが、山頂で撃たれた傷の鬱憤晴らしだと言ったが、ユートは肩を見た瞬間にあれ？　と、声をあげた。

				「傷が無い……銃創も……？」

				　なぜなら、撃たれた筈の肩には傷も、銃創も無かったからだった。

				　不思議に思って傷の無い肩に触れながら、ユートは捕まった時の事を思い出していた。勇者の首を切り落とそうとした瞬間に鳴った発砲音。シェイン王国の騎士が撃ったマスケット銃から放たれた大きな弾丸、今もしっかりと覚えている痛み、弾丸が突き抜けて肩の前後から流れ出た血液をユートが忘れる筈が無かった。

				　たとえ、治ったとしても傷痕すら残らないのは不可解である。しかし、現にユートの肩には傷痕は無く、あるのは昔からつけてきた古い傷痕だけだ。

				　深く考えるのはやめよう。ユートは一度、傷に関して考えるのをやめてから、不思議そうにこちらを見る三人に、顔をあげて話す。

				「あぁ……とりあえずさ、四人全員で固まるわけにはいかないし……二手に分れようかと思う」

				「え？　なんでユートちゃん、皆で行った方がいいんじゃないの？」

				　そう提案したユートに、ランジェが首を傾げた。キョウスイもいきなり二手に分れるという言葉に少し驚いている。が、ユートには何故そう言ったのか、ちゃんとした理由があった。

				

				「片方は、アヴェールさんが言う倉庫へ装備品の回収。もう片方はその間に城内から脱出できる道を探すんだ」

				「あぁ、成る程なぁ……で、どう分けるよ？」

				　ユートが理由を話すと、キョウスイはすぐに承諾して、ランジェも理解して頷く。誰と共に行動するか慎重に決めなければと、ユートは頭を捻らせて考える。武器の無い現在、まともに戦えるのはキョウスイ、そしてユート。ランジェは杖なしで魔法を行使できるかは分からないし、魔法を使えばすぐに脱獄がばれるのがユートには分かった。そしてアヴェール。ユートは彼については全く知らないし、知る気も無い。

				　が、細身の外見からして肉弾戦には不向き、それどころか出来ないかもしれないとユートは予想した。なら自ずとユートキョウスイのどちらかに、アヴェール、ランジェがついて行く形になる。さらに、アヴェールとキョウスイが一悶着あったのを考えれば……。

				「アヴェール、僕と一緒に来て、倉庫に案内して」

				「なぁっ!?」

				「ん〜っ、ご指名どうもバンビーノ」

				　アヴェールと共に行くのは必然だった。それを聞いて、キョウスイが驚く。ランジェもこの選択には意外だったのか、意表を突かれたように表情が固まっていた。

				「待てユートぉ！　さっきまで信用しねぇって抜かしときながらぁ、なんだその選択はぁ!?」

				「信用しないからこの選択なんだキョウスイ、今は脱出と武器の奪取が目的だし、見張りも兼ねて僕がアヴェールさんと行動する」

				「だ、だったらぁ、このホモ野郎ぉとは俺が……」

				「キョウスイ、わかってる……だけどまた襟首掴む気？　で、いつの間にか衛兵に囲まれたい？」

				　ぐぅの音も出ずに、キョウスイはユートに諭される。アヴェールは信用していない三人に少し悲しい表情を見せたが、キョウスイと目が合ってしまって睨まれ、すぐに目線を外した。

				「キョウスイはランジェを護りながら、脱出できる道を探して？　頼むよキョウスイ」

				「わかったぁ……だが……おい！　ホモ野郎ぉ！」

				「ん〜っ、何なにシニョール？」

				「ユートに何かやりやがったらぁ……衛兵と同じようにしてやる、分かったなぁ！」

				「衛兵と……同じ、洒落にならないしそうならないようにお兄さんも頑張るよ」

				　キョウスイの脅しに、身震いするアヴェールだった。

				

				　こうして、ユートとアヴェールは物品の奪還、キョウスイとランジェは脱出ルートの確保に分かれてそれぞれの目的に向けて走る。

				　階段を上がって二階へ向かったユート、アヴェールの二人はシェイン城東棟に向かう渡り廊下を走っていた。アヴェールの話では東棟二階の奥の部屋に、罪人が捕まる前に取り上げられた押収品を保管する倉庫があると言っていた。

				「本当に間違いないよね、アヴェールさん！」

				「あぁ、お兄さんはしっかりこの耳でちゃんと聞いたからねぇ……間違いないよ」

				　渡り廊下には同じ間隔で左右に銀の鎧の装飾が置かれ、さらにはその間に幾つもガラス窓が貼られていた。少し窓ガラスから下を見れば、大きな水路が見えて、その先に城下町であろうたくさんの家屋が見えた。そうしている内に東棟への扉に辿り着いた。そしてユートがドアノブを握り、ゆっくり押し開く。大理石の廊下に赤いカーペットが敷かれているのが隙間から見えた。

				「見張りも居ないなんて……どうかしてるよ」

				「昼時だからねぇ、お兄さんが思うに皆ランチじゃないかな？」

				「まさか？　交代制じゃないの？」

				　普通なら、見張りを時間毎に交代しながら決められた時間内に昼食を取るのが常識である。だから、アヴェールの言った事が、ユートには信じられなかった。

				「と、思うだろうユ〜ちゃん？　だけど奴(やっこ)さん、すんごい油断してるね。牢屋の看守も言ってたぜ？　さーて昼飯昼飯ってね？」

				「マジ？」

				「悲しいけど、これってマジなんだよね」

				　彼の言った通り、扉を開けてみれば衛兵は居ないし気配も無かった。すぐ近くの曲がり角を隠れもせずに普通に通っても、誰も居ない。これにはユートも、あり得ないとため息しか出なかった。

				「やっぱり戦勝国だね。少しお兄さんもイラついてるよ……舐められたものだ」

				　そんなユートの横で、自嘲気味に笑いながらアヴェールは辺りを見回した。そして銀の鎧の装飾が持つトマホークを外して肩に担ぐ。そんな彼が話した言葉の中に、ユートは気になる単語があった。

				「戦勝国？　戦勝国ってことは……シェイン王国って戦争したの？」

				「あれ？　知らないの？　てかバンビーノ幾つ？」

				「十四だよ」

				「マジ？　お兄さん十七くらいかなぁって思ったけど……じゃあ知らないか」

				　ユートの年齢に驚いた顔をアヴェールは見せるも、すぐに笑顔に戻って歩き始め、そしてユートに質問した。

				「じゃあまずは……ロマルナは知ってるかい？」

				「ロマルナ？　シェイン王国の南側の都市の事？」

				　ロマルナはシェイン王国の南側にある領土の名前だった。ユートの知っている知識では、ロマルナは美術や音楽に絵画と芸術分野に秀でた都市であり、シェイン王国内の観光都市である事は知っている。

				「そそ、ルヴェルの美術館や魔法アカデミーのね？　で、お兄さんそこ出身なんだけど……元々ロマルナは一つの共和国だったんだよ」

				「へえ、じゃあロマルナは……」

				「二十年前かなぁ、お兄さんが四つの時にシェイン王国と戦争してねぇ……そんで負けたから今はシェイン王国領ロマルナになってるわけよ」

				　ユートはアヴェールの話す自身が知らない情報に興味深く食いついた。視線こそ警戒をしているものの、ユートはアヴェールの話をしっかり聞く。

				「で、お兄さんそのロマルナの町の一つ、ベルネシアで働いていたんだよ……が、ある事してこの有様ってわけ」

				「ある事……そう言えばアヴェールさんは何故捕まってたの？」

				「それがさぁ……貴族の逆恨み買っちゃって」

				　逆恨みとは一体何をしたのだろうかとユートは興味を示す。ユートは勇者を叩きのめし、キョウスイはシェイン王国の貴族フレアドを殺した。目の前で行動するアヴェールも、貴族絡みで捕まった事に、ユートは少し親近感を覚えた。

				「逆恨み、一体……何を？」

				　ユートが立ち止まり、トマホークを担いで先に進むアヴェールをそう呼び止めて聞いた。

				「聞きたい？　お兄さんが捕まった理由？」

				　振り返りながら、アヴェールは怪しい笑顔でユートを見つめた。

			  

				　　　　　　　

				

				　キョウスイ、ランジェ組は一階から逃走ルートを探索するために、ある部屋に入り込んでいた。壁一面に敷き詰められた羊皮紙の巻物や本、奥に鎮座する大きな机と椅子。書斎だろうその部屋にランジェとキョウスイはいた。

				「不用心すぎねぇかぁ……ここまで来るのに誰も居なかったぞぉ？」

				「まぁ、それだけ慢心しているって事よ……あら？」

				　そんな会話の最中、ランジェは壁に貼られた設計図らしき図面が目に入った。数枚に分かれて書かれている図面には、牢屋や、武器庫などと書かれている。ランジェは直感した、これがシェイン・キャッスルの図面である事を。

				「キョウスイ！　図面を見つけたわ、地図代わりになるかも！」

				　歓喜にキョウスイを呼ぶランジェ。しかしキョウスイは何か紙を広げて読みふけっていたために、呼ばれている事に気づかない。

				「ちょっとキョウスイ……サボらないでよ」

				　ズカズカとキョウスイに近づき、ランジェは肩を掴んだ。しかし、それでもキョウスイは振り向かない。あまりの反応の無さに、若干ランジェは戸惑った。

				「ちょっと、本当にどうしたの？」

				「あぁ……これを見てくれぇ」

				　ランジェに気づいたキョウスイは、見ていた紙をランジェに渡した。どうやら新聞らしく、開いていたページが目に映る。

				「嘘……これ、最近じゃない……」

				「あぁ、あのホモ野郎ぉ……まさかバイだったなんてなぁ？」

				「そっち？」

				　見当違いのコメントに、ランジェは新聞を手放した。ランジェが落とした新聞の見出し記事、そこにはこう書かれていた。

				

				『前代未聞、貴族の幸せをぶち壊した平民、アヴェール・サントス逮捕！』

				

				「は……はぁっ？」

				　アヴェールの口から語られた、捕まった理由。貴族の逆恨みを買うというほどである為に相当なものだと思っていたユートは、まるで膝裏を蹴られたように力が抜けてしまった。

				「えっと、つまり……貴族の愛人を寝とったんですか？」

				「そそっ、お兄さんも予想外だよ？　町で出会った可愛くて胸のおっきいメイドさんが、貴族の妾(めかけ)だったなんてね？」

				　事の顛末はこうだ。町で散策していたアヴェールは、とある雑貨屋に買い出しに来ていた貴族のメイドに声を掛けた。

				「だってさぁ……あまりに可愛かったし、それはお兄さんもテント張るって……。で、口説いたのよ」

				　そしてホイホイ口説かれた彼女は、アヴェールと過ちを犯した。これだけなら良くある話だが……そこからが問題だった。そのメイドは貴族の妾(めかけ)で、この事を知った貴族は怒ったのだ。しかも、メイドと関係を持っていた事が妻にばれたらしく、こってりしぼられた。するとその貴族は、アヴェールを『強姦罪』に仕立て上げてこの城の牢屋にぶち込んだのだ。

				　つまり……完璧な逆恨みである。口説いた女性が貴族の浮気相手で、それがばれたから逆恨みに強姦罪で訴えられて、彼は現在に至るのだ。

				「合意の上の夜のダンスが、まさかこんな事に……。悲しいかな、お兄さんは口説いたシニョール、シニョーレは誘うのが礼儀だと思っている。だけど酷いよ強姦罪なんて……それなら貴族殺しの方がマシさ」

				「いやいやいや、とゆうよりさ……単なる災難でぶち込まれたわけ？」

				「こんな災難でぶち込まれたお兄さんを、誰か慰めてくれ」

				　おいおいと泣いた振りをするアヴェールに、苦い表情でユートは聞いた。身勝手な貴族の逆恨みで牢屋に入れられて、彼はさぞ苦しんだのだろう。謂れもない罪を着せられて、裁判でもろくすっぽに証言をさせて貰えない彼の姿が浮かぶ。

				「ま、仕方ないさ……お兄さんも道端のメイドには今後気を付けないとね……その代わり……」

				　そんな話をしていると、二人はある扉に突き当たる。木製の扉に南京錠が掛けられた、両開きの大きな扉。おそらくこれがアヴェールの言う押収品倉庫だろう、ここにも見張りが居ない事に、ユートもあきれた。舐め切っている。逃げられないと、逃げる筈がないと、おとなしく絞首台に立つだろうと思われている警備体制に。

				「憂さ晴らしに、お兄さん一丁ぶちこんでやりたいわけよ……どでかい一発をねぇっ！」　

				　その扉に、アヴェールは担いでいたトマホークを振りかぶって思い切り叩きつけた。木製の扉は喧しい音と共に木片を散らして、刃をめり込ませる。そしてそれを引き抜いて、再び力任せに叩きつけた。

				　三回ほどトマホークを叩きつけたところで、両開きの片側の金具が外れたのか、キィキィと音を立てて無残にも扉は部屋側にバタリと倒れる。中を見れば乱雑に積まれた鎧や兜、剣に槍にメイスや斧まで幅広い押収品が所狭しと詰まっていた。

				　そのどれもが埃をかぶっている中で、ユートは見つけた。鍔がない、古ぼけて使い古したような鞘にしまわれている自身が携えていた刀を。見間違える訳もない。自分の刀が目の前にあるならここは、アヴェールの言った通り押収品倉庫で間違いないようだ。

				「ね？　お兄さんの言ったとおりでしょ？」

				　ニヤリと得意げにアヴェールは笑って、倉庫に足を踏み入れた。正直に言ってユートはアヴェールを信じてはいなかったが、どうやら評価を改める必要があるらしい。そう考えながらアヴェールに続くようにして、ユートも倉庫に足を踏み入れた。

			  

				　　　　　　　

				

				「ちょっと、キョウスイ……もっとそっちに詰めなさいな」

				「仕方ねぇだろぉ、こんな狭いところに二人はぁ……」

				「でもこれは……きゃっ」

				「ばか、声出すんじゃねぇよ」

				　二人は寄り合い、小声で話し合う。つい先程、城の設計図を見つけた二人は、入ってきた扉に向かってくる足音を聞いて身を隠していた。近場に隠れる場所が無い書斎で、何故か置かれていたクローゼットの中に二人は入っている。クローゼットは二人では狭く、一人では緩やかな中途半端なサイズだが、背に腹は代えられないと二人して中に入ったのだ。しかし、狭い以上は身体を密着させる他ない為、当たるところは当たる。

				　逞しい胸板に潰される豊満な胸、絡み合う強靭な脚と柔らかな太もも、キョウスイとランジェの足は交互に重なり、キョウスイの膝がランジェの足の間を通るようになっている。

				「ねぇキョウスイ……もっと膝引けない？」

				「無理だなぁ……何でだぁ？」

				「ほら、私今穿いてないし……」

				「す、すまねぇ……じゃあ膝を入れ替えらぁ」

				　ランジェの言葉に慌てて、キョウスイが足を入れ替えようと膝を引く。少しは引けるようで擦り合わせながらも足の位置を替えた。そして、二人が隠れているクローゼットの中からも、ガチャリと部屋の扉が開く音が聞こえた。

				「だ、誰か入ってきたみてぇだなぁ」

				「みたいね……確認できるかしら、キョウスイ？」

				「隙間はあるから見えそうだがぁ……しかしぃ……」

				　キョウスイの言う通り、光差すクローゼットの隙間から部屋の様子が見えそうだった。しかし、お互いが向き合う状態になっている為、外を確認する為にはランジェに身体を預ける事になる。只でさえ、キョウスイの胸板で押し潰されているランジェの胸は苦しそうな為に、キョウスイは懸念していた。

				「……いいのかぁ、ランジェ？」

				「さっき貴方に言われたけど、私はおぼこじゃないわ、やりなさい」

				「わかったぁ……」

				　ランジェの了承を取ってキョウスイは身体を寄せ、クローゼットの隙間から室内の様子を確認した。

			  

				　　　　　　　

				

				　やはり最新の押収品はすぐに見つかった。ランジェに買って貰った革のコート、ランジェの杖、そしてキョウスイの服やいつも咥えている煙管、それら全てが見つかった。こんなに簡単に見つかった事に、ユートはいささか違和感を覚えたが、とりあえずは装備品が見つかった事に胸を撫で下ろした。

				　後は合流するだけだが、二人はまだ脱出ルートを見つけてはいないだろう。なら、こちらはこちらで私情ではあるが『ある事』に時間を割かせてもらおうと、ユートは同じように押収品を漁るアヴェールに話しかける。

				「アヴェールさん、ちょっといい？」

				「ん〜っ？　どったのユ〜ちゃん」

				　ユートが振り返りアヴェールを見れば、彼は腰にベルトで巻き付けるサイドパックをいつの間にか身につけていた。どうやら、彼もまた私物を取り上げられていたらしい。

				「アヴェールさんが取られたのはそれだけ？」

				「まぁね、これだけだよ……てかユ〜ちゃん」

				「なに？」

				　怪訝(けげん)な顔つきで頬に手を当てて、アヴェールはユートを見る。何か言いたそうな態度に、ユートははっきり言えと促した。

				「その歳で、その格好はセクシー過ぎやしないかい？　いや、似合うけどさ？」

				「仕方ないよ、インナー無かったんだから」

				　どうやら、ユートの格好に難色を示していたらしい。今のユートは、上半身裸の上に革のコートを羽織っているだけだった。インナーだけは見つからずに、コートからチラチラと筋肉質の小麦色の健康な素肌が覗いて、よく言えばセクシー、悪くいえば露出狂じみている。

				　ユートの年齢からすれば、前者はまだ早く感じる為に、後者の露出狂の方が前面にでてしまう。が、今はそれを気にしている暇は無い。時間が有り余っているならば、やりたい事はやっておこう。そう決心したユートが、アヴェールに近づく。

				「アヴェールさん、協力をして欲しいんだけど？」

				「協力？　何なに、何かやらかす気？　お兄さんそういうスリル満点な事は大歓迎だよ？」

				「うん、スリル満点な事だよ……とってもね？」

				　改めて、キョウスイやランジェとあえて共に行動しなかった事を、ユートは正解だと確信した。ユートがこれからやらかす事を『スリル満点』という一言の説明で片付けられたのは、まだ知り合って間も無いアヴェールだからこそだろう。キョウスイやランジェなら、首を横に振る事に協力させられるのだから。

				　ユートの話を聞いて、アヴェールの表情は固まる。会った時から出ていた彼の飄々(ひょうひょう)とした態度すら掻き消える程の話だったのだ。

				「それ……本気かい？　冗談、なんて言えない事を言ってるんだよ？」

				「冗談は嫌いなんだ、それにねアヴェールさん……聞いた以上はアヴェールさんは、協力せざるを得ないよ、わかる？」

				　いつの間にかアヴェールの喉元に突きつけられたユートの白刃。その煌めきを見てもアヴェールは眉一つ動かさない。今思えば、キョウスイに凄まれてもあの態度を崩さなかったのだ。確かにそれにはユートも違和感を覚えていた。目の前にいる両刀使いは、この脅しにもまるで自分が助かると確信すらしているように、ユートには見えたが、次の瞬間アヴェールは顔を下げて目線をユートから外した。赤いウェーブがかった髪に顔が隠れてしまい、ユートは彼の表情を読めなくなる。

				「ユーちゃん……もしかして、両親を殺されたね？」

				「えっ？」

				「次は、何で知っている……どうして分かったとでも言うかい？」

				「なっ⁉」

				　彼から放たれた言葉により、ユートに衝撃が走った。ユートはアヴェールに自身の事を名前しか話していない。しかしそれなのに彼は両親が殺された事を言い当てて、さらには次に言おうとした言葉すら言い当てた。

				「ん〜っ、次はなぜ僕の言うことが分かった……かな？　じゃ、答えてやるよ……お兄さんさぁ、何人もの人に出会って来たし何人もの人を口説いたり誘ったりしたからさぁ、分かるのよ、人の心とか考えてる事がね？」

				「それで分かるわけ？　僕の思考も、心もか？」

				　その通りとばかりに頷いてアヴェールは、ユートの白刃の先に指を置いた。指先に白刃はめり込んで血の玉を作り、掌へ血が流れる。波がかった髪に隠れた瞳が、ユートの心に入り込むようにユートを見つめている。

				「で、本題だけどさぁ……覚悟はあるのかい、バンビーノ？　それこそ……その場でゴミ屑のように殺される覚悟はさ？」

				「そんなの……とっくの昔にできてるよ」

				　二人の間を静寂が包み、緊張が走る。そしてアヴェールはゆっくりと白刃から手を下ろしてユートに向き直り、やれやれと言った風にため息を吐いた。

				「こりゃ、協力せざるをえないね……しかしその覚悟、その歳でできるなんて感服だよ……」

				　アヴェールは半ば脅されながらも、ユートの計画に協力の意を示す。それを聞いてユートも刀を下ろして鞘にしまった。

				「で、何だっけ？　この国の機密情報を探って他国に売るって？」

				「そう、それこそ……なんでもいいわけじゃあなくて、信憑性も機密性も両立して……且つ国が揺らぎそうな……ね？」

				　そんな情報が果たしてあるのかと、アヴェールは苦い顔をした。かく言うユートもそんな情報が、そこらの石ころのようにすぐ見つかるはずもないと分かっている。

				　だが、曲がりなりにも城という、ユートの復讐の対象であるシェイン王国の中枢に自分は居るのだ。国自体への復讐が完遂できなくとも傷跡は残したい。そして、その傷跡は大きい程良い、ユートはそう考える。

				「でもユーちゃんさぁ、そんな情報がホイホイ見つかると思うかい？　お兄さんが思うにはさ、それこそ位の高い貴族を脅さないと手に入らないよ？」

				「だね……位も高く、なおかつ今この場に居そうで機密情報を持つ人間……」

				　とりあえず、この事を二人は倉庫を出てから考える事にした。

			  

				　　　　　　　

				

				　クローゼットの中に居るキョウスイは隙間から書斎に入ってきた人を確認していた。

				　部屋に入ってきたのは二人。一人は眼鏡を掛けた白髪の壮年の男性、もう一人は青い髪の偉丈夫な逞しい男だった。二人は何か話していて、その内容を聞き取るべくキョウスイは神経を研ぎ澄ます。

				「相変わらずゴタゴタした部屋だ……少しは片付けたらどうだ、ジョゼ？」

				「片付けるのは苦手でね、バルドー隊長。隊長自ら訪ねられるとは珍しい……。用件は何かな？」

				　壮年の白髪の男性はジョゼ、青い髪の男性はバルドーというらしい。隊長と言われた以上は相当な位の男だろう、キョウスイはそう思いながら話を聞く。

				「しかし……王も悪いお方だ……。あの様な若造に魔王討伐を命じるとは。我々シェイン王国騎士団で攻めいればすぐに魔王など討ち取れるというもの……」

				「国民は崇拝の対象が必要なのだよバルドー隊長。しかし私も思うね……たかが一傭兵にあの様では、君にそう言われるのは必然かな？」

				「が、しかし……あの若造が勇者なのは事実であり……世界の救世主であるのも確か、何も言えまいて……」

				　どうやら、勇者について話しているらしい。やはり勇者の弱さには王国の騎士団でさえ頭を抱えているようだ。

				「若造が覚醒するには、四つの神殿で洗礼を受けねばならん……それもいつまで掛かるやら……」

				「今はアルヴェイシャの炎の神殿に向かわれているらしい。わざわざ我らの脅威となりえるであろう敵国から赴くところも、浅はかとしか思えませんなぁ……」

				　そう言いながらジョゼとよばれた白髪の男が、棚から一巻きの羊皮紙を取り出す。それを、恐らく自分の机であろう、書物や羊皮紙が乱雑に積まれた机に置いて広げていった。内容はキョウスイの居るクローゼットからでは見えない為、会話で推測する他ない。

				「ほう、設計段階でこれなら建設もすぐに終わりそうだなジョゼ」

				「早く見積もって一月掛かります。それも城下町の建築士、工芸師を集めて一月でございます」

				「ふむ……もしこれが完成すれば、我々の戦力をさらに向上させ、大陸を統一するのに造作も無くなりますな」

				　どうやら彼らは何かを作り上げるらしい。そしてそれはこの大陸を統一する代物でもある。キョウスイは顔をしかめた。まるで問題を隠されて答えだけを見せられ、その答えから問題文を推測しろと言われた気分だった。なぜ大陸を統一する必要があるのかとしばらく考えてみたが、端々では分かる筈もなく、もう少し話を聞く必要があると、再び身体を傾けたその時。

				「あっ……ん」

				　ランジェが艶やかな声を上げた。

			  

				　　　　　　　

				

				　こんなにすんなりと、上手くいくわけがなかったのだ。牢屋からの脱出、衛兵の処理、武器の奪取と上手くいき過ぎていた。上手くいくこともあれば、当然上手くいかない事もある事を、ユートは実感して冷や汗を流す。

				「きみは、勇者を倒した傭兵くんだよね？　大丈夫……僕に敵意は無いし、報せもしないよ？」

				　押収品倉庫から出た直後、そこには一人の青年が待ち構えていた。金髪に眼鏡を掛けていて、右手に本を携えていた青年はあどけない笑顔で、小さな傭兵に笑いかけた。敵意は無いと言われ、そのままを信じれるかと早速取り返した刀を鞘から抜き放とうとしたが叶わなかった。アヴェールが鞘に手を置いて制したのだ。

				「大丈夫、ここなら目立つだろうから此方に来たまえ……」

				　そうとだけ彼は言うと、二人を案内するように、近場の扉を開けた。

				

				　目の前の状況に、ユートはどういう事なのだと思考を巡らせる。装飾の入った椅子に丸いテーブル、そこに置かれた高そうなティーセットに、注ぎ口から湯気を立たせたティーポット。そして編まれた籠細工に盛られたビスケット。席は三席用意されその一つにアヴェールが座り、もう一つに眼鏡を掛けた好青年が座り、最後の椅子にユートが座る。好青年はユートとアヴェールの前に置かれたティーカップにゆっくりとティーポットを上下させながら紅茶を注いでいく。

				「ん〜っ、この香り……まさかオールリーフかい？　初めて飲むねお兄さんは……」

				「ええ、オールリーフはこうすると万遍なく抽出できますから、クラッシュだと雑味が出ますし」

				　ユートは先程からクラッシュだのリーフだのと知らない言葉が頭を通りながらも、好青年を睨みつけるのを止めなかった。そんなユートをなだめるように、好青年は話しかける。

				「おや、飲まないのかい傭兵くん、せっかくのいれたてなんだが……」

				「生憎ストレートは苦手だし、それに……わざわざ脱獄している人間を部屋に招く奴が出す茶は飲まないよ」

				　毒が入ってそうだしと、小さな傭兵は付け加えて紅茶に手はつけなかった。

				　ありのままの事を言えば、ユートとアヴェールは倉庫を出た際に待ち伏せしていた、この好青年に出会い、ユートは彼を始末しようとしたがアヴェールに止められて、その青年自身敵意は無いと言いながら、二人を彼の私室に匿った。そして、昼頃だからティータイムという事で紅茶を差し出されて現在に至るというわけである。目の前に差し出された琥珀色の紅茶、飲んでくださいとばかりに差し出された代物はまさしく、毒がありますよとユートには感じざるをえない。

				　だが、それはすぐに否定される。青年がユートのティーカップを取って口に付けた。ゆっくり傾けるが喉はならないしすする音一つ無い、しかしユートのティーカップに入っていた紅茶は無くなって、さらに青年はそこに新しい紅茶を注いだ。

				「敵意は無いし、毒殺する気も無い……これで証明できたかな、傭兵くん？」

				「あっ、じゃあお兄さんも頂こうかな？」

				　どうやら、アヴェールは誰かが飲むまで口を付けないつもりだったらしい。抜け目が無いのか卑怯なのかは別として、毒が無いと分かった以上出された物は頂かなければと、ユートはストレートの紅茶に口を付ける。

				　だが、風味だの産地だの紅茶の知識は皆無で、甘い物好きなユートは一口含んだだけで口をティーカップから離した。砂糖やミルクの入った瓶が無い以上はこの紅茶は飲まないだろう。

				「さて、お父様から聞いたけど本当に君が勇者をあんな風にしたのかい？」

				「あ、お兄さんも気になってた、聞かせてよバンビーノ？」

				　アヴェールは果たして味方と言っていいのだろうかと、この場で五、六発ほど股間を蹴り飛ばして、ツカイモノにならないようにしてやろうかと頭に浮かべて、ユートは青筋が額にできるが、とりあえずは話をしようと決めた。

				「とりあえずさ、まずは……あんた誰？」

				　一番の疑問である。この脱獄を実行している人間を匿った目の前の青年は誰なのか、ユートは名前を聞く。しかし、アヴェールから、人の名前を聞くのであれば、まずは自分から名乗れと言われた事をユートは思い出した。

				「あっと、名前はユートです……傭兵やってます」

				「お兄さんはアヴェール・サントス、脱獄犯やって、あべしっ!?」

				　机の下に下ろした足で、ユートは目測と感覚を頼りにアヴェールの脛(すね)を蹴った。こんな時に冗談を聞く気になれないユートの制裁、いや私刑である。

				「ライン・Ｓ・バルシュタインです、一応はこの国の王子です」

				　どうやら、目の前に居るのは王子様らしい。普通、王子を前にすれば驚いて飛び上がる反応を見せるはずが、小さな傭兵はそうならなかった。普通に、ただ目の前の王子を見つめて紅茶に目を落とす。

				「おや、驚きの一つも見せて欲しいんだが？」

				「そんな事で僕は狼狽(うろた)えないよ、あと王子様……一ついいかな？」

				「なんだい傭兵くん」

				「砂糖ない？　あとミルク。ストレートは苦手でさ？」

				　ふむ、とライン王子は唸りをあげるが、席から立ち上がると、棚に置かれている小瓶を取り、テーブルに置いた。

				「砂糖しかないが……いいかい？」

				「充分だよ王子様、ありがとう」

				　ユートは小瓶の蓋を開けて、中に入れてあるさじで砂糖を紅茶に二杯入れてから蓋を閉じる。そしてしばらく自分に差し出されたティースプーンでかき回して、ティーカップを持って紅茶をゆっくりと飲み干し、再びテーブルに音を立てずに置いた。

				「あ、で、勇者の話だっけ？」

				「そうそう、あれでも彼は貴族学校で……」

				「待って、お兄さんが付いていけない」

				　小さな傭兵とマイペースな王子様に制止を掛けたのは、意外にもアヴェールだった。

			  

				　　　　　　　

				

				「今、何か聞こえませんでしたかな？　ジョゼ？」

				「えぇ、確かに艶かしい声が……」

				　クローゼットの中に居たキョウスイに冷や汗が伝い落ちる。自身が気になる情報にのめり込んだせいか、ランジェへの寄りかかりが強まってしまい、彼女を奇しくも喘がせてしまった。

				「確か……クローゼットから聞こえましたぞ、バルドー隊長」

				　どれ、と青い髪の逞しい男がクローゼットに近づいてくる。その隙間からキョウスイは彼が近寄って来た事に、どう対処するかを考えた。開けた瞬間に鼻っ柱に拳を叩き込み、逃げるしか無いとキョウスイは心構えを準備した。

				　クローゼットの扉にバルドーの手が掛けられ、ギィイイッと重苦しく軋む音が鳴り、そして。

				「あぁ！　バルドー隊長！　こちらにいらっしゃいましたか!!」

				　書斎の扉が喧しい音を立てて開かれた。どうやら、部下らしき人間がこちらに入ってきたらしい。

				「なんだ騒がしい、一体何の用だ？」

				「は、はい、報告します！　捕まっていた処刑予定の傭兵が脱走！　さらにはその従者二名、そして罪人が一名脱走したとの事です！」

				　キョウスイは扉越しに、バルドーの顔つきが変わり、扉から手を離したのを見た。どうやら、脱獄がばれたらしい。とはいってもあからさまな脱獄に今まで気づかなかった事に、キョウスイは呆れてため息を吐きそうになった。

				「とりあえずは現場を見ねばなるまい。ジョゼ、この話は後だ、私は牢屋に行ってくる！」

				「分かりましたよバルドー隊長、さて……これはしっかりと隠しておかないと……」

				　ジョゼと呼ばれた白髪の男が羊皮紙を丸めて机の引き出しに入れると、バルドー隊長とやらは兵士に続いて書斎を出て行く。さらにはジョゼもその後を追い、そして誰も居なくなった。

				　今が好機とばかりに、キョウスイはランジェに出るように促す。ランジェが先に出なければキョウスイも出られないからだ。ガタリとクローゼットの扉は開いて、ランジェが崩れ落ちながら先に出て、その後にキョウスイがゆっくりと出る。

				「はぁっ……はあっ……はぁっ……はぁっ……」

				「やれやれぇ、やっと出て行ってくれたかぁ……っとランジェぇ、すまなかったなぁ？」

				「い、いいわよ別に……気持ちよかったし」

				「はぁあ？　何がぁ？」

				　なんでもないわと、ランジェは言うが顔をほんのり赤く染めてぼーっとしていた。キョウスイは、何故ランジェがそうなっているか何となく理由は分かってしまうが、それを言ってしまえばまたヘソを踏まれるか、ユートに金的を蹴られたアヴェールのようになってしまう自分の姿を思い浮かべ、言わずにおくのは必然と感じた。

				「さてぇ……やつらぁ、何を隠したかぁ存分に見てやろうじゃねえのぉ」

				　そしてキョウスイは、ランジェが持ち直すまで二人が隠した羊皮紙を拝見する事にした。部屋に鎮座する立派な机。その引き出しを開けてみる。やはりそこに羊皮紙があり、キョウスイはそれを纏めた紐を解いて開いた。

				「あぁっ、んだぁこりゃあ？」

				　そこに書かれていたのは設計図だった。しかし、なんと言えばいいのかとても古めかしい。書き込みも激しく文字が潰れているところも多々ある。が、図解を見ればこれは船の設計図だと分かった。が、この設計図の船が完成すれば大陸を支配できると大袈裟に言っていたあの二人の見解に違和感があった。そもそもシェイン王国は内陸の国であり、海に面していない。船を浮かべるなど馬鹿馬鹿しい限りであった。

				「っと、キョウスイ……なぁにそれ？」

				「いやぁ、なんつうかよぉ……アヴェールの正体より馬鹿馬鹿しいというかよぉ……」

				　持ち直したランジェにも、船の設計図を見せた。彼女もひとしきり設計図に目を通してみるが、やはり反応は同じだった。

				「はぁ、何これ……馬鹿みたい、内陸の国に船なんていらないわよ全く……」

				「まぁ一応持ってくか、相手は無くなって困りそうだしよぉ……」

				「かさばるけどね、じゃあ脱出ルートを探しましょうか、キョウスイ」

				　ランジェは壁に貼られた城の設計図を指差し、キョウスイを促した。そしてキョウスイも、その羊皮紙を纏めて紐で縛り、ズボンのポケットに差すと、ランジェの指差す設計図を眺めて、脱出ルートを考え始めた。

			  

				　　　　　　　

				

				　キョウスイ、ランジェ組が脱出ルートを書斎の設計図から割り出している頃。ユート、アヴェール組は、ラインと名乗るシェイン王国の王子と話をしていた。

				「っていうか、王子様がこんな話を聞いて怒りを示さないなんて驚きだよ……」

				　それも、王子様の私室で値が張りそうな紅茶を飲みながらという、貴族も平民もおったまげるようなシチュエーションでだ。ユートとアヴェールは罪人であり、脱獄犯である。それを私室に招待した彼を馬鹿の一言では片付けられないだろう。相当な肝っ玉を持っているか、何か深い考えがあるかのどちらかだ。

				　しかし、相当な馬鹿だとは信じたくないとユートは思っていた。

				「そうかな？　君の話はとても面白いよ、特に勇者をレインで殴り倒した話はね？」

				「そんなお兄さんは、バンビーノの素性とそれを聞いて普通にしてられる王子にびっくりだね」

				　ユートは、ライン王子から根掘り葉掘り聞かれる。出世、傭兵になった理由、外の世界で自身が歩んだ冒険、特に聞いてくるのが勇者との話だった。改めて確認するがユートは、シェイン王国の威光であり象徴、そして世界の希望である勇者を殴り倒した『大罪人』である。しかし、そのシェイン王国の王子はそれを面白いと言うのだ。シェイン王国は勇者伝承発祥の地でもあり、その国の王子が勇者を殴り倒されてこの反応というのは、いささか気が狂っているとしか思えない。

				「まるで、勇者なんか居なくなればいいって口ぶりだね？　そうとしか思えないよ」

				　ユートはライン王子に向かい、そう毒を吐いた。それを聞いて、王子は席からゆっくり立ち上がり窓辺を覗いた。ユートから見た、彼の眼鏡の下から見える眼は虚ろに染まっている。

				「そう、思っているのかもしれないな……国も、勇者も滅べばってね？」

				　意外な返答に、ユートもアヴェールも驚いた。王子自身が亡国を望むという、あり得ない考えにユートの顔が歪む。

				「ユート君、君はどう思うかい？　この国を、世界を……」

				　窓辺に目線を送り、王子は呟く。ユートも立ち上がり、窓辺から外を見た。眼下に広がる城下街にはまばらだが人が点になって見えている。

				「シェイン王国は、勇者発祥の地であり勇者教始まりの地だ。人々が勇者を敬い奉り勇者の為に汗を流す、いずれ勇者が世界を平和に導くと信じてね」

				「だけど、僕はそう思わない……王子様はそう言いたげだね？」

				　アヴェールが口を挟んで、王子の先を読んだ。すると王子はアヴェールの先読みに、鋭いねと怪しい笑顔で呟き、アヴェールも親指を立てて見せる。

				「昔……勇者が世界を救っただなんて何千冊の伝記に書かれている。だけどどう？　それでも争いは無くならない。事実戦争は起こっている……魔王以前、モンスター以前の問題なんだよ」

				「人の争いでしょ。でもそれが無ければ傭兵なんて職業は無いしね」

				　王子のいう事に、ユートはそう返した。王子の言う事は至極当然であった、はっきり言ってしまえば『魔王』という不可視、不可解なもので世界が乱れているというのは間違いだ。本当は『人間』によってこの世界の平和は乱れている。

				「父上……王はその勇者を盾に、各国に和平を募っているんだ、勇者に協力するようにね？　世界を平和に導く為にと……」

				　だから、勇者が現れた事により人は現実から目を背けている。勇者という象徴にすがって自分達が乱している平和を『魔王』という象徴に押し付けた現実逃避なのだ。

				「へぇ、いい王様だね……裏がありそうだけど」

				「正解、ユート君の言う通りだよ」

				「まじ？」

				「マジさ、異端狩りがその一つだよ」

				　異端狩り、その言葉がユートの耳に入り、頭に響く。やはり、見間違えでもなければ勘違いでもなかった、異端狩りを行っているのはシェイン王国であった。

				「勇者に協力しない者は異端、世界を平和に導くのは勇者であり、刃向かってはならない。刃向かう異端者には……死を、よく考えたよ父上は……」

				　表情を沈ませて、ラインは眼下の街を見下ろす。その表情には諦めしか見えなかった。傀儡(かいらい)のように勇者の為に働き、汗を、血を流す民を哀れむ視線が、ユートを苛立たせる。

				「つまり、シェイン王国にとって勇者は外交のカードってとこかな？」

				　アヴェールからも、いつの間にか穏やかな表情が消えていた。ユートがまだ見ぬ地ロマルナ。そこはシェイン王国に戦争で負けて支配された──つまり、勇者という外交カードを出され、それでも突っぱねた国なのだろう。

				「腹が立つね、なおさら脱獄しないといけないねお兄さんは……」

				　ガタリと椅子を揺らして、アヴェールは立ち上がる。それを見たライン王子は溜息を吐いた。

				「本当は、僕がどうにかしないといけないよね、でも出来ないんだ……僕は王子で、権力なんて無いに等しいし、父上が死ぬか殺されるか、待つしか……はぁ、勇者よりも今は、魔剣士に会いたいよ」

				「魔剣士？」

				　諦めの言葉しか吐かぬ後ろ向きな王子に、ユートは苛立ちが積もっていた。しかし、ライン王子が呟いたその言葉に、頭を傾けた。

				「君が勇者を倒したと聞いてさ、一番早く彼を連想したんだよ、本の中の人物でさ……墨のような黒衣、闇のような黒い髪に血のような赤い瞳を持って、勇者達をものともしない魔界の魔人だよ」

				　そう言いながら、王子は自分の机の引き出しを開けて黒い装丁の本を取り出すと、それをユートに差し出す。ユートはそれを手にとって開いてみた。どうやら差し出された本は小説らしくタイトルは『魔剣士物語』と書かれている。相当分厚く殴れば武器にもなりそうだとユートは感じた。

				「それ、君にあげるよ……君と話せて心が晴れたお礼だ。ありがとう傭兵くん」

				「いや、あの……」

				　正直、こんな分厚い本を持たされた所で、ユートは困るだけである。が、ユートのサイドパックには十分空きもあり、返すわけにはいかない為、貰う事にした。

				

				「で、傭兵くん……他に聞きたい事はあるかい？」

				　チャンスだった。恐らく王子はこの国の重要な情報を持っているに違いなかった。それこそ国を傾かせる事のできる情報を、聞けば教えてくれそうな雰囲気でもあり、もし言わなくとも脅せば聞くことができそうだった。

				　しかし、今のユートはそんな気分など消え失せていた。彼から感じる『諦め』が、ユートの気分を削いでいたのだ。ユートは、こいつから聞く気にもならないし、聞いたところで無駄であると決めつける。最初から諦めているような奴と、話す気も話を聞く気にもならない。そしてユートは彼に背を向けて部屋から出ようと歩き出す。突然歩き出したユートにアヴェールも何事かとユートを追うように付いて行く。

				「王子、自分ではどうにもならないとか、無駄とか散々言ったねあんたは……」

				　扉を開けて、出て行こうとした時にユートは口を開いた。それをライン王子は聞いているか分からない。だがそんな事はどうでも良かった。聞いてなくてもいい、これは苛立ちからくる雑言だと自分も分かっていた。それ程までに王子は、ユートを苛立たせたのだ。

				「僕は自分でどうにかしてきたし、今まで生きて無駄な事は無かった、最初から諦めてたら死んでいたし、諦めれば死ぬ世界で育てられた。……だから僕にとって諦めは、死なんだよ……僕にとっては、死人から聞く事は……無いよ」

				　小さな傭兵は、そう言って扉を閉めた。その横に付いてきたアヴェールも、やはりユートの苛立ちに感づいて喋らない。彼はツカツカと大理石の廊下を歩き出す。最早この城に用も無ければ居る必要など無い。

				「さっさと二人と合流しようアヴェールさん。こんな所の空気を吸いたくないし、居る気にもなれない」

				「だね、正直脱出ルート聞いたらトンズラの予定だったけど、お兄さん気が変わったよ……」

				　アヴェールの飄々(ひょうひょう)とした態度は消えた。波打つ赤髪を後頭部に集め、ジーンズのポケットから取り出した丸い筒状の髪留めで纏めた。

				「さっさと脱獄しようぜ、ユーちゃん」

				「うん、ところでさアヴェールさん」

				「なんだいユートちゃひでぶっ！」

				　そしてアヴェールは、雰囲気を壊すかのようにユートから三度目の金的を食らった。

				「脱出ルート聞いたらトンズラってどういう意味かな？　説明次第では……」

				「おぶっ、嘘です、すいません、言葉のあやでございますバンビーノ」

				　やはり、この男はここで置いて行こうかと、ユートは倒れたアヴェールの頭を踏みつけながら思った。

			  

				　　　　　　　

				

				「早速だがよぉ、ユートぉ……聞きてぇ事がある」

				「何、キョウスイ？」

				「その内股で歩いてるゲイ野郎は誰だぁ？」

				「アヴェール……さん？」

				「疑問形にしないでくれバンビーノ、お兄さんも流石に膝蹴りを連続で股間に当てられたら内股になるさ」

				「そのまま潰れちまえぇ、ゲイ野郎ぉ」

				　ユート、アヴェール両名は一悶着あった後、キョウスイ達との合流のため、一階の書斎へと向かった。途中何度かユート達の近くを城の兵士が横切ったりしたが、身を隠し、何部屋かを鍵穴から覗いて確かめて一階のキョウスイ達との合流に成功した。

				　ユートは回収した二人の装備を渡すと、キョウスイとランジェは急いでそれを身につける。途中ランジェだけなぜかカーテンで身体を遮っていた事にユートは疑問を感じたが、今の状況では取るに足らないだろうと放っておいた。

				　だが、キョウスイの話を聞けばやはり脱獄に気づかれており、見つかるのも時間の問題であった。この数瞬の内に扉が開いて、交戦の可能性は非常に高い。

				「あぁ、やっぱり気づかれるよね……わかっていたけど」

				「だなぁ、時間も掛けすぎたしよぉ、で……ランジェ、お前の言う脱出ルートってやつ頼むわぁ」

				　改めて、少し粗さのあるユートの脱獄計画に、時間を掛けすぎた事をキョウスイが反省しながら、ランジェに発言を促す。すると彼女は床に大きな紙を広げた。ユートとアヴェールが初めて目にするそれは城の設計図。ランジェが杖を指示棒代わりに使って一室を指し示す。

				「ユートちゃん、今、私たちが居るのはこの場所……何も書かれてないけど書斎ね、わかる？」

				「あぁ、わかるよ」

				「めぼしい脱出ルートだけど、まずはここね」

				　杖を動かしたランジェが指し示したのは、一階の奥の部屋。そこには『調理室』と書かれている。

				「この調理室、城の裏から食材を搬入できるように扉が作られてるの、ここが一つ」

				　そしてランジェの杖先は設計図の上を滑り、また別の場所を示した。次は地下を示している。

				「何も書かれてない、何？　この場所は？」

				「地下水道だぁ」

				　何も書かれてない事に疑問を持ったユートに、キョウスイが答えた。つまり、地下水道を通った脱出ルートである。

				「よくてもこの二つだわ。さぁどっちに」

				「駄目だ」

				「ええっ？」

				　調理室の裏口、そして地下水道。確かにランジェの選択は妙案のように思われたが、ありきたりすぎている。特に調理室の裏口は通れないも同然だろう。わざわざ開ける馬鹿は居ない。また、片方の地下水道は、複雑な造りの場合追いつかれたり、迷う可能性があるからだ。

				「どっちも潰れるよ、ランジェさん……捕まるか迷うかの二択だ……他は!?」

				「他は……どこがあるかしら……」

				　ランジェが顎に手を当てて考える中、ユートも脱出ルートを頭の中で構想し始めた。設計図を見れば、ここならばと幾らか候補はあったが、どれもこれもユートの頭の中では捕まる自分達の姿しか想像できない。

				　まず、二階や三階などの上の階の窓を割ってから、ランジェが使う風の魔法で降りて脱出するルート。これは弓矢や大砲で落とされかねないし、そもそもランジェ一人で男三名計四名に風の魔法を掛けて持続させるのは無理である。

				　屋上のフロアが書かれた設計図には『飛竜小屋』と書かれている。

				　ユート達を囲んだ騎士が乗っていた飛竜を世話する小屋だろう。この飛竜を奪っての逃走はどうだろうと、ユートは思いついたが、騎士団以外には反抗するように躾や調教ができているかもしれない為、却下した。ネガティブな考えだとは思うが、これ位石橋を叩く……いや、石橋の横に自分で新しい石橋を建築する位、用心深くしなければいけないとユートは感じていた。

				　しかし、そう考えてしまうと、どの脱出ルートにも問題は絶対あるわけで、完璧な経路はまず無い。

				「なぁユーちゃん」

				　そんな時である、アヴェールが考え込むユートに声を掛けたのは。

				「なに、アヴェールさん……悪いけど今……ってわかるよね、読めてるなら」

				「勿論さ、いい男と女の考えてる事はすぐにわかるからねお兄さんは」

				　アヴェールはユートの右肩を後ろから右手で叩きながら、前に出て地図を眺める。そして笑顔を見せながら頭を傾けて、波打つ自分の髪を人差し指で掻いた。

				「ユーちゃん、近道って何だと思う？」

				「はい？」

				　唐突なアヴェールの質問だった。アヴェールは床に敷かれた地図を指でなぞりながら、質問に対する答えを待たずユートに語り出す。

				「お兄さんが思うに……本当の近道は遠回りだと思うわけよ」

				「あぁ？　おいゲイ野郎ぉ、何が言いてえのかはっきり言いやがれぇ」

				　近道は遠回り、そんな訳の分からない言葉遊びにキョウスイが苛立ち声を荒げた。しかし、彼の肝が太いのか、はたまたただの虚勢か知らないがアヴェールは気にもせず語り出す。

				「頭がよくなりたければ勉強するし、強くなりたければ身体を鍛える……どんなものにも近道は無いように見えるね？」

				　耳を傾けるユートは、確かにと心の中で頷いた。

				　ユート自身も生き残る為に強くなったが、その過程は思い出したくない程、果て無き道だった。そのおかげで若干寒気すら覚えたのを口には出さなかった。

				「だけど過程、その過程で苦労をすれば結果は変わってくるわけよ。血反吐を吐く程強くなるし、頭もよくなる。つまりお兄さんの思うに近道は、苦労した末に手に入れる良質で、上等な結果だと思うのよ」

				　苦労した末に手に入れる良質で上等な結果、そう言われてもユートは頭を傾げるしかなかった。が、どうやら代わりにランジェが理解したらしい。ランジェはアヴェールを見上げる。

				「つまりアヴェール、貴方はこう言いたいわけ？　わざと危険な道を選んで、その道を突破すれば最良の結果があるって」

				「そそっ、逆に考えようよシニョール、シニョーレ……見つかっていいし、怪我してもいい、だけど逃げるという目的は変わりなしってね？」

				　飄々(ひょうひょう)とアヴェールは言ってのける、つまり石橋を渡らず、あえて激流の川の中を泳げば、リスクこそ高いが手に入れる物も高いとユートは理解した。さらに、アヴェールが言う『逆に考える』は、ユートの思考をさらに加速させた。

				　そもそも、この城の中を無傷で脱出する事自体が不可能だと、やっとユートは気づく。多少、いやボロボロでも生きながらえて脱出に成功すれば、それは自分達の勝ちだとも気づく。

				　ならばとユートは、さらに思考を逆転させた。さらに、アヴェールの言う逆転の発想はユートにある考えを生んだ。それは脱出ルートが無いなら、作ればいいという考えだった。

				「脱出ルートを……作るか……」

				「お、おいぃユートぉ？　あんまゲイ野郎の言う事を鵜呑みには……」

				　アヴェールの発言以来黙り込み考えるユートの呟きに、キョウスイは冷や汗を垂らした。が、ユートの思考の加速は止まらない。馬車馬のように、ユートの思考と設計図を見る目の動きが早くなる。

				　そして、ユートはその設計図の中の一つの部屋に視線が止まる。そこは一階廊下を越えた先にある部屋。そこには『武器、火薬倉庫』と書かれている。それを見た瞬間だった。ユートの中で単純かつ明快、しかし聞けば誰もが考え直せと言う作戦が出来上がった。

				「爆破しようか……もうこの際、脱出ルートが無いなら作ろう、うん」

				　それは……最早行きすぎた逆転の発想だった。

				

				　最初にそれを聞いたキョウスイはユートに考え直せと言いたかった。いや、言わなければいけなかった。そもそも脱出するのに爆破してしまえば城の兵士が確実に集まる。脱出ルートはまだ探せばあるだろうし、爆破する意味も無きに等しいのに、なぜこの小さな傭兵はそんな物騒で、とち狂った発想に辿り着いたのかと、ユートのその一言から刹那でそう頭に浮かんだキョウスイは、すぐさま却下すべくユートに向かって口を開こうとした。

				「お、おい待てユー……」

				「あら、いいわねそれ、やりましょうよユートちゃん」

				「はぁっ!?」

				　だが遅かった。ほんの少し遅かった。そのあり得ない真逆の考えになぜかランジェは乗ったのだ。それも態度を見るかぎりだと相当乗り気らしい。しかしキョウスイ自身がそれを許すか、いや許すわけがない。

				「おい待てぇ！　ユートにランジェ、おめぇら気が狂ったかぁ!?」

				「酷いなキョウスイ、別に何も理由なく爆破なんて道を選ぶわけがないじゃないか」

				「あら、てっきりまどろっこしいのが嫌になったからかと私は思ったんだけど？」

				「お兄さんも、正直逆に考えてそこに行き着くのはびっくりしたけどね」

				　どうやら、ちゃんとした理由があって爆破による逃走ルートの確保をユートは言い出したらしい。ならそれを聞くべきだと、キョウスイは感じて彼から聞き出す事にした。

				「な、なんか理由があんだよなぁユートぉ……ちゃんとしたよぉ、ロマンだとか思いつきじゃあねぇんだよなあ？」

				　キョウスイは似合わない慌てようを見せながらユートに聞いた。そして、それを聞いたユートは一度キョウスイから目を逸らそうとしたが、すぐに目を合わせた。

				「うん、爆破を選んだのにはちゃんとした理由がある」

				「その理由はぁ？」

				「簡単だよ、時間稼ぎさ？　自分の家が燃えているのに罪人追っている暇なんて無いでしょ？」

				「あ……なるほどねぇ」

				　むしろ、今の今まで考えつかなかったのが不思議かもしれない。普通に脱獄したならば追っ手の奴らもすぐに対応するだろうが、自らの城が爆破されようものならそれどころではないのは当たり前である。

				　上手くいけば逃げられるだけではなく、シェイン王国を混乱に陥れて、こちらが遠くへ逃げる時間を稼げる。キョウスイはユートを強く見つめる。果たして彼はそこまで考えているのか分からない。だがしかし、コソコソ逃げるよりは、ほんの少し、本当に少しだけ結果はよくなるかもしれない。

				「もう一度確認するぜぇ、ユートぉ……本当に、本当にやるんだなぁ？」

				「やる、それにやる以上は、僕は最高の結果を手に入れたい」

				　ユートの目には最早やる気しか見えなかった。ならキョウスイはどうするか、それは分かり切っているし決まっている。背中を護ると漢が言ったなら最期まで貫く。ユートに付いて行き、最高の結果を出して城から脱出する為に協力する。キョウスイの心は決まった。

				「やるからにはぁ、最高の結果を出すぞユートぉ？」

				　ニヤリと任侠者は歯を見せて笑い、拳を突き出した。それに応えるのが当たり前とばかりに、小さな傭兵も拳を作り、任侠者の拳にぶつけてみせる。

				「勿論、華やかにいこうキョウスイ」

				　こうして、ユート発案による武器、火薬庫爆破作戦が決まったその刹那だった。

				　大きな音を立てて両開きの扉が開かれた。四人が一斉にそちらを向くと、そこに立つは王国の兵士達。目視で数えれば二桁はゆうに居るだろう。

				「見つけた！　見つけたぞ！」

				「お前らこっちだ！　脱獄犯を見つけた。皆に知らせろ、ここに集めるんだ！」

				　兵士達が声を上げて仲間たちを呼び寄せようとしている。ついにこの時が来てしまったかと、ユートは歯噛みし、キョウスイも顔をしかめた。しかし、すぐにキョウスイは近くにあった机を持ち上げ、さらに後ろにいたランジェも、取り戻した杖を持ち呪文を唱え始めた。

				「突撃だ！　奴らに何もさせるな、押し込んで捕まえろ！」

				　しかし、そうはさせまいとばかりに兵士達が部屋に流れ込む。ユートもそれに対抗しようと腰に携えた刀の柄に手を掛けて懐に踏み込もうとした、だが……。

				　

				　ズドン！　

				

				　爆発のような音が突然書斎に鳴り響き、踏み込もうとしたユートを、机を投げようとしたキョウスイを、呪文を唱えていたランジェを、それどころか部屋に流れ込む兵士達の動きすらも止めた。ユートの鼻に火薬の燃えた匂いが横切り、そして頬に熱を感じた。そして頬に流れ、伝い落ちる感触が、軽い擦り傷を負った事を彼に理解させる。そして、ユートは目の前に居た兵士達の一人の違和感に気づいた。

				　そこには額に穴が空き、そこから血を垂れ流す兵士が居た。まるで惚けた表情で、ただ宙空を見渡す焦点の合わない目が白目を剥くと、兵士がその場に倒れた。

				「危ない危ない……お兄さん久々にぶっ放してみたけど、さすがお兄さん、額に一発で命中！」

				　火薬の匂いの発生源を辿り、ユートは後ろを向いた。机を持ったキョウスイも、杖を携えたランジェも彼を見た。

				　そこに居た両刀使いの男は、どこから取り出したか分からない銀色に輝く銃を右手に持ち、兵士に向けていた。その銀色の銃はユートの見たことない代物だった。火打石を挟む場所も無ければ、弾を突く棒も付いてない。分かるのは、筒状の物体が銃口と持ち手の間に取り付けられている、という事。そして、片手のマスケット銃ではない、アヴェールの持つ銃らしき物が兵士の額を撃ち抜いたという事実。

				「ひ、怯むな皆の者！　銃は装弾までに時間を要する単発式だ。突入しろ、突入！　突入!!　突入ぅぅぅぅぅ!!」

				　指揮を執っていた一人の兵士が再度突入を命じて再び動き出した。

				　ユートの知る銃も単発式であり、アヴェールがその銃で兵士を一時的に止めたのはいい働きだった。しかし一発を使い切り、装填(そうてん)に時間の掛かる銃は役に立たない。すぐにユートは兵士達との切り結びに備えて刀を抜いた。

				「単発式？　何を言ってんだ、お兄さん分かんないなぁ〜」

				　だが、アヴェールはそう呟いて再び引き金を引いた。すると、内蔵された銀の筒状の物体が回転し、再度発砲音が部屋に鳴り響く。銃口から発射された弾丸は、目視など不可能な速度でユートの刀を抜いた右手、その右腕の脇の下を通り、ユートを避けて兵士の膝に着弾した。

				「うわぁあああ!?」

				　膝に着弾した弾が、肉を回転で抉って直進すると、膝の皿を砕いた。その兵士が倒れ伏した事により、ユートに向かって前のめりに倒れて行く。対してユートは右脚を抱えると、その兵士の鳩尾に向かって前蹴りを放つ、くの字に身体を曲げた兵士が蹴りの力で後ろに押し戻されて、後続の兵士の妨害をした。

				「単発式？　火打石？　そんな古臭いお粗末なモノをお兄さんが使うわけないだろーがーッ！　こいつは、かの砂漠の商業大国アルヴェイシャの鉄砲職人が製造する新型銃！　リボルバーって言うんだよーーッ!!」

				　驚く全員に向かってアヴェールは、強い叫びを上げると銃口を天井に向けて、もう一発弾丸をぶっ放した。掲げられた銀色の銃から放たれた弾丸は、部屋の天井に吊り下げられたシャンデリアの金具に命中した。キィキィと音を立てて揺れた煌びやかな装飾は、やがて金具から外れて落下した。

				「あぎぃ！」

				「ぐぎゃあ！」

				「たわばっ!?」

				　一網打尽だった。シャンデリアの落下先は部屋へ雪崩れ込んだ兵士達の上。挑発の無駄撃ちを装ったアヴェールの銃撃を彼らは見切れず、ただシャンデリアの下敷きとなるだけだった。

				　シャンデリアのガラスの破片が飛び散る。それをユートは、ランジェに新調して貰った革のトレンチコートを振って払いのけると、ゆっくりと振り返りアヴェールを見た。

				「アヴェールさん、今のは？」

				「どうよ、こう見えてお兄さん、拳銃が得意なんだ」

				　くるくるとトリガーに人差し指を掛けて銀色の銃──リボルバーを弄び、やがてジーンズにそのまま銃口をしまった。

				「けっ！　ハジキかよぉ。ずいぶん大層な武器を使うじゃねえかゲイ野郎ぉ……」

				「お兄さん、シニョールみたいに身体を鍛えてないしね。これさえあればどんな奴にでも負ける気がしないよ」

				　一部始終を見ていたキョウスイが腕を組み、ゆっくりアヴェールに歩みよった。しかし、キョウスイはアヴェールの横を通り過ぎると、シャンデリアの下敷きになった兵士達も気にせず、シャンデリアの上を歩いて扉に向かう。

				「まぁ、そのおかげでぇこの惨状だぁ……おら、さっさと行こうぜユートぉ。火薬庫爆破すんだろぉ？」

				　そそくさと書斎から出て行くキョウスイに、アヴェールは溜息を吐き、しかし少し笑顔を見せて、つれないねと呟くと、同じようにシャンデリアの上を歩いていく。

				「私の出番は無かった見たいね……ほらユートちゃん、行きましょう？」

				　そしてランジェも、少し不機嫌そうな態度を見せてシャンデリアを避けて扉へ向かって行けば、最後にユートが地に落ちたシャンデリアを飛び越えて彼らの後を追った。

			  

				　　　　　　　

				

				　四人は走る。ひたすら城内を走る。

				　赤い絨毯に足をとられそうになりながらも先頭を走るのはキョウスイ。その後ろにアヴェールとランジェがしっかり付いて行き、最後にユートが続く。

				「ユートぉ！　兵士どもはぁ!?」

				「大丈夫、付いてくるどころか足音一つないよ」

				「キョウスイ！　次の角を右よ!!」

				　四人は声を出し合って状況を確認していく。最後尾のユートは後ろから来るであろう敵を確認し、ランジェは火薬庫までのナビゲート。アヴェールは前方から来るかもしれない敵を拳銃で迎撃する準備をし、キョウスイが先頭でランジェのナビゲート通りに動く。

				　設計図を見ると、火薬庫は一階の廊下を渡った先にあると書かれていた。シェイン王国の城の火薬庫ともなれば、おそらく相当な量の火薬が保存されているのは必然。脱出するには持って来いだろう。

				　しかし、先程からどうもおかしな感覚にユートは陥っていた。それは疑心であり心配。これほどまで上手くいっている事に疑念をユートは抱いている。手のひらで踊らされているような、まるで誘導されているような気がしてならなかった。

				「ユートちゃん？　どうしたの、早く走って！」

				「え？　あ、あぁ！」

				　そんな事を考えていると、いつの間にか置いていかれ、キョウスイ達と距離が開いてしまったユートが速度を上げた。だが、突然速度を上げた事により、ユートの足がもたつく。

				「わあっ、っとと？」

				　体勢を崩したユートが身体を低くした瞬間に、それは聞こえた。ユートの頭上で鳴ったのは風切り音。そしてその音に混じり一瞬、ユートの髪の毛に何かが掠った音が聞こえた。

				「な、なに今……の」

				　幸運か、はたまた悪運か。体勢を立て直したユート。

				　だが、キョウスイ達の向かう火薬庫への進行方向に、三人を追うように勢いよく回転して飛来する物体がある。それが何かまでは分からない。ただ、視認で分かったのは、あれは刃物だということだけ。あと数秒、足がもたつくのが遅かったら自身の上半身と下半身、あるいは首と身体、どちらでもいいが真っ二つに切り裂かれて分かれていた自分の姿がユートにはしっかりイメージできた。しかし、前を走る三人は自分達の走る足音のせいなのか、飛来する物体の風を斬る音に全く気づいてない。すぐに気づかせなければと、ユートが息を吸った。

				「この先が火薬庫よ！　ユートちゃん早く……」

				「伏せろおぉおおおおおおお！」

				　ユートの絶叫が響き渡る。あまりの声の大きさにユートの前を走っていたランジェは思わず、振り返りもせずにその場に素早く伏せた。そして頭上を風切り音が鳴り響きやっと気づく。

				「きゃああ！　二人とも、避けてえぇえええ！」

				「え？　何なに……ちょおおおおっ!?　洒落にならん！　洒落にならんよ!?」

				「んだよゲイ野郎叫びやがっ……なにぃいいいいい!?」

				　続いて先行していた二人が飛来する刃物に気付く。後ろに居たアヴェールはすぐさま飛ぶと、大理石の廊下に倒れこんで事無きを得た。しかし、キョウスイはほんの少し気付くのが遅かった。もし、今大理石の廊下に倒れこんだとしても倒れる間に背中を裂かれる程に、回転する刃物はキョウスイに近づいている。

				「キョウスイ！」

				「ぬぉおおおりゃああああ!!」

				　ユートが叫び、キョウスイは走り続ける。

				　しかし運悪く辿り着いてしまった。自分達が目指す『火薬庫』の扉まで。

				　キョウスイは脱出する『出口』となりうるだろう場所で挟まれてしまう。

				「なめんじゃあ……ねぇえええ！」

				　だが、なんとキョウスイはそのまま走り続けて火薬庫の扉を蹴った。そして爪先に力を入れ扉を『大地』と見たてて踏みつけると、そのまま背を逸らしキョウスイはその力で宙を舞った。月の輪郭を描くような弧を描く後方への宙返りで、迫り来る刃物を飛翔して躱したのだった。

				　彼の着地と同時に、大きな音を立てて扉に刃物が突き刺さった。そしてその両開きのドアが勢い良く開く。恐らく施錠されて開かないだろう、自分達で壊さなければならないだろうと考えていた扉が幸運にも開かれた。

				　そこには、兵士達が使うであろう剣や槍、トマホーク、メイス、マスケット銃。さらには鎧やヘルムが綺麗に整頓されて置かれていた。そしてその奥にキョウスイは見た──まるでワインを熟成させるような大きなタルを。あれが火薬だろうとキョウスイは確信した。

				「っしやぁ!!　どうやら火薬はあるみてぇだなぁ！」

				「後は爆破させて外壁に穴を開けるだけだね、シニョール！」

				　キョウスイの言葉に、アヴェールが歓喜して立ち上がった。しかし、キョウスイがそれだけでは済まないと確信していた。

				「ゲイ野郎ぉ、違うぜぇ……そんなわけがあるわけがねぇだろぉ」

				「そうねキョウスイ、そう簡単にさせてくれそうにはなさそうだわ」

				　キョウスイは振り返り、自分達が走って来ていた廊下の先を見やる。ランジェは立ち上がりキョウスイの言った事に頷き、ユートもまた立ち上がろうとしている。

				「出て来な……いるんだろぉ？」

				　キョウスイがそう呟いた矢先、それは現れた。

				　大理石の上に敷かれた赤絨毯に影がうっすら浮かび上がり、次第にゆっくり濃くなっていく。上かと、キョウスイが気づいて驚愕した。

				「は、はあっ？」

				「冗談、キツイぜシニョール！」

				　その上空から落下して来たのは、キョウスイの巨体よりも大きな身体を持った、ボロボロの腰巻を巻いた、茶褐色の肌の巨人だった！　

			  

				　　　　　　　

				

				　シェイン城、王の間。竜騎士隊の隊長バルドーはシェイン王国の王、ジェイル王に呼ばれて王の前に参じていた。左膝を地に突き、階上の玉座の手すりに右肘をついて見下ろす王に礼をした。

				「以上が、本日の報告にございます」

				「ふむ、勇者達は龍便でアルヴェイシャに飛び、炎の神殿に向かったのだな？」

				　バルドーが話していたのは、治療を終えた勇者達を龍便でアルヴェイシャに送り届けた事だった。しかし、彼は治療したばかりの勇者がなぜかまた鼻をへし折られていた事については話さなかった。話す必要も無しと自分で決めたのだが。

				「はい、最初の洗礼を受けるようで、少し時間は掛かりましたが、邪魔も無く執り行われるかと……」

				　そうバルドーから聞いた王は、顎の白い髭を手のひらで下から持ち上げる様に撫でながらバルドーから視線を外す。どうやら勇者関係の心配はなさそうだと彼は思った。

				「邪魔など入るまいて……してアルヴェイシャの視察は？　大使も出し和平を結ぶ予定だが……」

				「まだそちらの連絡は届いておりません」

				「左様か、まぁかの国は金を持ってはおるが兵も脆弱(ぜいじゃく)ときている。が、山の先の砂漠が邪魔でならん、侵攻する際の妨げだ」

				　ジェイル王はそう呟いた。ホシミツ山を越えた先にあるアルヴェイシャ。この国は全体が商人達が作り上げた地盤でできている。名品珍品を掻き集め、他国に売り捌いた金が資金力となっており、資金力ならシェイン王国を上回る。兵力面ではシェインには敵わないが、山の先に広がる広大な砂漠が侵攻できぬ要因であることに王が歯噛みした時だった。

				　王の間の大きな扉が勢いよく開かれると、一人の兵士が赤絨毯を駆け抜けて、バルドーの後ろに片膝をついて王を見上げた。

				「申し上げます！　先日捕まえた勇者暴行罪の傭兵とその仲間！　さらに強姦罪で捕まえた男が脱獄しました！」

				「あぁすまん、それはもう私が伝えた」

				　が、バルドーは今更になり報告に来た兵士に苦笑した。連絡が行きわたっていない、それ程混乱する事だろうかとバルドーが首を傾げたのは、竜騎士隊をまとめる者、また上に立つ者としての落ち着きに見えた。

				「して……国王殿、本当によろしいのですか？　向かわせた兵が少ないと思いますが……」

				　国王が自ら、この脱走者達に対して城内の兵を向かわせたのは知っている。しかしながらその数は少々心もとなく、あまりに少なすぎるとバルドーは思っていた。

				「ジョゼの奴が少し試したいことがあると言うのでな？　まぁ、異端の者が一人二人逃げたとて、どうとでもなろう？」

				　ニタリと、ジェイル王が笑った。そしてその王の口からジョゼの名が出てきた事にバルドーは少し顔をしかめた。

				『ジョゼ……一体何をしようと言うのだ？　奇妙な奴め……』

			  

				　　　　　　　

				

				　ユートとランジェ、そしてキョウスイとアヴェールを二分するように、茶褐色の巨人は地鳴りを起こして着地した。隆起した筋肉、口元から垂れる悪臭を放つ唾液、人とは思えぬ醜悪な顔には、まるで爬虫類を思わせる目が蠢いている。さらに、右手にはキョウスイの身体が小さく見えるほど巨大で、無骨な斧が握られていた。

				　その不気味な巨人の背に位置しているユートとランジェ。ユートからは扉に同じ斧が叩きつけられているのが確認できた。つまりこの不気味な巨人は、あの斧を二本持ち、その一本を軽々投げつけて来たのだ。

				「シニョール……この王国の警備ってこんな化け物を使ってんの？」

				　予想外とも言える遭遇は、アヴェールの平常心を揺さぶりに掛かる。兵士から逃げていたら怪物に追い掛けられていて、追いつかれたとでも言うべきか……。だが、確実に言えるのはこの馬鹿でかい巨人がこちらに敵意を向けている事。ならばこの化物は脱出を邪魔する障害であり、障害は取り除かなければならない。

				「ゲイ野郎ォ闘うぞ。どのみち逃げてもこいつぁどこまで追ってくるかわからねぇ！」

				「わかったさ、シニョール！」

				　一瞬、キョウスイは反対側で斧を避ける為に倒れたユートに目配せを送った。しっかりユートはそれを確認し、大理石の床から飛び上がって駆け出す。

				「おぁあああああああ!!」

				　駆け出して叫びをあげるユートに巨人は気づかない。キョウスイ達に気を取られたか、それともただ愚鈍なだけかは分からないが、走り出したユートは刀を抜き放ち、右腰に刀を構えた、狙うは巨人の脚の腱(けん)。

				「ブサ野郎、額に鉛玉をォオーーッ、ぶち込んでやる！」

				　巨人と対面するアヴェールも、自慢の銀色のリボルバーを構えて引き金を引いた。発砲音と共に銃口から放たれた弾丸が、直線を描いて巨人の眉間へと向かっていく。その最中、ユートが巨人の足元まで踏み込んだ。鳴り響く二つの金属音。ユートは踏み込んだ瞬間に巨人の両足首にあるだろう腱を刀で斬りつけ、巨人の股下をキョウスイ達のいる方に転がっていく。

				「えっ……そ、そんなぁ」

				　やっと立ち上がったランジェが、最初に気づく。

				　確かにユートが斬りつけた巨人の踵側の足首がなぜか黒く変色していた。いや、まるで何かで護られているような硬さが色から想像できた。

				「嘘だろ……」

				　ユートも呟きながら、冷や汗を垂らしていた。最高のタイミングであり最高の脱力、さらには不意打ちと最高の場面であった。彼は何度も刀を振って斬ってきたから分かる。斬れていないと。斬りつけた瞬間、まるで鎧を間違えて斬りつけたような硬さを手に感じ、さらには金属が擦れる音も聞こえた。

				「ヒューッ、固そうだね……」

				　眉間に銃を撃ったアヴェールは飄々(ひょうひょう)と口笛を吹いて見せたが、内心動揺を隠しきれていない。その理由が巨人の眉間にあった。その巨人の眉間に、アヴェールが撃ったであろうリボルバーの弾丸が突き刺さっていた。だがその弾丸も、ゆっくり巨人の眉間から落下して大理石の床に落ちて甲高い音を響かせる。巨人の眉間には、足首にも現れていた黒い変色が見えた。あの変色がユートの斬撃とアヴェールのリボルバーの銃弾を防いだのだ……。

				「ＧＵＷＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

				　巨人の咆哮が城を揺らす。窓ガラスが揺れ、地面が揺れ、そしてユート達の平常心を揺らした。そんな中キョウスイだけが、じっくりと巨人を観察していた。そしてキョウスイは推察する。アヴェールの銃弾を、ユートの斬撃を防いだ瞬間の黒い変色、さらにはユートが斬りつけた際に聞こえた金属の擦り合わさるような音、そこから考えられる事が頭に浮かび、彼は舌を鳴らした。

				「ゲイ野郎の言った通りぃ、固くなったってかぁ？」

				　骨が折れるなと、キョウスイは心で呟きながら力を抜き、深呼吸を始めた。

				　やる事は決まっている。キョウスイは取り乱した自分を落ち着かせる為に、深呼吸をした。思考がゆっくりとなっていく世界でキョウスイは考える。彼が推察するに、巨人が瞬時に変色したのは、恐らく『硬質化』によるもの。ならば、ランジェも気づく筈である。なぜならば『硬質化』は魔法のひとつとして存在するからだ。魔法を使うランジェならば最初に気づく、キョウスイはそう予想した。キョウスイの両手が構えを作る。両手が目の前でゆっくり回されて円を描きながら、肩幅に広げた足で地をしっかり捉える様に踏む。咆哮をあげる巨人に手のひらを向けてキョウスイは息を吐いた。

				「そんな、そんな筈は……」

				　ランジェは気付いた、巨人の異変に。彼女はすぐにユートとアヴェールの攻撃を防いだ正体が分かった。

				『硬質化』──それは四大魔法の中の一つ、土の魔法である。その魔法は身体を岩の様に硬化して刃物から身を守り、柔らかいベッドを石の板にすらできるのだ。だが、それよりもランジェを驚かせたのは別の事だった。

				「なんであんな愚鈍な化物が、硬質化の魔法を使っているのよ!!」

				　これが、ランジェがパニックに陥った理由である。

				　恐らくあの巨人、姿形を見ればオークに類する者だと彼女は考えた。だからこそ『硬質化』という魔法を発現させた事に驚き、平静を保てずにいた。呼吸が速まり、高鳴る心臓。足元から来た震えがランジェの身体を地面に縛り付けた。まるで足の裏から木の根が張ってしまったかのように動けない。

				「ＧＹＡＡＡＳＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

				　巨人の咆哮が響き、背中の筋肉が隆起する。そして、背後に居たランジェに気づいていたとばかりに、足がすくんだランジェに向かって鉄槌が振り上げられる。

				「シ、シニョーレ！　避けて！　何してんの避けて！」

				「ランジェさん！　早く逃げてぇ！」

				　アヴェールとユートが、ランジェに回避を促すように叫んだ。だが、ランジェは一歩も、いや後退りすらできずにただ、振り上げられた鉄槌を見上げる。

				　終わった──彼女は死を覚悟する。

				　もう動けないと、彼女に迫り来る鉄槌がとてもとてもゆっくりに振り下ろされたように見えた。目の前に映る、自分が生まれてから今までの人生が連続で去来していた。彼女は後悔で一杯だった、こんな所で潰されて無惨に死ぬのかと、走馬灯が全て過ぎ去り、再び今の死に際に戻された時、彼女は呟いた。

				「ごめん、ルージェ、本当にごめん」

				　そして、巨人の鉄槌がランジェに振り落とされ、地響きが城中に響いた。

				　暗い、ただひたすら暗かった。痛みもない事にランジェは安堵する。潰された痛みなんかたまったものではない。それを感じなかっただけで良かった。身体が浮いたような感覚にランジェは死を自覚した。あぁどうやら天国には行けるようだと安心すらあった。踊り子、それもあの欲望の街で働いていたから地獄に落ちるのだろうと自覚していたが、この浮遊感はどうやら昇天のそれらしい。

				「天使の顔でも拝もうかしら？」

				　まだ目を瞑ったままだと気づいて、彼女は目を開けた。するとどうだろう、目の前にはいかにも裏の職業に就いていそうな傷だらけの顔が見えたではないか、しかも男ときた。

				「あら、天使って案外コワモテなのね？　それとも地獄かしら、ここは？」

				「生憎だがぁランジェぇ、地獄に落ちるにゃぁまだ早ぇぜぇ？」

				　浮遊感の正体は、キョウスイだった。成る程と彼女は理解する。キョウスイが助けてくれたのかと。

				「足がすくんだらしいなぁ、震えてやがらぁ」

				「それでお姫様抱っこ？　なんというか、ムードもへったくれもないわね？」

				　放っとけと、キョウスイはぶっきらぼうに吐き捨てながら彼女を床に足から下ろして立たせた。見ればユートとアヴェールが巨人の気を引く囮になっている。

				「チクショーッ！　一発くらい貫通しろよッ！」

				「だったらこっちも！　斬り傷一つくらいつけよ！」

				　アヴェールが巨人の額や口に銃を撃ち、ユートも太ももや足に刀を振り下ろしていた。だが、硬質化の魔法の前には二人の攻撃は無意味だった。二人は一度体勢を立て直す為に後ろに素早く退くと、キョウスイとランジェの元まで戻って行く。

				「ちくしょう、シニョール……あいつお兄さんの息子以上に硬いよ……ＧＩＮＧＩＮでＢＩＮＢＩＮだよ……」

				「くだらねぇことを喋れるってぇこたぁ、余裕あんだろゲイ野郎ぉ」

				「あ、わかる？　っていやいや、流石に本当に余裕ないよ。お兄さんの弾も使い果たしそうだし」

				　そんな会話をキョウスイと交わしながら、アヴェールは銀色のリボルバーの筒上の物体、シリンダーを銃本体から取り外す。シリンダーが外れた瞬間、大理石の廊下に銃弾が入っていたリボルバー専用の弾丸『薬莢(やっきょう)』がシリンダーから落ちると、薬莢が入っていた穴に、アヴェールは新しく薬莢を丁寧に入れていく。

				「縁起悪いなぁ、残り四発なんて……脱出前にお兄さん死んじゃうかも……」

				　六つ空いた穴にハメられた薬莢はたったの四つ。『弾切れ』になってしまった事にアヴェールは溜息を吐き、しかもその残弾が『四発』という死を連想させる数字に眉間に皺を寄せた。

				「ああ、もう……かすり傷くらい付いてもいいのに」

				　ユートは、何度斬りつけても傷つかない巨人にイライラがつのっている。それは自分自身がしっかり理解してはいるが、やはり傷一つかない事にはストレスが溜まってしまうようだ。

				「シニョーレ、何とかならない？」

				　不意にアヴェールがランジェに聞いた。それに対してランジェは考える。あの巨人の『硬質化』は最早身体を鉄に変えてしまう程の能力がある事が、二人の攻撃から分かった。しかも、それが身体全体に効果があり、さらには攻撃された部分から自動的に発動する。

				　ランジェは考え続けた。そんな時だった。

				「本当硬いなぁ、でも……案外中は柔らかかったりして、蟹とか海老みたいに」

				　ユートがボソリと小さく呟いた。その呟きに、ランジェの頭に一瞬電流が奔る！　

				「そっか……内側、内側だわ！　内臓よ、内臓ならダメージが通るかも!!」

				　ランジェが大きな声をあげる。対策を聞いたアヴェールは首を傾げたが、ユートもああっ！　と気づいたように顔に歓喜が宿る、そして……。

				「成る程なぁ……内臓と来たかぁ、じゃあ俺に任せなぁ……」

				　ランジェの肩に後ろから手が乗せられて、ゆっくり引っ張られて男の背後へと退がる。大きな背中は離れ、ゆっくりとこちらを睨みつける巨人へと向かって行った。

				「ダメージ与えて動きは止めてやらぁ……ランジェ、飛び切り熱い火の魔法、頼むぜぇ？」

				　キョウスイの頼みにランジェは静かに頷き、杖を胸の谷間から取り出すと、目の前に掲げる。まるで決闘前に細剣を構える騎士のように、ランジェはゆっくりと目を閉じて意識を集中し始めた。

				「内臓とかシニョーレは言ったけどさシニョール、どうやって攻撃すんの内臓なんて？」

				　ランジェが言った対策に一人首を傾げたアヴェールは、キョウスイに向かって赤い波がかった髪を揺らしながら聞いた。

				「ゲイ野郎ぉ、とりあえずお前は目玉を狙いなぁ……とにかく時間を稼ぐんだよ、ユートやお前さんじゃそれくらいしかできねぇからなぁ？」

				「目玉？　分かったよシニョール。お兄さん言うこと聞くからさ、バンビーノはどうすんの？」

				　指示したキョウスイにアヴェールは、理由こそは分からないものの了承した。彼の言う通りにすれば攻撃は通るのだろうと楽観的に考える。だが、ユートはその内臓に攻撃するという意味を理解しているらしく、アヴェールは気になってユートにどうするのかと問う。

				「刃が通らないならお役御免さ、代わりに囮になるよ」

				　言いながらユートは刀を反転して持ち替えた。だが、もう考える時間は無い。巨人は咆哮を上げて右手に持つ処刑斧を振りかぶっていた。

				「ＵＯＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

				「テメェらぁ避けるぞぉ！」

				　キョウスイの号令にユートとアヴェールは反応し、それぞれの方向に跳んだ。アヴェールは斧を持つ右手の方に跳ぶと、身体を転がして受け身を取る。

				「お兄さんのォォオ！　弾丸をくらぇエーッ！」

				　引き金を力強く引くと打ち下ろされた撃鉄がシリンダーを叩き、発砲音と共に弾丸が螺旋の回転の力で飛んでいく。空気を切り裂いた弾丸は見事に褐色の巨人の目玉を撃ち抜いた。

				「もう、イッ、パァアアアアアツ!!」

				　さらにアヴェールはもう一度引き金を引いた。再び銃口から放たれた銃弾が向かう先、それは巨人が開いた口！　アヴェールは、巨人の目が銃弾に貫かれて潰れた瞬間に気づいたのだ。内臓が弱点、つまりそれに類する『目玉』や『口内』ならば『硬質化』は発現しないと。巨人の中に入った弾丸は、頬肉を削り再び外へと抜けて行く。刹那に片目を奪われ、さらには口内を無惨な状態にされた巨人が、痛みと苦しみに絶叫を上げた。

				「ＧＩＮＹＡＡＡＡＡＡＡ！」

				「隙を見せたな、巨人！」

				　いつの間にか、ユートは暴れる巨人の右の足元まで走っていた。走りながら彼は右手に携えた刀の刀身を左腰まで下げた。

				　そして、下げた刀を一度、左頬当たりまで持ち上げると、巨人の右ひざに対して左斜め上から刀を振り下ろした。その刃が膝に当たった瞬間、再び膝は黒く変色……。

				「やっぱり……動く以上そこは硬くはならないみたいだね！」

				　褐色の肌は黒に染まらずに、刀の峰が膝へとめり込んだ。めり込んだ刃は筋肉を潰して膝関節を粉々にくだいた。それはもう一つの弱点『関節』身体を動かす為の関節にも硬質化は発現しない。

				　振り抜いた刃より少し遅れながら、巨人の右膝が左側へと折れ曲がる。そして、それだけでは済まさないとばかりに、ユートはすぐさま移動した。移動した先にあるのは巨人の左膝！　

				　先に踏み込んだ左足に力が入る。先程振り抜いた刀はユートの右側にあり、今度は左方向へと真横に凪いだ！　再び峰がめり込み、巨人の左膝の皿が砕け散ると、支える脚を失った巨人が前のめりに倒れ出した。

				「おっとぉ、テメェが倒れるのはそっちじゃあねえぜぇ？」

				　倒れ行く先には、キョウスイが佇んでいた。

				　キョウスイは左足を前にだし、上半身が回る限界まで右に身体を回す。ギチギチと身体が締め付ける音が身体から鳴る。そしてあと少しで潰されそうになったその時。

				「ふっ飛べぇ、デカブツがあああああ！」

				　後ろに引いた右足の足の甲が、巨人の顎を捉えた！　しかし、キョウスイの足の甲が顎に触れた瞬間、顎が黒く変色し硬質の鉄の肌へと変わる。

				　だが、キョウスイは足の甲が顎に触れた瞬間、膝と足首、さらには足の指全てにまで力を込めた。蹴りによって生じた力の波は、本来爆発して砕くはずの顎を通り抜けて脳を通り越し、そして後頭部に達した瞬間に弾け飛ぶ。

				　巨人は上空に吹っ飛びながら鼻や耳からどす黒い血を垂れ流し、潰れてない左目も白目を剝いた。武道の達人にしかできない、体内を浸透して内側を破壊する打撃が茶褐色の巨人の脳味噌を破壊し、三半規管を狂わせた。

				「やっちまいなぁ、ランジェ……派手な一発を頼むぜぇ？」

				　三人の後ろで呪文を詠唱し続けたランジェは、ついに呪文を唱え切った。足元に赤く巨大な魔法陣が現れ、さらには周りの温度がジワジワと上がっていく。そして、宙を舞う巨人が大理石の床に大きな音を立てて頭から落ちた瞬間。

				「喰らいなさい！　炎の最上の一つ！　ボル・ケイノ！」

				　振り下ろされた杖先から放たれたのは大きな溶岩の帯。それが螺旋(らせん)を描き巨人の身体を飲み込むと一瞬にして巨人を炭化させた！　溶岩の中で黒く残った巨大な輪郭すら消えた時、溶岩は床に転がる装備品すらも溶かしながら、火薬庫の中の火薬の箱に付着する。

				

				　そして、辺りは赤い炎と爆音に包まれた。


                			

	








			
				　まだ日も昇って間もない時間だというのに、シェイン王国の城下町は騒がしさに満ち溢れていた。屈強な男達が工具を、石を、材木を担いで城までの道を汗水垂らして走っている。そんな城下町の中の一つのカフェで、黒いカッターシャツに黒のツータックパンツ、ショートカットの髪の青年は、椅子に腰を下ろして新聞を開いていた。周りの客はまばらながら少し騒がしく、朝食のピークが過ぎた事を感じさせた。

				「どうぞ、朝食セットになります。コーヒーは少々お待ちください」

				「どうも」

				　青年のテーブルに、女性の店員から朝食セットなる物が運ばれる。クロワッサンの入ったカゴ、グリーンサラダにベーコンエッグにポークビーンズと、いかにも朝食という、それらが放つ香りに、青年は新聞を閉じる。

				「いかにもな人間の朝食……しかし涎(よだれ)が口一杯だ」

				　青年はクロワッサンを千切らずに、そのまま噛り付く。ほのかな甘みと温かさを感じて顔がほころぶあたりは、やはり自分も人間と同じなのだなと彼は悟った。

				　そんな朝食の中、他のテーブルの会話が彼の耳に入った。

				「しかし奥さん、聞きました？　あの爆発、なんでも不慮の火薬事故じゃなくて罪人によるテロですって」

				「まぁ！　怖いですわ……それってもしかして最近貼られた賞金首の事かしらぁ……この国も安心して暮らせないわぁ」

				「本当にねえ……こんな事言うのはあれだけど、国は何をしているのかしら？」

				　主婦の雑談だろうか、何やら物騒な事を話していたが、青年自身も彼女等が話す事件をしっかりと知っている。なにせ新聞にも書かれているからだ。

				

				『シェイン・キャッスル爆発！』

				

				　青年の持つ新聞には、そう題目が打たれていた。

				　それは先日の昼頃の出来事。シェイン・キャッスル内にある火薬庫で、備蓄された火薬が引火して爆発、外壁は粉々に崩され威厳ある城は、まるで子供がつまみ食いしたケーキのような窪みを彷彿させる見るも無惨な爆破の跡が出来てしまった。

				　原因は火元の不注意、などと新聞には書かれている。しかし、新聞やゴシップという物は購読者の確保の為に多少の脚色が付き物で、今青年の読む新聞も例外ではなかった。

				『街角インタビュー』とでも言うのだろう、目撃者の証言が幾つも掲載された。ある流れの商人は『煙のなかからぁ、四人の人間が見えたでごぜぇやす』と答え、またある婦人は『その中の一人が小さかったわ、年端もいかない少年か少女……どちらかわからなかったけど』などの証言が出ている。

				　ただしこれは証言の一部であり、その他沢山の証言が書かれてはいたが流石に全て読む気にはなれなかった。そして、この新聞の発行と共にある物が出回っていた。この新聞にも掲載されてさらには特集も組まれている。見出し記事から数枚めくれば、それを見つける事が出来た。

				

				　それは『指名手配書』

				　見開きすべてを使って四人の男女のスケッチと、その懸賞金の額が書かれていた。

				

				　一人目は『アヴェール・サントス』

				　シェイン王国領地、ヴェルネシアの貴族婦人の強姦罪で拘束された二十代の男。罪状は『強姦罪』『貴族侮辱罪』懸賞金は金貨一〇〇枚。

				

				　二人目は『ランジェ』と呼ばれる女性。

				　苗字が無いのは彼女が下流階級出身だからだろうか定かではないが、アヴェールと同じ二十代。女性。出身地不明で罪状は『重犯罪者加担罪』懸賞金は金貨一五〇枚。

				

				　三人目『キョウスイ・ゼンジ』

				　ラーナ村にて徒党を組む任侠集団『ゼンジ組』の人間と言われ、その名前から集団のリーダーとも考えられるが、新聞にはその点は調査中の為か書かれていない。罪状は『貴族殺害』『恫喝』などで、フレアド子爵を殺害した犯人と書かれている。その懸賞金……金貨五〇〇枚。

				　ここまでの三人だけでも破格の懸賞金を掛けられていた。しかし、その三人よりも高い懸賞金を掛けられ、なおかつ三人の罪状すら霞む程の大罪人のスケッチが中心に陣取っていた。

				

				　それは、三人よりも遥かに年下のまだ十代前半の少年。

				

				　名は『ユート』。十代前半。出身地不明のこの少年の罪状は、

				『勇者侮辱、及び殺人未遂』

				

				　罪状はたった一つ、それだけだった。しかし勇者への暴行は、この国では恐れ多い事であり悪口一つで即刻処刑すらありえる罪。その少年に掛けられた懸賞金の額は……。

				

				　金貨一〇〇〇枚

				

				　この額、しっかりとした大豪邸を建築し、さらには、美男美女の給仕や世話係や有能な執事を雇い、その全ての給料をまかないながらも、毎晩各国の美味なる料理を所狭しと並べるという贅沢、酒池肉林を謳歌しても三十年は働かなくて済む金額であった。

				「やってくれるな君は、水晶から見た君は……とても愉快だ……」

				　新聞の手配書に描かれたユートを見て、青年は笑顔を作る。そんな中、店員がコーヒーを運んできた。

				「お待たせしました、コーヒーをどうぞ、砂糖とミルク、置いておきますね？」

				「ありがとう、あぁそれと追加いいかな？」

				「はい、なんでしょう」

				　青年が追加の注文をしようとしたその時、カフェのドアが開いた。取り付けてある鈴が鳴り、客が来た事を知らせる。

				「あっ、すいませんお客様……新しいお客様の案内に行きますので」

				「ん？　あぁ、そうか……その入ってきた彼の注文なのだけど」

				　えっ？　と女性の店員は頭を傾げた。この青年は見ず知らずのお客にコーヒーでも奢ろうとでもしているのだろうかと疑問を抱く中、彼は新聞を閉じて体を捻じり、カフェのドアの方に向いた。

				「遅いよブレド、砂糖たっぷりのチャイでいい？　それともローズティー？」

				「ヨグ様、ローズティーは普通のカフェに置いておりません。チャイでお願いします」

				　スーツを着た、白髪の壮年ながら筋肉質な男は、青年にそう言った。

				　白髪の壮年の男──今は黒いスーツを着たブレドと呼ばれた男は運ばれたチャイを一口飲む。その仕草は優雅で貴族のそれを思わせた。

				「ジンジャーが効いた、いいチャイだな」

				「砂糖入れないのか？　ブレド？」

				「十分甘いですよヨグ様……」

				　ヨグもまた、食後のコーヒーに口を付けてゆっくり傾ける。そして、少し難しい顔をすれば砂糖の入った瓶を開き、その中の角砂糖を四つ入れてからミルクを垂らしてかき混ぜた。どうやら苦いのは嫌いらしい。

				「うわ苦い……こんなのよく飲めるね人間は……あぁ、でさ、今後の事なんだけどさぁブレド……」

				「はい、いかがいたしますか……彼等は？」

				　ヨグが新聞を開き、指名手配のページをブレドに見せる。ブレドの言う彼等とは、ユート達の事だった。

				「とりあえず彼等は、アルヴェイシャじゃなく、ロマルナに向かうから……とりあえずは君の部下だっけ？　あの兄弟……あーっと」

				「ロゼとロマネですか？」

				「うん、そいつらぶつけてよ……魔王直々の命令でね？」

				「……了解です、魔王様……勇者達は？」

				「あぁ大丈夫、彼等もロマルナで少年達とまた衝突するからさ。ロゼとロマネに任せる方向でね？」

				　砂糖とミルクたっぷりのコーヒーを、魔王は飲み干す。まさしく一気飲みというやつだった。

				「さてと……しばらくカフェで休もうかブレド。久々の人間界だしさぁ、ゆっくりしたいね」

				「……お供します、ヨグ様」

				「だからぁ、硬いしその呼び名は……まぁいいか……」

				　少し頬を膨らます魔王は、再び新聞に視線を下ろす。大層な金額を掛けられた、勇者を足蹴にした少年のスケッチを見つめながら、彼は昔に思いを馳せた。

				「やっぱり君に似ているよアザト、彼は君にそっくりだ……」

				　懐かしき旧友の名を呼びながら、魔王は人間にコーヒーのお代わりを注文した。

			  

				　　　　　　　

				

				　シェイン・キャッスルの城下町から南下して何里か先、正確な距離は彼等には分からなかったが街には辿り着いた。マールーシャ──この街はシェイン王国の中央都市と呼ばれる場所だった。さらに南下すれば教会と学院、そして勇者の町と呼ばれ、小さな傭兵が勇者を殴り倒したレインへと行く事が出来る。

				　中央都市であるこの街には、都会らしく様々な品物や交易品、リストランテやエステサロンをはじめ、カジノなどの娯楽施設といった様々な店が点在していた。そして、この街には技術の粋を集めた塊が走り、目を引いていた。

				　それは『汽車』。蒸気機関という技術を乗せた石炭で動くこの技術の塊は、マールーシャからレイン、そして果ては奪い取りし領土ロマルナを結ぶ交通機関だった。そんな街の中央にある二階建ての酒場はとても広く、一階二階どちらにもカウンターがある大型の酒場だった。

				　名前は『バカラ』この街一番の酒場らしい。

				　そんな酒場の二階の大きなテーブル、そこに一人の少年と、二人の男、一人の女性が座り、それぞれが運ばれて来た飲み物やツマミやらに手を伸ばしていた。

				「ちゃうねん……」

				　赤色に波がかった癖っ毛の男が、渋い顔でフォークを置いた。彼の前にはサラダと赤ワインが置かれていて、そのサラダはトマトとチーズを丸く切って交互に並べたシンプルなものだった。

				「何が違げぇんだぁ？　ゲイ野郎ぉ、確かに頼んだのはトマトとチーズのサラダだろうがぁ、あぁ？」

				「シニョールは分かってない、まずチーズが牛だ……普通のね、本場ロマルナのサラダ……カプレーゼは水牛のチーズを使う。さらにドレッシングに使うオリーブオイルも精製品で、搾りたてを使ってない」

				　文句を垂れ流すアヴェールに、その隣の席にいた屈強な男キョウスイは、舌打ちをしてからパイプを咥える。三日振りの紫煙に内心歓喜こそあれど、それを口には出さない。

				「とほほ、お兄さん久しぶりに故郷の味が食べれると思ったらこのざまだよ……慰めてシニョーレ、バンビーノ」

				　テーブルに顔を伏せて悲しそうな態度を見せながら、目の前に座る女性と少年にアヴェールは懇願する。青い踊り子の服を纏う女性ランジェは、その服装とは正反対とも言える、貴族然とした礼儀正しさで紅茶を飲んでいる。

				「こんな事言ってるわよ、ユートちゃん慰めてあげたら？」

				　その横に座る右目の下に傷を持つ、日焼けした肌の少年、ユートはと言うと。

				「アヴェさん、何か言った？」

				「聞いてなかったの？　てか美味しそうだねバンビーノ、一口頂戴？」

				「やだ」

				　彼はイチゴのショートケーキを食べていた。お供にミルクたっぷりのミルクティーと甘々コンビが並ぶ。彼は甘党らしい。フォークで押し切られたケーキにはクリームとイチゴが生地に挟まれている。それをゆっくりと自分の口に放り込み、少年は咀嚼(そしゃく)した。

				「うん、美味しい……クリームの優しさとイチゴの甘酸っぱさのバランスが最高だよ」

				「そ〜言われると〜、お兄さん一口欲しくなるじゃな〜い。交換しようよ〜、お兄さんのサ・ラ・ダ・と」

				　そう言いながらアヴェールはフォークにチーズとトマトを一切れずつ突き刺してユートの口元へゆっくりと近づけていくが……。

				「あむっ」

				「Oh……」

				　途中、ランジェにそれを阻まれた。横入りしたランジェが一口でアヴェールのサラダを食べてしまったのだ。

				「あら、中々美味しいじゃない……何であんな嫌な顔したの？」

				「あ、あぁだから故郷の味と全然違うからで……てか今の間接キスだよね？　お兄さん日中なのに興奮……」

				「踊れぇ、ゲイ野郎ぉ」

				　日中から発情するアヴェールの服の背中に、キョウスイがまだ火が点いたパイプを逆さまにして、襟から草を入れてやった。

				「熱ゥゥゥウウウッ!?　アチャチャチャチャアーッ！」

				　背中に火種を入れられて、アヴェールが席から立ち上がりながら背中を掻き毟る。服の中を移動する火種を追い出そうとその場を暴れ回ると、やっと背中から火種を追い出して靴で踏んで消火した。

				「騒がしいぞゲイ野郎ぉ。日中から発情しやがってぇ……ちったあ自制しやがれぇ」

				「シニョールも自重しろよ!?　お兄さんの背中火傷するところだったじゃん！」

				「細けぇこたぁいいんだよぉ。でぇ……ユートぉ、さっさと本題に移ろうぜぇ？」

				「だね、キョウスイ……ほらほらアヴェさん、とりあえず座って。後でショートケーキ奢るからさ？」

				「おぉう……頭を踏み付けたこの前のユーちゃんとは大違いだね」

				　ユートの態度に少し驚きながらも、アヴェールは元の席に着席する。ユートは両肘を机に乗せて指を組み、その上に自身の顎を乗せながら何の話を切り出そうかと考え、そして決めた。

				「じゃあまず……僕たちは今脱獄して、脱走者の身にある。報酬も出された賞金首だ。当面の目標は……わかる？　キョウスイ？」

				「あぁ、シェイン王国領内から逃げる、だなぁ」

				　まず掲げられた自分達の目標、それはシェイン王国領内からの逃走だった。新聞に描かれた自分達の指名手配のスケッチは、恐らくシェイン王国領内全てにばら撒かれている。それこそ新聞に限らず、貼り紙が噂になって。

				　これでは世界中に自分たちの素性がばら撒かれたも同然だと思うがしかし違った。この新聞はシェイン王国領内でのみ発行されて店頭に並べられ、新聞屋に渡される。つまり、シェイン王国と敵対、もしくは中立を貫く国には発行されていない。

				「そこに逃げれば私達は犯罪者でなくなり、追われる必要も無ければ……シェイン王国での法律も適用されないし……まぁ完璧に逃走できるわけね？」

				「うん、ランジェさんの言うとおり……で、逃げる先はアルヴェイシャ一択だけど……」

				「……また越えんのかぁ？　ホシミツ山をよぉ？」

				　そう、敵対する国アルヴェイシャは『ホシミツ山』を越えた先にあり、そこが唯一平和的に通過出来る道である。しかし、そこはまずシェイン王国の騎士が警備を強化して、確実に抑えられているのはユートどころか、キョウスイもランジェも分かっていた。

				「越えられたらどれだけ楽か……」

				「まぁ、簡単にできたらぁ……奴らの兵力を疑うわなぁ」

				　三人して頭を傾げる中、アヴェールただ一人は注文したワインを飲むためにグラスを傾ける。そんな彼の頭には一つ思いがあった。

				

				『ロマルナに帰りたい』

				

				　目の前の紛い物のサラダを見つめて、故郷を想う。本場のカプレーゼにパスタ。ベルネシアのストリートを陽気で芸術的な音楽を聞きながら歩き、見つけたかわい子ちゃんやいい男をナンパする。ナンパするならロマルナ人ではない方がいい。他国の人間だ。シェイン王国やアルヴェイシャの観光客、右も左も分からない紳士淑女を案内してやるんだ。デート先は『ルヴェルの美術館』の中を歩き、一通り美術品を見たら美味しいデザートを食べて、夕陽を見て一日を終える。そんな、捕まる前の自分の生活を思い出していると、彼はある事に気づいた。が、彼は言うべきか言わざるべきかと少し悩み、ロマルナの言葉を思い出す。

				

				『告白しようと心の中で思ったなら、既に告白は終わっている』

				

				　結果はどうでもいいのだ。だがその間にある『過程』は早い方がいい。思い立ったら言うべきだとアヴェールは、ワインの追加をするためにウェイターを呼ぼうと仰け反っていた身体を椅子に戻して、三人に言った。

				「じゃあさ、一度ロマルナに向かわない？」

				　突然割って入ったアヴェールの提案に、三人は首を傾げた。ロマルナは戦争に負け、シェイン王国の領土となった国。そんな所にわざわざ向かおうとするアヴェールに、皆が困惑する。しかし、アヴェールだけはただにっこりと笑顔を見せて、三人を見つめていた。

				

				　アヴェールの提案に、三人は困惑した。なにせ敵国領内のロマルナにわざわざ行こうというのだ。アヴェールに、キョウスイが喰ってかかる。

				「ゲイ野郎ぉ、テメェを馬鹿だ馬鹿だとは思ったがなぁ……わざわざ指名手配が広がってるロマルナに行こうだぁ？」

				　呆れ顔でキョウスイはパイプを口から外さずに紫煙を吐く。パイプを外す気すら起きない程に、彼には呆れているらしい。そのキョウスイの対面に座るランジェも、気だるそうだった。

				「キョウスイの言う通りね、わざわざ私達を追ってくる連中の領内に長居なんてできない……」

				「待った」

				　突然、ユートがランジェの反論を遮った。先程からケーキを楽しんでいた彼とは違い、真剣な表情をしていた。ユートの黒い瞳がアヴェールの瞳をじっと見つめる。そして少年が口を開いた。

				「アヴェールさん……今、一度と言ったよね……〝一度〟ロマルナに向かおうって」

				「うん、お兄さんは言ったよ……〝一度〟、ロマルナに向かおう……って」

				『一度』という単語を強調してユートが聞くと、アヴェールは『一度』という単語を強調して返答する。まるで、ロマルナに向かえばシェイン王国領内から逃げ出せるような口ぶりを、ユートは感じ取っていた。

				「何かあるの？　ロマルナ……アルヴェイシャへ行ける方法が……」

				　アヴェールは舌に合わないサラダのトマトをフォークで突き刺して口にいれる。軟らかいトマトを飲み込むのに時間はいらず、すぐに喉仏が動き、彼は再び口を開いた。

				「正確に言えば、そのホシミツ山よりかは簡単に抜ける道があるだけだよ……」

				　さらに彼は、遠回りだけどね？　と言葉を付け足した。それを聞いて、彼の言動から察しが付いたのか、ランジェが話す。

				「もしかしてアヴェール、ロマルナ国境を抜ける気かしら？」

				「察しがいいね、シニョーレ」

				　アヴェールが失礼と一言断ってからユートのカバンから、巻かれた地図を取り出し、開いてから器用にその地図を折っていく。すると出来上がったのはシェイン王国領内だけが見えるコンパクトな地図。それをテーブルの空いたスペースに置いてから、アヴェールはマールーシャを指し示す。

				「まずお兄さん達はマールーシャに居るね？　確かに、こっからホシミツ山へは近いけど……シェイン王国側の国境は警備が張られている……」

				　だから……とアヴェールの指はゆっくりと南へ下がっていく。『レイン』を越え、その先にある幾つもの町や村を越えた先を指差した。そこには大きく書かれた『シェイン王国領ロマルナ』という文字。

				「まずロマルナに入る、でシニョーレが言う国境なんだけど……」

				　続いて彼の指は、地図の南西方向を伝って行き、島の集まり『諸島』を指差した。『ベルネシア諸島』と書かれたその場所から次は、東へ突き進んでいく。そこには『ロマルナ・アルヴェイシャ国境』と書かれていた。

				「ロマルナに入ったら南西方向に進んで行くんだ。それで……ベルネシア諸島に行ってから東に方向を変えていき、ロマルナ国境に行く」

				　地図を見る限り、余りにも遠い旅路だった。しかしなぜ遠回りをわざわざ選んだのか、ユートには理解できなかった。

				「ゲイ野郎ぉ、随分な遠回りじゃねぇかぁ？　なんでこんな大回りすんだよぉ？」

				　ユートの心情を図らずもキョウスイが代弁する。が、アヴェールの表情は真剣そのものだった。これだけは譲らないとばかりに、両刀使いの口先が、疑心を持つ猟犬に、踊り子に、小さな傭兵にまくし立てる。

				「ロマルナの言葉に、目的地への近道というのは遠回り……ってあってね、それにお兄さんがあやかったのが一つ」

				　アヴェールが左手の人差し指を立て、さらに中指を立ててピースサインを作った。

				「二つ目に……障害が余り無い。ロマルナが負けて併合される前のシェイン領内にお兄さん達は居るけど……このままだとホシミツ山に行く先々でシェイン王国の兵士に会う可能性がある。しかし連絡が比較的遅くなるロマルナなら、時間が稼げる」

				「他にも、僕たちを狙う賞金稼ぎや……さっき言った国境の警備が居るしね」

				　その通り、とユートの発言にアヴェールはにこやかに親指を立てた。そして彼は次に親指を立てて、これで計三本の指を立てた。

				「最後に三つ目、マールーシャからロマルナまで、三日で行ける」

				「異議ありだゲイ野郎ぉ」

				　パイプを口から外して、キョウスイがいきなり異議を申し立てた。

				「マールーシャからぁ、ロマルナまで三日だぁ？　あり得ねぇだろおがぁ！　龍便ならぁその日の内に到着ならぁわかるがよぉ、この距離をどうやって三日で進む!?」

				　苛立つキョウスイが、地図上のマールーシャとロマルナ間に線を描くようにキセルを往復で動かした。このキョウスイの発言に、ユートも異論など無かった。

				　キョウスイの言う通りロマルナとマールーシャの間は結構な距離が地図から見て取れた。今までユートが歩いて来たレインの街からからビスク村、そしてホシミツ山の距離よりも長い距離を彼は『三日』と言ったのだ。

				　一番早い龍便なら、その日の内にロマルナに着く。しかし、歩いておよそ十日の距離を三日で行く方法など、ユートには見当が付かなかった。

				「馬かぁ？　それとも何かぁ？　テメェが瞬間移動なり魔法でも使えんのかよぉ？」

				「ちょっとキョウスイ！　貴方突っかかり過ぎよ！」

				　流石に度が過ぎたのか、ランジェがキョウスイを注意した。しかし、ユート自身も見当が付かない方法に、アヴェールに言い寄る。

				「龍便も使わず、三日でロマルナ領に入る方法なんて見当が付かない……冗談なら謝って？」

				「バンビーノ、お兄さんが……嘘ついたように見えるかい？」

				　だが、アヴェールはキョウスイの迫力を流すかのように笑顔を見せた。これにはキョウスイも驚くしかなかった、怒号を上げても彼は表情一つ崩しちゃいなかった。

				「真剣な場に、冗談は持ち込まないさ……お兄さんもその程度は分かってるよ、で……何を使うかだけど」

				　アヴェールはおもむろに席を立つと、近場にあった木の窓を開けて街中を指差した。指し示す先、街中に上がるは黒い煙。それがゆっくり移動してやがて窓から見える範囲から消えて行った。

				「汽車！　鉄道を使うんだよ……だけど使うのはただの一般客の汽車じゃない。お兄さん達は石炭輸送の汽車を使う！」

			  

				　　　　　　　

				

				　酒場『バカラ』の外。

				　そこには薄汚い服を着て、棍棒や粗悪な剣やナイフを持った屈強な男達が居た。日中の酒場の前で、このただならぬ異様な風景の中に黒いローブで身体全体を隠した人間が一人、あたかも男達のリーダーかのように先頭に立っていた。

				「おいおい騎士さんよぉ……確かに、たぁしかにこいつら全員！　バカラに居るんだよなぁ？」

				　ローブを纏った者を騎士さんと呼んだのは、そのゴロツキ達を束ねるリーダーのようだ。彼は黒いローブに明らかに馬鹿にしたかのような口調で言った。

				「あぁ、あの四人がこの酒場に入ったのを、中にいるお前達の仲間から連絡を受けたからな」

				　黒いローブから聞こえる声はくぐもって、男か女かは分からない。ただゴロツキが分かるのは、ローブからはみ出した甲冑が磨かれてキラキラと白金色になっている事から、お忍びで暗殺をこちらに頼んだのは高名な騎士様なのだろうという事だった。

				「奴らも馬鹿ですねぇ！　真昼間から酒場たぁ、まるで誰も自分を狙ってねぇとでも言ってそうだぜぇ！」

				　リーダーの後ろに居た、ゴロツキの一人がゲラゲラ笑いながらそう言った。

				「酒で判断力が鈍ってればよいが……まずは中の様子を見るぞ、時間はそろそろだよな？」

				　黒いローブの人がゴロツキのリーダーに尋ねると、ゴロツキのリーダーは肩に携えた粗悪な棍棒で肩を叩きながら黒いローブに言葉を返した。

				「へぇ、次の列車がこの街から出発したらですから、もうすぐでさぁ！」

				「では、私達は奴らの様子を見るぞ」

				　黒いローブから発せられた声に、ゴロツキ達は頷く。そのローブから、白銀のガントレットだけが日にさらされると、その手には新聞が握られていた。そこには勿論、ユート達四人がスケッチされた指名手配書が描かれていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　アヴェール・サントスことアヴェさんが提案する、三日でロマルナに行く方法。

				　それは汽車に忍び込む、もしくは奪ってしまって、その汽車でロマルナまで行くという犯罪者にはお似合いといえる提案だった。このマールーシャから出ている汽車は、シェイン王国の中心都市であるこの街と、中継地点である『レイン』、そして終点である『ロマルナ』を繋ぐ交通手段だった。

				「けどアヴェール……やっぱり車掌が気づいたり、衛兵が居たりするんじゃないかしら？」

				　だが、ランジェがそう言い放って制止を促した。確かに、汽車は現状龍便の次に速度の早い乗り物だが、それを奪い取るというのは、どう考えても非現実的で難しい方法だった。忍び込んだとして、荷物検査などで貨物車両に衛兵が入って来る可能性は非常に高い。

				　しかし、アヴェールは笑顔を崩さない。そんな事は言わんでも分かっているとばかりに、アヴェールが机に腰を預けながら皆に言う。

				「なぁに、お兄さんもそんな短絡的な事は考えちゃあいないさ……そこらもちゃんと考えてある」

				「ほぉ？　ゲイ野郎ぉ……その考え、しっかり聞かせなぁ」

				　先ほどから喰って掛かっていたキョウスイも、どうやら納得した様子でアヴェールの作戦に耳を傾ける。そんなキョウスイの機嫌が直った事にアヴェールの舌が回り出した。

				「汽車には二つ種類があってね、まずは旅客用の汽車……これはまぁ、その通りお客さんが乗る汽車なんだけど……お兄さん達が侵入ないし、奪い取る列車はもう片方の列車さ」

				　分かるかい？　とアヴェールがユートに指差しながら返答を促した。だが、いきなり指摘されてユートが答えられるかといえば、答えられない。『もう一つの汽車』という客を乗せる以外の用途に使う汽車といえば……。

				「もしかして……貨物輸送の汽車？」

				「正解！　流石バンビーノ！」

				　あった──都市と都市の物品の流通を支える汽車。特産物や様々な品物を、出来るだけ早く輸送する為の汽車があった。

				「貨物輸送！　その汽車は、マールーシャからロマルナの間をノンストップで走り抜ける。だから旅客用よりも早い、狙うならそっちだ！」

				　アヴェールの力説に、作戦は最早決まったも同然だった。

				「……じゃあ、それで行こうかな？　キョウスイとランジェさんは？」

				「私は賛成ね、キョウスイ貴方は？」

				「あぁ、俺ぇ？　俺は……」

				　キョウスイが賛成なり反対なり発言しようとした瞬間、それは突然起こった。キョウスイの後頭部に、大きな衝撃とガラスの割れる音が鳴り、冷たい液体の感触が頬や額を伝った。

				

				　そのままキョウスイはテーブルに倒れ伏す。彼の席の真後ろに立っていたのは、スキンヘッドの人相の悪い男。男は、ニヤニヤと笑いながら倒れたキョウスイを見ていた。

				「シニョール!?　お前ッ、何するんだーッ！　いきなりッ!!」

				　不意打ちに呆気に取られたが、アヴェールはすぐさまリボルバーを腰から抜き放とうとして……。

				「ケケケケ！　止めとくんだなぁ〜、アヴェールさんよぉ〜！」

				　出来なかった。

				　周囲を見渡すと他の席の客達も立ち上がり、酒のボトルや棍棒、獲物を携えてこちらを見ている。ユート達一行は囲まれていたのだ。いや……言わばこれは自分達から敵の陣中に入っていたようなものだ。

				「ケケケケ！　気づかなかったかぁ〜？　気づかないよなぁ〜？　お前ら最初から見張られていた事によぉ〜」

				　苦い顔をして、アヴェールは手を掛けていた腰の銃から手を離し、両手を上げる。ユートもランジェも席を立たずにそのまま座っていた。

				「おいアヴェール！　そこから動くなよ〜？　動いたらこの女もガキもどうなるか分かってんだよなぁ〜、あぁ〜？」

				　人相の悪いスキンヘッドは、ユートとランジェの後ろまでゆっくり回り込むと、その下衆な笑いと共に、ユートの首を後ろから掴み、ユートの顔を見た。

				「けっ！　こいつが金貨一千枚の賞金首だ〜？　笑わせるぜぇ、ただのションベンくせぇガキじゃねぇか！」

				　ギャハハハハとスキンヘッドが笑うと、ユートの顔に唾が掛かる。それに続いて仲間達も大笑いをすると、男はユートの前に置いてあるイチゴのショートケーキに目をつけた。

				「おやおやぁ〜、賞金首のユートちゃ〜ん？　これは何でちゅか〜？　ガキ臭い食べ物でちゅね〜？」

				　スキンヘッドは、ユートの食べかけのショートケーキの皿を持ち、ユートの目の前に掲げた。すると次の瞬間、彼はその皿を逆さまにしたのだった。

				　ゆっくりと落ちていくショートケーキは、床に落ちたと同時に形を崩し、見るも無残な姿となってしまった。

				「さぁ〜てさて！　お前ら！　こいつらのしちまってから王様に突き出して酒盛りといこうぜぇ！　そこの女を慰み者にしてなぁ！」

				　スキンヘッドは相も変わらず下衆な笑いを挙げて、仲間達であろう酒場の客を煽る。アヴェールが歯噛みし、キョウスイが倒れ伏す中……ランジェは足元に落ちたユートのショートケーキを眺めて呟いた。

				「あ〜あ、ハゲ頭……覚悟なさいな？」

				「はぁぁぁああ？　覚悟なさいなぁあ〜？　するのはお前だぜ！　このアマッ！　なぜならぁ〜お前は俺達の肉べ……」

				　卑猥(ひわい)な単語が、スキンヘッドからでようとした刹那。彼の手にチクリと、何かに刺された痛みが走る。

				「アイッ！　な、なんだぁ〜？　蜂でもいたか……」

				　蜂な訳がなかった。スキンヘッドの男の手の甲にささっていたのはフォーク。ユートがケーキを食べる際に使用していたフォークが深々と刺さっていた。

				「ぎゃあああああ〜あああっ！　刺さって、刺さってるよぉ〜！」

				　気づいたが為に走る強烈な痛みに、スキンヘッドは刺さったフォークを抜こうと、ユートから離れた。離れたが為に、彼はその命を落とす事になった。

				「手にフォークが刺さったくらいで……大の大人が喚くな！」

				　ユートは足元に刀を置いていたが、男を倒すのには刀を抜く暇など無いと悟り、元からテーブルに置かれていたフォークやナイフを手に取ると、スキンヘッドに投げつけた。

				　フォーク二本、そしてナイフ一本は至近距離という事もあり、スキンヘッドに突き刺さるのは確実だった。フォーク二本が両目に、ナイフが喉に深々と突き刺さる！　

				「お……お、おがぁぢゃ……」

				　口から血を吐き、両目から血を流してスキンヘッドの畜生は絶命した。あまりの光景に、ユート達の賞金を狙っていたのだろう酒場の客達が、冷や汗を垂らした。

				　最初こそはこんなガキが、金貨一〇〇〇枚などとただの桁数のミスだと思っていた。しかし違う。目の前に居る小さな傭兵から感じる冷たい刃のような殺気、そして感じる確かな鋭い怒気。『罪状勇者への暴行』と書かれた少年に、ゴロツキ達は確信する。

				　こいつは……勇者だろうが王様だろうが構わず殺しに掛かる人間だ！　

				「いつまで寝た振りなの？　いい加減起きたら？　キョウスイ？」

				　貴族を殺した罪状を持つ、先ほどボトルで殴られた任侠者に、小さな傭兵が声を掛けた。

				「なんだぁ……ユートぉ、わかってたのかよぉ」

				「あの程度でキョウスイが倒れる訳がないじゃない？」

				「まぁそうだなぁ……おうテメェら……不意打ちたぁやってくれんじゃねぇかぁ。ああぁっ？」

				　キョウスイはむくりと立ち上がり、酒と血で濡れた髪を掻きあげて、髪型をオールバックにすると、首の骨を鳴らしながらゴロツキ共を見つめる。その鋭い視線は彼らを震え上がらせた。

				「さて、誰が肉べん……慰み者ですってぇ？」

				　ランジェも、スキンヘッドの卑猥(ひわい)な言葉にはおかんむりらしい。売女だの売春婦だの言われ慣れている彼女でも、先程の言葉は怒りの琴線に触れてしまったらしく、優雅に席を立ちながら呪文を唱えると、ブラウンの髪の毛が浮き上がる。

				「っと……お兄さんによくもかっこ悪い姿させてーッ、お前らのケツには白い弾丸よりもッ！　お兄さん鉛玉をぶち込みたい気分だぁ〜！」

				　アヴェールも、あの場面でかっこ良く皆を助けるつもりが邪魔をされた事に苛立ちを覚えたらしい。挙げた手を下げながら再度、腰のリボルバーを抜き放つ！　

				「聞いたからには……生かしちゃおけない……さらにはショートケーキの恨みだ。食い物の恨みが恐ろしいのは分かるかな、ゴロツキ共！」

				　そして……逃走先を、その方法を聞かれた以上！　ユートが彼らを生かす必要は無い。あるのは『殺して黙らせる』という事だけだった。ついでに言えば、ショートケーキを台無しにされた恨みもあるのだが……。

				　ユートはゆっくりと刃を鞘に擦らせて、音を立てながら刀を抜き放つ。

				　ゴロツキ達がその金属音から感じたのは戦慄(せんりつ)。これから自分達が、みるも無残な姿となった仲間のスキンヘッドと同じような末路を歩むという、明確な死のイメージが、ゴロツキ達の脳裏に浮かぶ。

				　もし、もしも彼らに掛ける言葉があるなら……ただ一つだった。

				　……ご愁傷様でした。

			  

				　　　　　　　

				

				　あまりの静けさに、バカラの外にて待機していたゴロツキのリーダーが疑問を感じた。なぜこんなにも静かなのか。聞こえてくる音といえば風の音と、遠くの汽車の汽笛の音がうっすらという程度だった。

				　自分達を雇った黒いローブを纏った騎士は微動だにはしてないが、やはりゴロツキの性分か、リーダーが痺れを切らして叫んだ。

				「どういうことだぁ？　何にも聞こえやしねぇし合図の一つもありゃしねぇ！　ぶっ殺したらさっさと出てくるなり首を持って来いってんだ！」

				　叫び終えたリーダーが、黒いローブの騎士を見る。

				「おい！　騎士さんよ！　確かに金であんたに雇われちゃあいるが……合図も何もねぇし！　俺達は酒場に突っ込ませてもらうぞ！」

				「好きにすればいい」

				　やはりゴロツキはゴロツキかと、黒いローブの騎士が、溜息混じりに吐き捨てると、ゴロツキ達はそれぞれの得物を携えて酒場へと歩み始めた。だが、それは杞憂に終わった。酒場の入り口である両開きのドアが開くと、奴らは一人ずつ酒場から出てきたのだ。

				　キセルを咥えながらこちらを睨みつける屈強な男。青いドレスに付着した灰や煤を払う踊り子。口の端からこぼれるのをお構いなしに、ワインをそのままボトルで飲む銃士。そして不機嫌そうな顔で、両目と喉にフォークとナイフが刺さったゴロツキの仲間を引きずる、小さな傭兵。

				「やはりこうなったか、まぁ予想通りだがな……」

				　黒いローブの騎士はそう呟く。どうやら、中で待ち構えていた仲間達は皆、たった四人に殲滅されたらしい。が、騎士にとっては予想の範囲の中の出来事らしい。

				　しかし、先程威勢よく突入しようとしたゴロツキ達は、彼らの様相や雰囲気に怖気付いたのか、歩むのを止めてしまった。怖気付いた原因の一つが、小さな傭兵がその手に引きずる仲間というのが、なお皮肉だと騎士は感じる。

				　さて、次はどう来るか……。

				　騎士は標的を目の前にして、ローブに隠れた眼で四人を観察し、引き続き様子を見た。

			  

				　　　　　　　

				

				「ひぃ……ふぅ……みぃ……こりゃ百人は居るなぁ……」

				　頭の血を拭い、キセルを吹かすキョウスイは初め、目の前に群れをなす賞金稼ぎ達を数えようとしたが、目視で数えるにはいささか無理だと諦めて、ざっとした人数を皆に伝える。

				「うっひゃあ〜、居るわ居るわ……お兄さん百人斬りが夢だったんだけど、こりゃ無理があるね」

				「百人斬り？　アヴェールさん、剣振れたっけ？」

				「あぁ、いやユーちゃん……百人斬りっていうのはね……ユーちゃんの言う百人斬りと、お兄さんの言う百人斬りは同じ意味じゃないんだ」

				　ボトルから口を離したアヴェールが、キョウスイの言う大方の人数に驚き肝を冷やす。そして『百人斬り』という単語を聞いて反応したユートに、意味が違うと内容に触れずに説明した。

				「それで、どうしようかしら？　正面からいく？」

				　無駄な話を切り上げて、ランジェが皆に問う。目の前に百人は居る賞金稼ぎやゴロツキ、それを束ねているであろうリーダーの黒いローブの人。それらを先程の酒場の中と同じような惨状にするかどうか、ランジェは皆の意見を求める。

				　先程派手な戦闘をこなした以上、無駄な戦闘は避けたい。が、目の前でたむろすゴロツキ達はそれを良しとはしないだろう、追っかけて来るのは目に見えていた。

				　そして、自分達の最大の目的は……輸送用の汽車を奪う、もしくは忍び込むなどしてこのマールーシャから逃げるだ。ユートの思考が割り出すに戦闘に割く三割、逃走に割く七割と七対三で今は逃走に天秤は傾いた。

				　刹那、ユートは引きずっていたスキンヘッドのゴロツキの亡骸を離し、敵へとゆっくり歩み始めた。

				「お、おい？　まさか正面突破なんて考えてないよね？」

				　アヴェールは予想外とも言える、ユートのあり得ない行動に冷や汗が出る。しかし、ユートはどんどん歩幅を広げ、喧嘩腰と言わんばかりに相手へと向かっていった。

				「ほおぅ……いいぜぇユートぉ、付き合ってやらぁ」

				　キョウスイもユートの喧嘩腰に感化されたか、パイプをしまって、両手をズボンのポケットに入れてユートの後に付いて行く。

				「冗談だったんだけど……まぁ追われる前に叩きましょうか」

				　言い出したランジェは、冗談を真に受けたユートに責任を感じたか、いつも通り胸の谷間にしまっているステッキを取り出し、先にユートへ付いて行ったキョウスイの後に続く。

				「ま、まじぃ？　あぁ、お兄さんも行かなきゃならんねこれは……」

				　アヴェールも覚悟を決めると、自慢の波がかった赤い髪の毛が邪魔にならないように背中側に流して髪を整え、しまっていたリボルバーをクルクルと回しながら三人の後に付いて行く。やがて、四人が横並び一列になった。新聞に載った賞金首達が、横並びでゴロツキの元へ向かう。たった四人だというのに、その威圧感は半端なものではなかった。

				　ゴロツキ共が威圧感に後ずさる中、黒いローブの人間だけはその場に仁王立ちで四人を待った。そんな今にも闘いが始まりそうな中、小さな傭兵が呟いた。だが、遠く離れていたゴロツキ達にその言葉は聞こえなかった。

			  

				　　　　　　　

				

				「あ、あいつら馬鹿か！　百人は集めたっていうのに向かって来やがる！」

				　正気を疑うかのように、ゴロツキのリーダーが震えた声で喋る中、黒いローブの騎士は考えた。確かに、こちらは金で雇ったゴロツキを集めた烏合の衆、しかし物量というものがある。

				「い、いや！　あいつらは酒場の仲間を全滅させた！　なら、俺たちを捻るなんざぁ簡単なんだ！」

				　怖気付いたゴロツキ達が騒ぎ立てる中でも、騎士の思考には淀み一つ起きない。たった四人で、ゴロツキ百人と自分を相手にして無事に済む訳は無い。正面突破という、あまりに賢くない彼らの選択に溜息を吐きそうになった。

				　やはりただの賞金首、すぐに終わりそうだと騎士はローブに隠した自分の武器に手を掛けた瞬間、事態が急変した！　

				　向かって来た四名全員が、いきなり背を向けて酒場へと走っていったのだ。

				「逃げる！」

				「逃げるぜぇ、おらぁああああ！」

				「逃げるわよ！」

				「逃げるんだよーーッ！」

				　ご丁寧に一人一人捨て台詞を吐きながら、四人が逃げ出した。任侠者と踊り子は酒場を正面に見て右側の通りに入り、銃士は左側へと一人で逃げる。そして一番高額の賞金を掛けられた小さな傭兵は、そのまま酒場へと入っていった。

				　あまりにも予想外、そして予定外の行動。今にもこちらに向かおうとして来たというのに、賞金首達があっさり背を向けて逃げていく。そう、ただのハッタリだったのだ。

				　ゴロツキ達は、ぽかんと呆けた表情を浮かべて、しばらく立ち止まった。やがて……先程まで怖気付いていたゴロツキのリーダーが、はっとして上の空の状態から戻ると他の者達に大声で告げた。

				「や、奴ら逃げやがった……はったりだ！　ちくしょう、追え！　追えぇえ！　絶対逃がすんじゃねえぞぉ！」

				　リーダーの号令と共に、ゴロツキ達は雄叫びを上げて逃げ出した賞金首達を追うために、駆け出す。あるものは酒場から右方向、またあるものは左方向へ逃げた者達を、そして唯一、酒場へと入っていった小さな賞金首を捕える為に。

				　そんな中、黒いローブを纏った騎士は、ゆっくりと酒場の入り口へと視線を向ける。

				「少年……怨みも何もありはしないが、そなただけは仕留めさせてもらうぞ！」

				　白金の甲冑を、ローブの下で揺らして音を立てながら、騎士は酒場へと歩き始めた。

			  

				　　　　　　　

				

				　酒場へと逃げたユートを追ったゴロツキ達を待っていたのは、燃え盛る店内だった。

				　床には最初に一行を襲撃した仲間たちの亡骸が無惨にも転がっており、割られた酒瓶から溢れた中身の酒が、火の手をどんどん拡げて延焼させていく。それは木造の酒場に、酒に、死体へと燃え移り、焦げた臭いだけでなく、人間を焼いた時に匂う独特な不愉快な臭いが豊富な種類の酒の臭いと混ざり合い、特定の匂いを嗅ぎ分けるのは困難だった。

				　彼は酒場にあるあらゆる酒をぶちまけて火を放ち、逃げる時間を稼いだのだと、ゴロツキのリーダーは確信する。

				「あ、あの糞餓鬼やりやがった！　こんなに酒を燃やしやがって、罰が当たるぞ！」

				　燃え盛る店内を見て、私情を多少挟みながらゴロツキのリーダーは驚愕した。だが、立ち止まるわけにはいかない、リーダーは火の手の中を見回して獲物を探す。

				　すると、二回の窓から一瞬だけ黒い影が飛び出していったのが、彼の目に映った。

				「二階から逃げやがった！　お前ら行くぞ！」

				　黒い影を追うように、ゴロツキ達は二階への階段を駆け上る。リーダーが足をかけ、その後ろから二名三名と続いて行き、そして六人目が足を階段に乗せた瞬間、それは起きた。

				　ミシミシと木造の階段が音を立てる。その音にリーダーが気づくと、音の鳴った場所を探す。そして見つけた、階段の途中に深々と切れ込みができているのを。音の鳴った場所はそこだった。

				「ま、まずい!?　お前ら戻……」

				　ゴロツキのリーダーは、後ろに続く部下達に戻るように声をあげようとした。が、すでに遅かった、切れ込みから亀裂は一気に走り、木造の階段が二階へ繋がる根元から壊れ、階段に乗っていた者達は落下していった。

				「ギャアアアアアアア！」

				　叫びを上げて落下するゴロツキ達。そこに待っていたのは酒瓶の破片と、酒で着火して燃え盛る床。当然無事で済むわけがなかった。まだ延焼してない酒を身体に浴びてゴロツキ達は身を焼かれ、服の上から身体中に突き刺さるガラスに悲鳴を上げた。

				「あがぁああああ!?　は、早くどけろお前らぁ！　火がぁ、火がぁああああ！」

				「目に！　ガラスが目にぃ！　うわぁああああ！」

				「ひぃいい！　消えねぇ！　酒で火が消えねぇぇぇええ！」

				　充分過ぎる程の時間稼ぎだった。一番高額の賞金首、そして見た目の幼さから彼を追って来たゴロツキ達は焼かれ、助けようとした他のゴロツキ達は、仲間やリーダーを助ける為に小さな傭兵を追う事すら忘れて、急いで消火作業に移った。

				　ただ一人、黒いローブを纏った者を除いて。

				

				　酒場の二階の窓から裏道に降りたユートは、酒場の中から聞こえてくる叫びを聞いて、成功したようだと胸を撫で下ろした。これでしばらくは追ってこないだろうと確信して、駆け足で表通りへ出ようと細い裏道を駆ける。

				　ユートは、アヴェールの言った『貨物汽車』をとりあえずは目指す事にした。皆散り散りとなってしまったが、ユートが待ち構えたゴロツキに一度突撃しようとして、簡単に背中を見せて逃げ出した、その際に彼が呟いたのは……。

				

				『散開して貨物汽車で合流』

				

				　この酒場を南側にあるとした時、汽車が止まっているのは北側。皆一斉に同じ道で逃げるよりは散開して、街特有の裏道で相手を撒いて行く必要があった。しかし『相手を撒く』という事が思いの外、簡単に成功し、あとはゆったりとゴロツキ達に見つからないように汽車まで着けばいいとユートは考えた。

				「さて、早く汽車まで行こうか……」

				　一人呟きながら、ユートは駆け足で表通りへ出ようとする。しかし、現実というのはそんなに甘くはなかった。

				　突然、背後に建物が倒壊したような音が響く。すぐにユートが振り返ると、そこに舞う土煙が視界を遮っていた。が、風切り音と共にそれはユートの左の胸──心臓を目掛けて飛来した。

				「うぉおおお⁉」

				　間一髪、ユートはその銀色の飛来する物体を避ける為に身体を右側へ逸らした。それは脇の下当たりの皮膚と肉を軽く削り、革製のトレンチコートに穴を開ける。ユートの心臓を突き刺そうとしたのは、銀色の突撃槍(ランス)という武器だった。先端を尖らせ、それから取っ手に向かって円錐状に広がる槍の一つである。

				　銀色の突撃槍(ランス)に、ユートの脇から流れた血が滴る。すかさずユートはその避けた突撃槍(ランス)を左脇に挟み込んだ。突撃槍(ランス)から確かに感じた抵抗が、投げられたのではなく、この槍の用途通りに敵が突撃してきたのを教える。

				「よくも……コートに穴を開けたな……喰らえ！」

				　未だ晴れぬ土煙の中に居るであろう、敵に向かいユートは脇に挟んだ突撃槍(ランス)を相手から取り上げて距離を取る為に前蹴りを放つ！　

				　しかし土煙の中に放ったユートの前蹴りは何の感触も得られない。

				　さらにユートは、左脇が持ち上げられる感覚に危険を感じて、脇の挟む力を緩めて、突撃槍(ランス)を離した。

				「くそっ！」

				　止むを得ずユートはバク転で土煙の中に居るであろう相手から距離を開けて、少しずつ薄れていく土煙を凝視する。そこから現れたのは黒いローブを纏い、先程ユートの脇を削った突撃槍(ランス)を携えた人物。

				「そなたに……恨みなどはないが、首は貰い受けるぞ！　ユート！」

				　くぐもった声がフードから聞こえ、ローブの人間は再びユートに向けて突きを放とうと槍を構える。

				　ユートは右手で血が流れ出る左脇を押えながら思考を巡らせる。選択肢は逃げるか、闘うかの二つ。もし、この場で闘えば確実にこのローブの人間の仲間であるゴロツキが集まり、囲まれる。その前に倒してしまえば何とでもなるが、先程の一撃でユートはある確信を得た。それは『敵は自分より上の実力を有している』ということだ、刹那に反応せねば避けられなかった突撃槍(ランス)の一突きは、ユートに確信を与えた。ならば逃げるかというと、この人物は地の果てまで追って来そうだという想像も否定出来ない。血が地面に滴り、右手を真っ赤に染め上げる。脇から流れる血は雫を作り、幾股にも分れて横腹を伝い、ジーンズの左腰を湿らせた。

				「どうしたユート？　刀を抜くがいい、足掻くのは自由だ」

				　黒いローブの人間は何も行動を起こさぬユートに疑問を感じたのか、刀を抜くよう促す。しかし律儀に刀を抜くまで待つとはと、ユートは少し呆れを見せた。

				　自分ならそんな『ウスノロ』野郎──まさに今のユート自身の事だが……自分ならばそんな奴が刀を抜く前に喉元に刃を突き立てているだろうと考えた。ならば、その騎士道とでもいうのか、その律儀さに少年は応えようとして、止血の為に脇の下から流れ出る血を押えていた右手を離し、左腰に携えた自分の刀の柄に手を掛けたが……。　

				「やなこった！　誰が……だぁれが促されて刀を抜く？　それ程までに、僕はお人好しじゃあないんだよ！」

				　抜かない！　刀を抜くどころか、捨て台詞を吐いて、そのままローブの人間に背を向けてユートは走りだした。ユートは『闘争』ではなく『逃走』を選択したのだ。

				「悪いけど……僕は逃げさせて貰う、皆を待たせるわけにはいかないからね！」

				「卑怯者め！　そなた、男なら逃げずに闘え！」

				　背後からの怒声を聞きながら、ユートは表通りへと抜けた。追いかけて来たローブの敵から金属を打ち鳴らしたような音が聞こえ、どうやらローブの下に甲冑を着込んでいるだろうとユートは想定した。

				　やはり逃げる事は、正解だったとユートは気づく。もしあの場で闘うことを選んでいたら、仲間に囲まれていた自分の姿が容易に頭の中に描けた。まずは仲間達と合流する事を優先に考えたユートは、汽車を目指して全速力の『逃走』を始めた。

			  

				　　　　　　　

				

				　ユートがゴロツキ達の雇い主らしき人物から逃げる中、酒場から東方向に逃げたキョウスイ、ランジェの二人は裏通りから表通りの様子を見ていた。ゴロツキの何人かが騒ぎ立てながら通り過ぎて行くのを見て、キョウスイが息を吐く。

				「撒くには撒いたみたいだなぁ……」

				「そうみたいね、だけど……ユートちゃんとアヴェールはどうかしら？」

				「ユートならぁ大丈夫だろぉ……ゲイ野郎はぁ……捕まるんじゃぁねえかぁ？」

				　二人は別の方向に散り散りになったユートとアヴェールを心配した。が、キョウスイはアヴェールに関してはやはりどうでもいいと思っているらしい。

				「少し冷た過ぎやしない？」

				「信用はできねぇよ……特に、あんな飄々(ひょうひょう)とした軟派な奴はなぁ……」

				　自身にはない物腰の柔らかさを上げて、キョウスイはアヴェールを信用できないと言う。確かにアヴェールはキョウスイの言うような軟派な奴ではあるし、ユート達と過ごした日数も多くはないが、信用出来ないというほど怪しい素振りを見せてないことをランジェは知っているし周知の事実でもあった。

				「貴方が硬過ぎじゃあないかしら？」

				「何か言ったかぁ？」

				「別に？　言ってはないわよ……」

				　呟きはしたけど……とランジェは大通りを確認しているキョウスイに聞こえないように呟く。地面を踏み鳴らす喧しい音も聞こえなければ怒号も聞こえない。ランジェは壁に背を預けながら、キョウスイを待った。

				「大丈夫かしら……二人共」

			  

				　　　　　　　

				

				　さて……ユート、キョウスイ、ランジェとは別の西側に逃げたアヴェール。

				　彼はと言うと……。

				「待ちやがれぇええええ!!　首取らせろやぁあああ！」

				「うぉおおおわぁあああ！　幾らなんでもこんな人数の熱烈アピール！　お兄さん捌けなぁあああああい！」

				　熱烈なアピール、もとい命をしっかりと狙われていた。

				　ユートやキョウスイ達よりも大人数にアヴェールは追われ、西側の通りを駆け抜ける！　だが、アヴェールが逃走に選んだマールーシャ西側地域は市場で人が集中した地域であった。

				「シニョール！　シニョーレの方々退いてくれ！　お兄さんが死ぬ！　死ぬからぁ！」

				　何だ何だとアヴェールの絶叫を聞きながらも市場の人間の間を器用にアヴェールはくぐり抜けていく。後ろから聞こえる怒号に耳を貸さずにただひたすらに足を動かすが、やはり人混みで素早く動けるはずがない。さらにアヴェール自身の身体能力はユートやキョウスイよりも格段に低く、ゴロツキ達も人混みがあるとはいえ、だんだんと距離を詰められているのは確かだった。

				「追いつかれる前に、何とかしないと！　また獄中のまずい飯喰うのはお兄さん嫌だっての！」

				　愚痴を叫びながら、アヴェールは辺りを見回す。この状況を打開する何かが無いかと人混みを見回す中、遥か先にそれを見つけた。

				　荷馬車、その荷台には幾つも樽が積まれていた。その樽には石灰で『オリーブオイル』と書かれている。アヴェールはこんな状況ではあるが、オリーブオイルといえば『ロマルナ産』に限るよなと頭の端で考えていた。

				　酒場で食べたトマトとチーズのサラダ『カプレーゼ』にもかかってはいたが、あれは『ロマルナ産』ではないことが匂いと味でアヴェールには分かる。そしてロマルナ産のオリーブオイルの特徴は、他の料理用油やオリーブオイルに比べて、サラサラして滑りがいい。

				『滑り』がいいのだ。アヴェールは人混みを掻き分けながらも自身の心の支えであるリボルバーを構える。銃口の先にある照準代わりの突起を、樽に合わせた。

				「追いついたぞアヴェール・サントス!!　覚悟しやがれぇ！」

				「どうかな？　それと、お兄さんの覚悟は済んでいるッ！」

				　ゴロツキの一人が追いつき、アヴェールの着るシャツに指が掠ったその時、アヴェールはリボルバーの引き金を引いた。

				　喧しい発砲音と共に放たれた弾丸は、道行く男性の頬を掠り、髪を束ねた女性の髪の間をすり抜けると、樽に命中した！　普通のマスケット銃なら穴を開ける程度だが、アヴェールのリボルバーの弾丸は荷馬車に積まれた樽の一つを破壊し、中になみなみと入ったオリーブオイルをぶちまける。荷馬車を運転する主に、周りの市民に、馬に、貴婦人に、そして地面にオリーブオイルが降りかかった。

				「やっぱりサラダや料理にはオリーブオイルッ！　そしてこの無精製の新鮮な匂いッ！　オリーブオイルはロマルナ産に限るッ！」

				「ぬわぁああああ⁉」

				　無論、アヴェールにもオリーブオイルは降り掛かる。そしてゴロツキ達にも。ゴロツキ達はロマルナ産のオリーブオイルに視界を奪われて、さらに足を取られて転倒していく。そんな中アヴェールは地面に撒かれたオリーブオイルの滑りを利用して地面をスライディングした。

				「イイーーーッヤッホーーーウ！」

				　突然、樽が爆発した事に驚く主をよそにアヴェールは荷馬車の荷車の下をスライディングでくぐり抜けた。荷車をくぐり抜けてもスライディングは止まらず、ついでにアヴェールは目の前の貴婦人のスカートの中をくぐり抜けて勢いが落ちた所で立ち上がる。

				「ふぅう、ベタつかないしシニョリーナのパープルランジェリーも見れたし、オリーブオイル様々だね」

				　身体中に染み付いた懐かしい匂いを嗅ぎながら、アヴェールは振り返る。ゴロツキ達や民衆はオリーブオイルに足を取られて転ぶ、滑稽な光景を見てアヴェールはほくそ笑む。

				「さ、疲れたけど早いところ汽車を奪おうか……発案者はお兄さんだし、さっさと準備しないとね」

				　自身に休む暇なしとばかりに、アヴェールは駅に向かって、再び走りだした。

			  

				　　　　　　　

				

				　その頃ユートはひたすら走り続けていた。北の通りには奇妙と思える程に人一人おらず、だからこそユートも走るスピードは最高速度で維持できる。しかし、振り返ってみれば黒いローブの人物は、突撃槍(ランス)を担ぎながらもユートのスピードについて来ていた。相当な身体能力に、鍛えられているなとユートは想像する。

				　しかし、奴が『男らしく闘え』などと怒号をあげた事にユートは嫌でも溜息を吐きたくなった。いや溜息を吐いた。それは恐らく『騎士道』から出た言葉であろうが、ユートは国に忠誠を誓った立派な騎士でもなければ、宿命を背負った勇者でもない。ユートは『傭兵』である。そして、傭兵はどんな困難で無理な任務も金で引き受けて、それを完遂し、生きて雇い主の元に帰り報告する。その為ならどんな卑怯な手を使っても、どんなに惨めでもいいのだ。傭兵であるユートにとっての第一に優先すべき事はまさしく『生き残る』事なのだ。だから、今回は背を向けている。無駄な戦闘は避けて、速やかに仲間と合流して汽車に乗り、このマールーシャから生きて逃げ落ちる。

				　が、追って来る敵を撒くのも必要だった。このまま直進して、逃げ切ろうとしても彼は追って来る、ならば……とユートは突然、左側へと進路を変えた。

				　すぐ左にあった裏道に入った傭兵の姿に、黒いローブの騎士はフードの中で彼を嘲笑う。

				「どこへ逃げようと無駄だぞユート！　大人しく降参するがよい！」

				　早くも勝ち名乗りの台詞をユートの後方から吐いたローブの騎士。すると天は騎士に味方した。

				　少し先に見えるは家の壁面、左右には中々に高い塀！　そびえ立つ壁にユートは冷や汗をかいた。

				「ふふっ、神様は私に味方したらしい……さぁユート！　その首、貰ったぁ！」

				　ユートを追って行き止まりに入った騎士は勝利を確信して突撃槍(ランス)を構える。爆発的な踏み込みは走るユートとの距離を一気に縮め、その槍先がユートの背中を捉えた！　

				「勝ち誇ったな……なら、あんたの負けだよ騎士さん！」

				「むうっ！」

				　だが、ユートはその突きを右へ飛びながら避けて見せた！　さらにユートの次の行動は騎士を驚愕させる。右へ飛んだユートは、そびえ立つ壁面に右足を付けた。ユートは壁面を地面として捉えたのだ。地面を飛んだ時と同じ、爪先に掛かる確かな感覚にユートは笑う。

				「はっ！」

				　そしてユートは壁を飛んだ。左側の塀に向かって飛び上がると、両手でその塀のヘリをしっかりと両手で掴む！　みしみしと両腕に掛かる負荷を、ユートは両足をその塀に付けながら屈伸運動で負荷を和らげた。

				「らぁあああ！」

				　続けざまに、ユートは元の塀へ、されど高く飛び上がり、家の屋根の上に着地した！　着地ざまに前転して勢いを逃がすことも忘れてはいなかった。あらゆる場所を駆使してユートは素早く屋根へと逃走して見せたのだ。この『フリーランニング』と呼ばれる技術がユートを生かした。

				「一々講釈をのたまう気は無いからさ、逃げさせて貰うよ？　騎士さん」

				　真下から驚いた表情を見せる騎士に手を振り、ユートは屋根を渡り歩きながら北へと進んで行った。

			  

				　　　　　　　

				

				「よーし、ここいらで休憩するかね〜」

				　マールーシャ駅の汽車倉庫。連結器に石炭が積まれた輸送車を付けた汽車の連結の確認を終えた整備士が額の汗を拭った。連結部に巻かれた鎖は、今しがた彼が巻いた物だ。連結器だけでは外れてしまう可能性がある為、補強している。外れてしまえば自身の首も飛ぶ為に、整備士は念入りに鎖を巻いていた。そろそろお昼時、同僚達を呼んで昼食にしようと彼は連結器から降りて線路に立った。そして辺りを見回しながら、彼は呼びかける。

				「お〜い、飯にすっぞ〜飯〜」

				　倉庫内に反響する整備士の声。しかし返事も無ければ音一つとしてない静寂に、彼は首を傾げる。妙だなと少し歩いて見回るが、今日出勤した同僚達が居ない。

				「お〜い、どした〜？　先に飯に行ったかね〜？」

				　変な調子を付けながら呼びかけ、汽車の運転室に差し掛かった時だった。

				「お〜い……誰か……」

				「動くなよ〜、おっさ〜ん？」

				　汽車の陰から、陽気な声と共に右こめかみに冷たい感触が整備士に伝わった。整備士はその冷たい感触に命の危機を察してゆっくりと両手をあげた。

				「よーしよし……お兄さんさぁ、おじさんみたいな聞き分けのいい人は大好きだよ？　そのまま身体を汽車に付けて背を向けな？」

				　冷や汗を流しながら、整備士は身体を汽車に付けて、声に対して背を見せる。そして常套句(じょうとうく)とも言うべきか、整備士は言葉を吐き散らした。

				「わ、わしはしがない月給取りじゃ！　わしや他の奴らを脅しても金なぞ持っとらんぞ!?」

				「いやいやご冗談を……お兄さんが欲しいのは金貨じゃないさ、お兄さんが欲・し・い・の・は……」

				　これだとばかりに、男の手が整備士の視界に入るとその手が汽車に触れた。真後ろから左肩の上を通って伸ばされたであろう左腕が見える。

				「これ……ロマルナまで走れるかい？　おじさん？」

				　こめかみに金属が軽くめり込む。言わねばあの世行きとばかりの非常な声の主に、整備士はガタガタ身体を震わせながら、カチカチと歯を鳴らしながら答えた。

				「ははははははしはしはし走れますすす、だかっだかっ、だから命だけははははははははっ」

				「そうかい、そりゃいい事聞いたよ」

				　ヒュウッと整備士の背後から口笛が鳴る。そしてこめかみにめり込んだ冷たい感触はゆっくり離れていき……。

				「あんがとねおじさん、いい夢みなよ？」

				「はごぉっ！」

				　後頭部に強い衝撃を受けて意識を離した。そして……陰から彼がゆっくりと現れる。アヴェール・サントスは追手のゴロツキ達から逃げ切り、汽車倉庫へ一番に辿り着いた。というのも、途中で隠れながら追手をやり過ごしたキョウスイとランジェ、未だに追手からの逃走を続けるユートとは違い、彼は全速力を維持して走り続けたのだから最初に到着するのは当たり前だった。

				「さて、さて……皆が来る前に発車の準備をしないとね」

				　運転席に脚を掛けて乗り込んだアヴェールは、機内の数多あるレバーを眺める。そして、しばらく眺め続けて。

				「あ、やべっ、お兄さん汽車の走らせ方を知らないや……」

				　冷や汗を垂らしながら頭を抱えた。

			  

				　　　　　　　

				

				　とことん『ツいてない日』というのは、誰にでもあるものだ。そのツいてない日というのが今日かも知れないと、ユートは顔からは冷や汗を、脇腹からは流れる血をダラダラと流しながら、脇腹に抱えた『ソレ』を改めて凝視する。

				「な……にぃ……？」

				　石造りの家に、自身の身軽さで登って見せて黒いローブの騎士から逃げ果せたと思い込んでいたその時。背後から気配を感じたと思えば石造りの家の屋根から、石の針が飛び出してユートの左脇腹─騎士に軽く抉られた傷に追撃を与えたのだ。

				「うぉお……あ……」

				　しかも追撃は相当深く脇腹を抉ったからタチが悪い。後ずさり、脇腹を押えて屋根に膝を突く。行動全てが裏目に出ていた。そんなユートをさらに追い込むように、黒いローブの騎士は、ユートと同じ屋根まで登って来た。それも、ユートがあらゆる壁の凹みや突起を駆使して登った様にではなく、たった一度の跳躍でだ。それを見るや否や、痛む脇腹に耐えながらユートは突いていた膝を立たせて、騎士に向かい合う。

				「やる気になったか、ユート……」

				「まさか？　この僕が……戦え戦えと吠える野良犬みたいな奴の挑発に乗るとでも？」

				　そう吐き捨てたユートは、隣の家屋の屋根に向かって走り出し、跳躍した。家と家の間にそれ程間隔は無く、誰でも飛び越える事ができる距離だ。

				「逆だよ、戦え戦えうるさいから……だからこのまま逃げてやる、逃げおおせてやるさ！」

				「ええぃ、無駄な足掻きを！　足掻けと言ったはいいがしぶとい奴め！」

				　再び逃走を始めたユートを見て、黒いローブの騎士は怒りを露わにするが、追わない。騎士はローブから白銀の手甲に包まれた右手を前に出して、呟き出した。呟きと共に現れたのは茶色の魔法陣。魔法陣が騎士の手甲を中心として空中に展開される。そして同時に同じ色、同じ模様の魔法陣がユートの着地先である、家の屋根にも展開された！　

				「これは……そうか、僕の脇腹に追い打ちを掛けた石の針は……」

				「そう、土の魔法！　私がただの騎士と思ったかユート！　そして喰らうがいい、ストーン・ニードル！」

				　展開された茶色の魔法陣が、石の家の屋根を歪ませ、創り変えていく。屋根に出来上がった石の針は、ユート目掛けて伸びていった。鋭い先端、さらにその粗いヤスリのような表面が、たとえ突きを回避できたとしても、表面によりユートの身体を削り取るのは必須。　

				　だが、ユートはなんのこれしきと空中で身体を捻ると、石の針の先端を避けてみせ、さらに着ている革のコートの背中でダメージを軽減してみせた。

				　着地と共に、ユートは再び走り出し、次の家屋の屋根へと向かう。本来なら一度振り返って睨みつけてやりたかったが、そんな劇の台本のようなシーンを演じる気は無かった。黒いローブの騎士は強い。今戦って勝てる相手ではないと、ユートは内心悟ったのだ。

				「強い、土の魔法に身体能力……突撃槍(ランス)、武器の扱いも僕より上だ……」

				　その確信がユートを駆り立て、ユートの脚を動かす。脇腹から流れる血を気にも止めず、痛みに歯を食いしばり顔を歪ませても。

				「合流だ……合流さえすれば、互角に戦える！」

				　あれだけ逃げると口に出したユートが、戦う事を意識した。執念深き追走にユートも完全に逃げ切る事は諦めた。しかし、まずは『合流』の為にと、ユートは逃走し続ける事を決めた。

				「どこへ逃げようと無駄だぞ！　貴様はここで……」

				　再び騎士が土の魔法を唱え始めんと、右手を掲げた瞬間。

				「私に、このルーディ・レムナンドに討ち取られるのだから！」

				　汽笛が町中に響く、黒いローブが風になびいてフードが捲れ上がった。金色の長い髪は風にサラサラと流れ、聖なる力が宿る白銀の甲冑が陽の光を浴びて輝く。凛とした表情に、黄色の瞳。その奥に宿る確かな殺意が、ユートを、小さな傭兵を射抜く。

				　壮麗たる刺客が、ついにその姿を現した。

			  

				　　　　　　　

				

				「ウワァアアアアアアアオッ!?」

				　突然鳴り響いた大きな音に、アヴェールは耳を塞ぎながらも驚いて叫びをあげた。整備中の職員を、アヴェールは自身の持つリボルバーで殴って気絶させ汽車を拝借、もとい奪って見せたが、いかんせん発車の方法はからっきし分からなかったのだ。とりあえずは炉に石炭を入れて着火をしてみたり、色々レバーを倒したりしてはみたが、うんともすんとも言わない、というより石炭から出る煙の煙たさを感じてアヴェールは、若干だが喉が枯れそうになる。そんな中、天井に垂れさがった紐を引っ張ってみるとそれは汽笛で、身構え無しに鳴った大きな音はアヴェールの心臓を跳ねさせて、鼓膜をこれでもかと振動させた。

				「何なになんなのっ！　汽車は動かないし耳は痛いし、お兄さん踏んだり蹴ったりじゃないか！　あぁもう誰だよ、汽車奪って逃げようぜって言い出したの！　あ、お兄さんだ！」

				　全く動きを見せない汽車に、アヴェールはイライラが重なり、操縦パネルを蹴り上げる。ガァンッ！　と鉄の打ち付けた音が鳴り響き、空しさにアヴェールは頭を抱えた。

				「本当にどうしよう……お兄さん男女をベッドの上で扱う方法は得意だけど、機械操作はからっきしだった……」

				　うんうんとアヴェールは頭を捻るも、汽車は動いてはくれない。またレバーを倒したりしてはみるが、同じだった。

				「いや、考え方を変えればいい。この操作パネルは裸のナイスガイだ。それを好き放題すればいうことなんて簡単に聞いてくれる！　よーし自信出てきた！　じゃあ早速……」

				「何喋ってやがるぅ、ゲイ野郎ぉ？」

				「ウワァアアアアアアアオッ！」

				　考え方を変え、改めて挑戦しようとした矢先に後ろから声を掛けられて、アヴェールは背筋を一度ピンと伸ばし、しまっていたリボルバーを素早く抜き放ち、背後に向けようとして、

				「ちったぁ落ち着きやがれぇ……ゲイ野郎ぉ……」

				「あべしっ!?」

				　頬を叩かれた。強いビンタにアヴェールは操作パネルに身体をぶつけて倒れてしまう。

				「あいたたたた……来たんだねシニョール・キョウスイ」

				「ああ、なんとか逃げられたぁ……ランジェも一緒だぁ」

				「アヴェール、生きていたみたいね？」

				　アヴェールが見上げた先に居たのは、キョウスイ。そして後に続いてランジェが、運転室に入ってきた。二人とも怪我は無く、難なく逃げ果せたのが分かる。

				「つかゲイ野郎ぉ、お前はなんで身体がテカテカしてんだぁ？　それになんか……変な匂いだぜぇ？」

				「あ、これ？　お兄さん逃げる途中にオリーブオイル被っちゃってさ」

				「何をどうすればオリーブオイルを被るような事になるのかしら……」

				　今まで忘れていたとばかりに、アヴェールは顔に付着したオイルを拭う。キョウスイは別段気にしてはいないが、ランジェはどうしてそんな目に遭うのかと不思議でならないという表情を見せる。

				「で、ゲイ野郎ぉ、汽車は手に入れたがよぉ？　動くのかいこいつは……」

				　パネルをコンコンと軽く小突いて、キョウスイがアヴェールに聞いた。アヴェールは頭を横に振って動かないことをジェスチャーで伝えてみせる。

				「幾つかレバーを倒して火を入れてはみたものの、ダメダメだよ……まるで老人の枯れ果てたアソコさ」

				「いわゆるポンコツってぇやつかぁ……待てよぉ……」

				　キョウスイも試しにレバーを倒したり、元に戻してみたりはしたが、一向に動きは無かった。整備士に動かし方を聞いてから気絶させるべきだったかなと、アヴェールは後悔する。

				「ごめんシニョール、動かし方を聞き出さなかった僕が悪かった……謝ってこの場所から逃げられるわけじゃあないが許して……」

				　アヴェールは自分の詰めの甘さに落胆し、キョウスイに謝罪の言葉を述べる。そんな中キョウスイはなぜだが拳の骨を鳴らしながら、操作パネルを見つめている。何か嫌な予感がして一筋汗をアヴェールは流すが、ランジェもやれやれと呆れたようにキョウスイを見ている。

				「あ、あのさシニョール？　機械ってそんなぶっ叩いたからって動くとは思わないんだ。シニョールが機械ぶっ叩いたりしたら、それこそらめぇ、壊れちゃうよぉって、悲鳴を上げると……」

				「っのポンコツがぁ！　動くなりなんなりしやがれってんだぁあああああ！」

				　操作パネルに叩き込まれるは、キョウスイの拳。本来鉄板で覆われた操作盤が、そんな音を出すのすら可笑しな話だが、キョウスイの拳を受けてズドォン!!　と音を鳴らした。そして……操作パネルにはキョウスイの拳にそった凹みが出来上がった。

				　すると凹みから微かに煙をあげながら、ゴウンという何かが動き出す音が聞こえた。操縦室が微かに揺れ動き、前を見ると景色がこちらに、ゆっくりと近づいて来た。

				「壊れたくないから動きますだってよぉ？」

				「機械すら脅し上げるなんて……呆れるわねぇ」

				「Oh……まさか本当に動くなんて……じゃあ動くのも分かったし、次はユーちゃんを待つ為に止めよう、シニョール」

				　ユートが居ない為に動き出す汽車を一度止めようと、アヴェールは提案する。しかし、提案と同時に疑念も彼の頭に浮かび上がってきた。それは、ブレーキのレバーはどれなのかという事。いや、そもそもブレーキでこのポンコツ汽車は止まるのか？　キョウスイがパネルに拳を叩きつけ、無理矢理動かしたようなこの汽車が止まるのか？　

				「キョウスイ、試しに貴方に聞くけど……止まるのかしら？　この汽車」

				　アヴェールの意思を察したか、ランジェはキョウスイをじっとりとした、哀れな目で見つめて聞いた。それを聞いてキョウスイはこちらには振り向かずに、ポケットからキセルを取り出して咥える。

				「キョウスイ、キセルが逆さまよ？」

				　逆さまに咥えている事に、彼は気付かない。それほど彼は動揺しているらしい。やがて、一度キセルを咥え直して彼は呟いた。

				「わりぃ、考えてねぇわ……ドジこいた」

				　なんと潔く、正直な言葉だろう。

				　汽車の蒸気機関は唸りを上げてスピードを上げる。倉庫の扉も近づいて来た。ランジェが肩を竦ませて溜息を吐き、アヴェールも笑顔ではあるが、その表情からはコレから起こる事態に諦めが見えた。

				「てめぇら伏せろおらぁああああああ！」

				「馬鹿ぁッ！　キョウスイの馬鹿ぁああああ！」

				「うぉああああ!?　嘘だと言ってよぉおおおおお！」

				　加速した列車の力は凄まじく、木製の倉庫など鉄の塊の前には紙くずと同じだった。木製の隔壁を喧しい音と共に破壊すると、ロマルナ行き輸送用汽車は発進した。

			  

				　　　　　　　

				

				　その破壊音は、少し離れた場所に居たユートの耳にも入ってきた。ユートは屋根という屋根に飛び移り、石の針を避けて駅を目指していた。

				「なに？　あの汽車……もしかしてキョウスイ達か？」

				　眼下に見える石炭を積んだ汽車が、物凄い加速で倉庫から駅へと走っていく。あまりに自分が遅いが為に、ゴロツキ達に囲まれて仕方なく発進したのだろうかと、ユートは考えた。実際は違うが、なんであれ、あの汽車にキョウスイ達が乗っているのは間違いないだろうと、ユートはその汽車を見つめる。そして後ろから迫るルーディと名乗った、女騎士を見た。ユートが止まった隙を容赦無く突いて、再び茶色の魔法陣が足元に展開された。

				「うおぁっ！」

				　足元に石の針が発生する前に、ユートは転がってその場から逃れた。これまで何度も避けたが正確なルーディの魔法はユートに少しずつダメージを与える。ランジェに買ってもらった黒革のトレンチコートもズタズタに裂かれていった。ユートを見下ろすルーディは、ニヤニヤ笑いながらその小さな傭兵の様相を見つめる。加虐主義でも彼女にはあるのだろうと、ユートは考えた。

				「いい加減抜いたらどうだ、私にそなたの腕前を見せてみるが良い」

				「……いいよ。こんなにされてるのに何一つ反撃しないってのも嫌だからね」

				　ユートはゆっくりと左腰に携えた刀を左手に掴み、右手は柄を掴んでゆっくりと抜いていく。やっと刀を抜く気になったかとルーディも突撃槍(ランス)を構えた。

				「ねぇ、さっきも言ったよね、闘え闘えって言う人間の挑発にわざわざのってやる僕じゃあないってね！」

				　ユートは刀を抜き放たず、少しだけ刀身をさらし、日にかざした。

				　丹念に研がれた刀は日の光を反射してルーディの目をくらませる。

				「くうっ!?」

				「じゃあね、仲間が待ってるし急がせて貰うよ！」

				　ルーディが目をこすり止まった隙に、ユートは汽車に先回りするように、次の屋根へと飛び移った。

			  

				　　　　　　　

				

				　木製の倉庫を破り、汽車は走り出す。前触れ無き突然の汽車の発進に倉庫の外で働いていた他の整備士や職員がその暴走車が走る線路から、蜘蛛の子を散らすように逃げていく。

				「なんとかして止めなさいよキョウスイ！　貴方が動かしたんでしょ!?」

				「わぁった！　わぁったからよぉ！　ちょっと待ってろぉ！」

				「シニョール、また操作盤を叩いたら壊れる！　今度は間違い無く壊れるから！」

				　ランジェは暴走する汽車を走らせたキョウスイに、止めるよう大声で叫んだ。それを聞いたキョウスイは、もう一度拳を叩きつけてやろうとしたが、それをアヴェールがやめるように声を荒げる。

				「じゃあどうすりゃあいいんだこらぁっ！」

				「お兄さんに聞かないでよ!?　シニョールがやった事でしょうが！」

				　言い争う間にも、汽車は加速して線路を走り出す。ランジェは二人が言い争う中、何処かにブレーキは無いかと必死に探した。ユートを置いて逃げるわけにはいかない。操作盤にあるレバーを見渡したその時。

				　ふと車窓から外の景色の中に彼女は見た。逃げ惑う整備士や職員、何事かとこちらを振り向くマールーシャの町人、そして……。

				　家の屋根から屋根に飛び移り、こちらに向かう少年の姿を。

				

				「ちょっと二人とも止めて！　ユートちゃんが、ユートちゃんが向かって来てるから！」

				「なにっ！」

				「嘘っ、どこだいシニョーレ！」

				　言い争うキョウスイとアヴェールにランジェが、近づいてくるユートを指差した。小さな傭兵はコートをズタズタにされて、血を流しながら白銀の鎧の騎士に追われていた。

				「おい、危ねぇんじゃあねぇかぁ？　ありゃあ……」

				「命からがらって感じだね……」

				　キョウスイは、言い争いのヒートアップからアヴェールのシャツの襟首を掴んでいたが、それを離す。

				「ゲイ野郎ぉ、あの距離で拳銃はとどくかぁ？」

				「勿論さシニョール、とどかせて見せる……」

				　アヴェールはリボルバーを抜いて、操縦席から身体を乗り出した。そして銃口の先端に付いた照準を白銀の騎士が走る先に合わせた。

				「よ〜し、そのまま直進直進……今だっ！」

				　引き金を引き絞ると、撃鉄が薬莢を叩き弾丸が火薬の力を得て発射された。

			  

				　　　　　　　

				

				　車窓からこちらの様子を見ている三人の姿に、ユートは安心した。どうやら自分以外の三人は追手から逃げ延びて汽車を奪う事に成功したらしい。

				「合流する気か、やらせは……」

				　しかし、このルーディと名乗る女騎士をどうやって凌ぐかに頭を悩ませていた時、それは起こった。

				「ぬぐぅっ！」

				「えっ？」

				　火薬が破裂した音が響いて、ルーディの右の頬に擦り傷がいつの間にかできていたのだ。ユートは汽車に視線を戻すと、アヴェールがリボルバーを構えている事に気づく。

				「走れバンビーノ、お兄さんが援護する！」

				　さらに二回、三回と火薬の音が鳴り響く、弾丸はユートにも目視できない。

				「と、飛び道具とは小賢しい！」

				　だが、ルーディは足元に放たれた弾丸を避けるのに精一杯だった。

				　今しかない！

				　ユートは脇腹から流れ出る血を押さえた右手を離すと、しっかりと腕を振って走る。近場の屋根に飛び乗りさらに足でしっかりと屋根を蹴り、どんどん加速していく。そして……。

				「うおぉおっしゃああああああああ！」

				　ユートは屋根から跳躍すると、遅くなる世界で、走る汽車に飛び移ることに成功する。足が二回、三回と空中で動き、やがて積荷である石炭にユートは身体から着地し……。

				「がぁっ!?」

				　受け身を満足に出来ず、石炭に突っ込んだ。脇腹の傷の痛みに、さらに身体中を打ち付けた痛みが拍車を掛けて、ユートは立ち上がることが出来ない。

				「ランジェ！　ゲイ野郎ぉ！　野郎を着地させんなぁ、炎と銃弾で牽制しろぉ！」

				「分かったわキョウスイ！　喰らいなさいな、フレイム・サーペント！」

				「シニョーレ、しばらく頼む！　弾薬を装填(そうてん)するから！」

				　キョウスイがユートの着地を確認し、フォローをする為にランジェとアヴェールに檄を飛ばす。それを聞いてランジェは素早く谷間から杖を取り出し、無詠唱で十八番の炎の蛇を作り出し、追っ手の白銀の騎士へと向かわせる。

				「逃がすか……逃がしてたまるか貴様らぁ！」

				　しかし白銀の女騎士ルーディは、お構い無しとばかりに、左手を地面にかざす。かざした部分、レンガ造りの家の屋根が盛り上がると、炎の蛇はそれに遮られた。その一瞬を突いて、ルーディも汽車に向かって飛び上がる。

				　しかし、そうはさせないとばかりにアヴェールがリボルバーに銃弾を装填(そうてん)し終えて、空中に飛び上がったルーディに銃口を向けた。

				「交代だシニョーレ！　空中なら、お兄さんのリボルバーが……撃ち落と……」

				　だが、それは叶わなかった。石の棘がアヴェールの持つリボルバーを弾き飛ばしてしまった。先手を取られたのだ。石炭の上に落ちるリボルバーに、しまったと顔を歪めるアヴェール。だが、ここでユートの反応が冴え渡る。

				　落ちてきたリボルバーを右手で握りしめると、ユートはこちらへと落ちて来るルーディーに向けて銃口を向けた。一発目の引き金を引いた。反動を抑えられずに、銃弾は明後日へ逸れていった。二発目の引き金を引くと、次は見事に空中の敵に向って直進したが、掠っただけ。そして、三発目は引くことが出来なかった。それよりも早く着地されてしまったのだ。

				「せぇあっ！」

				「ぜぇああぁあ！」

				　気合一閃、ユートはリボルバーを石炭の上に落とし、腰の刀を素早く引き抜いた。ルーディの突撃槍(ランス)が風を切る。刃はルーディの突撃槍(ランス)の先端を上方向に弾き、軌道をずらした。だがその先端はユートの頬肉を擦り、ゆっくりと小さな血の雫が皮膚から流れ出す。

				「よそ見は禁物だぞ、ユート」

				「ご教授どうも、これからしっかりと……気をつけるさ！」

				　至近距離まで距離を詰められ、教えを説かれたユートはそう言いながら、その女騎士ルーディの顎を砕いてやろうと、刀を握ってない左拳を握りしめて、アッパーカットを放った。視界の外から放たれたユートのアッパーは、ルーディの顎を確かに捉えた。

				「ふんっ！」

				　しかし、ルーディはアッパーカットが当たる前に、バックステップでユートから距離を取って直撃を避けた。あの至近距離、さらには視界の外からの攻撃を避けられて、ユートに軽い衝撃が走った。

				「ふむ……今のはいい攻撃だったぞ。流石勇者に刃向かうだけはある……」

				「あいつの強さは良くてスライム以下だよ、言い過ぎかな？」

				「失礼だったな……例えが悪かった」

				　ルーディと口上を交わし……。

				「僕たちを狙う理由は賞金……しかないよね？」

				　加速する汽車が揺れる中、ユートは刀で石炭の上をカリカリと音を立てて引きずる。ルーディは彼の様子に別段取り合わず、喋らない。

				「確かに、破格だもんね……しばらくは遊んで暮らせそうだもの」

				「喋る暇があるなら、さっさと向かって来たらどうだユート？」

				　ルーディはガントレットに保護された指を、くいくいと動かしてユートを挑発した。しかし、ユートはそんな安い挑発に乗る人間ではない。ましてや敵の真っ只中に一人で突入して来る人間に、一対一で闘ってやる程のお人好しでもなかった。

				　ゆっくりと、ユートは左手を上げた。その合図に運転室に居たキョウスイとランジェがユートの真後ろに来る。アヴェールが何だ何だとその様子を見つめる。

				　状況が悪くなった事にルーディは顔をしかめた。

				「ルーディ、僕はあんたみたいな立派な騎士でもなければ、ましてや勇者でもない。卑怯とでも汚らしいとでも言えばいいさ」

				　ユートが口上を垂れる中、キョウスイは拳を握って音を鳴らし、ランジェはその綺麗な髪を掻き分ける。

				「悪いけど、あんたみたいな強い奴には確実に勝たせてもらう……」

				「三対一……なる程、厄介極まりないな……さらに言えば卑怯で、汚らしい」

				　しかし、一度顔をしかめはしたがルーディは何故か笑った。不敵にも、勝ちを確信したかのように。

				「だが、数を増やした所で、私がそなたらの首を掲げるという事に変わりはない！　ユート、確かに傭兵らしい戦い方だ、だがしかし！　そなたはこの汽車に逃げた時点で私に負けていたのだ！」

				　ルーディが、そう言って勝利を宣言した瞬間だった。

				「ぬぅううう！」

				「しまった!?　ユートちゃん逃げて!!」　

				 　加勢する筈の二人が呻きをあげて、さらにランジェがユートの背中を押した。前のめりになったユートが振り返り、後ろに居るはずの二人を見ると、彼女が勝利を宣言した理由がしっかり分かった。

				「これは、石の檻！　キョウスイ、ランジェさん！」

				　二人は、いつの間にか形成された石の檻に閉じ込められていた。気づかない内に作られた石の檻を見て、ユートは今更自分の犯した大失敗に気づいた。

				「私の得意な魔法は土の魔法！　そして、そなたらが居る場所は石炭を積んだ貨物車両!!　この石炭を利用して二人を閉じ込めさせてもらった！」

				　そして！　とルーディは続けると、貨物車両の石炭を左手で数個拾い上げた。拾い上げた石炭は、光を放ち形を変えていく。平たく、そして大きくなったそれは黒色の『盾』を形作っていた。

				「土の魔法の真骨頂は錬金。鉱物を作り変え、新たな鉱物を産み、さらに形すら作り変える！」

				　どっしりとしたその黒色の盾を構え、槍を持つ姿はまさしく『騎士』だった。

				「畜生！　バンビーノ、お兄さんが加勢に……」

				　二人を閉じ込められて、唯一残っていたアヴェールが加勢せんと、石炭の上に置かれた自らの武器であるリボルバーに手を伸ばす。しかし、これを許すルーディではない。あと少しで触れそうだったその瞬間、周りの石炭が組み合わさり、リボルバーを隠してしまったのだ。

				「さぁ、ユート……仲間の助けもない、魔法も使えないお前に私が倒せるか？」

				　ユートは、合流した先でキョウスイ、ランジェ、アヴェールらと共闘してこの騎士を倒す気でいた。だが、アヴェールは拳銃を失い、キョウスイとランジェはユートの失敗から石の檻に閉じ込められて行動不能。

				　完全なる孤立。

				　ユートは最大の窮地に立たされ、さらに精神も追い込まれた。考えていた全てを封じられた衝撃は余りに大きく、激しい動揺がユートを襲う。

				「ドジこいたで済めば……どれだけ楽か！　くそっ！」

				　動揺は焦りを生む、何も考えずにユートは刀を構えた。いつもならここでユートは探りをいれる為に挑発なりをするのだが、自分の闘い方すら見失う始末である。

				「待てぇユートぉ！　落ち着けぇ、落ち着きやがれぇ！」

				「そうよユートちゃん！　落ち着きなさい!!」

				　キョウスイとランジェは、閉じ込められた石の檻から、ユートの動揺から来る行動に大きな声で待ったを掛けた。

				「行くぞユート、せぇやああああ！」

				　だが、その声が小さな傭兵に届く前に女騎士ルーディは自慢の突進を始めた。

				　向かってくる女騎士ルーディを、ユートは迎え討つ。自分一人しか闘えない状況、そこから来る焦りはユートの調子をしっかりと崩していた。

				「はぁあっ！」

				　突き刺さんとする突撃槍(ランス)を、ユートは刀で弾き返す。甲高い金属音が辺りに鳴り響くと、跳ね上がった突撃槍(ランス)の切っ先は、ユートの頭上へと逸れた。本来、ここからユートは相手の懐に入り斬りつけるなり、蹴りを喰らわすなりするのだが、いつもの動きが今のユートには出来なかった。焦りから来る緊張が、ユートの動きを鈍らせたのだ。今のユートには相手の攻撃を弾く事すらやっとの事で、次の行動を考え、実行する事が出来ない。

				「ふんっ！」

				「ぐぁああ!?」

				　隙だらけのユートに、ルーディは追撃を与える。それは石炭から錬金し、生成した盾を使った、ただの体当たり。重たい金属を身体に打ち付けられたユートは、思わず後ずさりした。

				　その行動が、さらに自分を追い詰めると知らず。

				　本来突撃槍(ランス)という武器は、『突き刺す』のが攻撃手段である。そもそも突撃槍(ランス)は馬上から馬により加速し、その力で同じ馬に乗る相手や敵を突き刺すという馬上での戦いの際に使用する。

				　ではなぜ、ルーディはそのような限定的な、使用するには場違いな武器を携えているのか？

				　同じ槍なら、斧が付き相手を叩き斬れるハルバードや、扱いやすい歩兵槍を携えればいい。重く、そして突き刺すという事しか出来ない武器をなぜ、彼女は使っているのか。普段の冷静なユートなら、すぐに答えを出すだろう。しかし、今のユートにはそれは不可能。答えはその身で知る事となった！　

				「この距離なら突き刺すことはできない……だから、こうするのだ！」

				　ユートが後ろに下がった瞬間、ルーディは本来の突撃槍(ランス)の使い方ではあり得ない行動にでた。ルーディはその自慢の武器を振りかぶると、その行動が意味するものがユートには分からず立ち尽くした。

				　瞬間、風を斬る音がユートの耳にしっかり聞こえ、ユートの左の脇腹に大きな衝撃が走った！　

				「ぐっ!?　ごぁあああああ！」

				　ルーディは、その突撃槍(ランス)でユートの左の脇腹をハンマーのように殴打したのだ。突撃槍(ランス)自体の重さは言わずもがな、さらにルーディの力が加わればそれは立派な『鈍器』となる。まともに食らったユートの肋骨は粉々に砕かれ、衝撃は内臓にダメージを与える。内臓のダメージは、ユートが吐血した事からも明白。小さな傭兵はその小さな身体を石炭に打ち付けて倒れた。

				「倒れている暇は無いぞ？　ストーン・ニードル！」

				　さらに女騎士ルーディは、得意の土魔法を放つ。ユートが倒れた石炭の絨毯に褐色の魔法陣が浮かび、そこから石の針を生成、倒れたユートを串刺しにせんと追撃した。

				「ぐぅうっ!?」

				　だが、間一髪でユートは満身創痍の身体を転がして石の針を避けた。そしてすぐに立ち上がろうとはするが、深刻なダメージはユートの身体を重くし、立ち上がる事すらままならない。まるで足元を水に取られ、さらには身体中に鉄球を括り付けられたような身体の重さには、ユートも驚いた。膝を突いたまま、ユートは立ち上がれない。そんな小さな傭兵に、女騎士ルーディは慈悲も情けも掛けはしなかった。その自慢の武器で、ユート目がけて突きを放つ。放たれた突きを、躱す事ができないユートはその突きを刀で受け止めるしかない。狭い刀身に槍の切っ先が当たり、火花が散る。その突きの威力の強さを、ユートはしっかり身体で感じた。

				　そして、今更ながらに気付く。

				　突撃槍(ランス)と土魔法の波状攻撃により、輸送車両の端まで自分が追い詰められていた事に。

				　衝撃により小さな傭兵の身体は浮かび上がり、車両から投げ出された。ゆっくりとした景色を見るのは何度目だろうか、死に際に見るその余りにスローな景色の中でも、踊り子の悲痛な叫びはしっかり聞こえ、女騎士の勝ち誇った顔が目に焼きつく。

				　やがて小さな傭兵の目の前に映った景色は、年季の入り錆び付いた輸送車両の車輪だった。

				　

				　何があったのか分からなかった。ただランジェが見たのは、追い詰められたユートが女騎士の突きを受け止め、そして汽車から落ちて行った光景だった。

				「あ……あぁ……そんな……」

				　女騎士は、まるで最初から彼など居なかったかのようにこちらに振り向く。ランジェの横で、同じように石の檻に閉じ込められたキョウスイに握られた檻が鈍い音を立てて開いた。

				「さて、彼の死体は後でしっかり確認しよう……そなた達を亡き者にして、じっくりとな？」

				「うっ……ひっく……ああぁ……」

				　ランジェは膝から崩れ落ちて顔を覆った。あんなに強かった少年は呆気(あっけ)なく倒され、汽車から落ちた。この速度で落ちたなら助かる見込みはまずない。レールに巻き込まれ、無惨な姿になった少年の姿が、踊り子の脳裏に浮かび上がる。

				「次はそなただ、キョウスイ……いや、そなたさえ倒せば他の二人は倒す必要など無いかな？」

				　情けなど無い。涙を流すランジェや戦意を失ったアヴェールを無視して、ルーディの槍の切っ先はキョウスイに突き付けられる。

				　キョウスイは、その石の檻から出るとパイプを取り出して口に咥えた。当然ながら火は点かない。火を点けるランジェがそんな場合ではないからだ。だからキョウスイは火の点いてないパイプを噛みながら、言った。

				「──わかんねぇなぁ、あんた一体何がしたいんだぁ？」

				　その言葉は、騎士ルーディの予想とはかけ離れていた。いや、そもそも男の態度がおかしかった。仲間である小さな傭兵が殺されているのに、飄々(ひょうひょう)としている。怒りの暴言や仇討ちの前口上も無い。その口から出たのは、何がしたいのかというシンプルな疑問。

				「キョウスイ！　貴方そんな、酷いわ！　ユートちゃんがッ！」

				「まぁ落ち着きなぁランジェ、今はどうでもいいだろうがぁ」

				　どうでもいい、その言葉にランジェは血の気が引いた。

				「随分冷血過ぎやしないか？　そなたは……あの死んだ傭兵の仲間だろ？」

				「そうかぁ？　まぁ、んなこたぁ今はどうでもいいんだよぉ」

				　ガリガリと頭を掻きながら、キョウスイはルーディの目を見る。この時、キョウスイは違和感を抱いていたのだ。その違和感とは……。

				「順番、おかしくねぇかぁ？　全く逆って言うかよぉ……いや、そもそも順番なんざ関係ないかぁ」

				「何が言いたい？」

				　言葉を濁すキョウスイに、女騎士ルーディは苛立ちを見せる。しかしキョウスイは、そんな事は気にも止めずと、自分が入っていた石の檻をコンコンと拳で叩いた。

				「こんな大層な物に閉じ込めといて、なんでわざわざユートと一騎打ちに持ち込んだぁ？　普通ならよぉ……テメェの得意な土魔法で、先に俺らをクシ刺しなりなんなりできたんじゃあねぇのかぁ？」

				　あっ、とランジェは納得してしまった。初めにユートがキョウスイとランジェに協力を頼んだ際に石の檻に二人は閉じ込められた。言われてみれば、ユートと闘う前にキョウスイとランジェを殺す事も、人質にすることも出来たのに、目の前の女騎士はそれをしなかった。

				　さらに拳銃を失い足手まといとなったアヴェールを真っ先に殺す事もできた。拳銃という飛び道具を持つアヴェールを彼女は石の檻にすら閉じ込めずに放っておいたのだ。

				「さらにだぁ、いざユートと闘っているのを見れば……テメェはほんの少し、ほんの少しだがぁ躊躇(ちゅうちょ)してやがる……」

				　キョウスイはユートと闘う中、彼女に躊躇いがあったとも指摘する。

				　それを聞いてルーディは、冷や汗が流れた。この男はどこまで自分を見抜いているのか、少しだけ恐ろしさを抱いてしまう。

				「お前さん、腹に何かぁ一物……厄介事を抱えちゃあいないかい？」

				　キョウスイは不敵な笑みを浮かべて、ルーディを見やる。そのルーディはというと、身体を震わせていた。……先ほど小さな傭兵を倒したようには思えない程、自信を無くして顔面を青く染めている。

			  

				　　　　　　　

				

				『貴女は反抗できない、できるわけが無い……分かりますか、ルーディ殿？』

				　薄暗い牢屋の中、檻を間に挟んで男は言った。白いローブに身を包み、聖職者の皮を被った男は、ニタニタ下衆な笑いを浮かべながら、牢屋の中の彼女を見下す。

				『下衆め！　私に何をさせる気だ！　私を生かし、そなたは何を企む!?』

				『なぁに、取引ですよ、取引……分かるでしょう？　護る国を亡くした貴女の拠り所、それを差し上げます』

				『拠り所』──この単語に彼女は耳を疑った。そして目の前で勝ち誇る下衆な聖職者を睨みつける。

				『腐っている……何が、何が勇者のためだ！　貴様らの私利私欲のためではないか！』

				『頼みますよ、ルーディ殿……貴女の槍が世界を、引いては勇者達を救うのですから』

				

				　ワナワナと突然身体を震えさせた女騎士を、キョウスイはただ見つめた。

				「そなたに……何がわかる」

				「てめえの事なんかわかるかよぉ、同意が欲しいんならぁ他当たりなぁ？」

				　眼光鋭く睨みつけてきた男は騎士ルーディに、キョウスイは彼女が自分達を閉じ込めた石の檻を背もたれ代わりにしながら、しっかりと目を合わせた。

				「国を亡くし、仕える人を奪われた！　そなたは戦勝国の人間だから分からんだろうがなぁ、私は全て！　全部！　何もかも失ったんだ！　そなたらの首を私の国を奪った人間の奴らに渡せば、それで少しでも失くした物が戻ってくるなら、私は……ロマルナの騎士の誇りなど幾らでも捨ててやる！」

				「は？　ロマルナの騎士だって!?」

				　そして、この時アヴェールは彼女の叫びの中に含まれた言葉に跳ね起きた。

				「な、何だってロマルナの騎士が……いや、そもそも敗戦時に皆処刑されたはずじゃあ……」

				　どうやらアヴェールは彼女の境遇を何やら知っているらしいが、今はそれ処ではない。

				　彼女は全てを吐き出した後で、我を取り戻した。キョウスイに取り乱された激情を鎮めんと、大きく息を吸い、その槍を構える。

				　彼女は奪われたと言った。アヴェールのような平民ではなく国に仕える騎士だからこそ、失った物は多かった。誇りだとか、騎士としての義務、そして高潔な精神など、色々とあるのだろう。それが何なのかはキョウスイにはもちろん、他の誰にも分からない。だが、彼女を突き動かすのは、その『失った物』を取り返す事ができるという代価──キョウスイ達の命であることが分かった。

				「分からねぇがよぉ……確かに取り返したいわなぁ、俺だってテメェみたいにもならぁ」

				「ならば拳を握れ！　キョウスイ・ゼンジ！　貴様を殺し、その次は後ろの二人を殺して！　私は失った物を取り戻す！」

				　ジリジリと、彼女はキョウスイとの距離を縮めていく。その雰囲気から想い、覚悟が見て取れた。だが、それでもキョウスイは構えなかった。いつでもどうぞとばかりの余裕の態度をルーディに見せている。

				「どうした！　早く構えろ、それとも怖気付いたか！」

				「はぁあ？　構える必要ねぇから、構えねぇんだよぉ、このアマぁ…」

				「い、いやキョウスイ、貴方……余裕を見せてるところ悪いけど、私達……追い詰められてんのよ」

				　流石にランジェも、キョウスイのどこから来たのか分からない余裕に、顔をしかめて苦言を呈す。が、キョウスイの態度は変わらない。そして……。

				「おいアマァ、テメェ……勘違いにしても程があるぜぇ？」

				「勘違い、何の事だ？」

				　キョウスイが言い放った言葉に、ルーディの距離を詰める足が止まる。

				　そして彼女は何かが動く音を聞いた。足元の石炭がずれて、擦りあう音を。

				　まさか!?

				　しまったとルーディーが振り向いた瞬間にはすでに遅かった。

				「ａａａａａａＡＡＡＡＡＡＡａａ!!」

				　汽車から落ちたはずの小さな傭兵が、大声を上げて突撃してきたのだ。口元が血で汚れていたのは、先程の横っ腹への一撃で内臓が傷ついて血を吐いたのだろう。その深刻なダメージを抱えつつもユートは、汽車へ這い上がって来ていた。

				　焦燥するルーディ。

				　あの会話は、ただのブラフだったのか!!

				　ユートは落ちてなどいなかった。落とされてから、貨物車両の縁か何かにぶら下がっていたのだろう。そして落ちたように見せかけて、ルーディーの背後まで回り込んで、襲い掛かったのだ。キョウスイはあくまで、気を引いただけに過ぎなかったのだ。

				「しま──」

				　素早く振り返ったが遅かった、ルーディーの頭に痛みが走る。髪の毛を思い切り掴まれたのだ。そして、そのまま強く髪を引っ張られ、ルーディーが前のめりに倒れかけた所で。

				「ぶぁああ!?」

				　顎が跳ね上がり、彼女の景色が一瞬フラッシュした。顎に来た鈍痛と衝撃、ユートの膝がルーディーの顎を射抜いたのだ。

				　しかしこれで終わりなわけがない。跳ね上がり仰け反った彼女の頭部を両腕で包み込むように、ユートは抱え込んだ。

				「な、何ごがっ!?」

				　その直後、続いてルーディーの右眼に衝撃と痛みが走る。何が起きているのかルーディーには全く分からなかった。ともかく頭部を固定され、殴打されているのは分かるが、この拘束から素早く逃れなければと、ルーディーはもがいて拘束する腕を掴んだ。

				「くそっ、は、離せ、うわっ!?」

				　が、掴んで拘束を外そうとした瞬間、体勢が崩れた。足を引っ掛けられたわけではない。動いた瞬間に、その方向に身体を思い切り振り回されたようで、全く理解に及ばない事が起こっていた。

				「ＳＹＡＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

				　膝、膝！　膝!!　

				　ユートは連続して膝を放つ。顔面に、顎に、額に、腹に、鼻っ柱に。ともかく膝を放ち続ける。

				　最早、ユートに残された術は一つしかなかった。これだけの力量差、魔法の強さ、魔法が使える時点でこちらが勝つ術など限られていた。そしてユートは待った。不意を突ける瞬間を虎視(こし)眈々(たんたん)と。

				　そして後ろを取る事が出来たのだ。自らの刀では槍と魔法相手に分が悪いと見た。ならば、槍も魔法も使わせない、使えない距離で戦うしかないとユートは超接近戦に持ち込んだ。この距離に持ち込んだ事で自慢の槍はもちろん、詠唱の隙の一つも与えてたまるかと、組み付いたままユートは、連続で膝蹴りをお見舞いする。

				「や、やめ……が──！」

				　何発膝を叩き込んだろうか。その内の一撃が、ルーディーの顎を的確に捉えて、脳を揺らして崩れ落ちる。腕の拘束から脱力してすっぽ抜けて仰向けに倒れゆく女騎士。それを見てユートは自らも追うように倒れ込み、右の肘を振りかぶった。

				　狙うはこめかみ。

				　このまま叩き殺してやる!!

				　情けも容赦も掛けるものか！

				　ユートは眼を血走らせてルーディーに向かっていく。だが、身体は宙で止まった。後ろから何かに服を引っ掛られたかのように、その場に止まってしまったのだ。

				「止めなぁ、もう立ちあがりゃしねぇよ」

				　コートの袖を引っ張り吊り上げるかのようにキョウスイがユートを止めて立たせた。石炭の上に降り立ったユートは、倒れ伏した刺客である、女騎士ルーディを見下ろした。顔面を血と青い痣が染めて、脳を揺らされて失神しているのが彼には分かった。

				「勝てた……」

				　一言、小さな傭兵がそう呟くと、胸の痛みを思い出す。激しく動いて戦ってはいたが、初めに落とされる前に肋骨を折られている。その痛みが、興奮が収まったために来た安堵と共に、本来の激痛を身体に刻みつつあった。

				　ぐらりと身体が揺れる。立つための足の力も無くなりつつあったユートは、前のめりに倒れそうになったが、途中で倒れる動きが止まった。

				　お腹辺りに、太いキョウスイの腕が当たって支えられている。

				「わりいなぁ……手助けできなくてよぉ」

				「はは、仲間が……居るのに……手も借りられないのは……こたえたよ……」

				　キョウスイが倒れつつある少年を太い腕で支えると、その腕に支えられたまま、ユートはゆっくり目を閉じた。

			  

				　　　　　　　

				

				　石炭の上に寝かされ、ユートはキョウスイの簡単な治療を受けていた。だが、治療とはいえできる事は限られている。ユートの怪我は左脇腹の抉り傷が数カ所、肋骨の骨折。さらに、ルーディの突撃槍(ランス)を受け止めた際の衝撃による左前腕の単純骨折、及び打撲数カ所、まさに大怪我と呼べるものであった。

				　まず、肋骨の骨折だがこれは簡単には治せない。腕や足、外から判断出来る骨折は応急処置し、添木などで固定できる。だが、外から見えない箇所の骨折、そして打撲は回復の魔法か薬が必要になる。その為、キョウスイはまずユートの左腕前腕の骨折を処置した後、添木がない為固定はしないまま、たすきを作ってユートの腕を吊るした。抉り傷には薬草を押し付けてから包帯を巻くという処置を施す。

				「やれるのはこんだけかぁ……回復の薬は……」

				「これだけで足りるかしら？」

				　治療を施すキョウスイに、ランジェが青い液体の小瓶を渡す。キョウスイはそれを見て舌打ちしながらも、ユートの身体にそれを振りかけた。

				「駄目ね……気休めだわ……」

				「量が少ねえからなぁ……」

				　効果は薄い。ユートの身体の細かい傷が消えるだけで、内面までの浸透は無いに等しいと見えた。

				「アヴェール、貴方も何か持ってない？」

				　効果の薄い様子に顔を歪ませ、ランジェはアヴェールに役立つものは無いか聞いた。だが、アヴェールからの返事が無い。

				「アヴェール、聞いてるの？」

				　奇妙な静けさに、ランジェはアヴェールが居るであろう背中の方を見た。アヴェールは気絶した刺客、ルーディの鎧に触れていた。くすんだ鎧の右肩を拭いて、そこに映る何かを見ている。その顔に映るのは衝撃だとか、疑念だとか、色々と混ざり合ったような奇妙な表情。

				「そう言えば彼女……ロマルナの騎士だとか言っていたわね？　何か知っているの？」

				　彼女が、叫んでいたことを思い出して、同郷のアヴェールなら何か知っているのだろうかと、彼女を調べているアヴェールに石炭の上を歩いて近づいた。近くまで来てやっと気付いたアヴェールがランジェに振り向くと、彼は溜息を吐いて言う。

				「いんや、そんな詳しくは知らないさ……ただ、ロマルナの騎士は戦時中に皆処刑なり戦死したと聞いたから……鎧を調べたのだけど本物の騎士だよ」

				　彼が言うには鎧で分かるらしい。彼が拭いていた彼女の鎧の右肩には、年輪が描かれた木の刻印が刻まれていたが、あれがロマルナの騎士の証だろうかとランジェは納得する。

				　しばらく、そんなアヴェールをランジェが見つめていると、キョウスイが呟いた。

				「やばいな……こりゃあすぐに医者に見せねぇと……」

				　その呟きに、ランジェは胸が押し潰されるような感覚を感じた。すぐさま立ち上がり、キョウスイの元に駆け寄る、そして彼女は口を覆った。

				　ユートの顔から血の気が無くなり青ざめている。さらに呻き声をあげているのだ。

				「キョウスイ、ユートちゃんは……」

				「肋骨が肺に刺さったかぁ、まぁその他諸々も重なってやがらぁ……」

				「ちょっと……バンビーノは助かるの？」

				　アヴェールもただならぬ様子に、キョウスイの元に近づいた。そして、ユートの苦しむ顔を見て焦り出した。が、ここでキョウスイはユートを背中に担いで立ち上がると、毅然(きぜん)とした態度で二人に言った。

				「汽車から降りる。すぐにだ……テメェはそこの騎士さんを連れて来なぁ？」

				「放って置かないの？」

				　追って来たその女騎士も連れて行くと言うキョウスイに、ランジェは異を唱えた。わざわざ敵を助けるのかと。

				「さっき口走っていただろう、色々とよ。もしかしたら……訳ありかもしれねぇ。ゲイ野郎ぉ、頼んだぞ」

				「わ、わかった。そうするよ、当てはあるんだよね？」

				　焦るなと、キョウスイは言葉ではなく態度で示した。ロマルナへ向かう汽車を放棄する理由も気になるが、今は刻一刻を争う状況だと空気を読み、黙って女騎士ルーディーを担ぎ上げる。ユートを抱えながらキョウスイが汽車を飛び降りると、それに続いてランジェと、ルーディを担いだアヴェールが汽車から飛び降りる。汽車は走り続けたままだが、ランジェの風の魔法で皆、無事に着地する事に成功した。

			  

				　　　　　　　

				

				　磨かれて輝く透明のグラス、そこに注がれる真紅の液体。

				　ルビーのような輝きは蝋燭の明かりに照らされながら揺れて、やがて止まった。自由と欲望の街、その大通りの最も奥の一際大きな建物。その中にあるバーで一人、彼は今日の就労の労いと称してワインを嗜む。

				　イズナ・イノガシラ──ラーナ村を取り仕切る任侠組織『ゼンジ組』の長、オジキ・ゼンジより、その組織の収入の一部分を賄う娼館『レインブル』のオーナーを任された青年は、お客様に提供する飲み物の仕入れ、そして試飲を行っていた。

				「ふむ、さすがはロマルナベルネシア産、色も……そして匂いも違いますね」

				　仕入れた品は、やはり自分で飲まなければ分からない。不味い品を出せばその客の気分を損ね、最高の一時を提供する事が出来なくなる。

				「では、一口……」

				　その真紅のワインを口に含もうと、グラスに唇を付けて傾けた瞬間。下の階にある、入り口から音がした。時間は夕方、この娼館の開店にはまだ早い。我慢出来ない客でも来たのだろうかとイズナはワイングラスを置いて、一階へと向かった。入り口の前に辿り着くと、聞こえる音は扉を叩く音。その力は強く急いでいるようにも感じた。不審な怪しいノックに、イズナの顔が歪む。彼はその金の装飾の扉の鍵を開け、ゆっくり扉を開いた。

				「すいません、開店はまだですので少し出直して……」

				　そう言いながら扉を開けた先には、入れなければならないお客様が居た。いや、彼等は関係者に近しい存在だった。

				「イズナぁ……十分で医者呼べるかぁ？」

				「五分もいりません、すぐに中へ！」

				　イズナは勢いよく扉を開け放ち、扉の下にある金具で固定し、開け放しにしてから、彼等を中へと入れた。キョウスイに抱えられたユートが汗を流して呻き、ランジェと名も分からぬ波がかった赤毛の男が、金髪の女騎士の肩を担いで中に入ってくる。

				　今日の開店時間は変更になりそうだと、イズナは足早に階段を駆け上がった。


                			

	








			
				　自由と欲望の街『ネムステル』──その中でも最大の規模を誇る娼館が『レインブル』である。

				　任侠組織ゼンジ組が経営するこの娼館は、本来の娼館としての機能だけではなく、バーやダンスショー、またホテルとしての機能も持つ一大エンターテインメント施設である。

				　そのレインブルのホテルの一室で少年ユートは、うなされながらも治療を受けていた。それを見守るのはここで働いていたこともある、踊り子のランジェに、ゼンジ組の若頭キョウスイ。うなされる少年を治療しているのは、イズナが呼んできた医師。彼は僧侶の職務に嫌気が差して、医者をやっているらしい。キョウスイとランジェは名前を聞いてなかったが、今はそんな事より、うなされて苦しむユートのことで頭がいっぱいだった。

				「えろうやられてますなぁ、あばらに左腕前腕。あばらは肺にぶっ刺さっとるみたいやし、前腕は粉々……遅かったら死んどるで」

				　遅かったら死んでいる、その言葉に二人の顔色が濁った。近くにネムステルが無ければ、この少年は死んでいた。ユートはそこまで追い詰められていた。さらに、助けられなかった自分達の無力さに嫌悪すら感じる。

				「でぇ、医者さんよぉ……治るのかぁ？」

				　キョウスイは備え付けのソファに座りながら、医者に聞いた。

				「まぁ、荒療治になりますなぁ……魔法使ってでも、三日は掛かりますわ」　

				　全治三日、魔法を使った日数にしては長い期間に、改めてユートの傷の深さを二人は認識させられる。

				「どこぞの医者は、顔面ボコボコにされて歯も全部折られた患者さん相手に治療したらしいんやけど、それよりましですわ……」

				　何処かで聞いた事があるような状態に、キョウスイは一度首を傾げたが思い出せなかった。

				「じゃあ、しばらくネムステルに居なきゃいけない訳ね」

				「まぁ、治るまで隠れてるに越したこたぁねぇなぁ……」

				　こうして一行は、ユートが治るまで、ネムステルに留まる事を余儀無くされた。

				　ネムステルを出て、ホシミツ山で捕まり王宮を脱出し、さらに汽車で襲撃を受けて足止めを喰らう。その結果がネムステルへの帰還、すなわちスタート地点に戻されたようなものだった。舌打ちをしたキョウスイがパイプを咥えて、草を先に詰める。それを見たランジェがパイプに火を点けようと、ステッキを取り出したところでガチャリとドアが開いた。

				「お勤めご苦労様です。キョウスイさん……ユートさんの調子は？」

				　中に入ってきたのは、この娼館のオーナーのイズナ。彼は部屋に入って会釈をするとキョウスイに話しかける。

				「昨日からうめいてらぁ……ランジェ、外に出るぞぉ」

				「わかったわ」

				　このまま中で話すのは、ユートの体に悪いと思ったキョウスイが、ランジェに外に出るよう促した。イズナは部屋の扉を先に開いて二人を外に通してから自分も後に続き、ゆっくりとドアを閉めた。

			  

				　　　　　　　

				

				　レインブル二階、バーラウンジ。

				　キョウスイとランジェはカウンターに座り、イズナがバーテンとなりグラスにワインを注いだ、そしてもう片方、用意したゴブレットにもビールを注ぐ。ランジェにはワイン、キョウスイにはビールが渡される。

				「そう言えばキョウスイ、アヴェールは？」

				「あの女騎士の看病だぁ。武器は取り上げてるから問題ねぇだろぉ……」

				　この場に居ないアヴェールについて、ランジェが聞くと、彼はユートと戦った刺客ルーディと居るらしい。ランジェは、汽車でルーディが、自分をロマルナの騎士だと名乗っていた事から、同郷のアヴェールとしては彼女から何か聞きたいのだろうと考える。キョウスイも、汽車でルーディに何かしら感じた事があったらしく、それについては聞かなくていいのだろうかと、ランジェはワインを飲みながら考えるが、色々考えすぎて、まるでほつれた糸のように、こんがらがってしまいそうになった。

				「あー、駄目だわ……色々あり過ぎて頭が回らない……少し整理しないと」

				「俺もだぁ……飲む前から頭が痛ぇ、飲まなきゃやってられねぇわ」

				「久々ですから、お酒を飲みながら落ち着きましょう、ランジェ」

				「ありがとうイズナさん、ごめんねいきなり仕事辞めて」

				「えぇ、本当ですよ……新しいダンサー達のシフトの組み直し、大変でしたよ」

				「うわ、言っちゃった……オーナーぶっちゃけたわねぇ、今ぁ」

				　お酒が入った大人達の愚痴は、殺伐としている。キョウスイもゴブレットのビールをグイグイ喉に流し、胃に収めていく。

				「ゔぁあーっ、美味い！　イズナぁ、次頼むわぁ！」

				「はい、キョウスイさん、ツマミもどうぞ」

				　すぐにゴブレットに新しいビールが注がれ、イズナは二人の前にツマミのナッツと、ジャーキーを置く。

				「色々話して下さいよ二人とも……とことん付き合いますから」

				　今思えば、久々の大きな休息だ。大人達のタガが外れるのは時間の問題だった。

				　イズナは、ユートと共に旅した二人の話を聞く。酒に酔った二人は饒舌にここまで何をしてきたかを話した。時にはキョウスイが人形遣いの魔人を倒し、ホシミツ山ではユートが勇者を完膚無きまで叩きのめす。そして王宮に連れて行かれて、アヴェールという罪人と協力して王宮を爆破して脱出。その後を追うかのように、今はアヴェールに見張られている女騎士と、ユートの汽車の上での死闘。

				

				「で……これからどうする気で、皆さんは？」

				「まぁ、気にイラねぇがよぉ、あのアヴェールのヤローの考えが一番だぁ。ロマルナに向かうわぁ」

				「そうよねぇ〜、タマナシだけど一番いい考えだわ！　あははははは！」

				　ランジェはワインボトルを数本開けて、キョウスイはゴブレットを十数杯変えて、酔いが回ってるようだ。酒は人を正直にするが、ここまでとはと、イズナは改めて実感した。

			  

				　　　　　　　

				

				　顔面に迸(ほとばし)る痛みで彼女は目を覚ました。

				　気が付けば何やら視界が狭く顔面がじんじんと痺れている事に気付いた。何があったのだろうか、自分が何をしていたのだろうかとゆっくりと思い出す。そしてうっすらとだが思い出した。確か、脱走した者達を追うように言われて、追い掛け回して……。

				　そこで彼女の目に映像が蘇った。血走った眼で、此方へと襲い掛かって来た少年の姿を思い出して彼女は跳ね起きた。そして自分がベッドの上に寝かされていた事に気付く。周囲を見回すが、自分が今どこに居て、何故ベッドの上に居るかなど分かりはしなかった。辺りを見ればソファやクローゼットに洗面台と、おおよそ何処かの宿の一室だろうかと考えた。

				「おっと、目を覚ましたみたいだね騎士さん」

				　ふと聞こえた声に身体が動く。見れば赤毛の優男が優しい表情でこちらを見て、安堵の息をこぼしていた。

				「そなたは……そうか、私は……」

				　そして彼女──女騎士ルーディーは思い出した。傭兵ユートとその一味を捕縛するために汽車まで追いかけ、戦いの末、敗北した事を。最後の最後に背後から受けた奇襲により気絶したのだ。

				「気持ち悪いとかないかい騎士さん？　バンビーノ、手加減なくやってたからさ、女性相手にあそこまでする事ないよね？」

				　ベッドの近くまで木の椅子を持って来ると、赤毛の男アヴェールが心配そうに彼女の具合を聞いた。膝を何発も叩き込まれたのだ。しかも女性相手に。アヴェールは敵であることも忘れて心配でならなかったのだ。

				「命を奪い合うのだから、四の五の言えないさ……しかし……なぜ私は生かされている？　あと、貴方もロマルナの方か？」

				「あ、わかる？　やっぱりわかっちゃう？」

				「シェインの人間の話し方ではないから……」

				　やはり同郷同士で分かるらしい。此方がロマルナ人と気付いたためか、彼女の警戒が少し解けたことがアヴェールは手に取るように分かった。

				「それと、生かされてる理由なんだけどさ、お兄さんシニョールから少し頼まれてね……騎士さんに聞きたいことがあるわけ。だから生かしている……いや、そもそも止め刺すどころじゃあなかったみたいよ、バンビーノ。……ユートが死の一歩手前まで追い詰められてたからさ？　そっち優先したらしいのよ」

				「成程な……」

				　簡単に言えば、ルーディーは今捕虜となっている。それも、傭兵ユートとその仲間達の。

				　これから色々と聞き出そうと言うのだろうかと、彼女は諦めの笑みを見せた。

				「残念だが、話せることも有益な情報も無いぞ？　そもそも、そなた等はただ逃げ延びるために脱走したのだろう。私には人質の価値も無いぞ？」

				　ユートとしては、自分を人質にして時間を稼ごうとしたのだろうが無意味だとルーディーはつらつらと言った。

				「いやいや、そうじゃなくてね？　聞きたいことがあるのよ……騎士さん、どうしてシェインの言いなりになってんのよ？　つーか、鎧見たけどあんた近衛兵だよね？　王族護衛の──」

				　だが、アヴェールが聞こうとした事と、ルーディーが恐らく聞かれるだろうと思った事は全く違った。そして、彼の話す言葉の内のある単語に反応してしまった。

				「ねぇ……もしかしてさ、まだロマルナの王族って生きてるわけ？」

				　次の一言に反応してはならないと、ルーディーは表情を固めようとした。が、相手が悪かった。アヴェールは、その表情の微かな機敏から彼女の動揺を見抜くと、図星を突いた事を確かに感じ取ったのだ。

				　──マジぃ!?　それが本当なら大事件だわ……。

				　心中で呟き、それだけ聞けたら充分だと、アヴェールは席を立った。そしてキョウスイとランジェにこの事を話そうと扉に向かった時、妙に下の階が騒がしい事に気付いた。

			  

				　　　　　　　

				

				　イズナは、椅子に偉そうに座る二人の男の前に立っていた。片方は小太りにくしゃくしゃの短髪の男、もう一人は頬に縫い傷がある痩せた男。綺麗な絨毯が敷かれた床には割れたグラスとウィスキーボトル。そしてそこから流れ出た液体が絨毯を湿らせていた。その二人は、イズナを見上げるように睨みつけている。その彼らの表情とは反対に、イズナはにこやかな顔で彼らを見つめていた。その後ろで、ここに所属している娼婦であろう女性が怯えていた。

				「なぁ兄ちゃんよぉ……なにしとんかわかっとんのか？　あぁ？」

				「はて、なんでしょうね？」

				「なんでしょうちゃうやろぉ、なぁ？　聞いとんかぃボケがぁ！」

				　痩せた男が立ち上がり、イズナの肩を押し、さらに威嚇するように顔を近づけた。だが、イズナは視線を外さない。

				「こちとらそのぉ女指名しとんねん、それをお前過度なスキンシップやとぉ？　ここは娼館ちゃうんかい！　ああっ⁉」

				「ええ、娼館です。ですが、お客様が指名したのはダンサー。あちらの姫とは違い、そういったサービスを彼女は承っておりません、店に入った際私も……貴方がたに説明しましたが？」

				　犬のように喚き散らす男の様子にも、イズナは怯えずにただ背筋を伸ばして、痩せた男の雑言をいなす。

				「ねぇキョウスイ、助けなくていいのぉ？」

				「まぁ、イズナの仕事だしなぁ……」

				　同じく下の階のバーに居た二人は、イズナを追って彼の様子を見ていた。二人ともそれぞれ飲んでいたグラスとゴブレットを持って。その時、上に向かう階段から慌ただしい足音を立ててアヴェールが降りて来た。

				「ちょ、ちょっと一体どうしたんだい？　って、お二人さん酔ってる!?」

				「あぁ？　んだぁ……おれぁ酔っちゃあいねぇぜぇ？」

				「アッハハハハハハ！　アヴェールすごいわねアナタ！　そんなそっくりな兄弟が三人も居たなんて！」

				　自分の居ない間に相当呑んだらしい二人はゲラゲラ笑いながら手元の酒に口を付ける。やけ酒したのは明らかだ。しかもランジェに至っては視界が歪むほどお酒を入れていた。

				「いやいやシニョールシニョーレ！　ここあんたらの店でしょ！　そこのオーナーがなんかあったんだから助けに」

				「まぁ待てよぉ、タマナシ野郎ぉ」

				　アヴェールは放ってはおけないとイズナを助けに入ろうとする。だがキョウスイは酒が回り赤くなった顔でアヴェールの肩を掴んだ。

				「ただでさえ、ここはああいう奴らがぁごまんと居る街だぁ……ああいう奴がうちのイズナの接客で、もてなされるとこを楽しもうぜぇ？」

				　接客、その言葉には程遠い状況にあるイズナをその目に入れながら、アヴェールは息を飲んだ。いつアクシデントが起こっても分からない状況にアヴェールの心臓が高鳴る。

				「よぉ兄さんよぉ……俺らが何者か分かっててそんな態度しとんやろなぁ？」

				　ついに、もう一人の小太りの男までもソファから立ち上がり、イズナのスーツの襟首を左手で掴んだ。ギラついた目でイズナを睨みつけ、脅しに拍車が掛かる。だが、イズナは目を逸らすどころか、そのにこやかな表情を崩さない。この状況を苦とも思っていなかった。こんな事は何回も体験して慣れているという様子を、アヴェールはイズナから感じ取った。

				「どちら様で？　お得意様の顔や友人の顔はしっかり覚えているのですが……」

				「ほぉ？　ええ度胸ですなぁ、これ見てわかりまへんか〜？」

				　小太りの男は、イズナにそう言いながら自身の親指で服の胸元を指した。そこに輝くのは小さな勲章……いや、何の飾りかは分からないが、牙のついた怪物を象ったバッジが付けられていた。

				「うちらはなぁ、オウマっつう組織のもんや。痛い目見とうなかったらぁ、さっさと床に額つけんかい！」

				　小太りの男はドスを聞かせて名乗りを上げ、イズナに向かって右の拳を振り上げた。だが、その前に。

				「っらあぁ!!」　

				「ぶゎああっ!?」

				　小太りの男の顔面に、イズナの額がめり込んでいた。咆哮と共にイズナは男に頭突きを放ったのだ、鼻は潰れて血がだらだら流れて小太りの男は顔を押さえて後ずさる。そこに素早くイズナは近づき、右足を振り上げた。柔軟な足は頭上にまで振り上げられ、明かりがイズナの革靴の底を照らす。

				「そぉおらぁっ！」

				　そして振り上げられた足が、小太りの男へと振り下ろされる。踵が男の脳天を捉え、メシャリッ！　と音を立てて『額をつけろ』と言った男は逆に自分が床に額をつけられてしまった。

				　小太りの男は痙攣して顔から血を流して、血溜まりをカーペットに作る。惚けてこの惨状を見ていた細身の、顔に傷を持つ男はこの数瞬の出来事についていけなかった。やっと我を取り戻し慌てた男は懐からナイフを取り出して、右手に構えてイズナに突きつける。

				「わ、ワリャアアアア！　何さらしとんじゃこらぁああ！」

				「あーあー駄目ですよお客様、光り物なんて取り出したら……それ、殺されても文句言えないですよ？」

				　突きつけたナイフが、カタカタ震えている。細身の男はイズナに怯えているのが、よく分かった。

				「お渡しください、今なら許してあげますから……」

				「やかましゃあ！　近づくなぁ、近づくんちゃうぞっ⁉」

				　イズナが手を差し出して、凶器を渡せと言いながら一歩近づくたびに、男は一歩……いや二、三歩は下がる。だがそれでもナイフは構えたまま、その凶器を離さない。

				「こ、殺したる！　イてもうたらぁあっ！　糞ガキャアアアアああ！」

				　やがてフロアの壁に背中が当たり、逃げ場を無くした細身の男も、倒れた小太りの男と同じくイズナに襲い掛かる。右手に握ったナイフを振り回しながら。

				「殺す？　馬鹿言っちゃあいけない……そんな事言う必要、ございません！」

				　無茶苦茶にナイフを振り回して襲い掛かる男に、イズナの目つきが変わる。我を忘れた男の目の前に革靴の底が迫った。

				「ふぶしっ！」

				　軽い衝撃と共に男の視界が一瞬無くなる、ナイフを振る腕が止まった最中、イズナの爪先が男の顎を捉えた。

				　振り上げられた爪先に顎を割られ、男は宙を舞う。その蹴りの威力は男の歯を数本へし折り、さらに勢いのまま空中で身体が宙返りしてイズナに背中を見せながら脳天から落ちる程、凄まじい威力だった。

				「何故か？　組織の名前を出したら……もう殺し殺されても文句言えないからですよ。だから、殺すだとか言う必要はありません。ご理解いただけましたか？」

				　分からないなら……イズナはそう呟きながら床から飛び上がると、さらに空中で身体を左に回転させて膝を曲げて足を抱える。そして、空中に舞い上がった細身の男と同じ高さまで飛び上がった瞬間、抱えた左脚が槍の突きの様に勢いよく放たれた。

				「出直してきやがれぇえーーっ！」

				　イズナの足の裏が男の背中を捉え、空中で男は海老反りにされる。男はイズナの蹴りでさらに空中を直進し……。

				「あれ、うそん、これお兄さんに向かってぎゃあああああ⁉」

				　アヴェールの頭上を通過し、階段を転がり落ちずにそのまま踊り場に直接身体を叩きつけられた。アヴェールは、恐る恐る踊り場の方へと目を向けると、案の定白目を剝いて血を吐き、無事とは思えない様子の細身の男が大の字に転がっている。そして視線を戻せばイズナが、襟首を掴まれて乱された襟元とネクタイを整え、一息吐いてから背筋を伸ばし、右手を胸元に当てて頭を下げた。

				「ありがとうございました。また来世、お越しください……」

				　その言葉と共に、イズナの『接客』は終了した。

			  

				　　　　　　　

				

				　二人の迷惑な客をレインブルの外へと放り出したイズナが、階段を上がって戻って来た。派手な喧嘩……接客を見たキョウスイやランジェ、そしてアヴェール。キョウスイはゆったりとした拍手をしてイズナに言った。

				「いやぁ流石だなぁイズナぁ、錆びつきもありゃしねぇ……また強くなったかぁ？」

				「ここら辺はトラブルが絶えませんからね。わかってるお客様も居ますが、こういう輩も出るものですよ」

				　キョウスイにそう返したイズナが、手の中に握っていた何かをキョウスイに渡した。先程の迷惑な客が服に付けていたバッジだ。金色に輝くバッジは、牙のついた化け物が象られている。

				「はぁ〜、心臓ヒヤヒヤだよ全く……ってマスターさん、何だいそれ？」

				　そのバッジに目がいったアヴェールも、先程自分の頭上を人が通過した事に肝を冷やしながらバッジについて聞いた。つくづくユートやキョウスイ、そしてこのイズナも人間をやめているなと思いながら。

				　イズナからキョウスイに手渡されたバッジを手のひらで確認して、キョウスイの顔が歪む。

				「こりゃあ……金バッジだなぁ」

				「金バッジ？　何だいそれ……」

				　聞いた事がないとアヴェールが首を傾げると、その疑問に彼が答えた。

				「金バッジというのは、我々任侠組織達の幹部が付ける、いわば組織の偉い人という証ですよ」

				「任侠……組織……へ？　じゃ、じゃあ……」

				「あぁ、大丈夫……こいつら偽者よ？」

				　任侠組織の偉い人が付ける物と聞いたアヴェールの顔面が青ざめた。だがそんな彼をフォローするようにランジェが口を挟む。

				「少なくとも、オウマなんて組織聞いた事無いし、ましてやあんな若い人間がこれ付けるのは無理なのよ」

				　興奮で酔いが収まったのか、ランジェも真剣な顔つきでバッジを眺める。そう聞いたアヴェールは安心して一息吐く中、イズナが溜息を吐きながらバーカウンターへ戻りながら話し始めた。

				「多分……グレの奴らですね、あんなガキが大層な物を……」

				「またかぁ……つくづく居なくならねぇもんだな」

				「グレってなによ、お兄さん全くついていけてねーんだけど？」

				　どうもそちらの言葉に疎いアヴェールにとっては、話の内容が全く分からない。そもそも『グレ』ってなんだと皆に尋ねる。

				「まっとうに生きる事もできなけりゃあ、俺らみたいに裏の事にも染まれねぇ半端者だぁ。ここいらじゃあ、ゼンジ組がそういう輩を出さねぇ様にしてんだがなぁ……」

				　つまりはチンピラだと簡潔に説明しながら、カウンターのテーブルにバッジを並べて、キョウスイはキセルを咥える。その彼を挟んでアヴェールとランジェも座った。

				「何か飲まれますか、アヴェールさん」

				　カウンターに座ったアヴェールに、イズナが聞いた。アヴェールは酒の並べられた棚を見て少し悩む素振りを見せた後、神妙な面持ちで尋ねた。

				「えーと、ワインある？　ロマルナ産のがあれば……」

				　ロマルナ産の銘柄が見つからなかったアヴェールは、駄目もとで聞いてみる、そんなアヴェールにイズナは笑顔で言った。

				「ございますよ」

				「マジで!?　じゃあそれ！」

				「かしこまりました」

				　ロマルナ産のワインと聞いたアヴェールの表情がすぐに変わった。久々に味わうロマルナのワインが、ゆっくりグラスに注がれていく。カウンターのアヴェールの前に、グラスが置かれた所で、キョウスイがパイプを口から外して、灰皿にパイプを軽くぶつけて燃え尽きた吸殻を捨てた。

				「でぇ？　ゲイ野郎ぉ……何か分かったか？」

				「久々の故郷の味……って……何が分かったって？」

				「わざわざぁ同郷のお前らを二人にしてやったんだぁ、汽車で俺ぁ言ったよなぁ？　あのアマ……ルーディには何かあるってよぉ……」

				「彼女も言ってたわね。取り戻せるなら、騎士の誇りを捨てるって……何か聞けた？」

				　二人の質問にアヴェールは、少し答えあぐねる。だが、隠した所でキョウスイに見透かされそうな感覚に、アヴェールは正直に答える事を決める。グラスに注がれた真紅の赤ワインを、ゆっくり口に含む。舌に確かに感じる故郷の味に、アヴェールは落ち着きを取り戻すと、ゆっくりと口を動かした。

				「大事だぜ。お兄さんの予想のはるか上さ」

				　アヴェールの弱く拙い呟きが、二人の耳に入った。

			  

				　　　　　　　

				

				　自由と欲望の街、ネムステルから西へおおよそ三里。

				　勇者の街レインとよばれるこの街には、神学を学ぶ神学校や僧侶達が働く教会が数多く建てられている。そしてここは、その昔魔王討伐に向かった勇者の旅の始まりの場所と言われていた。だが、最近この街に新しい呼び名が付いている。

				『勇者の惨劇の街』

				　そう呼ばれ始めたのは数ヶ月前。

				　その時、この街は新しい勇者の旅立ちの日で賑わっていた。そこに現れたのがまだ年端もいかぬ黒いコートを纏った異端者の小さな傭兵。その傭兵は、この街の大通りの中心で人々の希望である勇者と戦い、そして、倒してしまったのだった。

				

				　月も光らぬ曇りの夜、一人の司祭が大通りの中心で佇んでいた。顔に皺を刻んだ老人の司祭の足元に、微かに見える赤い血の跡。今ここを踏みつけて通る事は反逆、異端とされている。

				『勇者の血を踏む事は、勇者自身を足蹴にすると同義である』

				　この司祭が、勇者の街で声を荒げてそう言った事から、今も鮮明にそれは残っている。踏みつけた者は即刻通達して牢に送られた。

				「あの異端者！　見つけたら勇者様の為に、直接私が葬ろうぞ！」

				　老人の司祭の涙腺(るいせん)から血涙が流れ、純白の服に赤い斑点を付ける。老人の手には賞金首の手配書が握られていた。それは老人の手の内で燃え、灰となって風に運ばれていく。

				「そう怒りなさんなよ司祭様、身体悪いんだからさぁ？」

				　そんな老人の後ろに、彼は現れた。黒いローブを纏った男は、フードの下から蜥蜴(とかげ)のような眼を細めて、痩せこけた頬を広げて笑みを見せる。

				「黙れ半端者！　貴様なんぞに心配されたくはないわ！」

				「その半端者と協力せにゃならんのでしょう？　あんたが差し向けたロマルナの騎士もやられたし、もうどうこう言えない立場なんじゃないの？」

				　血涙を流して喚く司祭に、男が革袋を放り投げる。ジャラッ、と袋が石畳の地面に落ちて音を鳴らした。袋からは黒い液体の入った小瓶が口から幾つも地面に転がっていく。

				「俺もね、遊びたいわけじゃあないのよ。あのでっかい面で歩くゼンジ組が気に入らないしさ……」

				　小瓶を老人の司祭が拾い、その中をまじまじと見つめる。

				「この辺りの支配はフレアドが死んで、最早ゼンジ組の自治で仕切っているのと同じさ。あんたらに支配を頼んだ王様もこの有様に……どんな手でも使えって言ってたよ」

				　その痩せこけた男も、自分が投げた袋から小瓶を一つ取り出して手のひらに乗せた。怪しい気泡を含む黒い液体は、月の光も通さない曇った夜では闇に同化して判別は困難だ。

				「だから、俺たちが手を組んだんだろう？　本来なら歪み合う俺たちがな？」

				「ふんっ！　どうだか……貴様らが足手まといにならねば良いがな……まぁいい、人数は欲しいからな」

				　老人は苛立ちを抑えられずに、その小瓶の袋を乱暴に拾い上げると、男を見つめた。

				「確認だ半端者。我々レインの勇者教面々と貴様ら半端者が手を組み、異端者を……延いては賞金首、そして薄汚い欲望の街を侵攻し、討ち取り……浄化する、そうだな！」

				「ああ、そしてあんたは異端者達を国に突き出し、その報酬は折半だ。さらに俺達はあのネムステルを手中へ収める……」

				　二人の口から、壮大な計画が語られる。それを聞く者は誰一人としていなかった。二人は一通りの確認を終えると、お互い背を向けて歩み出す。老人の司祭は勇者を送り出した大教会へ、細身の男はレインの外へ歩み出した。

				「後ろには王国の支援、負けるわけがねぇ！　あの街も、ここら一帯も俺の……いや俺達の手中に収めてやるさ……俺達、オウマがな」

				　闇夜に高笑いを響かせて、細身の男はレインを去っていく。やがて二人が消えた、勇者の血痕の跡を、雲に隠れていた月が微かに照らした。

			  

				　　　　　　　

				

				　アヴェールがルーディについてキョウスイ達に話していた同じ時。

				　遥か東、ホシミツ山を越えた先の国、砂漠の商業国『アルヴェイシャ』から北上した砂漠の真っ只中にある『炎の神殿』。真夜中ながらこの遺跡は、消えぬ松明の暖かさに包まれていた。松明に照らされた神殿は石で作られた空間を照らしている。古くからこの神殿が存在していた事を証明するように、誇りにまみれ、所々に苔を生やしていた。

				　壁面には、昔を生きた人々の様子や、生活の様子を思わせる彫刻が見えた。

				　そんな神殿の最深部、炎の神殿の祭壇に彼ら──勇者達は居た。

				　祭壇に左膝を突いて、立てた右膝に右手を置いて頭を垂れるは、『勇者』レン・ガーランド。

				　その後ろ、祭壇から少し離れた場所には彼の仲間たちがレンを見つめていた。三角帽子の魔法使いメルディ、鉢金を巻いた格闘家リッド。そして、僧侶ユキナ・ペンドルト。

				　彼女達は今、ある瞬間をこの目に焼き付けようとしていた。

				　それは『洗礼』と呼ばれる遥か昔より代々伝わる選ばれた勇者達が受けた祝福の儀式。魔王を打ち倒す運命を背負った勇者が、魔王を倒す力を手に入れる儀式である。

				「長かったわね、初めての洗礼まですごい時間掛かっちゃったわ」

				　不機嫌そうに頬を膨らまし、文句を言うメルディに、リッドは溜息を吐いた。

				「だから、仕方ない……いや、いいや、言ったら色々面倒だし」

				　そんな愚痴のような事を言ったリッドに、メルディが不機嫌な表情を見せた。見たくもない表情を目にしてしまったリッドは、頭を掻きながらユキナに助けてくれと視線を送る。だがユキナは、顔を横に振って、ごめんなさいとばかりのジェスチャーを見せた。これは最早諦めるしかないとリッドは、無意識になろうと試みる。この後に来るメルディの癇癪(かんしゃく)を受け流す為に。

				「言ったら面倒？　どういうことよリッド、まるで私が手に余るお子様みたいな言い方」

				「本当の事だろメルディ……あ、やべっ」

				　無意識の内に本音を明かしたリッドは、さらに余計な事を呟き、メルディの表情が怒りに歪む。こうなれば仕方ないとリッドも、彼女の癇癪(かんしゃく)をなだめる事は出来ないので、迎え撃つ心の準備に入った。

				「リッド!!　また私に悪口言ったわね⁉」

				「悪口も何も本当の事だろうが！　毎回ぐちぐち言いやがって、いい加減喚き散らすのをやめろよ！」

				「はいそこまで、二人共これ以上だめよ」

				　準備は徒労に終わった。慣れた調子でユキナが二人に有無を言わさず仲裁に入る。そしていつも通りにメルディがそっぽを向き、リッドが頭を掻きむしった。

				　そんな三人を尻目に儀式は始まった、勇者レンが祝詞を唱え始めている。彼の声はこの広い祭壇の中でもなぜかよく響いた。

				「現れよ、火の精霊イフリート……我が前に姿を現したまえ……」

				　祭壇で膝を突くレンから確かに声が聞こえると、部屋を照らす松明達が揺れた。そして松明の炎が何かに吸い込まれるように、レンの目の前へと集まると、そこにそれは現れた。炎は筋骨隆々の巨体の男性の姿を作り、レンの前に佇む。イフリート──火を司る精霊が熱き身体を揺らして腕を組み、勇者レンを見下ろす。

				「ようやく現れたか、救世主……いや勇者よ」

				「はい、魔王討伐の為……貴方様の洗礼を受けにこの地へ参りました」

				　そう言って勇者は精霊イフリートに頭を下げる。イフリートはその身体を象る炎を明るく、さらに強く発熱させて彼に答えた。

				「よかろう、我が力をその身に宿し、人々の希望の為に戦うがよい。我が力……受け取れぃ！」

				　そう叫んだイフリートは、その炎の身体から赤い光を放った。赤い光はイフリートの身体を離れて宙に浮かび、勇者の身体へと入っていく。

				「これで洗礼は終了だ。さぁ……残る精霊達の洗礼を受け、魔王討伐へと向かえ、勇者レンよ」

				「はい、悪しき魔王は……僕の正義の剣で葬ります。この使命……必ず！」

				　レンは精霊に力強く誓うと、イフリートは火の粉となって勇者達の前から姿を消した。

				「何か、意外に呆気なかったなぁ……もっとこう、壮大な魔法陣が出たりとか期待したんだけどなぁ」

				　リッドはあまりに早く終わった儀式に、拍子抜けした。彼の中ではもっと壮大な想像があったが、あまりの呆気なさに苦笑いすら浮かべてしまう。

				「大きければいいわけじゃないのリッド。あれは魔力が小さな器に凝縮されたような……って言ってもリッドには理解できないわね」

				「いや、小さい奴に言われても……」

				「ぬわぁんですってぇ！」

				　二人の喧嘩が始まる前に、ユキナは祭壇に居るレンの元へ歩み寄る。ユキナは近づいた瞬間、確かに彼の魔力が、上昇している事を感じて安心し、口を開いた。

				「初めての洗礼おめでとう、レン……」

				「あぁユキナ、無事に終わったよ」

				　洗礼が終わった勇者は、傍に置いていた剣を左腰に携え、彼女の横を通り祭壇から離れた。それに続いてユキナも彼の後ろへついて行く。

				「レン、次の洗礼なのだけど……アルヴェイシャから近いのは、東にある海を渡った先の島、バーリア島の水の神殿ね。だからバーリア島に」

				　ユキナは洗礼を終えた彼に、次の洗礼として近場の水の神殿を上げた。そこはアルヴェイシャからさらに東へ向かった、海の上の孤島バーリア島にあり、水の精霊『ウンディーネ』の宿る神殿。

				　ユキナは一度アルヴェイシャに戻り、シェイン・キャッスルから賜った『龍便』を使って、アルヴェイシャからバーリア島に行く計画を提案しようとした。

				「いいや、ユキナ……僕達は一度レインへ戻る」

				　だが、提案を口に出す前にレンは彼女の言葉を遮った。

				「えっ？　どうして……王国領内に神殿は……」

				　余りにも目的から外れた場所の提案に、疑問を持ったユキナは、彼に理由を尋ねようとした。だが、ユキナがレンの顔を見た瞬間、何がしたいのかを察してしまった。

				「レン……まさか……」

				「あいつは、城から脱出した。あの薄汚い異端者の傭兵は……城を壊して脱出してあまつさえのうのうと生きている！」

				　レンは、また彼に……あの傭兵に戦いを挑む気でいたのだ。精霊から力を授かった今、城から脱獄した彼を討ち果たそうとしていた。

				　彼の表情は、ホシミツ山で完膚無きまでに叩きのめされた時の怒りに満ちていた。傭兵に対するレンの恨みが相当大きい事をユキナは理解していたが、違う想いも持っていた。あんなに叩きのめされたレンは可哀想だが、こうまで彼を怒らせる、あのユートと名乗る傭兵が完全な悪人だとは思えなかったのだ。

                			

	








			
				　何故なら彼は、彼女──ユキナを必死で助けたからだ。ユキナは今でも憶えている。ホシミツ山で体調が悪くなり落下した自分を助けて、適切な手当をしてくれた彼の事を。また、会えるのだろうか？　ユキナの頭にふとそんな想いがよぎる。しかし、何を血迷ったかとばかりに彼女は頭を振った。

				　彼は異端者であり、勇者を卑下した大罪人。もしまた会ってしまったなら、戦わなければならない。だから、そんな事を思ってはいけないのだ。

				「あいつはまだシェイン王国内に居る！　奴を見つけ出して、この手で斬り倒さなければならない！」

				　大きな声を神殿に響かせて外へ向かうレンの後ろ姿に、もう彼は止まらないとユキナは確信した。ならば勇者の仲間としてついていかねばならないと、彼女も後を追った。そして、そんな勇者と僧侶が先に行った事に、口喧嘩していたメルディとリッドが気づいたのは、二人の姿が遠くの出口に見えた時だった。

			  

				　　　　　　　

				

				　空のワイングラスは、真紅の液体に満たされる。本来ならもう閉店の時間はとっくに過ぎていたが、三人の話は終わらない。イズナはグラスを磨きながら、アヴェールという男の話を聞いていた。

				「共和国なのに王族だぁ？　そりゃどういう事だぁ？　そもそもロマルナは、共和制の国だろうがぁ」

				「はいキョウスイお勉強。共和制になる前はロマルナも王政だったのよ……その時の王様の血筋、一族って事よ」

				　アヴェールの話にキョウスイは異を唱えたが、ランジェはキョウスイの学の無さに呆れながらグラスの中の赤ワインをくるくると揺らしながら呟いた。

				　現シェイン王国領ロマルナが、元々ロマルナ共和国という『共和制』の国であるという事はキョウスイも知っていた。故に王族だの王様だのは居ないはずだと思っていたのだ。しかしランジェの説明によると、残された王族は共和制の中で今もなお『国の象徴』として崇拝されて守られている存在であるということだった。

				「そう、それで彼女はその王様を守っていたんだけど……唯一処刑されずに生き残ったのだとさ」

				「ほう……で、取り戻す云々言っていたが、何かは聞いたかぁ？」

				「多分王族の人間……生きているって知ったらロマルナ国民が大騒ぎするさ」

				「多分って、何故分かるのよ？」

				「それはほら、お兄さんの目と話術にかかればね。あと彼女の言葉と態度……それだけあれば、お兄さん、女神さまの下着の色から好みだって見抜けるさ……あ、女神さまは履いてないんだっけ」

				　同じようにワイングラスを回すアヴェールが答えたが、真面目に話をしているようには見えなかった。この男を信用してよいものかとランジェは酔いで回らぬ頭を何とか回すが答えは出ない。

				「付き合いきれねぇ、先に寝らぁ」

				「おいおい、夜はこれからだぜ？　できりゃこれからこの楽園を案内してくれよシニョーレ」

				「子守が要るのかぁ？」

				　せっかくだからこの隠里を案内してくれと言うアヴェールを断り、付き合いきれんとキョウスイは寝る事にした。

				

				　キョウスイは、用意された自分の部屋へ向かっていた。全七階のこの娼館で、六階と七階は宿泊ホテルとなっており、ユート一行はそれぞれ七階に部屋を用意されていた。

				　長い階段を上がり、扉が立ち並ぶ廊下に入ると、ふとまだ怪我で目が覚めないユートの事が頭によぎる。確か医者が処置していたがもう終わっただろうかと気になり、キョウスイはその部屋へ向かう。

				　確かぁ……一番奥だったか？

				　酒の影響で回らない頭を何とか動かしながら、ユートが寝ている部屋を思い出し一番奥の部屋へ向かうと、そこにはルーディが立っていた。

				「寝込みを闇討ちかい？」

				　皮肉交じりに彼女に声を掛けると、それに気づいたルーディがゆっくりとキョウスイの方に向いた。その表情を見るに、汽車の上でユートと戦った殺気の凄まじい、勇猛な騎士の姿は無い。余りに弱々しい、覇気の無い姿がキョウスイには見て取れた。

				「言い返す気も無いってかぁ？」

				「何も……言い返しはしないさ、あの子は私に勝った。私は負け犬……どう呼ばれても構わないさ」

				　言い返すどころか、ルーディは皮肉を真に受ける。そんな彼女に舌打ちをしながらも、キョウスイは人質について聞いてみる事にした。

				　アヴェールがそこまで深く聞いてなかった事もあり、何か新しい情報にでもありつけるかと、キョウスイは彼女に目を合わせて質問を始める。

				「あんた、人質を取られてるってなぁ？　一体誰なんだいそれは……」

				「そなたは……もう少し回りくどくてもいいんじゃないか？　率直すぎるぞ？」

				　率直な質問に、ルーディは苦笑いを浮かべながらキョウスイに言葉を返す。

				「ややこしいのは嫌いでなぁ、で……どうなんだよ？」

				　キョウスイは、さっさと答えろとあからさまに、苛立つ雰囲気や表情を見せてルーディに催促する。しかし、ルーディは自分の両肘を両手で交差して包み込むように、自分を抱きしめて俯(うつむ)いた。

				「あぁ、人質は居た……」

				「居た……なぁ、だがぁ……テメェが俺達を仕留めるのに失敗。今頃じゃあの世ってかぁ？」

				　居た、と言った彼女にキョウスイは喉を鳴らすように静かに笑いながら、その人質の今を予想し、口に出す。それを聞いたルーディも掠れた笑い声を出して、それに答えた。

				「だろうな、今頃あの方はもうこの世に居ないだろう……私も戦う意味が無くなった。そなたらに歯向かったところでもう意味は無い」

				　何もかも諦めたような暗い笑顔を浮かべた彼女の目尻から涙が溢れ出す。

				「惨めだ……な。国も守れない、人質も……救えない。こんな有様で騎士を名乗るのも……笑えてくる」

				「ああ笑えらぁ……可笑しくて笑いがこみあげてくる」

				「あぁ、なら笑ってくれ……こんな惨めな負け犬のわた──」

				「人質、死んでねぇぞ？」

				　彼女の被虐な呟きを遮るように、キョウスイは言う。余りにも唐突な言葉にルーディの時間が少し止まりはしたが、すぐに動き出す。

				「な、なにを馬鹿な！　根拠もない事を!?　私はそなたらを仕留める事に失敗した！　失敗すれば殺すと言われた！　とっくにもうあの人は……」

				「それはテメェの雇い主が、テメェを焚きつける為の嘘だよ。ま……聞きなぁ」

				　焦り、叫ぶルーディにキョウスイは自分のパイプを取り出そうとしたが、いつものポケットにパイプが無い事に気付いた。どうやらバーに忘れたらしい。仕方ないと髪を掻き毟り改めてキョウスイは話し出した。

				「確かに、テメェは失敗した。だがなぁ……今回の失敗、テメェの雇い主にとって厄介な形の失敗なんだよぉ」

				　厄介な失敗。そう聞いた彼女の頭に疑問が浮かんだ。確かに自分はこの依頼を失敗した、失敗は失敗でしかない、厄介も何も無いはずなのだとルーディは考えていた。

				「厄介な？　一体なぜ、何が厄介だと……」

				「テメェが生きてる事さぁ……あの場所で、汽車の上でテメェはユートに気絶させられた、そして俺たちはぁ、テメェから情報を聞き出す為に生かした、それがテメェの依頼主にとって厄介なのさぁ」

				　キョウスイはそう言いながら、廊下の窓の方に歩いて行く。

				「生きているってぇ事はだぁ。依頼した人間の情報を吐かせられるって事さぁ……分かるかテメェは？」

				　はっ！　とルーディは驚いた。キョウスイの言う通りである。生きているということは、それだけで自分は重要な情報源。襲撃を依頼した人間を割り出す事が可能になってしまうのだ。

				「でだ、そんなテメェを放って置く依頼人じゃあねぇ。俺が依頼人ならぁ、テメェを……そして俺達を一気に殺せる刺客を送り込む……だが、わざわざ出向くよりも簡単にぃ、テメェや俺達をおびき出す方法もあるのさぁ」

				　キョウスイが窓から見えるネムステルの街を見下ろしながら、話を続ける。だが、ルーディは気づいてしまった。なぜ人質にされたあの人が生きていると、この任侠者が言ったのか。そしてそれが、ハッタリなどではなく本当に、可能性の一つとして考えられる事も。

				「テメェの人質を使うことで……隠れたテメェをぉ……ひいてはテメェを生かした俺達ごとおびき出すのさぁ」

				　余りにも下衆な、そして聞きたくもない方法が、ルーディを動揺させる。

				　ルーディも本当は、人質である『あの人』が生きているとは思えなかった。しかし、この任侠者の放った言葉に『あの人』が生きているかもしれないという希望を持つと同時に、これから起こるやもしれない事態に顔が青ざめる。涙も止まり、焦燥が彼女の顔に浮かび上がる。

				　だがこれは危機ではあると同時に最高の機会でもあった。『あの人』は既に殺されているかもしれない。だが、少しでも可能性が見えるなら立ち上がるべきだと、彼女の顔に覇気が浮かび上がる。

				「そなたの言う事は……はっきり言って信用できない。あの人はもう死んでいるかもしれないんだ……」

				　ルーディは俯(うつむ)き床を見る。髪の毛で顔は見えないが、苦しそうに悩む顔をしているのだろうとキョウスイは腕を組んで彼女を見つめた。

				「だが、そなたの言葉に少しだが希望も持てた……私は、その少しの希望があるなら、どうしてもあの人を救いたい！」

				　勢いよく顔をあげて、ルーディはキョウスイを見る。

				「じゃあ教えなぁ……テメェが救い出したい野郎を、テメェに命令した野郎をなぁ？」

				　今の彼女に、負け犬の姿はない。キョウスイに彼女の内面を見ることはできないが、言葉の抑揚(よくよう)や目つきが、彼女の復活を感じさせた。

			  

				　　　　　　　

				

				　アヴェールは、ランジェやキョウスイが部屋に戻った後、一人ネムステルの街に繰り出していた。頭ガタガタ千鳥足と言ったがあれは嘘で、二人が部屋に戻ったのを見計らい、アヴェールはレインブルの娼館の入口から外に出ると、その欲望の渦巻く景色に見とれていた。

				　蛍光色に光る怪しい松明、胸踊る打楽器の音に、怪しく艶めかしく男を店へ誘う女達。アヴェールにとってこの街は、一度見てみたい場所でもあった。無論見るだけではなく、遊びたい気持ちもある。

				　が、それよりも活気のある街だからこそ情報も溢れており、何か知っている人がいるかもしれない。大衆バーや娼館などの客や嬢から、アヴェールは情報を聞き出そうとしていた。

				「さてさてーッ、こういう街は、朝はだぁれも居なくなる。遊ぶ……じゃなくて、情報を探すなら活気のある今しかないわけよ」

				　とりあえずはその辺の店を覗いて見るかと、歩き始めたアヴェールは、足元に何か柔らかい感触を感じた。

				「っと……なんか踏んだ……げっ」

				　その足元を見れば、先ほどイズナが葬ったゴロツキが倒れていた。見た感じは二度と起き上がる事は無いほどの大怪我を負っている。

				「おっかねー、誰か処理しないのかね？」

				　アヴェールは知らないが、この街で喧嘩やいざこざで死んでもだれも知った事ではない。喧嘩して死んだ奴が悪いというのが、王国から隠れて商いをするこの街の常識なのだ。気を取り直してアヴェールはレインブルから離れて、娼館や酒場が密集する大通りを歩き始めた。辺りには嬢に腕を回されて鼻の下を伸ばす男、パイプを吹かす女性など様々な人間がこの街に居た。

				「はは、こんな街ロマルナには無かったなぁ……っとごめんよ？」

				　そのまま大通りの出入り口に差し掛かると、アヴェールは誰かとぶつかった。すぐさま謝罪を口にすると、そこには箱を担いだ背の低い男が居た。

				「お兄さん、葉巻どうだい？　安くしとくよ？」

				　突然の押し売りに、アヴェールは少し驚いたが構わず男は箱を開けると、ズラッと丁寧に並べられた葉巻が目の前に出された。

				「葉巻ねぇ……じゃあ一本お兄さんに頂戴よ」

				「毎度！　銅貨三枚ね、火は点ける？」

				「じゃあお願いするよ」

				　アヴェールはジーンズのポケットから銅貨三枚を渡すと、男はイキイキとして箱から葉巻を取り出し、ポケットからナイフを取り出して葉巻の先を切り落とした。そして近くにあった蛍光色の松明に近づけて、切った先に着火してからアヴェールに渡す。

				「成る程ね、松明で少し違う気分を味わえるわけね？」

				「そそっ！　綺麗でしょっ！」　

				　本来赤く燃えるはずの火種は、松明の蛍光色でピンク色になっていた。味は葉巻そのものだが、一味違う光に気分も少し変わる。ゆっくりとアヴェールは葉巻の煙を口に含む。葉巻はタバコやパイプと違って肺まで空気は入れずに、口に含んでから鼻に通すように吸う。すると、鼻にその葉の香りや風味が広がり、それを楽しむ。

				「っと、これ銅貨三枚ならいい方か……」

				　銅貨三枚にしては良質な味に、アヴェールは満足し、鼻から煙を出す。しばらくして、目的である情報収集を忘れていた事に気づいたアヴェールは、目の前の葉巻売りに、試しに聞いて見る事にした。

				「なぁ、ちょっといいかな？」

				「何？　葉巻もう一本いく？」

				「まだ吸い始めだよ。いや〜……お兄さん聞きたい事があるんだけどさぁ……」

				　さてまず何を聞くかと、アヴェールは葉巻の火を見ながら考える。そういえば、と彼は先ほどのゴロツキ達との会話を思い出した。レインブルの娼館にタカリのゴロツキが来た際、自分達を『オウマ』とか名乗っていた。しかしランジェはそんな組織は存在しないとあの席で呟き、そのゴロツキを倒したイズナは嘘の組織の名を語ったタカリだと切って捨てた。だが、そんな嘘の組織、いや個人が『バッジ』などという代物を、タカリの為にわざわざ用意するのだろうかと、あまりにも周到な用意に違和感を覚えていた。

				「最近さぁ、たかられたり脅されたりとか……トラブルは無かったかい？」

				「トラブル？　……あぁ、あるね、葉巻を全部渡せってさぁ……」

				「まじ？　もしかしてさぁ……そいつらオウマって名乗ったりとかしてる？」

				「おぉ！　そうそう、確かそんな名前だったよ！　てかお兄さん、よく知ってるね？」

				　どうやら運がいいようだ。ランジェはオウマという組織は無いと言っていたが、組織が存在する可能性が出てきた。引き続きアヴェールは、この葉巻売りに質問する。

				「オウマ、オウマとか名乗ったりしているけどさぁ、誰かわかる？　お兄さん知りたいわけよ」

				　踏み入った質問だった。これだけ名前を出す以上それなりの組織の筈であり、アヴェールはこの葉巻売りが嘘を吐かないか、念入りに挙動を確認しながら聞いた。

				「いや、それがオウマなんて聞かない組織でね……ほら、ここいらのシマというか自治はゼンジ組の旦那が目を光らせてるし……そもそも組織を運営するのも難しい筈なんだけど……」

				　だが、怪しい挙動も言動の詰まりも無く、スラスラと彼は喋った。嘘を吐いた様子はない、という事はこの葉巻売りは本当の事を言っているようだ。

				「じゃあ僕は仕事に戻るからさ、また葉巻買ってくれよ？」

				「ん？　お……あぁわかったよ、また買うからさ」

				　しばらく考えていると、葉巻売りは仕事に戻る為に葉巻の入った箱をしまい、大通りの雑踏の中に消えて行った。

				「こりゃ、もっと聞き込みをしないといけないみたいだね」

				　そしてアヴェールも、情報をさらに明確にする為に再び大通りを歩き始めた。

			  

				　　　　　　　

				

				「んだと……テメェそれは嘘じゃあねぇだろうなぁ？」

				　ルーディから、誰が人質として取られたのかをキョウスイは聞き出した。だが、待っていたのは驚くべき事実だった。それこそ、もしも口にパイプを咥えていたら、落としてしまいそうな程の驚きだった。

				「私は嘘を吐かない。こんな事は嘘であって欲しいさ……だが真実だ」

				　ルーディも、自分が口にした事が嘘であって欲しかった。だが、これは紛れもない真実で彼女はその人質を絶対に救いたかったのだ。自分にも言い聞かせて再確認するようにもう一度息を吸い、彼女は人質の名前を言った。

				「人質の名前は、ラック・ロンベル……今は亡きロマルナ共和国の王子だ」

				　再び耳に入った人質の名前に、キョウスイの頬に冷や汗が走った。一つは国の大きな象徴が捕まっている事に。そして……。

				「あのゲイ野郎……マジで当てやがった」

				　アヴェールの予想が当たっていたこと、この二つにキョウスイは衝撃を受けた。

			  

				　　　　　　　

				

				　まず、目が覚めて耳に入ったのはシャワーから水が流れる音だった。ふかふかの枕にふかふかのベッド、そして次に小さな傭兵は腕に巻かれた包帯と胸を覆うように巻かれた包帯に気づいた。そして、見上げてみればその天井は見知った、一度見た事のある天井だった。

				「ネムステルのレインブルの……ホテル？」

				　すぐに、今寝ている場所をユートは理解した。少年はベッドから起き上がろうとして、右手をベッドに突いて支えにし、腕に力を入れようとした。

				「うぐっ！」

				　何気無く自然に呼吸した瞬間、ユートの胸元に激痛が走った。すかさず胸を押さえて痛まないよう、ゆっくりと呼吸する。この痛みはユートにとって久々に感じる肋骨の折れた痛みだった。

				「久々に折られた……やっぱり強いなあの人……」

				　あのルーディと名乗る女騎士の強さを実感し、そう呟いてユートは胸を撫でる。すると、シャワールームの扉が開きタオルを体に巻いたランジェが出てきた。

				　ランジェはユートが起きている事に気づくと、髪の毛にタオルを巻いて、身体を包むタオルが落ちないようにしっかり持って近づく。

				「良かった、起きたのねユートちゃん」

				「えと……おはよう……」

				「おはよう、具合はどうかしら？」

				　そう言われて、自分の身体を確かめるようにユートは動かす。添え木で固定された左腕以外は、特に異常は無くいつも通り動いた。

				「左腕以外は……」

				「まぁ、それは仕方ないわね……医者が回復の魔法を掛けに来るから、それまでの辛抱になるわ」

				「わかりました……ところでランジェさん？」

				「何かしら？」

				「服、着てください」

				　そう言って彼は顔を赤らめてそっぽを向く、どうやらいつも通りのユートだと、ランジェは安心してユートの部屋のソファに置いていた自身のピンクの下着を手に取り、再びシャワールームへ着替えに向かった。

			  

				　　　　　　　

				

				「おいてめぇ、何のつもりだぁ、あぁ？」

				　キョウスイは朝早く、対応に困っていた。イズナに朝一で起こせと言い、その通りイズナは朝のまだ日の昇らない時間に起こしにきた。

				　だが、いざ外へ出ようと扉を開けると、自分にあてがわれた部屋の前にアヴェールがうつ伏せにぶっ倒れており、どうすればいいか流石のキョウスイも対応に困った。

				「……なぁにしてやがんだぁ？　テメェはよぉ？」

				　試しにそう声を掛けてはみるが、アヴェールはうんともすんとも言わない。返事一つしないこの無礼な両刀使いに対し、キョウスイは人差し指で頭を掻いて、彼の転がる廊下を右に、左にと見渡す。

				　その後、彼が取った行動は……。足を振り上げ、その靴底でアヴェールの後頭部を踏み潰そうとした。足は勢いよく振り下ろされ、アヴェールの波がかった髪に触れようとした瞬間。

				「うわぁぉああ!?　待った待ったシニョールゥ！」

				　アヴェールは叫びながら真横に身体を回転させて、キョウスイの踏み潰しを何とか回避した。キョウスイの足はアヴェールの耳を掠り、廊下に大きな音を鳴らして打ち付けられる。

				「んだよテメェ、返事もねぇから踏んで欲しいと思ったじゃあねぇかあ」

				「シ、シニョール、踏む力にも限度があるよ……それ踏み殺しに来てるよね？」

				　チッ、と舌打ちを一つしたキョウスイがアヴェールの顔の横から足を退かせる。するとアヴェールはゆっくり立ち上がり掠って熱を持った耳を撫でながらキョウスイの前に立った。

				「でぇ？　朝っぱらからわざわざ俺の部屋の前に倒れてたんだぁ、何か用かぁ？」

				「はは、無かったらこんな悪戯しないさ」

				　意味は対して無かったけどと彼は呟いて、腰のサイドパックから丸めて糸で縛った羊皮紙を取り出し、キョウスイに見せる。キョウスイは突然差し出された羊皮紙に顔をしかめるが、それを手に取って糸を解き、丸まった羊皮紙を拡げる。

				「これはぁ……ゲイ野郎ぉ……まさか昨日の内に？」

				「そそっ、お遊びのハシゴのついで……っとと、それが本命なんだった」

				　聞き逃してはいけない様な事をアヴェールは呟いたが、キョウスイは羊皮紙に書かれた内容を見て驚く。そこには、ここ最近ネムステル内の店で起きたトラブルが、ほぼ全店舗分書かれていた。娼館から小物売り、バーに歩き売り、ネムステルの中には様々な商売の店がある。それをこの男はたった一日、しかも一晩で聞き出し、この羊皮紙一枚にまとめ上げたのだ。

				「どう？　お兄さんも中々やるでしょう？」

				「一晩で仕上げたのかぁ……けっ！　倒れてた理由も分かったぁ」

				　自信満々に胸を張るアヴェールに、少し口角を上げて嫌みったらしくキョウスイは笑いながら、その羊皮紙に目を通そうとしたが、突然キョウスイは読むのを止めた。

				「これはぁ下でじっくり読もうかぁ」

				「おっと、焦らすの上手いねシニョール……一体どうしたよ？」

				　なぜ読むのを止めたのか、アヴェールは理由を聞くと、キョウスイが左手の親指で廊下の左側、アヴェールから向かって右方向を指し示した。そこには、包帯を巻いて左腕を吊るしたユートと、シャワーを浴びたのか少し肌を赤らめて上気させたランジェが居た。そして、アヴェールは一度ユートに視線を移す。

				「アヴェールさんおはよう、って……どうしたのジロジロ見て？」

				　それから、ゆっくりとランジェに視線を移した。

				「あら、朝からいやらしい目つきねアヴェール」

				　二人が揃って現れ、ランジェはシャワーを浴びたように肌が上気している。そこからアヴェールは一つの答えを導き出すと、彼はユートの肩に手を置き呟いた。

				「昨晩はお楽しみのようで……」

				「──歯ぁ食いしばれアヴェールウウウウウウッ！」

				「ミンキァアアアア‼」

				　その刹那、アヴェールの股間に重く強い衝撃がのし掛かった。ユートの蹴りがアヴェールの股間を思い切り蹴り上げたのだ。それだけならまだしも、彼の身体は浮き上がり、脳天を天井にぶつけてしまい、うつ伏せに股間を押さえて倒れながら痙攣する始末だった。

				「おぉ、本気で蹴ったなユート。こいつぁ流石に潰れたか？」

				「潰れたわね、本当にタマナシになるわ」

				　側にいたキョウスイは、痙攣するアヴェールを見ても慰める事はなく、けたけたと彼の無様な姿を笑った。

				「バ、バンビーノ……つ、潰れた、潰れたかも、いや引っ込んだかも……謝るから優しく撫でて」

				「まぁだ、そんな事言う余裕があるんだね、アヴェール！　誰が撫でるか！　誰が！」

				　まだ減らず口を叩くアヴェールに、ユートは靴底で彼の後頭部を踏みつけて、グリグリと顔面を床に擦り付ける。

				「ワァァアアオッ！　こ、股間と頭に来る痛みにお兄さん興奮するか痛むべきか悩んじゃうじゃないかーッ！　あ、バンビーノできればちょっと優しく……」

				「誰が注文を聞くか！　朝から、いきなり盛ったような言葉呟いて！　こっちはついさっきまで身体の痛みに耐えてたんだぞ!?　それをアヴェール！　お前は、お前はぁあああ！」

				「ぎゃぁあああ!?　バンビーノ！　潰れる、痛い！　あっ少し気持ちよく……いややっぱ痛い痛い痛いぃいいい⁉」

				　踏みつけの痛みに苦しむ中、微かな快楽を見つけたかに思えた刹那、やはりアヴェールは痛みに苦しむ。しかしそんな彼をユートは、まるで怨敵のように踏みつける。

				　だが……。

				「し、少年は一体何をしているのだ？」

				　少し離れた所から聞こえた女性の声に、ユートは冷静になった。自分の怪我から復帰しての初仕事は、以前死闘を演じた敵の刺客である女騎士ルーディの誤解を解く事から始まった。

				

				　そもそもなぜ彼女がこの場に居るのかを、まずキョウスイ達から聞くのが先なのだが、そんな事など忘れ、若干距離を置くルーディに少年らしからぬ下手な状況の説明をする事になった。

				　その後、ユートに加虐主義を垣間見たと勘違いしたルーディを含めて五人はイズナが用意した、以前ユートとキョウスイが使用した赤絨毯のＶＩＰルームにて状況を纏める運びとなった。キョウスイを個別のソファに座らせ、その両サイドに二席ずつ置かれたソファの右側にユートとランジェ、左側にアヴェールとルーディが座る。

				　まず、用意されたテーブルに、アヴェールが一枚の羊皮紙を拡げた。それはアヴェールが一夜で調べ上げたネムステル内で商いをする店のトラブルを纏めて記したものだった。

				「よし、シニョールシニョーレ達、まずはここを見てくれ」

				　アヴェールはそう言いながら、拡げた羊皮紙に書かれた内容を指差す。そこには、大体の店が『オウマ』と名乗る連中とトラブルがあった事が記されていた。

				「シニョール、改めて聞くけどゼンジ組が目を配るこの周辺の村々や町には、オウマとか名乗る組織はない、本当だね？」

				「……ランジェも知ってるがぁ、このネムステルやレイン、ラーナ村近辺にそう名乗る組織は聞いた事がねぇ……全くだ」

				　アヴェールがキョウスイに、オウマという組織がないか確認を取るが、キョウスイはそう返した。キョウスイ自身、ユートと共にラーナ村から出る以前から、その組織の名前すら聞いた覚えも無かった。

				「私も、キョウスイの言う通り聞いた事がないわ……」

				「でも実際こいつらはオウマと名乗って、この界隈でトラブルを起こしている……じゃあ、お兄さん達が考えるられるのは一つだ」

				　ランジェもやはり聞いた事が無いと言うと、アヴェールは一つの考えを導き出す。

				「新興団体……つまりつい最近この、オウマという組織はできたんじゃあないかとお兄さんは思う、そのグレ？　とかいう半端なチンピラが徒党組んでさ？」

				「つい最近？」

				　アヴェールの考えにユートも首を傾げる。ユートもランジェから寝ている間にある程度掻い摘んだ話を聞いたが、まだ整理が追いついてなかった。

				「つい最近できたばかりの組織が、ここら一帯を仕切るゼンジ組の自治内で好き勝手？　アヴェールさん、いくらなんでもそれは身の程知らずだし……あり得ないんじゃないか？」

				　ユートはアヴェールの意見には否定的だった。この周辺を仕切るゼンジ組のキョウスイ、そしてそのゼンジ組が経営する娼館のショーの踊り子として働いていたランジェも、ユートの意見に頷く。

				「ゲイ野郎ぉ……ユートが言っている方が正しいぜぇ？　そんな身の程知らずは昨日のイズナの喧嘩みてぇになるってぇのに、テメェはなぜそう考えた？」

				　そうユートに同調するように発言したキョウスイに、アヴェールは手を組み少し視線をキョウスイからずらした。キョウスイは、この男は浅はかな考えで言ったのかと、少し顔をしかめたが、すぐにキョウスイの目をしっかり見て話し出す。

				「お兄さんは思うんだよね……例えば、そんな身の程知らずな行動ができる理由があるって」

				「理由？　ちょっとアヴェール……その、オウマって組織があったとして、さらにこの身の程知らずの行動をする事ができる理由があるの？」

				　手を組みキョウスイに話すアヴェールに、ランジェがそう聞いた。

				「例えば……そのオウマという組織の後ろに、もっと大きな……ゼンジ組なんてどうとでもなる組織がある……としたら？」

				　アヴェールの口から出た考えは、ユートやキョウスイ、ランジェ、ルーディの予想の範囲を越えていた。ゼンジ組などどうとでもなる組織。アヴェールの考えを聞いたキョウスイが顎に手を当てる。

				「成る程なぁ、……確かに俺たちを潰せる組織がいるし、さらにその組織が俺たちを潰したい理由がある」

				「流石シニョール、簡単に気づいちゃったね？」

				　すぐさま気づいたキョウスイの反面、ユートは気づかなかった。キョウスイはその短髪を掻き毟り、溜息を吐きながら言った。

				「……王国の連中……だなぁ？」

				「その通り、その考えが一番割合高いよ」

				　キョウスイの口から出た答えにユートは頷く。

				　確かに王国の連中は罪人であるこちらを取り逃がし、王宮を爆破されてお冠。以前にはこの領地の支配をしていたフレアドを殺された。

				　さらに言えばフレアドの死により、ラーナ村の鉱山の奪取、そして国有化の失敗、勇者の恨みと、怨恨(えんこん)は積もり積もって計り知れない。そんな王国がラーナ村やゼンジ組、はたまたネムステルに対し何か考えがある人間を見つけたら、今までこちらに何もできなかった事、返り討ちにされた事を踏まえると、なりふり構わず協力を申し出るかもしれない。

				「つまり……こちらに恨みを持つ人間を使って、それを王国の仕業に見せないようにしている。その隠れ蓑が……」

				「チンピラ集団のオウマだって事さバンビーノ。ま、集まったのは荒くれ者だけで、逆らったら王国の威光で揉み消しってところだろう。使えなけりゃ包んでポイのヤリすて御免さ」

				　ユートは内容を理解すると、右膝に折れてない右腕の肘を立てて頬杖を突いて呟く。

				「何か、理解はしたけど頭の中で整理できないね……要はそのオウマって組織が喧嘩売ってるから買って、叩き潰せばいいのかな？」

				「ユートぉ……勝手なんだがそういうワケにゃあいかねぇんだぁ……」

				　そんな呟きに申し訳なさそうに返したキョウスイに、ユートはえっ？　と声を出して少し驚いた。

				「何で、キョウスイ……何か障害があるわけ？」

				「あぁ、もし……そのオウマの裏に、シェイン王国がいるならぁ……相当な準備をしてる筈だぁ……こっちが手を出せねぇ様になぁ」

				　そう言ったキョウスイにユートは『どんな風に？』と聞く。その質問にキョウスイは、アヴェールの隣に座り真剣に話を聞くルーディに視線を向けた。すると、ルーディの表情が何かを察したのか焦燥に歪む。

				　なぜキョウスイの目配せ一つでこんなに彼女の表情が変わりはじめたのか分からなかった。それもその筈、これはルーディが話した最悪の展開だったからだ。ルーディは絞り出すような、悲痛を帯びた声で話し出す。

				「やはり……そう思いますか……いや、そうするでしょうね……」

				「待ったキョウスイ、話が見えない……しっかり教えてくれ」

				　内容の分からない会話に、ユートがしっかりと内容を話せと言う。また、キョウスイは視線をルーディの目に合わせると、ルーディはそれに悩んだ様なそぶりを見せ、そして決心したかの様に頷いた。

				　その頷きを見て、キョウスイが深呼吸を一つすると皆をしっかりと見て、ゆっくり言葉を紡いでいった。

				「人質を取られてんだぁ……それもぉ、こいつの恋人だとかぁ両親じゃねぇ……人質は元ロマルナ共和国の王子だ」

				　それを聞いたユートは、衝撃を受ける。キョウスイは続けてユートを見て話し始める。

				「ユートぉ、俺はぁこれを聞いちまった以上このルーディを放っておく気にはならねぇ……」

				　しっかりと目を合わせると、相槌も頷きも無く、少年はただ話を聞いた。

				「だがぁ、このアマは元々敵だぁ……テメェを大怪我させて命を奪いに来たぁ……だからぁ」

				「だから何、俺一人でやるって？」

				「そうだ俺一人で……あぁ？」

				　それから言おうとした事を少年に言われ、キョウスイはキョトンとした。しかし、彼の前に居るユートはそのソファに背を預けて天井のシャンデリアを眺めながら、ゆっくり息を吐いて、一言言った。

				「下衆だ下衆だって思ったけどさ、僕以上の下衆野郎だね、この王国は」

				　くっきりと額に血管を浮かばせて、少年は怒りに震えて呟いた。

				「人質を取るのはいい、あぁ、妥当な手段だからね……しかもそれが元王族なら尚更さ、僕だって同じ立場なら喜んでするさ」

				　下衆野郎だ、と呟いたユートから次に出たのは人質の肯定だった。なぜなら、ユート自身は勝つ為なら手段を選ばない人間だからだ。女騎士ルーディを相手にした時も、背後からの奇襲で勝ちを拾っている。全ては生き残る為、死力を尽くさねば生きられないと考える彼だからこそ、人質を取るという行為は批判どころか、称賛に値する。

				「だけど、それを他人の陰に隠れて……高みの見物しているのが僕には許せない」

				　ユートが怒る理由は、王国の卑怯な立ち位置だった。王国が関与する、手を汚さなくて結果だけが手に入る、そんな立ち位置にユートは怒りを覚える。

				　思わず彼の両手に力が入る。右腕はともかく、折れて治療中の左腕にはまだ激痛が走る。だが、そんな痛みで少年の怒りを鎮める事などできない。

				「今思えば異端狩りもそうだ！　勇者の威光を掲げて、あいつらは……あいつらは！」

				「バ、バンビーノ!?　どうした一体、ちょ！　落ち着きなってば!?」

				　突拍子も無く激昂した少年に、アヴェールは驚いた。今の話にユートが怒る要素は無くアヴェールのからかいも無い、いきなり怒り出したのだ。

				「落ち着けぇ！」

				　響き渡るキョウスイの喝に、ユートが体を揺らした。それでも少年は拳を解かず、身体は強張りさらには歯ぎしりも聞こえた。一体何事かと、全て打ち明けた女騎士ルーディも戸惑う。

				　だが、ランジェやキョウスイは違った。ランジェは心配そうな表情でユートを見つめ、キョウスイも何かを知っているかのように、狼狽(うろた)えもせずゆっくりと口を動かす。

				「俺はお前に何も言う気はねぇし、止めもしねぇ……」

				「分かった、それで何？」

				「今回の目的はぁ……俺はぁ救出だと思ってる。そこはぁ念頭に置いてくれぇ、頼む」

				　そう言われたきり、ユートはただ了承する意思を表すように首を縦に振り、黙り込む。しばらくして小さな傭兵はおもむろにソファから立ち上がった。

				「少し頭を冷やすよ……みんなごめん」

				　それだけ言うと、ユートはＶＩＰルームの扉をゆっくり開き出ていくと、ゆっくり扉を閉じていった。

				「あの子は……一体なぜいきなり怒ったのだ？」

				　たった数秒の出来事にルーディはうまく表情を作る事ができなかった。自分を倒した少年が突然怒った理由が見えず困惑して、どうすればいいのか分からず怒った理由を皆に聞く。それを聞いたキョウスイがその問いに答えようと口を開いたが、押し黙る。だが急に何かを思いついたかのように顔を上げて答えた。

				「いや、俺の口からは言えねぇ……テメェが聞いてみなぁ……似た境遇だし話してくれるかもしれんな」

			  

				　　　　　　　

				

				　ユートはＶＩＰルームの外で、仲間に言った通り頭を冷やして反省していた。些細な事でここまで熱くなった自分に溜息を吐く。ルーディと自分の境遇は立場が違えど幾つか似ていて、それがユートのトラウマを掘り起こしたのだ。ルーディは王国に国を奪われ、ユートは王国に家族を奪われたのだ。

				　階段を下りて一階のバルコニーに向かう。外に出て少し空気を吸えば気分も晴れるだろうと、足音を立てて下りていく。

				「少年よ待ってくれ！」

				　そんな中後ろから自分を呼び止める声が聞こえて、ユートは階段で立ち止まり振り返った。聞こえた声はランジェやアヴェール、ましてやキョウスイでもなかった。

				「待ってくれ、頼む！」

				　そこには先日、汽車で死闘を演じた女騎士ルーディが階段を走って下りてくる姿があった。

				「何？　そんなに急いでさ……」

				「いやすまない、はぁ……はぁ……」

				「まぁ落ち着こうか、僕も頭冷やさなきゃだし……」

				「そうか？　そうだな……はぁ……はぁ」

				　ルーディは追いかけて乱れた呼吸を整える為に、深呼吸を始める。

				　ユートも頭を改めて冷やそうと彼女の様子を見て、どう話を切り出そうかと言葉を選ぶ。

				「それで、何か御用ですか？」

				「あぁ、用というのは……というか、改まり過ぎじゃあないか？　汽車の上のそなたはいずこへ？」

				「戦いだから、だよ……日常でもあんな風なわけないでしょう？」

				　ルーディは少し驚いた。死闘を演じた間で、彼女にはユートに対する先入観が出来上がっていた。敵の心の傷を抉る挑発に毒舌。勝つ為なら何でもする卑怯な人間で、性格も最悪だと思っていた。だが、今話してみればそれは違うと分かった。戦いさえなければ彼は普通の少年のようだ。ルーディはその驚きに言葉が詰まり、聞きたい事があったのだが聞いてもいいものだろうかと悩んだ。

				「それで、何を聞きたいの？」

				「えっ？　いや、その……あ〜〜っ、つまりだな……」

				　刺客と標的──死闘を演じた二人がこうも簡単に話をするという、なんとも矛盾した雰囲気。やがて、ルーディは決心して改めてユートに聞いた。

				「なぜ、そなたは怒ったのだ？」

				　その一言を聞いたユートの表情は不変。聞き流したのか或いは返答に困ったのかルーディには分からない。この一言では質問の意味が分からなかったのだろうかと、ルーディは質問を続けた。

				「私には分からないのだ、そなたはなぜ王国に怒りを向けた……のか……」

				　だが、ルーディは質問の最中にユートの表情がゆっくり、ゆっくりと悲しみに染まっていくのを見た。さらに、目の前の少年が何か支えを求めるかのような雰囲気で、胸元で輝く赤い宝石がはまった、女性が身につけるようなネックレスを握った事に気付く。

				　そしてつい先程、キョウスイが自分に言った事の中に『似たもの同士』と話していた事を思い出す。

				「まさか……そなたも……」

				「キョウスイから……聞いたの？」

				　ルーディは分かってしまった。この目の前に居る少年もまた『奪われた』のだと。だからあの任侠者が、似た者同士だと言った事を。

				「……すまない、まさかそなたが私と同じ境遇だとは……」

				「同じ……？」

				　哀れむように、ルーディは顔を俯(うつむ)かせて聞いてしまった事を詫びるような態度を見せる。改めて似たもの同士だとルーディは痛感して、話を続けた。

				「お互い奪われたのだな、それも同じ国に……心中察してしまった」

				「全然似てないよ」

				　だが、突然否定の言葉が耳に入り、ルーディは、えっ？　と唸った。聞き間違いなのかもしれないと、もう一度聞きなおそうとすると、ユートはこちらなどお構い無しに階段を下り始める。そんな少年の後を追うようにルーディも階段を下りると、ユートが突然語り出す。

				「ルーディさんは……まだ取り戻せるから。手遅れじゃあないから……僕はもう二度と取り戻せないんだ」

				　何とも悲しい違いが、ルーディの心を締め付ける。似ていなかった。自分と少年の間にある違いはとてつもなく大きかった。少年は奪われたのではない、奪われて壊された事にルーディは気づく。

				「だから、ルーディさん……手遅れになって僕みたいにならないように……。取り戻そう？」

				　やがて階段の踊り場で少年は振り返り、ルーディにそう言い放つ。それを聞いたルーディはただ頷いた。これ以上何かを言っても、この少年の傷をまた抉りかねない。そう思った矢先だった。踊り場の近く、外を写す窓ガラスが喧しい音を立てて割れた。窓ガラスを割ったのは細長い棒状の物体。それが少年の身体を持っていく程に凄まじい力でぶつかった。

				「少年⁉」

				　急いでルーディは割れた窓から外を覗く。下はネムステルの大通りで今は屋台が並んでいる。客がそれぞれ屋台へ並ぶ中、不自然な小走りで人を掻き分けながら、大通りから抜け出す者が居た。

				「くそっ！　捕まえてやる！」

				「待った、ルーディさん……」

				　すぐに捕まえにいこうとルーディが階段を下ろうとした時、ユートの声が彼女を止めた。振り返ると、そこに居た少年のコートに投擲槍が突き刺さり、彼は壁に貼り付けられていた。運よく外したか、それとも回避したかは分からないが怪我は無い。

				「すごい力だよ、身体は打ち付けられたし引っ張られるしね」

				「あの距離から……投げたのか？　弓矢ならともかく、この槍を？」

				　この踊り場はネムステルの二階と三階の間にある。高さもさることながら逃げた人間が居た位置は目測でも、相当な高さと距離があった。その位置に居た少年に、服とはいえ当てて、さらに壁に貼り付けになる程の威力で突き刺すという事は、計り知れない剛力で槍が投げられた事をユートやルーディに教えた。

				　貼り付けにされたユートは、その槍を引き抜こうとしてある事に気づく。槍には羊皮紙が巻かれている。気になってユートは羊皮紙だけをまず剥がして、そこに目を通す。

				「羊皮紙？　なぜそのような物が……」

				「さぁ？　分からないよ、ただ……」

				　目を通すと、ユートの顔つきが変わる。間近に居たルーディもその様子にただならない何かを感じながらも、まずユートを壁に貼り付ける槍を引き抜く。打ち付けられたコートがハラリと落ちる。

				「相手も律儀で、それでいて頭は悪いらしい」

				　やがて、ユートは羊皮紙をルーディに見せる。羊皮紙に書かれた内容より先に、ルーディはある物に目がいった。それは署名、そして……その署名に押された赤い蝋のスタンプ。

				　その赤い蝋のスタンプは、教会が押す物。それも偽物ではなく、正真正銘の印だった。ユートは羊皮紙を、壁にもたれ掛かって片手で器用に拡げて読み始める。そこにはこう書かれていたのだ。

				『異端者ルーディよ、負けて死ぬならともかく捕虜になるとは情けない。貴様、まさか約束を忘れてはいないだろうな？　勇者へ刃を向けた薄汚い異端の者を殺すか、貴様の大事な人間が死ぬかだ……まず貴様らを勇者への供物として直々に捧げて、そのあと貴様の大事な人間に後を追わせてやる』

				　怒りに震えていたのか、所々字に乱れがある手紙にはご丁寧に名前まで書かれていた。手紙の主は、レイン勇者教会大司祭『マクウェル・ジタン』。聞いた事の無い名前だった。

				「大した宣戦布告だよ。やる気満々だね？」

				　ふんっ、と苛立つように鼻息を鳴らしてルーディに羊皮紙を手渡した。ユートは穴が空いたコートをひらひらさせる。毎度毎度コートをズタボロの布にされるのは、考えものだなと、本来なら自分の身を案ずる前に先にコートの事を考えた。

				　視界の端では、手紙を読んだルーディが震えている。階下と階上両方から多数の足音が聞こえてきた。階下からは何事かとイズナが、階上からはキョウスイ、ランジェ、アヴェールが、窓の割れた音がＶＩＰルームまで響いたのか走ってやって来た。

				「これは……修理費は誰に請求すれば……」

				　割れた窓ガラスと貫かれ穴が空いた壁に目を丸くして、イズナは頭を抱える。キョウスイは壁にもたれ掛かったユートに近づき、異常は無いかと問いかける。

				「怪我はぁ、してねぇみてぇだなぁ？」

				「相手の狙いが悪かったみたいだね」

				　そう聞いたキョウスイが、ユートの手を握り立ち上がらせる。その後ろでアヴェールはユートの上着に穴を開けた槍を持ち上げて見た。中々太く立派な槍にアヴェールが口笛を吹く。

				「おいおいマジかよ、こんなぶっとい槍でバンビーノをブスリッ！　といこうとしたんだね、こんなモノ刺されたら一溜まりも無く昇天だね」

				「なんか卑猥(ひわい)ねアヴェール？　貴方潰れて無くなったかと……」

				「洒落にならなかったよ、お兄さんのナウいムスコが……あぁ、思い出すと痛みがぁ」

				　自分で下世話な会話を引っ張り出したアヴェールは、ランジェの言葉に内股になる。そんな彼の横で女騎士ルーディが震えながら羊皮紙を眺めている様子に気付いたランジェは、彼女の後ろに回って羊皮紙を盗み見る。

				「マクウェル・ジタン……失敗の腹いせに私は異端者扱いか……」

				「マクウェ……誰それ？　聞いた事無いわね」

				　ランジェは手紙の内容を理解すると、ルーディの顔を見る。彼女の表情は色々な感情が混ざり合い、取り乱しているように見える

				「私の雇い主さ……レインの街の勇者教会で大司祭に就いている」

				「大司祭ね……そんな立派な職に就いた人間の手紙には見えないわ。まるで一目惚れした相手が既婚者と知った男みたいな、お子様のような文ね？」

				　ランジェはルーディから羊皮紙を取り上げると羊皮紙を杖で軽く叩く。すると叩かれた羊皮紙はその中心から燃え始め、やがて四方の角へと燃え広がり灰になって消える。

				「それでキョウスイ、どうしようか？」

				　割れた窓から風に乗り飛んで行く灰を見届けて、ランジェはキョウスイの方に振り向いてそう言った。キョウスイは、割れた窓ガラスを踏みながら窓に向かい、外を見る。最早槍を投げた主は分からない。

				「あいつら、こそこそ這い回ってりゃあよかったのになぁ……そうすりゃあ何事も無く俺達を黙らせられたのによぉ……」

				　馬鹿な事に、相手は自分達の素性を手紙に書いて明かした。素性どころか読んでみればまだ人質は生きている事も分かる。そんな物を敵はこちらのシマに投げ入れた。それが、キョウスイやイズナ達『任侠組織』の人間に対して、どういう意味に捉えられるのかを奴らは全く分かっていなかった。キョウスイは割れたガラス片を床から掴み、それを握りしめる。

				「教会の奴等がオウマと名乗ってんのかぁ、それとも下に付いてる奴等がオウマかはわからねぇ……だが！　これだけバカにされてゼンジ組が、俺達が黙ってるわけがねぇ」

				　握りしめた拳から血は流れ出ない。代わりに手のひらからサラサラと、変わり果てたガラスの粉末が床に降り注ぐ。奴らは、忠告の為にこの槍を投げ入れたのだろう。勇者の威光の前に頭を下げてひれ伏すのだろうと。だが違う。キョウスイはこれを『宣戦布告』と捉えた。彼らは逆に喧嘩を売り焚きつけてしまったのだ。

				　キョウスイはゆっくりと振り向き、集まる皆に言い放った。

				「今日の夜、俺は……俺は勇者教会に殴りこみを掛ける。俺は奴等を五体満足に帰す気はねぇ……」

				　殴りこむ、そう聞いた瞬間イズナの態度が変わった。イズナは足を肩幅より広く開き両手を握り膝の上に置いて中腰になる。突然の変わり様にアヴェールがびくりとするが、お構い無しにイズナはキョウスイに話す。

				「カチコミですね……すぐに兵隊を集めましょう」

				「イズナぁ……兵隊は必要ねぇ」

				　中腰になったイズナは意表を突かれた。だが兵隊がいらないとキョウスイが言った理由はすぐに分かった。ユートは吊るしてない右腕をぐるぐると回し、さらに左右に首を傾けて骨を鳴らし、ランジェはそのブラウンの少し毛先の丸めた髪を全て後ろに流して髪留めで纏める。アヴェールはジーンズに入れたリボルバーを取り出し、そこに弾丸を一発一発装填(そうてん)していく。皆が皆、準備を始めていた。

				　それを見たイズナも、つま先を廊下につけて足首を片足ずつグリグリと回す。皆が準備をする中、ルーディは呆気に取られて見ている事しか出来なかった。

				「で、テメェはどうする？」

				　そんな彼女にキョウスイは声を掛ける。ルーディはキョウスイを見ながら考えた。どうするか？　それは殴りこみに加わるかどうかの問いかけだった。

				「私は……どうすれば……」

				「テメェは待つもよし、行くもよしだぁ……」

				　だが、とキョウスイは、そこだけは聞いて欲しいとばかりに間を空けて言葉を強く発した。

				「テメェ自身の希望はぁ、テメェ自身で取り戻そうじゃあねぇかぁ……。だろぉ？」

				　その一言が、ルーディの心の湖に一滴の雫を落として波紋を作り出した。波紋は収まる事は無く、勢いを増して波の様に大きくなっていく。国を奪われ、人質を取られて刺客となり年端もいかぬ少年に負けて牙を落とした負け犬は、彼の一言で再び牙を取り戻す。

				「私は……取り戻せるのだろうか？　負けた私が、取り戻す事ができるのだろうか？」

				「……取り戻すんだよ」

				　キョウスイが言ったのはそれっきり。だがそれを聞いたルーディの瞳が、心に失った牙が光り始める。ルーディはアヴェールが弾を装填(そうてん)する為に足元に置いた槍をおもむろに取り上げて、それを肩に携える。

				　驚いたアヴェールだったが、彼女の表情を見た瞬間に驚きは消えた。そこに先程までのか弱い姿も、アヴェールに見せた女の表情も無かった。それは彼女の本来の姿。騎士として凛々しく女性ながら逞しい覇気を纏った、今は亡きロマルナ共和国の『騎士』の姿だ。

				「そうだな、私は負けて色々な物を忘れていたのかもしれない……礼を言う」

				「随分変わったじゃあねぇかぁ？」

				　たった一言、二言交わしただけだが彼女は変わった。その変わり様にキョウスイも唸るが、アヴェールが左手の人差し指を立てて舌を鳴らしながら横に振りながら言う。

				「いやいやシニョール、ロマルナの騎士はこれが普通さ。さて、行くんでしょ？　殴り飛ばしにさぁ？」

				「あぁ、もう奴等を許しちゃあおけねぇ……今度はぁ、こっちから叩きのめしてやらぁ!!」

				　こうしてこの日、このシェイン王国の歴史に残った大事件『血塗られたパレード事件』『シェイン・キャッスル爆破事件』に次ぐ事件『ゼンジ組、勇者教会襲撃事件』の幕が切って落とされようとしていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　深夜、激しい雨が石畳の大通りを盛大に叩き大きな音を鳴らす。一定の感覚で植えられた樹木は葉を揺らし、幹は今にも折れそうな強風にさらされている。勇者の街レイン周辺は暴風雨にさらされ、外に出歩かぬよう街の衛兵が住民に注意を促していた。それほどの大嵐の中、誰も姿のない大通りを我が物とばかりに歩く姿が六つ。

				　先頭を歩く任侠者キョウスイは、その暴風雨をものともせず強い足取りで進む。その後ろに二人、小さな傭兵ユートは両手をコートのポケットに入れ、踊り子ランジェは水が滴る髪も、透けたドレスも気にせずキョウスイに付いて行く。

				　さらにその後ろにも三名、アヴェールは愛銃であるリボルバーをくるくると右手の人差し指を使って弄び、左に居るイズナは雨に濡れた髪を後ろに流してオールバックに纏める。

				　そして……人質を取られ、敗北し牙を失ったルーディは、再び牙を取り戻し、白銀の甲冑の音を鳴らして付いて行く。大通りを歩き、やがて石階段が見える。勇者大教会はその上に建てられていた。少し古めかしく黒ずんだ石造りの教会は、雄大さとその信者の数、力の大きさを表しているようにも見えた。

				　この大雨のせいか警備をする者は誰も居ない。だが泊まり込みで教えを説く僧侶がいるのがガラス窓から蝋燭の明かりによって見えた。階段を上り切り、両開きの大扉の前に皆は立つ。その教会の大きさに見合った入り口は、一人や二人が押した所で開きそうもない。

				　だが、キョウスイは姿勢を低くして力を溜めるように腰を右に、右にと回していく。そして次の瞬間、勢い良く放たれた前蹴りの足底が両開きの扉をこじ開け、さらに金具が耐えられなくなったが為に破壊され、扉はそのまま教会内へと喧しい音を立てて入っていった。

				「……シニョール？　幾ら何でも力強すぎでしょ？」

				「カチコミの礼儀だぁ、まぁ相手はびびるがなぁ？」

				　大扉を蹴飛ばした事にアヴェールが苦笑いするが、キョウスイは何食わぬ顔で、知った事じゃあないとばかりにずんずんと教会の中に入る。それに続いてユートとランジェが無言で付いて行った。

				「私は……どの道負けていたのかもしれんな」

				　そして、その様子をしっかりと見たルーディが溜息を吐き、押し黙ったイズナと共に先に進む三人に付いて行くと、アヴェールが最後尾に続いた。

				　大理石の床を鳴らして一同は左右に置かれた長椅子の間を進み、礼拝堂を歩く。ユートやキョウスイは一度廃れた教会に入った事があり、この教会もまた同じ様な造りをしていた。

				　ただ、あの廃れた教会と違う所といえば長椅子の奥、左右の壁に勇者の石像が置かれている事だった。魔王が現れ、そしてその度に討ち果たして行った歴代勇者の石像達。見知らぬ名前が多い中、先頭を歩くキョウスイが立ち止まる。突然止まったキョウスイを不思議に思ったルーディがキョウスイに問いかける。

				「どうした？　何かあったのか？」

				「……分かってはいたがよぉ、用意が良すぎだぜぇ、あぁ？　大司祭さんよぉ？」

				　舌打ちを一つして放ったキョウスイの呟きを聞いて、はっとルーディは気づいた。蝋燭が揺らぎ明かりが強くなると、教えを説く演説台に大司祭らしき、白い僧衣に派手な装飾を纏った男が佇んでいた。

				「くっ、囲まれていたか！」

				「いやいやいやいや！　多すぎ、多すぎぃ⁉」

				　さらに、長椅子にも白い僧衣を纏った者達が居た。三桁は居るであろう僧侶達は一斉に立ち上がると、ゆっくりとキョウスイ達侵入者を取り囲む。マールーシャでルーディが率いていたゴロツキ以上の数に、アヴェールが頭を抱えて叫んだ。

				「ククククッ、よくぞ来たなぁ異端者共よ！」

				　大司祭は装飾を纏った僧衣を翻して叫ぶ。それを聞いた刹那、アヴェールがリボルバーを取り出してその銃口を大司祭に向けた。

				「このっ！　どたまぶち抜いて……」

				「おおっと！　貴様、そんな事をすればぁ〜人質の命は無いと思え？」

				「人質!?　王子は、王子が居るのか！」

				　しかし、引き金は引けない。銃口を向けられた瞬間に大司祭の口から放たれた、人質という単語にルーディは反応し、アヴェールもまた苦虫を噛み潰したような顔で銃を下ろした。

				「あぁ、勿論いるよ……連れて来い！」

				　大司祭が指を鳴らすと、二人の僧侶に腕を掴まれて小さな子供が連れて来られた。ユートよりも小さい、まだ年齢も十代より下に見える緑の髪の、衰弱して虚ろな目の子供がこちらを見る。

				「る、るー……でぃ…….さん？」

				「王子！　今、今助けに！」

				　王子が連れられてルーディは居ても立ってもいられずに走り出す。しかし、囲まれているが為に王子の元へは行けない。行ける筈もなかった。

				「近づくな！　近づけばぁ〜っ」

				　大司祭は勝ち誇り、王子の元へゆっくり歩む。そして、袖からナイフを取り出して、生気の無い王子ラックの目へと突き付ける。

				「貴様の大切なたぁいせつなぁ〜、王子様の可愛らしい目玉をぉ〜、抉り出すぞぉ〜？　ん〜〜？」

				「げ、下衆野郎がぁ！」

				　大司祭の無慈悲な宣告に、ルーディは声を荒げて歯軋りを始める。そして、囲まれた一同は背中を合わせるだけで何も出来なかった。ユートもただ刀を構え辺りを見回し、ランジェもイズナも様子を見るだけ。

				「どーすんだよーッ！　殴り込んだら罠の中に真っ逆さまッ！　何とかしろよシニョール！」

				　アヴェールも右手にリボルバーを構えてはいるが、何一つ出来ないこの状況に苛立ち、キョウスイを問いただす。

				　だが、そのキョウスイはといえば……。

				「……なぁ、ゲイ野郎ぉ……その、ロマルナ共和国の王子はあの子供なんだよなぁ？」

				　至って普通だった。まるで囲まれている事に気づいてすらいないような、それ程に的外れで呑気な質問をこの緊迫した状況で聞いたのだ。

				「何ノンキな顔してんのシニョール!?　んな事いいから戦う準備を……」

				「真面目に聞いてんだぁ……どうなんだよゲイ野郎ぉ？」

				「ぐっ……ああ、確かにあそこに居らっしゃるのが！　元ロマルナ共和国王子、ラック・ロンベルト様だよ！　聞いて納得したかい？　したならシニョール、この状況を……」

				「ルーディ、ちょっといいかぁ？」

				「聞けやぁあああああ！」

				　流石に温厚なアヴェールも、場違いなキョウスイの態度に大声で叫ぶ。そして、アヴェールと同じくキョウスイの様子に大司祭らしき者が声を張り上げた。

				「お、おい貴様！　なんなのだその態度は!?　こっちには人質、それに貴様らは囲まれているのだぞ！」

				「ん？　あぁ、そうだなぁ……つかよぉ、誰だぁお前？」

				「今更か貴様ぁ！　……私はこの勇者大教会の大司祭、マクウェル……」

				「いやだからぁ、誰だぁ？　おい、お前誰だよぉ？」

				　名乗りあげる前になぜか、キョウスイは同じ質問をした。今まさに言おうとしただろうと、アヴェールも苛立ってはいた。しかし、ただ名乗りあげればいいだけなのに大司祭らしき者は名乗らなかった。

				「なぁ、ルーディ……あいつが、マクウェル…なんたらかぁ？」

				　そして、キョウスイはナイフをラック王子に突きつける大司祭に暴言を吐いたルーディに、最早頭に霞がかった名前を聞いた。ルーディも呆れて、溜息を吐きながらキョウスイの質問に答えて大司祭の方を見た……。

				「ああ、確かにあそこに居るのはマクウェル・ジタンだ任侠者……いや！　誰だ貴様⁉」

				　だが、突然ルーディはキョウスイと同じ様な事を言い出した。アヴェールはその光景に惚けた表情を浮かべて、そのマクウェル・ジタンらしき大司祭の方を見て見ると。

				「なっ……がっ……ぐっ……」

				　なぜか冷や汗を流していた。自分が誰かと問われて名前を名乗ろうとして、なぜ冷や汗を流すのか、アヴェールには分からない。だが、その疑問はほんの数秒で無くなった。

				「貴様何者だ⁉　マクウェルは老年の男性だぞ。幾ら何でもその、服装だけの変装は無いぞ！　いや、本当に誰だ貴様⁉」

				「さっきから誰だ誰だって喧しい！　いいだろう、バレたなら仕方ない！」

				　ルーディの発言から、どうやら目の前に居る大司祭マクウェル・ジタンは、手紙を書いた人物とは別人の偽者らしい。するとその男は、バレたなら仕方なしと変装していた僧衣を脱ぎ捨て、本当の姿を現した。蜥蜴を思わせるような鋭い瞳に、痩せこけた頬。そして胸元には見覚えのある金バッジを付け、紫色の趣味の悪い衣服を纏った男が現れた。

				「ククククッ、やぁっと出会えたなぁ？　ゼンジ組若頭、キョウスイ・ゼンジィ！　会いたかったぜぇ〜？」

				　けたけたと笑いながら、ラック王子に突きつけていたナイフをキョウスイに向けて、男はそう言った。

				　だが……。

				「誰だぁ？　ゲイ野郎ぉ、テメェの知り合いかぁ？」

				「あんなダサい服に、ダサいバッジの友達は居ないよ？　シニョーレは？」

				「いや、私もあのような者は知らないし、聞いた事も……名指しされてた其方は？」

				　キョウスイ達の中には、誰一人この趣味の悪い衣服を纏った男の事を知る者は居なかった。

				「ちょっと待ったらんかぃいいいいいい!!」

				

				　紫色の服に痩せこけた頬の男は、大声で叫んだ。なにせ人質を取り、正体がバレて本当の姿を現したにもかかわらず、返って来たのは『お前は誰だ？』という、あまりにも不憫としか言えない反応だったからだ。

				「いやぁ、待てと言われてもだぁ……本当にぃ、お前誰だよぉ？」

				「同感だ……マクウェル・ジタンかと思いきや赤の他人が目の前に居たのだ。私も冷や水を掛けられた気分だぞ？」

				　キョウスイは叫ぶ男に困惑して、再度尋ねる。ルーディはマクウェル・ジタン自ら現れたのかと思っていただけに、全く知らない人間が現れた事に驚くも、一周回って冷静さを取り戻していた。

				「テメェ分からないのか!?　俺が、俺がお前らゼンジ組のシマで騒ぎを起こしているオウマの頭、オウマ・キリサキだよ！」

				「オウマの頭ぁ？」

				　痺れを切らして痩せこけた頬の男は、自分の素性を話す。これなら緊迫した場を作り出す事が出来るとオウマの頭、オウマ・キリサキは思ったからだ。だが、キョウスイはその彼の素性が明らかにされた瞬間、なんともやるせない哀れむような表情を浮かび上がらせた。もし、ユートが横に居たなら『へー、キョウスイってそんな表情できるんだ？　珍しい』と言ってしまいそうな程に珍しい表情だった。

				「な、なんだよ？　なんなんだその可哀想な、まるで雨に濡れた野良の子犬を見るような目は……」

				「なんつーかぁ……今、凄ぇ複雑な気分だわぁ」

				　キョウスイは頭に手を置いて下を向きながら、溜息を吐いた。その溜息は、期待を裏切られたような雰囲気を纏い、彼のやる気すらも削がれたようにオウマには見えた。

				「シニョール、お兄さんもだよ……オウマの実態を掴む証拠はまだ不充分でさ、せっかくこれから分かってくるって矢先にこれだもんなぁ？」

				　キョウスイどころか、アヴェールも、さらには人質を前にしたルーディすらも同じ様な雰囲気になっていた。

				　なぜなら、つい先程まで『オウマ』という組織は彼等の中では、まるで霧のような存在だった。実態を隠すなりしてそのまま霧のような存在で居ればいいものを、わざわざご丁寧に、自ら実態をさらしたのだ。期待外れもいい所なのである。

				「推理小説で……犯人が次のページで捕まるような感覚。それと同じくらい空しい感覚だ」

				「おぉ！　それだぁ！　俺もそんな感覚だぁ！」

				「っざっけんなああぁあああ！　テメェら好き勝手抜かしやがって、ナメ腐るにも大概にしやがれぇええ！」

				　オウマはこのあまりにもふざけた態度を取った三人に、怒りを露わにしてナイフを再びロマルナ共和国王子、ラックの目に突き付けた。流石にルーディは慌てて先程の緊張を取り戻し、制止を懇願する。

				「王子！　やめろ、王子にその凶器を突き付けるなぁ！」

				「わかってんのかよテメェらぁ〜ッ！　特にルーディィ〜、テメェの大事なロマルナの王子が人質だぞコラぁ〜〜ッ！　さっき言ったろうがよぉ〜？　目ん玉抉り出すってよぉ〜！」

				　ナイフの切っ先が、ラック王子の目玉に少しずつ近づいていく。ルーディは足早に向かおうとした、だが……。

				「……れ」

				「あぁっ？」

				　衰弱して、虚ろな目のラック王子が突然呟いた。

				「やれよ……どうせ、ロマルナ共和国はもう無い。僕が居る意味も無いんだ……やるならやれよ、おじさん」

				「王子駄目です！　気を確かに……」

				「ルーディさん！」

				　王子の悲痛な叫びが、教会に響いた。

				「言ったじゃないか。僕はどうなっても構わないから、仕事を受けなくていいって……王子の言った事を聞かないなんて命令違反だよ？　もぉ……」

				「……ですが、王子……」

				　今にも目を貫かれる間際、普通なら命乞いの一つもするという時に、この年端もいかぬ王子は涙一つ流さず目を貫けと言った。今は亡き国への諦めか、それとも別の何かかはキョウスイにも、アヴェールにも分からない。だが、その顔には確かな『覚悟』が宿っていた。恐怖を感じさせない死を受け入れた気高い覚悟が現れていた。

				「そら、さっさとしたらおじさん？　それを振り下ろせばいいんだ、早くしなよ？」

				「こ、この餓鬼がッ！」

				　その催促にオウマはたじろいだ。泣き叫び助けを求めるかと思いきや真逆の行動に、オウマは舌打ちした。

				「おらっ、どうしたオウマの頭さんよぉ？　さっさとやりなぁ？」

				　さらに、キョウスイが突然オウマを煽った。その煽りにルーディは困惑して、キョウスイに言いよった。

				「キョウスイ！　そなた何を言っているのだ!?」

				　だが、キョウスイは悪気など無いとばかりに、ラック王子を見つめながら呟いた。

				「ガキの癖に大した覚悟だぜぇ。だから俺はあのラック王子の覚悟を汲んでやってんだぁ。おらっ、さっさとやってやんなぁ？」

				「そうだ……あのおじさんの言う通りさ、ほら刺しなよ。心臓でも目玉でもさ、出来ないの？」

				　そのキョウスイの煽りに、ラック王子は煽りをさらに被せた。人質に、さらには人質を救いに誘われた人間にも煽られて、オウマはワナワナと身体を怒りで震わせた。

				「テメェら……どいつも、こいつもぉ──！」

				「お、王子煽らないで！　危険ですよ！」

				「さっさと刺しなよ腰抜け！　覚悟をふいにする気⁉」

				「おうコラテメェ！　王子さんの一世一代の覚悟受けてやんなぁ！　それともテメェは、餓鬼も殺せねぇ腑抜けかぁ!?」

				「さすがお兄さんの国の王子ッ！　お兄さん惚れちゃうよ！　それに比べて大の大人のあんたはタマナシかい⁉」

				　人質を取ったにもかかわらず、精神的な立場は最早覆されていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　キョウスイ達が勇者大教会で罵詈(ばり)雑言(ぞうごん)を浴びせていた頃、ネムステルは不穏な空気に包まれていた。このネムステルは知る人ぞ知る裏の街であり、ここでは非合法な物品や王国から禁止されている売春、さらには娼館が普通に経営している。ゼンジ組が経営する『レインブル』もそうだ。ネムステルは、特定の場所にて、とある木の割符をかざさなければ街への門は開かれない。

				　そんなネムステルに、似つかわしくない団体が入ってきた。

				　彼等は白い僧衣を纏い、一人一人が長くそして宝石を先に付けた杖を持ち、足音を鳴らしてネムステルの大通りを歩く。不穏に感じた客は店に入り、店員や娼婦も姿を隠した。その大通りには普段の夜を騒がせる客や引き込みの喧騒も、陽気な打楽器の音も、娼婦の誘いの甘い声も聞こえない。

				「ふんっ！　腐りに腐り切った街だ！　このような不浄な、汚れた街が勇者様の街の近場にあるとは許し難い！」

				　先頭を歩く、しゃがれた声で叫んだ皺だらけの顔の老人は、他の白い僧衣を纏う者とは違うとばかりに装飾された長い円筒型の帽子に、白衣を纏って勇ましく大通りを歩く。

				「全くですなぁマクウェル大司祭殿。この淫靡(いんび)な雰囲気は実に、実にけしからん！」

				「このような街は我々が正し、そして娼婦共の淫らな欲望も清めなければなりませんなぁ！」

				　その後ろに、壮年の僧侶が二人笑いを浮かべて後ろに続く。僧侶達は人気(ひとけ)の無い大通りを練り歩くと、この街で一番大きな建造物、娼館レインブルの前に辿り着いた。

				「あの、オウマとかいうチンピラが言っていたのがここか。たかが娼館如きが踏ん反り返って立派に建てられおって！」

				　マクウェルと呼ばれた司祭は、その建物を杖で叩いた。

				「しかしオウマとかいう馬の骨、奴も考えますなぁ……まさか手紙で異端者を焚きつけ、その隙にこの街の中心ともいえるこの店を制圧しようなどとは……」

				　中年の僧侶の一人がケタケタと笑いながら、マクウェルにそう言うと立派な両開きの扉の片方に手を掛け、

				「異端者共が奴らに引きつけられている間、我々が戦力を率いて制圧、憎きゼンジ組の収入源と娼……おほん！　それらを奪い、ゼンジ組の地盤を挫いて、ゆくゆくは組を壊滅させる……」

				　ニヤついた表情を浮かべて、もう一人の中年の僧侶がもう片方の扉に手を掛けた。

				「異端者共には、相応の鉄槌を……あの勇者様に傷を負わせた傭兵をこの手自らで始末できないのは気に食わないが……この街を支配した後で死体を何度も蹴りつける事としよう！」

				　老人の司祭マクウェルは、狂気の笑みを浮かべると、僧侶二人がレインブルの入り口の扉を開き中へと入っていく、それに続き中年の僧侶が、そして白装束の僧兵達が次々となだれ込むように入っていった。

			  

				　　　　　　　

				

				　オウマの頭、オウマ・キリサキは怒りに血管を浮かばせて歯軋りをして耐えていた。なぜなら、人質が人質の意味を成さないどころか、なぜか自分の度胸試しへとすり替わり、罵詈(ばり)雑言(ぞうごん)を浴びせられていたからだ。だが、耐えねばならない。彼は自分に言い聞かせた。あのキョウスイが、ゼンジ組の頭がわざわざラック王子を刺すのを煽る挑発をするという事は、その瞬間が何かを仕掛ける『合図』なのではないかと、オウマは予想した。

				　ならば奴の、そしてラック王子の言うように刺しには行かない。オウマは鼻からゆっくり息を吸い、そして吐いた。深呼吸は高鳴る心音を、水の入った鍋を乗せれば沸騰しそうな血が上った頭を冷やし、思考を研ぎ澄ます。

				「ふ〜〜っ、まぁ待てよお前達、少し俺に話させろよ？」

				「どうしたぁ腰抜け、刺す刺す言って刺さねぇから怖気付いたかぁ？」

				　だが、いくら頭を冷やしても彼もまたキョウスイと同じ部類の人間。キョウスイの挑発に言われるがままになるのは癪(しゃく)であり、頭に血が再び上り始めるのだった。

				「ぐっ……くく、テメェら気にならねぇか？　俺がなぜ、こんな服を着てマクウェルとかいう大司祭に変装していたのかがよ？」

				　言われたキョウスイ達であったが、別段どうでも良かった、さっさと何かしら行動を起こそうと、キョウスイは足を動かす、その瞬間。

				「あ、あぁっ！　マクウェル！　貴様マクウェルは何処に行った⁉　大体、私を脅しあげたのはあの大司祭ではないか！」

				　ルーディが、餌の付いた釣り針に食いついた魚のように反応した。キョウスイはルーディが相手の会話に乗ってしまった事に舌打ちしたが、逆にオウマはその反応を見た瞬間、ニヤリと口角をあげる。

				「クククっ、だよなぁ〜なんでマクウェルの野郎じゃなくて、俺がこの餓鬼を人質に取ってっか気になるよな〜？」

				「た、確かに……呼び寄せたのは勇者大教会のマクウェル・ジタン……普通ならお兄さん達を待っているのはその大司祭の筈、じゃあなぜ？」

				　アヴェールもまた、ルーディと同じ様な疑問を抱いてしまった。本来なら人質を取り、さらにはレインブルへと槍を投げてまでこちらを挑発したマクウェル・ジタン。手紙の文面からも怒りの様は見て取れており、自らが手を下す気持ちがあった筈。なのになぜ、こんな誰も知らぬゴロツキやチンピラが集まった新興組織に人質を預けてまで姿を見せないのか。

				　だが、キョウスイがいち早く、理由に気付いた。

				「……囮か、テメェらはよぉ？」

				　そう呟きながら、キョウスイはオウマを睨みつける。そして、キョウスイは見た。まさにしてやったりと自慢気でにやけた表情を作ったオウマが、喉を鳴らし笑い始める。

				「くっくくくくく！　かははははは！　ぎゃあーはっはっはっははっあ〜っはははは！」

				　その笑い声は、段々と音を上げてやがては教会内に響き渡る。

				「気付いたか！　気付いちゃったかキョウスイ！　そうだよ、俺たちはお前ら全員をネムステルから引き剥がす為に、あの手紙をわざわざぶん投げてやったのさぁ！」

				「じゃあ……シニョール、今マクウェル・ジタンは……」

				　アヴェールの弱い呟きも、オウマはしっかり聞き取った。そして勝ち名乗りをあげるが如くナイフを天井に掲げて言い放つ。

				「今！　マクウェルの野郎はネムステルで娼婦達や住民を浄化し、街を手に入れてるだろうさ！　俺たちはテメェらゼンジ組を潰したくてよぉ、教会もここら一帯でゼンジ組が幅を利かせたせいで言う事を聞かなくなった住民を手懐けたくて、利害が一致したのさぁ！」

				　それを聞いたキョウスイは、自信を失ったかのように頭を下げ、体を震わせてゆっくりと、たどたどしく呟く。

				「ゼンジ組の活動資金……活動の拠点ネムステルを潰し、テメェらはぁ一帯のシマを……教会のやつらはぁ亡くなったお上の支配を取り戻すって……かぁ……？」

				　精神に打撃を受け、取り乱したキョウスイにオウマは勝ちを確信した。このままキョウスイ達を潰し、人質も殺した先に待っているオウマの輝かしい未来に笑いはさらに大きくなる。

				「資金が無けりゃあ組織は活動できねぇ！　後はテメェらをぶっ殺してぇ〜〜ゆっくり酒を飲むだけだぁ!!　ぎゃ〜はっはっはっはっ!!」

				「んな、馬鹿なぁ……こんな、こんなぁ……」

				　キョウスイは今にも泣きそうに震え、片膝を突いた。アヴェールもキョウスイがここまで精神を砕かれてしまう光景に歯噛みし、ルーディもまた失意に顔を歪め……。

				「幾ら何でもぉ、予想通りにもほどがあらぁ……」

				「ぎゃ〜はっはっはっはっ……は？」

				　否、歪めなかった！　キョウスイが片膝を突いた瞬間発した言葉に、ルーディの口元が笑みを浮かべた。そして……。

				「お、おい、こいつらおかしくねぇか？」

				「さっきから、ぴくりとも動かねぇぞ？」

				　僧衣を纏った男達が、ある事に気がついた。それは、この場にキョウスイやアヴェール、そしてルーディ以外にも居た、忘れられていたであろう人物達の様子が変な事に。

				　キョウスイ達に背を向けて、ユート、ランジェ、イズナの三人はそれぞれ武器を構えて無言で様子を見ていた。奇妙な程に静かな三人は、まるで石像のように動かない。身体の挙動すら無い事に、僧衣を纏った男達は今気づいた。

				「あぁ！　偽物！　こいつらぁ、偽も……」

				「やっちまえ……ルーディぃいい！」

				　気付いた時には遅い。キョウスイの号令にルーディは右手を天に掲げた。右手から円形の形に、茶色の魔法陣が展開すると、全く動かなかった三人の肌にヒビが入り始めると、肌は石灰のように白くなり、さらにそのひび割れから光を放つ。

				「ロック・ブレイク！」

				　ルーディの口から呪文の名前が発せられた瞬間、三人の石像は砕け散り石の弾丸を爆音と共に撒き散らした。

			  

				　　　　　　　

				

				　レインブルへと突入したマクウェル達は、一階の受付、二階のラウンジとを占拠して確認していき、やがて三階の嬢達が居る筈の階へと上ってきた。だが、娼婦達はおろか受付すらおらず、人っ子一人居ない娼館に、マクウェルの後ろに居る中年の僧侶達の機嫌は悪くなる。

				「どういう事だ！　女一人、受付すら居ないではないか！　今日は休館とでもぬかすか！」

				「娼婦共めぇ、我々のありがたき洗礼を、浄化を受け入れぬとは悪しき者達よ。見つけ次第……ヌ〜ふっふっ」

				　下卑な笑いを喉から出して、二人の中年は人を探す。マクウェルもまた誰一人居ない娼館に不穏な空気を感じてはいるが、自分達の前では何一つできないという確固たる自信を持ち、三階から四階へと続く階段を上る。

				「ふんっ！　もぬけの殻か、居ないなら居ないで、さっさと占拠をすれば……ぬっ!!」


                			

	








			
				　四階に上がったマクウェルは、すぐに人を見つけた。

				　レインブルの四階はショースペースとなっており、そこにはステージと客席、そしてステージ上にはポールが一本立てられていた。そのステージのポールを使い、一人の女性が踊っていたのを、マクウェルの目が捉える。

				　彼女が動くに連れて薄い金色の髪が優雅に舞う。そして、女性は踊り子の服にしても中々派手な、色情を掻き立てる服を着ていた。それは、最早下着も同然だった。ピンクのブラには小さいながらも宝石の装飾が幾つも散りばめられ、はちきれそうなバストがそこにしまわれている。スカートの代わりなのか腰に巻いた長い布は薄く、透けていて中の下着は丸見えだった。

				「な、な、な、なんと破廉恥な！　吐き気を催す！　我が聖なる意思が穢(けが)される！」

				　大司祭マクウェルは、彼女を目に入れたが為に己が穢れるとばかりに歯軋りした。だが、踊る女性はまるで気付いてないとばかりにポールを艶めかしく、身体を波打たせてよじ登る。

				　そして右膝の裏でポールをしっかり挟んで身体を逸らし、そのまま回転しながらゆっくりゆっくりとポールを下りていく。

				「お、おぉおお!!　居るではないか、淫らでけしからぬ淫売が！」

				「あの娼婦をまずは浄化せねば！　勇者教僧侶としての使命が燃えますなぁ！」

				　だが、後を追った中年の僧侶二人がマクウェルと同じく踊り子を見つけ、マクウェルより先に進み出て客席へと向かうと、その踊り子に片方の僧侶が声を掛けた。

				「あ〜おほん！　そこの者よ、我々の質問に答えて貰おうか？」

				　聞こえたのか、踊り子はゆっくり僧侶達の居る方を向くとニコリと笑顔を見せた。踊り子は口紅を引いた口を動かして答える。

				「あら、いらっしゃい娼館レインブルへ……叔父様達、僧侶なのにこちらに来るなんて禁欲に疲れたのかしら？」

				　ポールにもたれながら、艶めかしく誘う声に中年の僧侶の興奮が高まった。

				「い、いやいや！　我々は仕事をしに来たのだよ!!　洗礼の仕事にね！」

				「そうだ、我々はぁ〜貴女達娼婦の洗礼と浄化の仕事をしに、わざわざやって来たのだよ？」

				　どこからどう見ても、今の二人は助平親父である。それでも彼女は、丁寧に聞きそして丁寧に返した。

				「ごめんなさいね？　今日は貸し切りで娼婦達は皆、ある人に精一杯尽くしているわ？」

				「な、なに！　誰だ！　そのうらやま……おほんおほん！　禁欲も知らぬ者は、呆れますぞ！」

				「聞いたら驚きの人気者よ？　教えてあげましょうか？」

				　貸し切りと聞いた助平親父二人が残念がる中、マクウェルは唾を床に吐いてズカズカと近づくとその中年の僧侶の少し後ろから声を荒げた。

				「おい淫売の娼婦が！　我らは遊びに来たわけではないのだ！　貴様ら不浄な異端者を浄化して、この糞の掃き溜めのような街を勇者様の街の近くから消し去る為に来たのだ！」

				　淫売の娼婦、そう言われ彼女は不機嫌な顔を浮かべてステージから大司祭マクウェルを見下ろした。心做しか、いやあれだけ好き勝手言ったなら彼女が相当に怒るのも無理はない。

				「好き勝手言うじゃないお爺様、そんな貴方は何者かしら？　さぞ立派な地位に立ってらっしゃるお方なのですね？」

				「売女がぁ……それは私が勇者教の大司祭！　マクウェル・ジタンを前にしての言葉か！　まずは貴様から浄化してやる。そこを動くな！」

				　マクウェルは、この穢れた娼館を、失礼な踊り子を消し去らんと長い杖を向けた。だが、踊り子はそんな脅しなど意味は無いとばかりに、腰に手を当てて見下したような視線を大司祭に送った。

				「娼婦だの淫売だの売女だの……言われ慣れているけどやっぱり腹は立つわね。何も知らない童貞ジジイに構うほど暇じゃないのよ！　今日はねぇ、貸し切りの人に私のダンスを見てもらってるんだから！」

				　踊り子は強気に大司祭の罵倒を返して、僧侶や大司祭の後方斜め上を指差した。このレインブルの娼館には、四階と五階にダンスを見る客席がある。しかし、その中間には特別な客をもてなすＶＩＰルームが設けられていた。踊り子が指差したのが、そのＶＩＰルームである。

				　その指先に、二人の中年の僧侶がつられて見上げた刹那。軽快な音と共に窓ガラスが割れた。割れたガラスはキラキラと舞い落ち、そして、その窓ガラスに紛れて二つの影が二人の僧侶へと降り立った。

				「ぐがぁああ⁉」

				　一つの小さな影は、白く輝いた何かを僧侶の一人に振り下ろすと、首に切れ込みが入りそこから血を吹き出す。

				「うっげぇえああ！」

				　もう一つの影は、別の中年の僧侶の後頭部にのしかかり踏み潰した。何が起きたのかとマクウェルは、数秒間の出来事に対応出来ずただ立ち尽くした。

				「イズナさん、この服動きにくいよ……何とかならない？」

				　小さな影は、黒いスーツを着込み、左腕をタスキで吊るしながらも右手に血の付着した刀を携えて大きな影の主に言った。

				「申し訳ありませんね、それしか用意できませんでした……おや、曲がっていますよ？」

				　大きな影は僧侶から降りて、少年に近づくとにこやかな表情でネクタイに触れて、少し曲がっていたのを直す。

				「中々様になるわね、やっぱり似合うと私は思ったのよ、ユートちゃんには！」

				　踊り子はステージから降りて、少年の元に駆け寄った。

				「て言うかランジェさん、それは……下着ですか？」

				「ううん、これは昔この娼館でね、イベントの時に着てた衣装よ、似合うかしら？」

				「えと、似合います……アヴェールさんが飛びつきそう」

				「魅力的って事ね！」

				　踊り子は少年の額を人差し指で突くと、少年はやはり恥ずかしいのか軽く頬を染めた。そして、やっと大司祭は気づいた。数秒間の出来事に視線や意識が定まらなかったが、目の前に居る少年が誰なのかに。

				「貴様、貴様ぁ！　薄汚い傭兵がぁああ!!」

				　勇者の仇敵、異端者ユートを目の前にして怒りを露わにした大司祭に、いつものコートではない、黒いスーツを着た少年がゆっくりと振り返った。

			  

				　　　　　　　

				

				　ルーディの呪文と共に砕け散った、ユート達の偽物である石像はその破片を四散させた。火薬による発破と変わらない勢いでばら撒かれた石の破片は辺りの僧兵達の肉を削り、貫く。

				　さらには少しながらキョウスイ達を包むような煙幕を張り、オウマからこちらの様子が分からないようになっていた。

				「ぐぉおおぉお!?　がほっ！　げっほっ！　何がどうなってやがる！」

				　突然彼らの仲間が爆発した事に、オウマは状況が飲み込めないが、巻き上がる煙を飲み込んで咳き込む。煙をどうにかしようと腕を無闇に振って仰ぐが、無駄に過ぎなかった。

				「お、おい！　がほっ！　ガキを離すなよテメェら、絶対にだぞ！」

				「オウマさ、ぐほっ！　げっほ！　わかってま……」

				　ラック王子を連れて来た仲間に、オウマが指示を出した瞬間、教会内に火薬を打ち鳴らす音が一つ響いた。そして、煙の中から鉛玉が煙を切り裂き、寸分の狂いもなく正確にラック王子を掴む僧兵の喉を撃ち抜いた。

				「もうイッパァアアアアツ！」

				　さらに、再び火薬の音が打ち鳴らされて、弾丸がもう一人の僧兵の口内に入り、喉肉を抉りながら貫通していった。ラック王子を掴む僧兵が、声一つ出さずに床に倒れるのをオウマが見た刹那。

				「王子様を返せ、下衆野郎がぁ！」

				「ぐぉあああ！」

				　煙の中から白銀の甲冑を鳴らして走り出てきたルーディが、手の中から光を放ちながら走って来た。オウマはただならぬ殺気と覇気を放つルーディに驚き、本来ならラック王子をすぐに引き寄せに行こうとした身体を後ずさらせ、バランスを崩して倒れた。

				「ルーディさん！　こっち、こっちだよ！」

				「王子！」

				　臣下を呼び、手を伸ばす王子に、ルーディはその手をしっかりと握り、引き寄せんと力を込める。

				「させっかよテメェ！　調子に乗んなコラァ！」

				「くそっ、王子様！」

				　その手を、二人の繋がりを斬り裂いてやるとオウマは起き上がり、手に持ったナイフを振りかぶる。まずいとばかりにルーディは、ラック王子に覆い被さりその凶刃から庇おうとした……だが。

				「テメェ……感動の再会にぃ……茶々ぁいれんじゃあねぇ！」

				　オウマのナイフの振り下ろす先、そこにキョウスイが割り込んだ。キョウスイはその振り下ろされる凶刃を持つ右手の手首を左手で掴み、右手でオウマの着る服の襟を掴んだ。

				「だっらぁあああああ！」

				「ぬぉおおおおお⁉」

				　オウマは右腕を凄まじい力で引かれ、そのままキョウスイに背負われた。そしてそのまま身体は空中に投げ出される。オウマは目まぐるしく回転し変わる景色と浮遊間に投げられた事を理解した。

				「ハーイッ！　お客様一名ご案なーいッ！」

				　さらに、回転する景色の中、その真下からリボルバーを構えニヤついているアヴェールの姿をオウマは捉える。このまま銃弾を叩き込む気かと、オウマは戦慄(せんりつ)しすぐさま懐にしまっていた投げナイフを投げつける。

				「させっか！　ぉおおらぁあ！」

				「おいマジかワァーーオッ！」

				　投げナイフを予想しなかったアヴェールは、引き金を引いたものの回避行動により狙いがずれた。弾丸がリボルバーの銃口から発射され、投げられたナイフに命中。弾丸は逸れてオウマの脇腹を掠り、ナイフは回転し回避行動として跳躍したアヴェールの眼前の床に落下して突き刺さる。

				「やべー、お兄さんのお鼻が削げそうだったよ……」

				　そうこういう間に、オウマは地面に着地する瞬間前転し、見事な受け身で投げの衝撃を軽減した。キョウスイ達を囲む円は無くなり、今度はキョウスイ達がオウマや、オウマの引き連れた僧兵を見下ろす形になった。

				「よぉ、オウマぁ……人質は返してもらったぜぇ」

				「て、テメェ……」

				　見下ろされ、勝ち誇られたオウマは歯噛みする。そして爆発した偽物の破片が足に転がりふと疑問がいち早く頭に上がった。それは、なぜ偽物の石像を連れて来て居たのか、ならばユート、ランジェ、イズナは今何処に居るのか。

				「どういう事だ!?　テメェら全員で来たんじゃあねぇのか！」

			  

				　　　　　　　

				

				「なぜ貴様らがここに居る！　我らが勇者教会へラック王子を救いにいったのではないのか！」

				　マクウェルは、本来は居ない筈のユート達に大声で叫んだ。あの手紙を、投げ入れた手紙を見れば全員で助けに行き、教会を襲撃する筈とマクウェルは踏んでいた。だが、マクウェルの目の前には勇者の敵であり大罪人ユートを含めて三名が立ちはだかっていた。

				「なぜ？　居る理由はあんたが一番わかってるかと思ったけど……違うみたいだね？」

				　ユートは、吊るした左腕の位置を調節しながらそう言った。それを聞いたマクウェルは老人にしては健康に生え揃った歯で歯ぎしりを起こして苛立った。何をもったいぶるのかこの異端者のクソガキがと、内心今すぐに光の魔法を放ち浄化してやろうという気持ちを身体から滲ませている。

				「あんたが書いたんだろう？　あの手紙。自分で分からないなら相当な馬鹿だよ。まぁ気づいたのはキョウスイなんだけどさ……それであんたがこっちに直接乗り込んで来るのが目に見えたんだ……」

				「ば……私に向かって馬鹿だと貴様⁉」

				　馬鹿という単語に反応して唾を飛ばすほど激しく激昂した大司祭マクウェルに、ユートは一から説明を始めた。

				「キョウスイがね、手紙を見た瞬間に気づいたのさ……筆圧の強さに恨み節が見えるって。さらに文面には……我自らって書いてる程だから、そちらから向かって来るかもしれねぇってさ……」

				「そして案の定、貴方達はのこのことレインブルに来たわけ……つまり貴方自身が、馬鹿みたいに襲撃を告げたのよ。わかったかしら？」

				　そう続きを付け加えながら、ランジェはユートの肩に両手を置き、マクウェルを見つめた。

				　つまり、襲撃を見破られた原因は自分自身にあったのだと告げられて、マクウェルの歯軋りが余計に酷くなった。自分が悪いと、間抜けだと遠回しに言われた感覚に、マクウェルは怒りに顔を真っ赤にして睨みつけた。

			  

				　　　　　　　

				

				「ってぇ、わけだぁ……テメェら自身で襲撃しますって告げたようなモンだぁ……マクウェルとか言う野郎はぁ、相当なまぬけだぜぇ？」

				　キョウスイも、なぜ襲撃が分かったのか、オウマに説明し終えた。オウマはそれを聞きこちらの失敗に舌打ちをしたが、考えを改めた。本来なら、キョウスイ達を含め戦える全員を、賞金首をこちらで全員始末する予定だった。だが、全員ではなく居るのは三人。半数だ。つまり戦力を分散して戦い易くなったのだと言い聞かせた。

				「クックックッ、こりゃあ好都合だぜ！　なんせあちらに半分、こちらに半分だ。逆にテメェらをぶっ殺せる確率はあがったんだからよぉ！」

				　オウマは右手に持ったナイフを見下ろすキョウスイに、突きつけて嬉しそうに叫んだ。しかし、キョウスイの哀れむ視線は変わらない。そして、溜息一つを吐いてから呟いた。

				「分かってねぇみてぇだなぁ？　テメェら、誰に喧嘩売ったかをよぉ……それに喧嘩売るならぁ、そんだけの人数で俺を、俺達を止めれるってんならぁ、尚更哀れにならぁ……」

				　叫ぶオウマに対し、哀れだと言ったキョウスイの表情が変わる。怒りに震える表情に変わったキョウスイが、普段着ている黒い上着を掴み一気に引っ張った。上着は勿論破れた、そして露わになったのは鍛え抜かれた上半身だった。六つに割れた鋼鉄の腹筋、分厚い大胸筋に筋肉のラインがくっきりと浮かび上がる程に引き絞られた太い腕の筋肉。そして、ルーディやアヴェールからは、その逞しい背中の筋肉が窺えた。

				「ウホッ！　ナイスマッスルだねシニョール、お兄さん興奮してきたよ！」

				「王子様、私の後ろに……」

				　その背中を見てアヴェールは気分を高められ、自身の相棒であるリボルバーを指で回してから、敵であるオウマ達に突き付ける。ルーディもまた、手の中で石像の破片を錬金し、突撃槍(ランス)を作り出してからラック王子を自分の背に誘導した。

				　オウマは、勘違いを理解した。分散して戦い易くなったのではないと、分散した所で何一つ変わらない。それどころかキョウスイの言う様に『喧嘩を売る相手』を間違えたのだと頭の中で理解し、脂汗をかきはじめた。

				「覚悟はいいなぁ、テメェらぁ……五体満足じゃあ帰さねぇぞゴラぁあ!!」

				　教会を震わせる程の咆哮をその喉から放ち、キョウスイは闘いの幕を自ら開けたのだった。

				

				　咆哮と共に、キョウスイは飛び上がる。その引き絞られ無駄無く鍛え上げられた肉体による跳躍力は常人の域を逸脱していた。真上への跳躍ではなく前方への跳躍と共に、キョウスイは身体を前方に回転。宙返りをしながら右足を伸ばした。僧兵の軍勢、その一番前に居た者の鼻にキョウスイの伸ばした足の踵が見事に当たった。キョウスイの蹴りを受けた僧兵は、その鼻どころか踵の形に鼻の周辺を陥没させ、後頭部を勢いよく床に叩きつける。そしてキョウスイは床に着地すると、僧兵をそしてそれを率いるオウマを睨みつけた。

				「な、舐めるな任侠者！　たかが三人で何ができるか！」

				「囲め！　一人で向かうな！　囲んで三人で戦え！」

				　睨みつけられた恐怖からの虚勢か、僧兵の一人が腰の鞘から剣を抜き放つ。その僧兵に続いて他の者達も剣を抜きはなった。僧兵達はお互いに声を出して連携を図り、キョウスイの周りを囲んだ。

				　囲まれたキョウスイだが、それがどうしたと右手を顎の近くに置き、左手を下げ握り拳を作り、囲む僧兵達を見つめる。

				　身体から発せられる殺気は僧兵達の士気を下げる程に強く、彼らは構えた剣を振る事すらできないでいる。そうこうもたもたとしている瞬間。

				「ぼさっとしてんなよ、てめーらーーアァーーッ！」

				　弾丸が放たれる。キョウスイの突貫に気を取られた僧兵に、アヴェールのリボルバーの弾倉は回転し、撃鉄が薬莢を叩いた。一回、二回、三回と響いた火薬の音と共に放たれた弾丸が僧兵達の喉に、頭に風穴を開けていく。

				「その通りだ！　アース・ランス！」

				　さらに、ルーディが呪文を唱えながら錬成したばかりの突撃槍(ランス)を地面に突き刺すと、刺した場所に魔方陣が浮かび上がる。そして床から石で造られた槍が地面を直進するように生成され、前方に群がる僧兵を数人貫いた。

				「シニョールッ！　こいつらはお兄さん達に任せろ。逃げ道は作っとく！」

				「キョウスイ殿、王子を助けた以上長居は無用！　逃げるぞ！」

				　リボルバーを携えたアヴェールと、突撃槍(ランス)を掲げ背に王子を連れたルーディが囲いを崩しキョウスイにそう言い放つ。王子を助けた以上ルーディの言った通りに逃げてしまっても構わない。

				　しかし、キョウスイにはやり残した仕事があった。自分が投げ飛ばして受け身を取ったオウマが、ナイフに舌を這わせてこちらにがんを飛ばしている。それに対してキョウスイは、歩いてオウマに近づいていく。オウマも、近づいてきたキョウスイを見て立ち上がり、手元のナイフを回しながら歩み寄った。

				「オラァッ！」

				「だらぁああッ！」

				　二人の距離が、お互いの間合いに入った刹那。オウマは右手に握ったナイフをキョウスイの胸に突き刺さんと、振りかぶりキョウスイの右の拳がオウマのこめかみを殴り抜けんと振り下ろされた。

			  

				　　　　　　　

				

				「さて、説明はもういいよね大司祭さん？　馬鹿馬鹿しいミスを冒したのが理解できた？」

				　自分の怒りがあまりに酷い単純明解なミスを冒し、さらにはその事をとことん目の敵の薄汚い傭兵に言われて、マクウェルは今にも杖を振るいそうになった。

				「この……異端者の薄汚い……傭兵がぁ!!」

				「聞き飽きたよそれ、じゃあ……こっから先は命の……」

				「待って、ユートちゃん」

				　今まさに戦いを始めようとしたユートに、ランジェは声を掛けて肩に手を置き、ストップを掛けた。ユートは制止をかけたランジェに目線を移し、何があったのか尋ねる。

				「ん？　どしたのランジェさん？」

				「この爺さん……私が一対一で相手してもいいかしら？」

				　ランジェからの突然の要求にユートは『えっ？』と軽い衝撃を受けた。ランジェは魔法が使え、自分より強いのは分かってはいるが、いつも後方で支援する姿しか知らないユートには、それは少し考えたい要求だった。

				「いきなりどうしたの、一対一で戦いたいなんて、何かあった？」

				　だから、ユートはなぜランジェがマクウェルと戦いたいか理由を尋ねた。

				「いやね、あれだけ言われたら私も……火がついちゃうのよ、分かるわね、ユートちゃん？」

				　返って来た答えと共に、ユートは気づいた。ランジェの声が少しだけ低くなっており、怒りを孕んだ様に聞こえたのだ。ユートは、ランジェが引き寄せる為にポールダンスを踊っているのを確かに見ていた。だが、奇襲する前に目の前にいる大司祭マクウェルと何か言い合いをしていたのを見てはいたが、何を言い争っているのかまでは聴こえなかった。

				「ユートさん、やらせてあげましょう」

				「イズナさん……でも……」

				　ユートの横で様子を見ていたイズナも、ネクタイを整えながら一対一に賛成したが、ユートはやはり戸惑った。

				「ユートさん、ランジェは止まらないですよ？　一度火がついたら……なら、とことんヤらせてあげなさい」

				　しかし、イズナは、ランジェは言った所で聞かないと言いながら歩き出す。そのまま、マクウェルの横を通り抜け、四階から飛び降りると階下に居るだろう僧兵の元へ向かった。

				「ユートちゃん、お願い……この童貞ジジイは私にヤらせて……」

				　ユートの肩をランジェが力を込めて握る。長い爪がユートの肩肉に食い込みはしたが、それがランジェの怒りの表れだと分かる。自分が勇者に怒りを露わにする時と同じ感覚を、ランジェからユートは感じ取った。

				「わかったよ、思う存分に、やっちゃって！」

				　ユートは決心して、イズナが降り立った下の階へと走りだす。しかし、それをマクウェルが許す筈が無い。マクウェルの怒りの矛先はユートへと迷い無く向かっていた！　

				「貴様を行かせると思うてかぁあああ!!　シャイン・ウェーブ！」

				　マクウェルは自分の得物である杖を抱え上げて呪文を唱え、その杖先に付けられた宝玉をユートへと向けた！　宝玉には空気中のマナが集まり、光の球体が作られて膨張していく。

				　膨張した球体は破裂と同時に、衝撃波を放ち、それがユートに向かって行く……筈だった。

				「待ちなさい童貞ジジイ！」

				「むっ⁉」

				　マクウェルの杖は、何者かの力により弾かれて宝玉は天井へ向き、衝撃波が逸らされた。光の波動がシャンデリアに当たり、音を立てて砕かれる。砕かれたシャンデリアのガラスが、床に舞い落ちて輝きを放つ中、その中にマクウェルは自分の杖を弾いた正体を見つけた。

				　蛇の様にしなった物体が、ある方向に戻って行く。そして、最後に残った女性がその蛇を振り回して地面を叩くと、スパァアンッ！　と軽快な音を鳴らした。

				　杖を弾いたのは、ランジェがいつの間にやら持っていた革の鞭だった。

				「ふんっ！　淫売がぁ……我が勇者への忠誠を邪魔するか！」

				「さっきから淫売だのなんだの……ボキャブラリーが少なくないかしらお爺様？」

				　ランジェは手に持った鞭を揺らしながら、言い返した。

				「淫売に淫売と言って何が悪いか！　貴様ら売女の声に我が聖なる耳が穢れる。喋るでないわ！」

				「……悲しいわね、信じられるのが……生き甲斐が勇者への信仰心だけだなんて……大司祭とかいう割に対した事ないわね……」

				「なんだと貴様！　もう一度申してみよ！」

				　狂犬の様にマクウェルは汚らしく吠える。そこに勇者教大司祭の姿は無い。最早彼は狂信者でしかなかった。この様な人間に教えを説かれている人達を思い、ランジェはため息を吐いて言った。

				「ところで貴方、伴侶は居るかしら？」

				「何？」

				「伴侶よ伴侶、大司祭なんでしょ？　跡継ぎを産んでくれる妻よ。教会って結婚式あげるでしょ、居ないの？」

				　ランジェは、この哀れな狂犬をなだめるつもりなどない。鎖を噛みちぎる様な狂犬には、きついお仕置きでもしないと理解はして貰えない。そのお仕置きに入る前に、ランジェは一つ挑発をして冷静さを奪いに掛かった。

				「あー、居るわけ無いわよね……貴方見るからに童貞なんだもん。子供の頃からガールフレンドの一人も居なかったんでしょ？　態度とか言葉とかで分かるわ……」

				「な、何の事だ！　何を言っている！」

				　ランジェは、彼の清らかだとか聖なるとかいう自分の身体と、信仰心から来る貞操観念を馬鹿にした。自分を売女だの蔑(さげす)むなら、逆にその潔白を『童貞』と捉えて侮辱したのだった。

				「ずっと、言い訳していたのでしょう？　純潔な身体が……とか言って、それでクラスメイトで化粧に目覚めた子を見つけては破廉恥だの売女だの蔑(さげす)んで……自分に女性が見向きすらしないからそんな事を……ああっ！　わかったわ、だから貴方司祭を目指したのねぇ？　自分自身や他人への言い訳には打って付けだもの、童貞を捨てられなかったんじゃあない、純潔を守り抜いたってね？」

				「あっ……き、……ががぁっ……」

				　ランジェの挑発に、マクウェルは我慢の限界だった。図星を突かれたかのように言い返せず、震えはだんだんと強まっていく。

				「まぁ、貴方が言いたい事は分からないでもないわよ？　娼館を、娼婦を、そして私に対してもそう見るのはね、だけどねぇ……」

				　ランジェは大きく息を吸い、しばらくその息を止め……そして、思い切り吐き出した。

				「良い歳こいて！　伴侶もいない、女を抱いた事もない童貞のジジイに、全て知ったような風にぎゃあぎゃあと言われる筋合いはないわよ！　この……童貞野郎ぉおおお‼」

				　ランジェの放った怒声に、大司祭マクウェルの何かが音を立てて切れた。

				　

				　手すりを飛び越え、ユートは下の階へと降りていく。落下によりスーツの裾が翻り、髪が揺れ、三階の床が近づいて来る。ユートは床に着地した瞬間に前転して落下の衝撃を和らげた。イズナに続いてもう一人の人間が、上の階から階段を使わず落下してくると、僧兵たちも流石に肝を冷やした。四階から三階までの高さは、人が飛び降りる高さではないからだ。

				「お早いご到着で……さて、この人数どうですか？」

				　着地したユートに、イズナは僧兵たちに手を差し伸ばして示す。皆が皆フレイルや剣を構えてこちらを見る景観に、ユートは右手に握った刀を右肩に置くように構え、僧兵たちを見回しながらイズナに返答する。

				「半分くらいならいけるかな？　イズナさんは？」

				「それでは、私も半分という事で半分こにしましょう」

				　そんなユートとイズナの会話に、僧兵の一人が不意を突いて二人へと走り出しながら、手に持ったアックスを右に振りかぶって構える。

				「舐めるな異端者め！　貴様らの首を討ち取り、我が勲章にしてくれる！」

				　振りかぶったアックスは、ユートの頭部の右から左へと横薙ぎに振られようとしていた。だが、ユートはその僧兵がアックスを振り下ろす前に、骨折で吊るしていた左腕をそのタスキから抜いた。

				「騎士ならともかく……教会の僧が勲章だなんだ言ってんなよ！」

				　その僧兵が斧を振りかぶった刹那、ユートは膝から力を抜いてさらに腰を落として中腰になり、風切り音を鳴らす斧を避けた。斧の刃はユートの黒い髪に擦り、数本髪の毛を切りはらう。力一杯振り抜いた僧兵は体勢が崩れ、自らのアックスに引っ張られるような形となった。その隙にユートはまだ添え木に固定されている、折れた左腕でその僧兵の顎に左拳を叩き込んだ。

				「ガベバッァアッ！」

				　ユートの左拳は、僧兵の顎の骨を砕いた。勇者レンの顔面を粉砕し、さらに歯を全て叩き折った程に少年の拳は硬い。そんな拳にカウンターで殴られたら無事に済むわけが無かった。僧兵はその拳の力に吹っ飛び、一度床でバウンドして元の僧兵達の元に帰されると、その顎が真横にまで曲がった醜い顔を仲間達にさらした。

				　僧兵を殴った衝撃に、左腕を固定していた添え木は折れ、ユートの左袖から添え木の破片や固定の為に巻いた包帯が落ちていく。ユートはその左腕を見つめ、拳を握ったり開いたり、手首を回したり肘を伸ばして見たりと確認をしてみた。

				「殴るには早くないですか？　確か三日は必要らしいと……」

				「あれ？　……治ってる……」

				　あれ程痛みを発していた左腕が、今はいつもの感覚になっている事にユートは驚いた。以前にも似たような事があったようなと、思い出そうとしたが、今はそういう状況ではない。イズナは革靴のつま先を床にコツコツと当てて靴をしっかり履き、首元の青と黒のストライプ柄のネクタイを外し、ワイシャツのボタンを上から二つだけ外しながら言う。

				「ま、いいでしょう……さて、勇者教だかなんだか知りませんが、貴方達はゼンジ組に喧嘩を売った……もう頭を下げても許しませんよ？」

				　イズナは右足を前に出し、自身の左拳を胸元に当てながら軽いステップを踏み始める。それを見たユートも、着なれないスーツのネクタイを締め、愛刀を片手持ちからしっかりと両手持ちに握り変え、その刃を腰元まで持っていく。

				「あんた達、わかってるよね？　ここから先は……命の取り合いを覚悟しろ！」

				　そのユートの咆哮と共にユートは僧兵達へ駆け出し飛び上がる。イズナもまたユートと同じタイミングで僧兵の群れへと向かい、その足を振り上げると、二人が降りてきた四階から光の柱が吹き出した。

				

				　ランジェはマクウェルの怒り様に口笛を吹いた。あれからしばらくマクウェルは身体を震わせ何も言わなかったが、突然杖を振るって光の柱をランジェに打ち放ったのだ。その光の強さは四階を一瞬白く染めあげる程の、目に悪い程の光だった。

				「さ、さっきから童貞だの糞ジジイだのと好き勝手言ってくれるな！　この売女がぁっ！」

				「お爺様、童貞と言われて怒ったら……それはもう自分で認めているのと同じよ？」

				　だが、ランジェは光の柱をポールに捕まって上に登って回避する。そのまま怒りに真っ赤に顔を染めたマクウェルがこちらを眼光鋭く睨むのに対し、ランジェは笑顔で言葉を返して挑発を再開した。

				　ゆっくりと扇情的に身体を波打たせながら、彼女は足をポールに絡ませて身体を固定し、逆さまになった。逆さまになれば重力に従い髪が、スカートが下がっていく。

				「はぁ、それにしても……本当に強い光の魔法ね、真っ白で目が痛みそうだわお爺様？」

				　その逆さまの体勢でランジェは自身の髪の毛を優しく撫で上げながら、下着が露わになっても構わず、まるで吊るされたような官能的な姿でマクウェルに話しかける。

				「真っ白どころか黄ばんだ色にも見えたわ。そんなに溜まっているならネムステルで童貞卒業したら？　まぁ、どこの店でも門前払いだろうけどね？」

				「ぬかせ！　貴様にはもう喋らせはせん。我が魔法で塵一つ残さず消し去ってくれる！」

				　再び魔法を放たんと、マクウェルが杖の先を向けた。それを見たランジェはすぐにポールから降りて床に着地すると、持っていた鞭を振りかぶる。

				「させるわけないでしょ！」

				　しならせた鞭が風を切り、マクウェルの杖へと絡みつく。絡みついた鞭をランジェが引っ張り、マクウェルを右へ左へと揺らした。

				「ぐぉおおお⁉　離さんかこの売女‼」

				「嫌よ、少し付き合いなさいな？」

				　男とはいえマクウェルは老人。まだ若い女性のランジェの力でも充分と動きは支配できた。杖を離してはならないとしっかり掴み、その鞭にいい様に振り回されるマクウェルは、右へ左へとまるで酔っ払いのような足取りで引っ張られる。

				「じゃあ、離さないなら離さないままで居なさい？」

				　マクウェルの滑稽な姿を見たランジェが、鞭を両手で掴み手繰(たぐ)り寄せるように引っ張った。

				「おっ！　ぁああ⁉」

				　マクウェルはその力に引っ張られて、ランジェに近づく様に前へ前へと足が動いてしまう。足腰の悪さからか踏ん張りもバランスを取る事も出来ずに、マクウェルは前のめりになりながらランジェの元まで引っ張られ……。　

				「そぉれっ！」

				「ぷげっ！」

				　ランジェは引っ張られてきたマクウェルの顔を蹴り上げた。右足の甲がマクウェルの顔面を捉える。

				「おぁああ？　ろ、老体に何をするか貴様ぁ！」

				「今更泣き言は無いんじゃない？」

				　痛みにマクウェルは杖を離し、顔を押さえてうずくまると、ランジェはその背中をヒールで踏みつけた。

				「ぐがぁっ！」

				「分かるかしら？　私、頭にきてんのよねぇ……散々コケにしてくれてね？　もう一発踏まれなさい！」

				　老体だろうが容赦は無かった。ランジェはその背中を踏みつけようと、もう一回足を振り上げた。

			  

				　　　　　　　

				

				　振り抜かれた右拳が、こめかみを捉える。ナイフは胸を貫く前に止まると、その拳の威力にオウマの首は回り、地面から足が離れた。

				「がぁっぉおおっ！」

				　錐(きり)揉(も)み回転をしながら、オウマの身体は宙を舞う。しかし、チンピラの意地を見せたか、そう簡単に倒れる訳は無く、しっかり地面に着地すると、立ちはだかり見下ろすキョウスイを見上げた。

				「どうしたぁ、もう終いかぁ？」

				「余裕ぶってんじゃねぇぞ！　オラァアアア！」

				　雄叫びを上げてオウマが走り、その右手のナイフを右上から袈裟に振り下ろした。それに対してキョウスイが左へと身体を動かして振り下ろされるナイフの軌道から抜ける。

				「目ん玉くり抜いたらぁああ！」

				「やれるもんならぁ、やってみやがれぇ！」

				　だが、オウマはそのキョウスイの後を追う様にナイフを左下から刃を返して顔面へ向けて振り上げた。しかし、キョウスイはそのナイフを握る右手首を右手で掴むと、そのまま相手の右腕を上げて脇に隙間を作り、そこをくぐり抜けながら内側に右手を捻りながら引っ張り上げた。オウマの肘が、肩が、手首の関節が突然悲鳴をあげる。

				「あぁあああ！」

				　このままでは腕を破壊されかねないと感じたオウマがやれる事は、そのまま前転して腕の捻りを解く事だけだった。しかし、本能が勝手に身体を前転させ、オウマは投げられる形で背中を床に打ち付けた。

				「どうしたぁ？　目ん玉ぁくり抜くんじゃあなかったのかぁ？　あぁっ！」

				　さらに、キョウスイは追い打ちとばかりにオウマのナイフを持った右腕を左手で掴み替えてから引っ張って立たせると、今度は右腕をオウマの左脇に差し込んだ。

				「おぉおら……よぉおっ！」

				「がっ……はぁっ……！」

				　キョウスイは左手で右腕を引き、左脇に差し込んだ右腕を持ち上げるように力を入れながら腰をオウマの身体にぶつけた。キョウスイの払い腰に、オウマの身体はキョウスイの背中に乗る様にしながら足が地面から離れ、再び背中を硬い床へと思い切り打ち付ける。床が振動する程に勢いよく身体を打ち付けられて、オウマの呼吸が一瞬止まった。

				「悪りぃがぁ、容赦はしねぇ……さっさと終わらせてやらぁ！」

				　呼吸が止まり、動きも止まった瞬間、キョウスイはオウマの身体に乗りながら右腕を掴んで脚で挟んだ。その右手の親指を天井に向けて、そのままキョウスイは地面に思い切り倒れこむ。オウマの右肘が下腹部に当たり悲鳴を上げる暇すら与えずに、キョウスイは自身の腰を押し上げてオウマの右腕を反らした。

				　肘から聞こえた音と共に、オウマの右腕から力が抜けると、握られたナイフが床に落ちて、からんと音を立てた。

				　オウマは右腕から鳴り響いた音と共に、力が抜け、強烈な痛みが身体に走り叫んだ。

				「はっ……あがぁあああああ!?　腕っ、腕がぁあぁああ！」

				　右肘の関節が外れたのを感じ取ったキョウスイはオウマの右腕を離し、後転しながら立ち上がる。オウマは関節の外れた右腕を左手で押えてのたうち回り、歯を食いしばり悲痛の声をあげて呻いた。

				「ケッ！　たかが腕が外れたぐらいでぇ、ぎゃあぎゃあ言ってんじゃあねぇ」

				　舌打ちをしてキョウスイは振り返り、アヴェールとルーディの方に視線を移す。

				「おうおうおう……派手にやってんじゃあねぇかぁ……」

				　キョウスイがタイマンを張っている間にも、ルーディとアヴェールはキョウスイよりド派手な喧嘩──戦いを繰り広げていた。

				

				　発砲音が二つ鳴り響き銃口から二発の弾丸が発射されると、腹の肉を削り内臓へと到達し掻き回す。

				「ごぼぉっ……おぉっ……」

				「はあっ……はあっ……チクショー、わざわざお兄さんに撃たれに来んなよ」

				　アヴェールの持つリボルバーの装弾数は六発。ルーディと共に道を開けると言い、何人もの僧兵を近づかせずにリボルバーの引き金を引いては殺し、弾丸の薬莢を入れ替えてはまた撃ち殺した。

				「ああっ、出費が……お兄さんこれが終わったらレインブルの娼婦にお世話になろうかと思ったけど、我慢だなこれ……」

				　足元に転がる幾つもの空の薬莢を見て、アヴェールは溜息を吐きながらリボルバーの弾倉を外して、弾倉の中の空薬莢を捨てると、キンッ、キンッと可愛らしい音を鳴らして薬莢は足元を転がった。

				「アヴェール殿、こちらも片付きました……そちらは？」

				　同じく僧兵達と戦っていたルーディが、アヴェールに声を掛けた。アヴェールはルーディの居る方を見ると、足元やそこらでお亡くなりになった僧兵達の亡骸を見て、苦笑いを浮かべた。

				「しばらく、お肉食えないわお兄さん……」

				「同感だ、赤色の食べ物もだ……しばらくトマトはいらない」

				「トマトはロマルナの魂だぜ？」

				「それ程まで食欲が失せるのだ……」

				　ルーディの方の死体は、アヴェールがリボルバーで撃ち抜いた死体よりも悲惨な有様だった。石の針が腹部を貫き、肉を抉った死体がいくつもある。思わずアヴェールは口を押さえたが、こちらはこちらで悲惨な光景で、何も言い返せなかった。そういえば王子様がルーディの背中に着いていたなとアヴェールは思い出し、彼はルーディに聞いた。

				「王子様は？」

				「大丈夫です。……ルーディさんが居たから怪我はありません」

				　アヴェールの問い掛けに王子が答え、ルーディの背中からひょっこり顔を出した。その直後にルーディが赤面し、顔を俯(うつむ)かせたのを見てアヴェールは、心の内に笑みを浮かべた。

				「おう、ゲイ野郎ぉ……中々早えじゃあねぇかぁ」

				　後ろからキョウスイに声を掛けられて、アヴェールは振り返る。キョウスイは祭壇のある階段を下りながらこちらへ向かい、足元の死体を蹴飛ばしてどかし、近場に来た。

				「お兄さんだけじゃあないさ、騎士さんも居たし、尻尾巻いて逃げたヤローも居るしね？」

				　アヴェールがそう言いながら自分達が突入してきた大扉を親指で示す。外から聞こえるざぁざぁと降り注ぐ大雨の音で、逃げたであろう僧兵の姿や足音すらも聞こえない。

				「では、戻りましょうか、あちら側の者達も終わっているでしょう」

				「だなぁ、さっさと戻って……戦ってるならぁ手伝うかぁ？」

				　三人と王子は、片付けは済んだとばかりに出口へと歩む。しかし、キョウスイの耳は些細な音を聞き逃さなかった。擦れた、摩擦の音が耳に入りキョウスイは後ろを振り向いた。

				「く、くそがぁ！　まだ終わっちゃあいねぇ！」

				「まぁだ立ちやがるかぁ、やめときなぁ……腕が使いもんにならなくなるからよぉ」

				　右肘の関節を外されたオウマが、右腕をぶらぶらとさせながら立ち上がる。それを見たキョウスイが溜息まじりにやめるよう声を掛けるが聞く耳を最初から持ち合わせてはいないようだった。

				「るっせぇよ……テメェらさえぶっ殺しゃあよお……後はどうとでもなるんだ……俺の思い描いた通りになるんだよぉ！」

				　そう叫んだオウマは、左手でズボンのポケットから小瓶を取り出した。小さな小瓶には黒い液体が並々と入れられ、コルクの栓がしっかりとされている。

				「テメェらも、ゼンジ組もぶっ壊してッ!!　俺がネムステルをぉ、ゆくゆくはここら一体牛耳ってやるんだぁ！」

				　オウマの口が、中の液体にガラスの破片が入るのも構わずに瓶のコルク栓ごと飲み口を噛み砕いた。舌にはガラスが突き刺さり、口端から血を流しながらもオウマは黒い液体を飲み干していく、喉仏の動きから飲み干す音が聞こえてきそうだった。

				「ウォオオーーッ⁉　何をする気か知らんがやばい！　何かする前に倒さないと！」

				　尋常ではない狂った様子に、恐怖と戦慄(せんりつ)を覚えたアヴェールがリボルバーを構え、そして引き金を引く。

				　弾丸が火薬により発射され、オウマの胸元目掛けて直進した。

			  

				　　　　　　　

				

				　ランジェのヒールがマクウェルの背中へと振り下ろされる。マクウェルは顔面を押さえ、蹴られた痛みに悶えて何をされるか、分かってなかった。

				「ぬぐっ！」

				　背中にヒールが当たり、体を大の字にうつ伏せにされたマクウェルが、肺から息を全て出したような声を上げた。ランジェは足をどけて後ろに綺麗な円を描くバク転を披露して距離を取り、マクウェルの様子を見る。

				「立ちなさいな童貞ジジイ、まだ私は魔法の一つも放ってないわよ？」

				　そう言ってランジェは鞭を振って自分の手元に戻し、階段の手すりに座った。

				　しかし、マクウェルは立つどころか、ピクリとも動かなかった。やはり大司祭とはいえ老人、魔法さえ放つ事を封じられればただのヨボヨボ爺さんとは変わりないのだろうと、ランジェは起きぬマクウェルに溜息を吐いた。

				「はぁ、あっけなさ過ぎだわ……ユートちゃん達はどうなってるか、手伝いに行こうかしら？」

				　立つ様子がない事に、ランジェは階段へ向かいゆっくりと歩く。そして下りの一段目を踏んだ時、視界の端でゆっくり立ち上がるマクウェルの姿が入って来た。

				「ちょっと……立つには遅くないかしら？　今からユートちゃん達に加わろうと……」

				　今更立ち上がるのはどうかと、ランジェはマクウェルに悪態を吐いてマクウェルの方を向いた。

				　そしてすぐに、様子がおかしい事に気づいた。立ち上がるマクウェルの身体から、黒い、禍々しい『何か』が足元で渦巻いていた。

				「ＷＵＵＵＵＵＵＵＲＲＲＲＲＲ」

				「ちょっと……貴方一体どうしたの？　盛りが付くには歳が……」

				　喉を鳴らすような獣じみた唸りをあげるマクウェルに、ランジェは後ずさりした。だが、ランジェは同時にこの光景を一度見た事を思い出した。それは、ホシミツ山でユートが勇者レンと戦う中にも見せた、黒い渦──それがマクウェルからも出ていたのであった。

				　あの時もユートが禍々しい雰囲気を滲み出していたが、それよりも凶悪な、何かをランジェは感じていた。

				　マクウェルはゆらり、ゆらりと体を揺らして歩き出し、その顔を上げた。

				「う……な、何よそれ……」

				　マクウェルの顔には血管が浮かび上がっている。だがそれは血の色をしていなかった。血管を伝い流れるどす黒い『何か』がマクウェルの顔中の血管を浮かび上がらせていた。

				「ＫＵＷＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

				　枯れた叫びを上げ、慟哭するマクウェルの足に黒い水滴が付いた小瓶が音も無く転がる。耳を塞いだランジェは、その一瞬の隙を突かれて『黒い柱』に身体を突かれた。

				

				　僧兵が頭へ向けて振り下ろしたメイスを、イズナは一歩だけ下がり最小の動きで避けると、僧兵の頭を両手で持って捕まえ、顎に右膝を叩き込む。スーツパンツに付いた血が糸を引いて、僧兵はがくりと倒れた。

				「キリがないですね、どれだけ居るのやら……」

				　溜息まじりに愚痴を漏らすも、後ろから聞こえた風切り音に反応して後ろに蹴り上げる形で後ろ蹴りを放った。

				「はごぉっ!?　おっ……おっ……」

				「おっと失礼……」

				　革靴越しに何かが潰れたような感触があったが、聖職者なら無くてもいいだろうと股間を押さえてうずくまる僧兵の頭を、イズナはまるで子供がボールを蹴るような形で蹴り上げた。僧兵もまた、命を無残に散らしながら身体を地面に転がしていく。

				　その先では、ユートが僧兵達を相手に立ち回りを見せていた。刀の先を相手の喉元辺りに当たるように中段に構えた刀が、ユートの周りを取り囲んだ僧兵達を牽制する。ジリジリと少しずつ距離を詰めはするが、一度ユートが動く挙動を見せればすぐに後ろに下がり、ユートの隙を狙っていた。

				「ほんと、どれだけ連れて来たんだか……」

				　ユートが呟きながら、中段に構えた刀を下ろした瞬間、槍を携えた僧兵がユートの背中を刺しに掛かった。

				「死ねっ！　異端者がぁっ！」

				　だが、ユートは背後から来た僧兵の槍を振り向きざまに、左足を振り上げて槍を踏みつけて攻撃を封じた。

				「うおっ!?　このっ……貴様どかんか！」

				　槍を踏みつける足をどかそうと、僧兵は右へ左へと槍を動かそうとするが、ユートの踏みつける足の力は強く、びくりとも動きは無い。

				「しっかり持ってなよ？」

				「な……何を」

				　ユートは槍を動かそうと苦戦する僧兵に言った。

				　何をする気だと僧兵が冷や汗を流す中、ユートは両手に構えた刀を振り上げて僧兵の槍を掴む腕に振り下ろした。振り下ろされた刀は、僧兵の右の前腕の肉を断ち、骨すらも叩き切る。切り落とされた右腕が槍を掴んだままぶらぶらと揺れ、切り口からは少し間を置いてから血が吹き出した。

				「あぉおおああああぁああ！」

				　切り落とされた右腕の痛みと吹き出す血にパニックに陥った僧兵は、自ら槍を握っていた左手を離した。そして、突然胸元を突き抜けた冷たさに身体が止まり、それが何なのかと自分の胸元に視線を下ろす。

				「言ったでしょ？　しっかり持ってなよってさ？」

				「あぐぶっ……ぅうっ」

				　見下ろした時には、ユートの刀は貫いた胸元から引き抜かれて血の線を引いていた。僧兵は血の泡を口から出しながら倒れていく。

				「貴様ッ！　よくも我が同志をッ！」

				「生かしてはおかんぞっ！」

				　倒れる僧兵の仇討ちとばかりに、ユートの周りの僧兵達がメイスを、剣を構え一斉に飛び掛かる。

				「おぉらぁっ！」

				　僧兵のメイスがユートの頭を目掛けて振り下ろされるが、ユートは何食わぬ顔でそれに対して右足で前蹴りを放った。次いで体勢を崩してメイスを振る事も叶わなかった僧兵の服の襟首を掴んで引き寄せると、もう一人の剣を持つ僧兵へと、彼を振り投げる。

				「そら行ってこい！」

				「お、おい待てどけろ！　　どけろぉっ！」

				「なぁっ!?　あがっ……！」

				　振り投げられた僧兵は足をもたつかせながら、剣を構えた仲間へと突き当たると、仲間が構えた剣に体を貫かれた。自身が薄汚い傭兵を斬り倒そうとした剣は、奇しくも仲間の命を無残にも奪い取ってしまった。

				「な、何故だ同志よ？　何……故……？」

				「ヒイィッ！　ち、違うんだ！　これは、これはぁ！」

				　涙目になり、すぐにでも仲間から剣を引き抜こうとするが、剣は抜けない。貫かれた剣から血は伝い、僧兵の手を染めていく。

				「謝るなら……」

				　引き抜こうとした彼の潤んだ景色に、黒い影が空を舞う。

				「死んだ後にしなよ」

				　そして彼の首に冷たく白い線が通ると、彼の眼前にはまるで落下していくような景色が移り、やがて床へと落ちると自身の首の無い身体が目の前に横たわっていた。

				「さて……まだやる？」

				　床に着地したユートは刀に付いた血を払い、その切っ先を僧兵達へと向けた。数を揃えはしたが、二人の悪魔のような戦いを見せられては怖気づくのが道理。恐怖を感じた僧兵達は烏合の衆と化し、ユートとイズナから一歩、また一歩と下がっていく。

				「追いますか、ユート様？」

				　革靴を鳴らしながらユートの元へとイズナが歩み寄り、そう口を開いた。

				「必要無いよ、後は逃げ出すだけだからさ？」

				「確かにそのようで……では、ランジェを迎えに行きますか？」

				　先程まで戦っていた人間とは思えない笑顔を見せて、イズナはネクタイを締め直そうとする。それに続いてユートは髪の毛に付いた血を払い、髪を後ろに後ろにと流してオールバックにしていく。

				　だが、そんな二人の後ろで、大きな音が響いた。木をへし折ったような音が二人の耳に入り、そして同時に振り返る。

				　砕かれた階段の手すりの木片を散りばめながら、ゆっくりと上の階からランジェが、身体をくの字に折り曲げた体勢のまま落下してきた。

				「なっ⁉　ランジェさん！」

				「まずい、早く受け止めなくては！」

				　イズナがそう言った瞬間、ユートはランジェが落下するであろう場所へ向かい走りだした。

			  

				　　　　　　　

				

				　放たれた銃弾の行き着いた先を見て、アヴェールの顔は驚愕の表情を浮かべていた。アヴェールの持つリボルバーの殺傷力は非常に高い。それだけはユート一行と共に逃げた城の中で証明されている。リボルバーに使われる大きな弾丸は、普通の火打式やマスケット銃に使う散弾と違い、頭部や首に当たりさえすれば助からない筈だった。

				「そ、そんな馬鹿な……」

				　そのリボルバーの弾丸は、オウマの胸元に当たっている。

				「ざけんなッ！　こんな……人間が弾丸を食らって傷一つ付かない筈はないッ！」

				　だが、弾丸は胸元を貫いていなかった。回転する弾丸はオウマの胸元で止められ、回転を続けている。回転により肉を削り取る筈がそれも無く、ただシュルシュルと音を立てて胸元で回転しているのだ。

				「ククククク!!　すげぇなぁ、飲んだだけでこんな事になるなんてよぉ！」

				　オウマはその弾丸を摘まんで見せた。人差し指と親指で摘ままれた弾丸は回転を止め、力を失う。そしてその弾丸を離すと床に音を立てて落ちていった。

				「カカカカカ！　キョウスイ！　てめぇらはこれで終わりだぁ。なんせあの得体の知れん学者が俺たちに手渡した薬品は、俺をこんなにも強くしたからなぁ！」

				　勝ち誇るオウマにキョウスイは舌打ちをした。しかしそれは自信過剰だとか実力を見誤っている訳ではない。弾丸を通さずに身体で受け止め、ダメージ一つ無い様子を見る限りこのオウマは強くはなったのだろう。

				「そうかい、じゃぁ……試してみるんだなぁ？」

				　だが、強くなったのは身体だけ。中身は、精神は何も変わってはいないと踏んでキョウスイは構える。肘の関節を外され、追い詰められて口に含んだ薬品。もうこの男に後は無いだろうとキョウスイは最後の手段を潰しに掛かった。

				「何が……何が試してみるだぁ？　テメェの頭カチ割って中身引き摺り出したらぁッ！　ＵＳＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

				　怒り狂いオウマは跳躍した。人間の能力を凌駕した高い跳躍と共に振りかぶった左手をキョウスイに振り下ろそうとした。しかしキョウスイは、その振り下ろす左手を受けて攻撃を返そうと防御のために腕を十字に合わせた。

				　そして、オウマの左手がキョウスイの十字にした腕に触れる瞬間、オウマの指先が研いだばかりの刃物のように光を放ったのをキョウスイは見た。

				「キョウスイ！　防御したら駄目だ！」

				　ルーディもオウマの左手から放たれた光に気付いたらしく、キョウスイに防御を解けと叫んだが遅かった。振り下ろされたオウマの左手、それがキョウスイの腕を通過して指の数と同じ五つの細い傷跡ながらも深い傷を負わせた。

				　オウマの指先が、キョウスイの腕の肉を削り取ったのだ。

				「ぬぉおおぉおおっ⁉」

				　抉られた腕の傷から血が吹き出して、痛みにキョウスイは唸る。十字に組んだ腕で防御を図ったが、それで傷を負う羽目になってしまった。オウマの振り下ろした左手がキョウスイの腕に五本の傷を作ったのだ。

				「クカカカカカカッ！　どうしたぁキョウスイ！　随分な声をあげるじゃあねぇかよぉ！」

				　床に降り立ったオウマは、次いで肘関節を外された筈の右腕を、キョウスイの左のこめかみを狙って振るった。前腕をぶらぶらと揺らしながらも、勢いよくはずれた右腕をキョウスイの頭に叩きつけようとする。

				「チィッ！　やりやぁがったなぁ！」

				　両腕から血を流しながらもキョウスイは、頭を守らんと左手で自身の後頭部を掴んだ。曲がった左腕の肘がキョウスイの左側を腕で覆うような形になり、防御には最適だった。このまま防御と同時に顔面に拳を叩き込む腹づもりだったのだ。

				「ＵＳＹＡＡッ！」

				　だが、キョウスイは腕に響いた衝撃を感じて、防御をする事自体が間違いだったと気付かされた。振り下ろされた右腕が頭を覆う左腕にぶつかった瞬間、キョウスイの左腕は軋み、さらに脳が揺れた。

				「ぐっぅうう！」

				　オウマの振り下ろした外れた右腕は、なぜか途轍もない硬さになっていた。まるで金棒を叩きつけられたかのような衝撃に、視界はグニャグニャに歪みキョウスイは膝を地につけてしまった。

				「こ、このやろぉ……」

				　その隙に、間髪いれずオウマは左手で手刀を作りキョウスイの喉めがけて放った。手刀の指先がキョウスイの喉に迫るが、キョウスイは頭を揺らされたため反応に遅れた、舌打ち一つできぬまま死ぬかと思った刹那。

				「やらせっかよッ！」

				「がっ⁉」

				　火薬の音を鳴らし、オウマの手刀は火花を散らして弾かれた。キョウスイが目だけを横に向けるとそこには、アヴェールが離れた場所で銃口から煙を放つリボルバーを構えていた。

				「おいおい、幾ら何でも固すぎだろ？　お兄さんの興奮した時のアソコより固いんじゃないかい？」

				「げ、ゲイ野郎ぉ……」

				「おらこっちだ化け物。お兄さんがしこたま弾丸ぶちこんでやっからよぉ？」

				　リボルバーを構えながら首を軽く動かして癖っ毛を振り乱し、アヴェールは異常なまでに身体を強化したオウマを挑発する。軽口を叩いたアヴェールだが冷や汗はだらだら。キョウスイに膝を突かせたこの男に悟られないよう、表情は笑顔を保つ。

				「どいつもこいつもよぉ……俺をけなすんじゃあねぇよぉ！」

				　あの黒色の液体を飲んで身体を強化したが、やはり怒りの沸点までは変わらない。オウマはキョウスイに攻撃を加えずにその矛先をアヴェールへと向けた。教会の赤絨毯の上を猛スピードで走り、アヴェールへと向かう。その早さに絨毯から埃が立ち上り、走るたびにこちらが何人か倒した僧兵達を構わず蹴飛ばす姿に、計り知れない力をアヴェールは感じた。

				「っかし早いなぁおい！　おら一発ッ！」

				　だが、それを見たアヴェールが平静を崩してパニックに陥るわけにはいかない。リボルバーを握る力を強め、銃口にある照準となる突起を、迫り来るオウマの喉に突き付けて引き金を引いた。

				　撃鉄が弾倉内の薬莢を叩き、火薬が爆発し発砲音を響かせて、銃口から弾丸は放たれる。真っ直線に弾丸はオウマの喉へと向かい、そして……。

				「んな豆鉄砲が効くわけがねぇだろうがぁ！」

				「なぁっ⁉」

				　喉に当たった弾丸は金属にぶつかったような音を立てて弾かれ、近場にある教会の壁へと当たった。これには平静を装っていたアヴェールも驚くしかなかった。

				　先程は弾丸を胸板で止めてから取り出して投げ捨てた。しかし人間の急所の喉すらも効かないとなればその衝撃は計り知れない。アヴェールのリボルバーを握る手には汗が滲みだした。

				「くそっ！　でたらめしやがって！　なら何発も撃ちまくってやる！」

				「無駄なんだよダボがぁああ！」

				　そのでたらめな出来事は、アヴェールの精神を揺るがしオウマの言う通り無駄な行動へと走らせた。何度もアヴェールは愛銃の引き金を引いて弾丸を撃つ。鳴り響く四つの発砲音と共に銃口から放たれた弾丸は、迫り来るオウマの額に、鼻っ柱に、耳に、眉間にしっかりと当たり、弾かれる。撃ち放った全ての弾丸が弾かれ、床に柱にと音を鳴らして当たっていった。そして咆哮とともにオウマは、アヴェールへ向かって水平に跳躍し、二回、三回と左方向に身体を回転させて右脚で蹴りを放った。

				「ＵＳＹＡＡＡＡ！」

				「ぐっう⁉」

				　オウマの右の脛(すね)がアヴェールの左脇腹を捉える。アヴェールの身体から何かがへし潰れるような音が響き、そのまま身体が横へと蹴り出されてアヴェールは長椅子へと打ちつけられた。

				「ぐごっ……くそっ……」

				「アヴェール殿!?　おのれ……ストーン・ジャベリン！」

				　椅子に打ち付けられたアヴェールを見たルーディも、背に居る王子を守らんと呪文を唱えた。錬金で作り出した盾に茶褐色の魔法陣が発現し、そこから幾つもの鋭い石の槍が生成され放たれた。

			  

				　　　　　　　

				

				　落ちていく感覚の中、ランジェは一体自分が何を喰らったのかを考えた。あの一瞬、確かな魔力を感じ、さらに異変を感じた瞬間、お腹を殴られたような衝撃を受けて、背中を手すりに打ち付けられて落下した。

				　当たった感触は硬くなく、なにか柔らかい感じではあったが、勢いがあればこれだけの威力になるものかと冷静に頭は考えた。

				「くそっ！　間に合うか⁉」

				　下から聞こえたユートの声を聞いて、ランジェはやっと自分が落ちている事を思いだし、自分の腹に来た衝撃の正体を考えるのを一度やめた。

				「ユートちゃん!!　そのまま立ってて！」　

				　次の瞬間にはランジェはユートにその場に止まるように叫んだ。ユートはすぐにその場でブレーキを掛けて止まると、落下して来たランジェはユートの肩を掴んだ。

				「そ〜れッ！」

				「えっ？　っわっわっわっ⁉」

				　ランジェはそのままユートをポールに見たてて、ユートの身体の周りを這うように回っていく。それに釣られたユートが彼女を落とすまいと身体を這うランジェに腕を回して補助を行った。そして勢いが弱まると、ユートはランジェの膝の裏と背中を抱きかかえる、お姫様抱っこのような形になっていた。その体勢に若干ユートは恥ずかしがり、抱きかかえられたランジェはニヤニヤ笑いながらユートをからかった。

				「ナイスアシストユートちゃん。貴方ダンサーにもなれるんじゃない？」

				「な、なんでわざわざこんな派手な事を？」

				「気分よ、き・ぶ・ん」

				「大事ないですか？　ランジェ……怪我は無いみたいで」

				　ユートの頬をツンツンと指先で突つくランジェに、イズナも駆け寄る。その顔に若干笑みを浮かべて。

				「全くないわ、ユートちゃんの手助けでね？」

				「そうですか、なら安心ですね？」

				　どうやらイズナも、ユートをからかおうとしているらしい。ユートはすぐにランジェの膝の裏を支える腕を抜き、お姫様抱っこから降ろすと彼女を床に立たせた。

				「ところで……一体何があったの？　どうして吹き飛ばされたわけ？」

				　そして、ユートはなぜあんなに派手に吹き飛ばされた理由を聞いた。ランジェは尋ねたユートから、視線を落ちて来た上の階に向けて指を差す。

				「あれよ……あの童貞ジジイが、わけのわからない事になってるのよ」

				　ランジェが伸ばした指先を追ってユートが上の階を見ると、そこからゆっくりとマクウェルが歩いて姿を現した。そしてユートは、その変貌ぶりに息が止まるほどに驚く事になる。

				「ＧＵＵＵＲＲＲＲＲ！」

				　まるで獣の威嚇のように喉を鳴らすマクウェルの右腕が、黒い蠢く細長いミミズのような物体の集合体に変わっていたのだ。さらに、その右腕の黒い物体は顔の血管を浮かび上がらせている。口元からは粘り気の強い涎(よだれ)を垂らして目は白目を剥いていた。

				「ランジェさん……なんですか？　あれ？」

				「だから、童貞ジジイよ。マクウェル・ジタンよ……何がどうなったか知らないけどね？」

				　何から聞いたらいいのか、ユートは目の前に現れた人の形から逸脱した怪物を目の当たりにして冷や汗を流す。そしてランジェも、ユートにどう説明すればいいのかと、痛むお腹をさすりながら考えた。

				　マクウェルの形を何とか保った怪物は、見えているか見えていないかわからない白目をユート達三人へと向けて、下の階へと降り立った。

				　ユート達の元へ降り立ったマクウェルは、床に重い音を鳴らして強い振動を床へと起こした。その老体に対して明らかに反比例した体重を持っているようだが、その原因は恐らく右手に蠢くミミズの集合体のような黒い触手のお陰だろう。白目がユートやランジェ、そしてイズナを睨みつける。その瞬間、ユートの腹に来たのは冷たい感覚だった。それは殺気。明確な殺しの意思を感じたユートは右へと飛んだ。

				「避けてっ！」

				　それと同時に少年は叫ぶ。それを聞くより前にユートが突然横に飛んだのを見て、ランジェとイズナは逆の左へと地を蹴り飛んだ。

				　そして、ユート達が元いた場所になにかが放たれた。見るとマクウェルの右腕の触手が蠢きながら伸びてきたのだ。元の場所に居たままなら、壁に打ち付けられたかもしれない。

				　だが、たったそれだけの攻撃でマクウェルが終わるわけがなかった。

				「ユート様！　まだです！」

				「なっ？　おぉぉおおおお⁉」

				　次の瞬間、伸び切った触手はさらに木の枝のような細い触手を生やし、それぞれの方向へと伸びてきたのだ。イズナの大声の忠告にユートはすぐさま起き上がり、細長い触手を迎え討つ。

				　右手に持つ刀を振り上げ、ユートは触手を断ち斬った。斬られた触手はトカゲの尻尾のようにジタバタと地面で暴れる。気味の悪さにユートはすぐにその触手を踏みつけると、それは黒い液体となりカーペットに吸い込まれた。

				「なんなのよ、これは一体！」

				「分かれば苦労しませんよランジェ。ただ、相当やばい物だというのはわかりますがね……」

				　やはりランジェやイズナにも細い触手が向かっていたらしく、ランジェはそれを得意の火の魔法で焼き払い、イズナは触手を踏みつけて事なきを得た。

				　だが、そんな時ユートはある違和感に襲われた。それは、自分達以外の方向にも触手が枝分かれして、下の階へと向かっているのだ。この場に居るのはユート含め三人。なのに触手は無数に分れる必要があるのかと頭に疑念が浮かんだ。

				「なんだ？　あの気味の悪い触手は何処へ向かっているんだ？」

				　ユートは、細長い枝分かれした触手の行き先を注視して頭を働かせた。

				「ぎゃああああああ！」

				　そして、下の階から聞こえた叫び声にユートは触手が伸びる階下を見ようと、階段へ近づき手すりから体を乗り出した。

				「ぎゃああっ!?　な、なんだこの触手！　ひげアッ！」

				「そんな、我々が何をした！　我々は勇者の敵をグアッ！」

				「勇者様！　お助けを！　勇者様ぁああああ！」

				　答えは目に写った。そこにはマクウェルの触手に絡み取られて喉を、頭を、胸倉をその触手で貫かれた阿鼻叫喚の僧兵達が居た。

				「見境なしかよ……」

				　振り返りユートはマクウェルの姿を今一度目に映す。白目を剥き、涎(よだれ)を垂らしてなにを見ているのか分からない。意識も、いや意思も無いのだろうと舌打ちした。そして再びユートの顔めがけ向かって貫かんとする触手を少年は右手で掴んだ。触手はユートの右手首に巻き付いていくが、ユートはその触手を再び切り落として踏みつける。

				「キリが無いや……どうしようか……」

				　幾重にも枝分かれして襲いかかる触手に、ユートは歯ぎしりをして苦言を漏らした。

			  

				　　　　　　　

				

				　ルーディはただ、驚くしかなかった。自身の放った石の槍は、生身の人間がどうこうできる物ではない。それは自分自身が分かっている。だが、目の前のオウマと名乗る、名しか分からない男はガラス瓶に入った黒い液体を飲んだからかは分からないが、その石の槍を砕いたのだ。

				「す、素手で打ち砕くだと！」

				　ルーディの目に映る現実。それは左手一本で自身の生成した石の槍全てを打ち砕くオウマの姿だった。

				「クカカカカカカッ！　遅ぇし柔らけぇ！　これがロマルナの騎士かよぉ！　あぁっ⁉」

				　けたけたと狂ったように笑うオウマは、その打ち砕いた石の槍の欠片を指先で摘まんで見せる。指先で摘まんだだけで粉々になった欠片を見たルーディは戦慄(せんりつ)した。

				「さぁて、キョウスイは膝を突き、アヴェールとかいう野郎も引き金は引けねぇ……後は、テメェと後ろのクソガキだなぁ？」

				「くぅっ！」

				　圧倒的な力の差にルーディの身体は強張る。これ程までに強い輩を前に最後まで立っていられるのか疑心を抱かされた。だが、ルーディも亡国とはいえロマルナの騎士。王子だけは身を挺して護らんと、錬金で作り出した盾を握る手に力を込めた。

				「ルーディさん……」

				「心配しないでくださいラック王子。貴方は私が命を賭しても護ります！」

				　それでも彼女のやる事は変わらない。後ろに居る王子を救い出す事、それだけはたとえ命が尽きてもやり通す覚悟を彼女は持っていた。

				「おおっとぉ！　それは無理だぜ騎士さんよぉ？　なぜならぁ〜、テメェらはここで俺に無惨な死体にされっからさぁ！」

				「やってみるんだな！　ただのゴロツキにやられる私ではない！」

				　腰を落としたルーディは低い体勢で突撃槍(ランス)と盾を構えた。盾でオウマの突進を受け切ってから、その自慢の突撃槍(ランス)で胸を貫く、単純ながらも一番良いであろう方法でオウマを待つ。　

				　そして、オウマはルーディとその後ろに隠れる元ロマルナ共和国王子ラックを手に掛けんとその強化された脚力による走りで素早く距離を詰めようとした。

				　その瞬間だった、オウマの足が一歩たりとも進めなくなったのは。正確には後ろから何かに引かれて、前進の邪魔をされているようにもオウマは感じた。

				「なっ、なんだこりゃぁ？　動けねぇ！　くそっ、誰が邪魔してやがる！」

				　前に進もうと足を踏み出しても、身体は前に動かず足が床を擦るだけ、そしてその身体を引く正体を知ろうとオウマはゆっくりと振り向いた。

				　そこには、オウマの肩を肉の抉られた右腕で掴むキョウスイが居た。五本の抉られた右腕の傷から血を流しながらもその万力のような力で肩を離さなず、オウマの顔をしっかりと見据えていた。

				「んだよキョウスイ、邪魔すんじゃあねえよ？　テメェ、さっきので俺には勝てねぇってわかっただろうがよぉ？」

				　オウマは先程の攻撃でキョウスイの膝を地につけた事から、最早敵ではないと考えていた。強化した自分にはいくら刃向かっても勝てないと踏んでいたのだ。しかしキョウスイは、肩を掴む右手とは逆の左手を見せながらオウマの前でゆっくりと握り拳を作ってそれを見せつける。

				「おっ！　なに？　それで俺を殴るの？　やってみなぁキョウスイ、殴った瞬間！　テメェの拳は粉々だぜぇ？」

				　アヴェールが急所に放った銃弾すらも弾いた肉体に、拳如きが通るわけが無い。余裕綽々でオウマは左の脇腹を指差した。だが、オウマはキョウスイの身体から滲み出る、尋常ならざる怒気に気づきもしなかった。

				「鋼鉄の肌。城から逃げる時にランジェが燃やしたあのデカブツのデジャヴだなぁ？　拳は効かねぇし厄介で厄介で仕方ぁなかったぁ……」

				「あ？　何が言いたいんだよキョウスイよぉ？」

				　闘気は紅く染まり、キョウスイの身体を包み込む。やっと異変に気付いたオウマは、自身の身体から突然溢れ出した冷や汗と始まった身体の震えに呆けたように声を上げた。

				「へっ？　ちょっ。な、なにこれ？　何で俺が震えて……」

				「久々だぁ、こうやってよぉ……思い切りぶん殴ってやりてぇ気分になったのはよぉ！」

				　肩を掴む右手を離し、キョウスイは左足で踏み込みながら上半身を左方向に捻った。地面についた左足のつま先は床にひび割れを起こし、さらに上半身を捻った反発を放った瞬間つま先も右側へと回り地面を抉る。

				　腰の回転と共に、キョウスイの紅い闘気を纏った拳は、前腕で螺旋を描いて拳に纏わりついた。その拳がオウマの左脇腹を捉えた瞬間、鈍い金属音と共にオウマの内部でひしゃげた音が響く。次の瞬間オウマは宙へと舞い上がった。

				　脇腹にめり込んだ拳は陥没の跡を作り、オウマの身体を天高く浮かせた。オウマは突然震えあがり動けなくなった身体と体内に伝わった衝撃に驚き、そして受け身も取ることができずに地面へと落下した。

				「がふッひゅ、あがっぁあ！」

				　さらに先程の一撃は脇腹の肋骨をへし折ったためにオウマは呼吸をする度に激痛が走り、呼吸がままならぬ状態になる。そして冷や汗をダラダラと流し、恐慌状態に陥った。

				　そんな這いつくばるオウマに、紅い闘気を纏ったキョウスイがゆっくりと近づいて行く。歩くたびに地面と足が擦れる音が大きくなり、オウマにはそれがまるで自分を狩る猛獣の足音にすら感じてしまった。

				「ガッあぁ！　き、聞いてねぇぞてめっ……何なんだよその力はよぉ⁉」

				「別に？　ただちょいとよぉ、本気を出したぁだけだぜぇ！」

				「げ、限度があるぞ、幾ら何でもよぉ……」


                			

	








			
				　面食らったオウマの首を引っ掴み、キョウスイは無理矢理彼を立ち上がらせた。ギリギリと凄まじい握力がオウマの首を締めつけ呼吸を遮る。オウマは呼吸しようとはするが空気が肺に入るわけはなく、首を掴むキョウスイの手を何とかして離そうともがいた。

				「ぐっ……がっ……はっ……ぁあ！」

				　指を掴んで解こうとしたが、親指から小指まで全ての指が、解くのは無駄とばかりの馬鹿力を有しており、それに気付いたオウマは何度も足でキョウスイの太ももを蹴った。それでもキョウスイは顔色一つ変えずにその蹴りを受ける。

				「さぁて、さっきはよくもまぁコケにしやがったなぁ、あぁ？　悪ぃがさっき俺は言ったよなぁ、五体満足じゃあ帰さねぇってよぉ？」

				　腕の傷から血が流れるのも気にせず、キョウスイはオウマを無造作に投げ捨てた。投げ捨てられて地面に倒れたオウマは、一体奴は何をする気だと目の前の巨漢に畏怖(いふ)の感情を抱くも、すぐさま立ち上がり拳を固めた。

				「何が、何が五体満足じゃあ帰さねぇだ！　こちとら、最初から命張って！　戦ってんだよぉおおお！」

				　そして、固めた拳をキョウスイの顔面めがけ振り下ろした。怒りに任せ放った大振りの左拳、しかし鋼鉄の肌を手に入れたオウマのその一撃は当たれば怪我どころではすまない。

				「な、何をしているキョウスイ殿！　避けろ！　避けるんだ！」

				　キョウスイ程の力量を持つ人間なら、この大振りの拳を避ける、ないし受け流してすぐに反撃に移るのは容易だった。しかし、キョウスイは避けなかった。ルーディが避けるよう大声で叫んでもその場から一歩も、それどころか身体を逸らして拳の軌道から外れようともしなかった。

				「避ける、必要なんてなぁ……ねぇんだよぉ！」

				　そしてキョウスイが取った行動は、その左拳に対しキョウスイも左拳を振りかぶり、迎撃しに掛かったのだ。身体に纏う紅い闘気がその左腕に渦巻き、そして拳を包み込む。振り下ろされるオウマの拳に対しキョウスイは同じ左拳を下から振り上げた。

				　お互いの叫びは教会を揺らし、拳がぶつかり合う。人からは鳴る筈も無い金属音が鳴り、散る筈も無い火花が散った。

			  

				　　　　　　　

				

				　自身の目の前で枝分かれした数本の触手がうねる様子に、ユートはおぞましさを感じた。生理的に受け付けないとは、恐らくこういう事を言うのだろうと向かってくる触手を軽々と避け、斬り落としていく。しかし、触手はその断面からまた枝分かれし、再び本数を増やして現れては蠢き、ユートの身体を貫かんと狙いを定める。

				「斬っても再生か……あぁもうイライラしてくる！」

				　触手自体の早さや鋭さはユートが見きれない程ではなく、全てに対処の手が回った。斬り落とし続ければ下に敷いてある赤色のカーペットが形を無くした触手の成れの果ての黒い液体になって染み込んでいき、ユートの足元は真っ黒になっていた。

				「ユートちゃん！　大丈夫!?　くそっ、うっとおしいのよ！」

				「その通りですね、後処理が面倒だ！」

				　ランジェも鞭から杖に持ち替えて、得意の火の魔法『フレイム・サーペント』で作られた火の蛇を操り触手を燃やしていく。だが、触手がさらにその炎を押し返すかのように、ランジェに向かった所でイズナの鋭い蹴りが触手の先端を破壊していった。

				　その様子にユートは、二人のある違いに気付いた。

				「──再生してない？」

				　悪戦苦闘で触手を炎の大蛇に食わせるランジェ。そちら側の触手は再生するどころか数を減らしている。しかしイズナの蹴りで破壊した触手は自身が斬り落とした触手同様、枝分かれして再生していく。　

				　ランジェの倒した触手だけ、再生が行われていないのだ。だとすれば奴の、あの大司祭が繰り出す触手の弱点は火という事は明らかだった。ならば、ランジェが火の魔法を出し続ければとユートは考えたが、すぐにそれは駄目だと考えを改めた。すでに触手の数は、最初に左腕から伸びた倍近くある。

				　それは恐らく知らず知らずにユート自身が、そしてイズナが攻撃を加えて再生していった結果、量が増えたのだろう。今更分かった失態にユートは歯噛みして苦しい表情を浮かべたが、考えるのは止めない。二人が攻撃をやめればいいわけではなく、やめればランジェのみで戦う事になり、結果は火を見るより明らかだった。

				　しかし、考えて分かった事が一つだけあった。

				「ランジェさんが、この戦いに勝つ鍵だ……じゃあどうやってあの化け物を倒す？」

				　そう倒し方を考えていた最中、ユートの左頬を触手が叩いた。太い触手の威力は凄まじく、ユートの身体が地面から浮き上がる程の力だった。

				「ごがっ⁉」

				「ユート様！」

				　イズナの叫びと共にユートの身体は吹っ飛び、バーテーブルに乗り出すと、酒やグラスを綺麗に並べられた棚に背中をぶつけてカウンターへと落下した。そしてその衝撃でグラスや酒瓶は一斉に棚から落ちていった。

				「痛っ！　痛い痛い！　痛たたたたた⁉」

				　落ちて割れるグラスや酒瓶の破片が、ユートを切り裂く。ある酒瓶はユートの身体をクッションにして割れはしなかったが、それなりの重さがありユートの身体を打ちのめすには充分だった。

				「ちょっと！　ユートちゃん大丈夫⁉」

				「あのじじぃ、総額幾らするかわかってるのか！　貴重なお酒もあるんですよ！」

				「違うでしょイズナさん！」

				　バーカウンターから聞こえた二人の掛け合いに、ユートは苦笑した。確かにこの娼館の経営を任されたイズナさんが怒るのも無理はないが、多少こちらの怪我の心配もして欲しいとユートは心の中で呟く。

				　しかし、酷い光景が目の前に映っているのも事実。スーツの上から突き刺さった酒瓶やグラスの破片、さらにその傷に酒が掛かって染みて痛いのだ。頭にも刺さっているのか額から血と酒の混じった液体が流れ出し顎から雫となって濡れた床に落ちていく。

				「あぁくそっ……骨折の次は身体中切り傷かぁ……」

				　とりあえず立ち上がろうと、破片が散りばめられた床に手をつかずに、棚やカウンターに手を伸ばしてユートは身体を起こした。そんなユートの目の前に一本、無色のクリアボトルの酒が立っていた。

				　気になって手にとって見ると、黒いラベルにはこう書かれていた。

				

				『スピリタス蒸留酒。大変強いお酒なので、そのまま飲まず炭酸水や果汁で割ってお飲み下さい。また、火気の近場に置くと引火しますので、絶対置かないで下さい』

				　

				　少年は、その一文を繰り返し声に出して読んでみる。

				「火気の近場に置くと引火しますので、絶対置かないで下さい」

				　その一文にユートはほくそ笑み、口角を釣り上げた。ユートが手に入れたお酒『スピリタス』。そこには何とも魅力的な説明文が書かれていた。火気に近づけるな、この一文からこのお酒はよく燃えるという事を説明しているようなものだった。

				　ユートは立ち上がり、バーカウンターを飛び越える。身体中にガラスが突き刺さってスーツをズタズタにされ、さらには切り傷で血を流してはいるが、今はどうでもいいとユートは再び触手を蠢かせるマクウェルの前に立つ。

				「ちょっ！　ちょっと、大丈夫なの⁉」

				「身体中痛いけどなんとかね……」

				　バーカウンターから勢いよく飛び出したユートを見たランジェは、その血だらけの姿に若干血の気が引き心配して大丈夫かと聞いたが、返ってきた正直な言葉に、ランジェは今すぐ彼を引き下がらせたい気持ちになった。

				「それよりも……ランジェさんにイズナさん、しばらくあの気味の悪い触手を頼めるかな？」

				「えっ、どうして？　……何か倒す方法を見つけたの？」

				　そんな満身創痍な状態とは逆に、ユートは触手を頼めるかと聞くと、ランジェは倒せる方法でもあるのかと聞き返す、ランジェはユートがその手に透明な酒瓶を持っているのを見るが、まさかそれで何かが変わるのだろうかとも思った。

				「成る程、確かにそれなら倒せるかもしれないですね……」

				　しかしイズナは、その酒瓶を見た瞬間ユートが突破口を見つけた事にニヤリと笑った。そしてイズナはネクタイを整えながら再び蠢く触手に向かい構えを取る。

				「ランジェ、彼が何をするかはお楽しみにして……まずはこの邪魔な触手をどかしましょう。そうすればが何をするか分かりますよ？」

				「……わかったわイズナさん。ユートちゃん！　道は開くからしっかり頼むわよ！」

				「勿論だよ……失敗はしないし、する気も無いからさ」

				　イズナの言葉に、それならばとランジェも答え杖を構える。もはや本体が触手なのかその老いぼれた肉体なのか分からない程に触手で肥大化し、枝分かれさせて増やすマクウェルは雄叫びを上げ、そのドス黒い触手を突き刺さんと振り上げた。

				「ＧＹＡＳＹＡＡＡＡＡＡ！」

				　不規則に絡み合いながら触手は三人へ向かう。それを最初に迎え撃ったのはイズナ。イズナは気合を入れた声を上げて触手に向かい飛び上がる。向かって来た触手をイズナは、まずスナップを利かせた右足の蹴りで鋭利な先端を弾き、続いてそのまま左方向に身体を回転させ、鋭い後ろ回し蹴りでその触手を切り落とした。

				「ランジェ！　残りを頼む！」

				「分かったわイズナさん！　フレイム・バレット！」

				　まだ向かってくる触手を前に、空中から落下するイズナは自身をフォローするようにランジェに頼んだ。それを聞いたと同時にランジェも杖を振り、赤色の魔法陣を展開させる。魔法陣から放たれた強い勢いの火球は、こちらに向かう触手達を焼き払い炭化させた。そして邪魔な触手を焼き払った先に現れたマクウェルの姿を見て、ユートはその透明な酒瓶を持って走り出した！　

				「ＳＹＡＡＡＲＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

				　猛スピードで走り出したユートに、マクウェルは意識しているのか、はたまた触手自体がそうさせるのか再び触手を生やしてユートへと向かう。しかし、その触手の再生より早くユートはマクウェルから腕一本の距離まで近づきその酒瓶を振り上げた。

				　この時、イズナはユートがその酒瓶を割ってマクウェルに酒を浴びせてから、ランジェの火の魔法で着火させるのだろうと考えた。それがこの状況で一番適切な、マクウェルを倒す手段だからである。

				　しかし、ユートは！　

				「っしゃああ！」

				「ウゴブッ！」

				　その酒瓶の注ぎ口を、マクウェルの口に無理矢理突っ込んだのだった！　大司祭マクウェルの開きっぱなしで涎(よだれ)を垂らす口元から喉へ、無色透明な酒がどんどん入っていった。

			  

				　　　　　　　

				

				　火花散り、ぶつかり合った拳を先に引いたのはオウマだった。そしてその自慢の強化された鋼の肉体からは、オウマ自身が想像できなかった事を目撃した。キョウスイに放った左拳──ぶつかり合った拳から激痛が体に走ったのだ。

				「うわがぁああああっああ！」

				　そして痛みの原因の左手を見てみれば、その握った拳が砕かれていた。拳を作る五本の指全てがあらぬ方向に曲がり、骨が露出していたのだ。

				「んな、馬鹿なぁ……あってたまるかこんな事ぉ！」

				　現実から逃れたい一心で、オウマは右足で回し蹴りを放つ。右腕は肘の関節を外され、左手は拳を砕かれており、最早足しか残っていないからだ。しかし、オウマの蹴りに力はなくただ足を振っただけの蹴り。そんな弱々しい右足の蹴りをキョウスイは左手で掴んだ。

				「悪いがよぉ、これがあるんだぁチンピラぁ……」

				「ひいっ⁉」

				　掴んだだけで、キョウスイはまだ何もしていない。しかしその姿を見た瞬間、オウマからはなんとも哀れな悲鳴が漏れた。紅い闘気を身体中に纏い、血管を浮き上がらせる姿はオウマの心を打ち砕くには充分だった。

				「さぁて、ゼンジ組に喧嘩ぁ売ってぇ……さらにはネムステルにちょっかい出したんだぁ……覚悟はいいなぁ？」

				　ドスの利いた声を響かせながら、キョウスイはその左手に掴んだオウマの右足を引っ張った。オウマが倒れまいと必死にバランスをとり前のめりになった刹那、キョウスイの豪腕がオウマの首の後ろから巻きついた。

				「ひげっ……あっ……！　が──！」

				　無言でキョウスイは、オウマの首を締め上げながら天井に向かい力を込めていく。頚椎が悲鳴を上げ口から泡が垂れ、オウマはその腕を外そうともがくも、両手を破壊された今それは不可能だった。そして、教会に一際大きなひしゃげたような音が鳴り響くと同時に、オウマの首から下が痙攣してがくりと力を無くした。

			  

				　　　　　　　

				

				　さしものランジェも、ユートが取った行動には困惑するしかなかった。その手に持つ酒をマクウェルに浴びせて自分が火の魔法で着火して火だるまにするなら分かるが、ユートはその酒を無理矢理マクウェルに飲ませているのだ。

				「はぁっ!?　ちょっとユートちゃん何してるの！」

				　呆れと困惑が混じり、ランジェの声が上ずる。しかしそれでも御構い無しとばかりにユートはマクウェルの首を左手で押さえて、右手で酒瓶を垂直に傾けて中の酒をガンガン飲ませた。

				「しっかり飲めよ化け物！　そう、一滴も残さずなぁ！」

				「ＯｏｏｏＧＯＧＯＧＯＧＯＧＯ⁉」

				　やがて、瓶の中の酒を全て飲ませてユートはバックステップで距離を取った。酒瓶を咥えさせられたマクウェルが、その酒瓶を触手の一本で掴み、ユートへと投げつける。しかしその酒瓶はユートには当たらずに、真上に弧を描いて宙を舞い、空中で蹴りを放ち着地したイズナの頭上へと向かう。

				　それをイズナが取り、そしてそのラベルを見た瞬間だった。イズナの表情が驚愕の色に染まり、冷や汗を流したのだ。

				「ス、スピリタス？　……まさか、ユート様は……」

				「イズナさん、一体ユートちゃんは何がしたいのよ？　まさか敵を酔わせでもするつもりかしら？」

				　ランジェはそんな表情をしているイズナに走って近づき、何がしたいのやらと聞いた。だが、ランジェはイズナの表情と冷や汗を流す姿にただならぬ何かを感じた。

				「ちょっと、どうしたのイズナさん……なんでそんな表情を？」

				「燃やすだとか、考えが生ぬるかった、これを飲ませたのは、まさか……」

				　視線をユートに移した時だった。ユートの前にいるマクウェルは先程飲まされた『スピリタス』というお酒を口から撒き散らしているのか、口を大きく開けて触手の数本で自身の喉を締め付けながら無色の液体を床に吐き出していた。

				「気分はどう？　大司祭マクウェル、いや、化け物……」

				　喉を触手で押さえて足をふらつかせるマクウェルにユートは聞いた。しかしマクウェルは喉を鳴らして苦しむばかりで返事どころではなかった。ユートが拾い、そして飲ませた酒『スピリタス』はジャガイモや穀物を原料とした蒸留酒である。しかし、ただの蒸留酒ではないのだ。このスピリタスは製造の際に約七十回以上の蒸留を繰り返し行い作られる。

				「化け物、お前は僕やイズナさんじゃ倒せそうにはないし、ランジェさんの魔法だけじゃあ倒れはしないだろう」

				　そんな凄まじい製造過程を踏んだこのスピリタスのアルコール度数は、脅威の九十五度。このお酒は、最早アルコールそのものなのだ。

				「触手は再生するし、さらに枝分かれして増える……ならばどうすればいいか？」

				　無論、ユートはそのアルコール度数の高さは知らないし、知る筈も無かった。しかしユートが考えた倒し方に、酒の種類だのアルコール度数だのは関係は無かった。

				「酒は燃えるからぶっかけて、ランジェさんの火の魔法で燃やすか？　いや違う、答えは……」

				　ふと、ユートは床の絨毯を燃やす火を見つけた。ランジェさんのフレイム・バレットが床に火の粉になって散り、絨毯を燃やしていたのだろう。ユートは屈んでからその火で、自分が着るスーツの右の袖を燃やす。火は強まり、やがてユート自身の右腕を包み込んだ。

				「答えは、お前の身体の内側から……元から燃やし尽くすだ！」

				　そして、ゆっくり立ち上がるとその右手をマクウェルの口に突っ込んだ。

				「ＵＢＯＡＡａＡＡＡＡＡ！」

				　マクウェルの口の中にユートの手首が袖まで入ると、袖についた火からマクウェルの口内にあるスピリタスに着火した。

				　さらにマクウェルはスピリタスを吐き出していたがために、食道から胃にかけての粘膜にもスピリタスが延焼しており、胃へと燃え移った。

				「ＡＡＡＡＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡ！」

				「うぉおおっ⁉」

				　そして、マクウェルの体内についた火が耳から鼻から、口から溢れ出していく。それによりユートは突っ込んでいた手を素早く離し、右腕から身体に燃え移り始めたスーツをすぐさま脱ぎ捨てた。マクウェルの口内から吐き出された液体は火を纏い、その火が自らの衣服に燃え移り身体を火あぶりにする。右腕から生えた蠢く触手は力を失い、切り捨てた時のような液体となっていった。

				　そして、一際大きな叫び声をマクウェルが上げた瞬間、マクウェルの身体は内側から爆発を起こした。

				「きゃあっ！」

				「くぅううっ！」

				　爆発し、肉片が火の粉になり辺りへ撒き散らされる。イズナとランジェは、火の粉から自身の身体を守ろうとして腕を頭の前へと掲げた。そして、爆発したマクウェルを見たユートは床に座り一つ大きく息を吐いて呟いた。

				「薄汚い花火だな」

			  

				　　　　　　　

				

				　力を無くして崩れるオウマの首から下を見て、キョウスイはその首に巻きつけた腕を離した。キョウスイは、その剛力でオウマの首の骨を破壊したのだった。

				「ったくよぉ……しつけぇ野郎ぉだったぜぇ……」

				　放されたオウマはうつ伏せに大理石の床に倒れ、口からどす黒い血を吐いている。それが、彼が死んだという証拠だった。キョウスイの身体から発せられた紅い闘気もゆっくりと消えていった。

				「ははっ、残酷だねシニョール……まさかそんな倒し方するなんて……げぼっ！」

				　そんなキョウスイを見たアヴェールが、粉々になった教会の長椅子からゆっくりと立ち上がるが、一つ咳をしたその時に胸と口を押えた。そして、口を押さえる手から血が流れるとアヴェールの手のひらを赤色に染めた。

				「大丈夫かアヴェール殿！　今しがた肩を──」

				「あぁ駄目駄目騎士さん！　騎士さんは王子様をしっかり見とかないと……」

				　心配になったルーディが肩を貸そうと彼の元に走ったが、アヴェールは自分より王子をと笑顔で遠慮した。しかし、アヴェールはオウマの蹴りを受けて肋骨を砕かれて重傷を負っており、息をするのにも痛みが走り冷や汗すら流れていた。

				「ホント、何なんだかあの化け物は……お兄さんがぶっ放した弾丸は弾くし……あたたたっ」

				　やはりアヴェールは、ユートやキョウスイと違い一般人。あまりの痛みに膝から崩れて歩く事すらままならなかった。しかし何とか立とうとアヴェールが足に力を入れた時、脇の下を引っ張られてアヴェールは無理やり立たされた。

				「女に肩は借りたくないってかぁ？　格好つけんじゃあねぇよゲイ野郎ぉ」

				　見ればキョウスイが肩を貸し、アヴェールを立たせていた。ついでにアヴェールが思っていた事も見抜いていた。やはり女性に肩を借りるのは格好悪いと彼も思い、強がってみたのだ。

				「シニョールも優しいね、わざわざ肩を貸してくれるなんてさ？」

				「投げるぞテメェ？」

				「勘弁してよ……」

				「じゃあ黙るんだなぁ、ゲイ野郎ぉ」

				　キョウスイの肩を頼りにアヴェールは足を動かし、教会の出口である大扉へ向かう。そんな中ルーディは元ロマルナの王子ラックの方に振り向き、その右膝を地面に突いてから右手の拳を突き、頭を下げた。

				「王子……遅ればせながら、貴方を救いに参りました」

				　緑の髪の小さな王子は、そんな女騎士に一歩一歩近づいた。ルーディの背は高く、今の屈んだ体勢でも、ラック王子と同じ程度の高さだった。そして王子はその目の前で頭を下げる女騎士の頭をゆっくり撫でた。

				「お、王子……」

				「命令違反に勝手な行動……普通なら懲戒だよルーディさん？　僕の事はいいからって言ったのに」

				　しかし、ルーディの頭を撫で上げる優しい手とは裏腹に、ラック王子の言葉は厳しい。それを聞くルーディも分かってはいるのだが、やはり自分は騎士であり、どうしてもこの王子を救いたかったのだ。

				「ロマルナ共和国はもう無いんだ。父さんも母さんも処刑されて……僕は王子じゃなくなったのに……」

				「しかし……王子、私は──」

				　言い訳はできない。いたたまれない気持ちにルーディの表情が沈んでいく。しかし、そんなルーディの頭を温もりが包み込んだ。

				「だからね、ルーディ……だからこそ僕は嬉しかったよ」

				「王子⁉　まっ、まっ何を！」

				　ラック王子は、そんな女騎士ルーディの頭を抱き寄せ包み込む。そして優しく、彼女の金髪をゆっくりと撫で上げた。ルーディの顔は赤くトマトのように染まり、恥ずかしさに離れようとは思ったが、王子である彼から無理に離してはいけないと身体を固まらせた。

				「さ、帰ろうルーディさん……」

				「……はい、王子」

				　いつの間にか出来た二人の空間を、キョウスイとアヴェールは振り返って見ていた。

				　キョウスイは何も言うまいとただ黙ってアヴェールの肩を担ぎ、アヴェールもまた空気を読んで先に歩き出した。

			  

				　　　　　　　

				

				　上半身裸で倒れ伏した血だらけのユートは、レインブルの天井を見ていた。左右には上にある宿泊階に隠れていたレインブル所属の嬢達がユートの身体にささった酒瓶の破片を丁寧に優しく抜いている。

				「またしばらく安静ね、ユートちゃん？」

				「まぁ、すぐに治るよ……」

				　そんな少年を、ランジェは頭側から覗き込む。ルーディが土人形にランジェのドレスを着せた為、代わりに着ている下着同様の踊り子の衣装のまま、色々と見えてはいるのだが、赤面する暇が無いほどにユートは、ただ笑うしかなかった。

				「しかし困った、これではしばらく営業できませんね……オジキ様に報告しておかねば」

				　イズナは破壊された娼館を見回し、しばらく営業も糞も無いなと溜息を吐くと、足元の何が燃えてできたか分からない炭を踏みつけた。カリッと炭は音を立てて砕けて絨毯に散らばる。

				　ガラスの破片を全て抜かれたユートはありがとうと嬢に礼を言って立ち上がる。見れば確かに、死体に焼け跡としばらくはこの娼館が営業できない事がユートにも分かった。ユートはただその惨状に押し黙り、イズナの元へ歩く。イズナもそれに気づいたのか、傷だらのユートを立たせるのはまずいと近場に転がっていた一人用のソファを引っ張り出す。

				「すいませんイズナさん、せっかく貰ったスーツを……」

				「構いませんよ、私のお古ですし……また新しい服をお渡ししますから。あの穴だらけのトレンチコートに代わるね？」

				　せっかく貰ったスーツを、マクウェルを倒す為とはいえ燃やした事に、ユートはイズナに頭を下げたが、どうせお古だと言ったイズナがソファへとユートを促し座らせる。

				「しかしまぁ……傷だらけですね」

				「僕が油断しただけさ、イズナさん……」

				　座ったユートの前に、イズナはこれまた近場のテーブルを引っ張って移動させた。そして、イズナはポケットから小さなグラスを取り出してテーブルに置き、その手に握っていたスピリタスの瓶を、その小さなグラスに傾ける。

				　底にほんの少しだけだが残っていたのか、注がれたスピリタスがその小さなグラスの三分の一まで入ると、それをイズナはユートに差し出した。

				「寝酒です、お飲みください」

				　寝酒という知らない言葉を聞いたユート。しかしニュアンスから寝る為に飲む酒なのだろうかと、注がれたスピリタスの入った小さなグラスを取った。

				「しばらくお休みください。後は私たちがやる事なので……」

				「そう……じゃあ……」

				　なにがそうなのかは分からない。しかし疲れ切ったユートは判断もせずに言われるがままにグラスに入った酒を煽った。ほんの少しだけとはいえ、スピリタスはやはり強い酒。舌に走る鋭い痛みと、喉にくる熱さをユートは感じた。

				　しかし、なぜだがユートはその熱さに優しさすら感じて、やがて意識を手放した。顔を赤くさせて少年は寝息を立ててソファに寝そべる。

				「本当に弱いのですね……少し驚きです」

				「あんな無茶しても、ユートちゃんはまだ子供だからね……」

				　寝息を立てる少年に、イズナとユートがクスクスと笑う。こうして、一夜に起きた騒動は幕を閉じた。

				　未だ謎を多く残し、大いに整理が必要なこの騒動。しかしイズナもランジェも、考えるのは明日にしようと、疲れた身体に言い聞かせ、とりあえずは帰ってくるであろうキョウスイ達を迎えに、レインブルの入り口へ向かった。

				

				　安らかに少年は寝息を立てる。まるで両親に守られた赤子のように安らかに。

				　そんな少年の形見といえる紅い宝石のネックレスから、半透明で、この世には無い色をした触手が現れて、少年の身体に茨のように巻き付いていたことは、誰も知らない。

				《了》


                			

	








			

				　自由と欲望の隠れ里、ネムステル。ゼンジ組の膝元の招待制の隠れ里であるこの場所では様々な物が売られている。ある特殊な薬草から精製した意識も吹っ飛ぶ粉薬、安くも高くも、法外のレートで叩き売られる、表の街でも売られている魔法薬や様々な珍品。アルヴェイシャの職人が作った工芸品と、それらを謳う贋作の品々。 だが、ネムステルで最も利益を上げる商品がある。それは……。

				

				『女』

				

				　ネムステルの中央スペースを陣取り建設された様々な娼館が、毎夜毎晩鎬を削り、あの手この手で客を呼び込む。安価かつ楽しめるように、割引を適用する店舗から、内観から所属娼婦まで徹底的にこだわった高級志向の店舗など、様々な特色を活かして、小銭を稼いだ平民から、内密を約束に利用する貴族、はたまた成人祝いに童貞を捨てる貴族師弟など、様々な客が娼館に金貨を撒き散らす。

				　そんなネムステルの隠れ里に、ある一つの噂が流れていた。

				

				　ネムステルの娼館大通りから、西の一つ隣の通りにあるバービアで、ある中年の男が、様々な男達に取り囲まれていた。かといって喧嘩だとか揉め事では無い。渦中である中年の男がニマニマと笑みを浮かべては、大袈裟に何やら話しているのだ。

				「お、おいおっさん！　そりゃマジかよ！」

				「それが本当なら、俺は嫁だって質にいれてもいいぜ!?」

				　その中年の男を取り囲む者達が、興奮と熱狂で口々に問いかけた。その男はまさしく助平親父さながらのニンマリとした笑みを見せて皆に語った。

				「あぁそうだ！　本当さぁ、嘘じゃあねぇ！」

				　何が嘘では無いのかは分からない。しかしその男が、嘘では無いと自信を持ち声高々に答えた。

				「俺はあのレインブルのダンサー、ランジェを指名して一夜を明かしたのさ！」

				　中年の男の宣言に、聴衆の面々が沸き立った。馬鹿な、そんなまさかと口々に疑念の呟きも聞こえたが、それよりもこの男の話しに沸き立つ者達が多く、その呟きを掻き消した。

				

				　ネムステル一の娼館『レインブル』は、高級志向の娼館である。ゼンジ組直営のこの娼館は様々なタイプの女性達を取り揃え、その層は厚い。また、娼館だけでなくバーラウンジやホテルとしての利用も可能であり、ダンスショーまでもやっている、言わば一大エンターテイメント施設と言っても過言では無い。

				

				　それこそ、レインブルはネムステルの基準点として示され。『一レインブルの代金で二回遊べる』や『レインブルの一晩分と同じ』『レインブル二回分とかボリすぎ』など、ネムステルを利用する人間の単位とまでなっている。

				　そんな『レインブル』に、一人の女性が居る。ネムステルを知る者は、誰もが彼女の名前を知っているほどであり、知らなければ素人であるとすら言われる程の女性。

				

				　それが『ランジェ』と呼ばれる女性だ。

				

				　レインブル所属のショーダンサーであり、毎週数回、レインブルのダンスステージに上がりポールダンスを踊る薄い金髪の美人である。程よく豊かな胸に、括れた腰、そして長くスラリと伸びた脚線美の彼女は人気が高く、わざわざ彼女の姿を一目見るためにレインブルへ向かう者も多い。

				　そんなランジェと、この中年の男は一夜を過ごしたのだと言うのだから驚きだ。

				「い、いったいどうやって？　いや！　その前に彼女は、指名受けをしていたのか!?」

				「あぁ、そうだよなぁ……他の娼館なら珍しく無いが、レインブルの……しかもランジェだろ？　そもそもの話だ……」

				　 聴衆の一人がふと、気になる事を言った。ランジェはそちらの指名をしているのかと。

				　ショーダンサーと娼婦はそれこそ別々ではあるが、店によっては指名を受けている店があるのも確かだ。ただし、普通の娼婦を指名するよりも高い場合や、それこそダンスができるだけで其方は不得手で、楽しめない事が多く、ダンサーの指名はあまり無い。

				「指名受けはしてるぜぇ、ただし……レインブルで遊びまくらなきゃあならんがなぁ？」

				　が、ここでこの中年の男の話題が、真実味を帯びるような証拠が出てきた。男は、ポケットをまさぐり一つの金色に輝く腕輪を取り出して、机の上に置いた。

				「レ、レインブルのゴールド会員証!?」

				「あんた……マジか？　どんだけレインブルで遊んだらこれを……」

				　その金の腕輪を見せた瞬間、聴衆の中で数人が仰天の反応を見せた。それが、レインブルの会員証代わりとなる金色の腕輪であるからだ。所謂、お得意様の証である。

				「ランジェを指名するには、やはりこれが必要になる訳よ？　で、だ……こっちからは決して話をしない。レインブルのオーナーから直接話を振られるのさ」

				　その男は言った、ゴールド会員証が必要な事、そして指名に至るにはこちらからでは無く、オーナーから直接話が来るのだと。ゴールド会員証と、オーナーの話という事からその話の信憑性がさらに増していった。

				「で……どうだった？」

				「あ？」

				「焦らすんじゃあねえよおっさん！　ランジェとは、その、ほら！　どうだったんだよ!?　なぁ！」

				　聴衆の若者が辛抱できないと、男に一晩の話を語るように促した。

				「兄ちゃん……虫が良すぎないかい？　こっちは秘密の話だぁ、代価に、ほら？　な？」

				　だが、中年の男は無償で話を聞くのは少々違うだろうと何かを飲む仕草を見せた。つまりは、奢れという意味だ。

				「それはそうか……分かったよ」

				　確かに、虫が良すぎる事に同意した聴衆の若者は、ウェイトレスを呼び止めて飲み物を頼んだ。その様子を見るや、ランジェと一夜を共にしたと語る中年の男は、テーブルに肘をついて聴衆を見回した。

				「あれはつい、三日前の事だった……」

				　そして、ゆっくりと、その無精髭を生やした口が動き出した。

				

				「お客様、ようこそ今夜はお越しくださいました。私、当娼館レインブルのオーナー、イズナ・イノガシラにございます」

				　俺は、ネムステルの娼館レインブルの扉を潜り抜けてレッドカーペットの上に居る。

				　オーナーのイズナは、にこやかな顔で名乗った。何故か？　ある女性と一夜を共にするのだから、娼館に居るのは当たり前だ。何せ俺はここでたんまり遊んで、たんまり飲んでるからなぁ。顔も覚えられているし、オーナーの名前も、所属娼婦の勤務している日から時間まで覚えているほどにな。

				「いつもご利用ありがとうございます。そして今回の予約もまた……今夜もお楽しみくださいませ」

				　 階段を上がり、俺はオーナーのイズナに着いていくと、最上階の上等宿泊室の両開きドアに案内された。ここで彼女が待っているとなると、やはり俺も男。興奮するもんだ。

				「それでは一晩、じっくりお楽しみくださいませ……」

				　オーナーのイズナが、ゆっくりとドアを開け、俺は部屋に入った。燭台の灯りで照らされた薄暗く落ち着いた部屋には、大きなベッドやソファ、そしてシャワールーム等が設置されている。そんなソファに、一人の女性が瑠璃色の中々露出の激しいドレスに身を包み、俺を見ると笑みを浮かべて立ち上がった。

				「こちらで指名が入るなんて、久しぶりだわ……こんばんは、ネムステルのショーダンサーのランジェでございます。今晩はご指名をありがとうございます」

				　サラリと、一度髪を掻き分けてから深々とお辞儀をした。勿論、俺の視線は豊かな胸で作られた谷間に釘付けになった。彼女は中々に大きい。そして、間近で見ていると、

				「さぁ、いらして？　緊張せずにリラックスしましょう？」

				　彼女の手に導かれ、ゆっくりソファに座った。彼女も俺の横に、『失礼しますね』と一言断りを入れてから座った。

				「あら、随分ガチガチね？　緊張してらっしゃるの？　それとも……別の意味でかしら？」

				　ふと、彼女は気付いて妖しく笑えば、再び立ち上がり前に立った。そしてヒールサンダルを脱いでから、俺の太ももの上に跨る。目の前に、彼女の豊かな胸が、見た目だけでも柔らかそうな双丘が近づいて来た。

				「脱ぎましょうか？　それとも……ご自分で？」

				　無論俺は脱がした。ああ勿論ゆっくり優しく、そして傷付けないようにな。そのドレスがゆっくりとはだけ、腰へと落ちていく。白くしっとりした肌と、その柔らかいラインが露わになった。

				「やんっ……そんなに焦らなくとも、明日までは貴方の好きにできるのよ？」

				　その手に、顔面に、はたまた様々な場所で柔らかさを味わう。その度彼女はくすぐったげに笑い、時に艶やかに息を吐き、脳を燻るように喘いだ。そんな彼女の手が、頬に触れて顔を上げさせる。

				「んっ……」

				　そして彼女は、俺の唇を啄んだ。潤った彼女の唇が、その潤いを分け与える様に、何度も優しく啄む。自慢じゃあ無いが、遊び慣れた俺がされるがままさ。そんな彼女は、さらに一つ踏み込んで来た。頬へ添えた手が耳を塞ぎ、そして彼女の舌が、ぬるりと口内へ入り込む。

				　耳を塞がれて、より一層口内に響き渡る粘質な水の音が、反響して頭の中を掻き回していく。固まっちまったね、色々な意味でな。

				　だが、ここまでされて固まるばかりの俺では無いその手が彼女の髪を、胸を、尻を、欲のままに正直に触れる。未だ理性を残して、震えながらに優しく振れたか、もはやタガなんぞ外れて強く触れたのか……いや、タガなんてとっくに外れちまってた。

				「っはぁ……はぁ……」

				　唇は離れ、彼女の吐息が耳を撫でる。お互いを抱きしめて熱を互いに感じる。彼女の足は気付けば、俺の腰へと回されていて、まるで離さないとばかりに、強く力を込めていた。

				

				　そして気が付けば、俺はベットに寝転んでいた。シャワールームを遮るカーテンから、確かに見える彼女のシルエットが、俺を更に、更に興奮させる。蛇口を閉める、金属の擦れる音を俺は聞いた。

				「さぁ……はじめましょうか？」

				　カーテンの中から、身体をバスタオルで包み込んだ彼女が現れた。ゆっくり、一歩一歩と寝そべる俺の元へと歩き、そして彼女もまた、ベットの上に上がる。

				「あぁ、そう……灯りは消しましょうか、せっかくですものね？」

				　蝋燭の灯りが消える。だが確かに俺は見ていた。バスタオルをゆっくりと脱ぎ去り、一糸纏わぬ姿となった彼女を。

				

				「んぅ？　あ……やだ……んっ……」

				　其処からは欲望のままだ。どう彼女を楽しんだか、味わったか、一世の快楽を俺は夜明けまで、飽きるまで……味わい続けた。

			  

				　　　　　　　

				

				　聴衆達は、中年の男の語る体験談に聞き入り黙りこくっていた。奢られたビールを一口飲み、ふうっと息を吐いた。

				「どうだ？」

				「どうだって……いやもう、羨ましいとしか言えねえわなぁ？」

				「ゴールドかぁ……どんだけ仕事頑張りゃあいいんだぁ？」

				　話を聞き終えた聴衆達は、興奮を通り越して硬直した。そして、羨ましいだの、レインブルの会員証は敷居が高く取るのが難しいなどと、口々に語りだす。

				「ちょっといいか……その、事の最中はぁ……ランジェはどんな感じだったぁ？」

				　そしてさらに話は下世話で、下品な物へと変わっていく。事の最中のランジェは一体どんなものだったのかを。

				「それはなぁ、驚いたことに……まず潮××が凄くてなぁ、確かほら、コスプレ娼館ムードの指名ランカー、アイナ・ウェールズ並みでシーツがえらい事に……」

				「えぇ⁉　アイナ並み……だと⁉」

				　またも有名どころの娼婦の名前が出てきて、しかもそれ同等だと言うのだから、聴衆はどよめいた。その時。

				「あら、そう？　彼女並みに？　彼女みたいに激しかったら、シーツ何枚も駄目にするわね……で、他に聞かせなさいな？」

				　中年の男の耳に、女性の声が入った。アルコールで気分が良く、女性まで話を聞いているのかとそう彼は思うしかなかった。

				「そうさなぁ、それとランジェは……マゾだったぁ、俺が軽く、その引き締まった尻を……」

				「お、おい……お、お前……」

				「あ？　どうしたぁ？」

				　が、聴衆の一人が、何やら怯えたような声を出してふと男は自らを囲む聴衆達を見回した。その誰もが、こちらを見ていない。自分に注がれていた視線は、まるで自分の背後に人物が居るかのように注がれていた。

				「なんだぁ、後ろがどうかし……た……」

				　後ろへ振り向いた瞬間、男は死刑宣告が下されたかのような絶望の表情を浮かべた。

				　居たのだ。背後に。レインブルのダンサー、ランジェ本人が。満面の笑みのまま、怒気をその艶やかな体から滲み出してその男を背後から見ていたのだ。

				「まぁ、そうねぇ、確かに私目当てで話し掛けた客なんてわんさか居たわぁ……もちろん断って来たけど？」

				　一歩、彼女が男の元へと歩み寄れば、聴衆は一気に男から離れた。

				「けどね、さも受けるのが当たり前かのように話掛けに来た客が増えたのは最近よ。話を聞いたって、ほら吹きが居たって聞いてねぇ？」

				　ランジェを指名したと嘘吹いた中年の男は、ガタガタと震えながら椅子から落ち、テーブルを倒してしまう。そして見上げた先の笑顔の踊り子をただただ、見つめた。

				「で……マゾだっけ？　私が？　……ふむふむ、貴方、私を抱いたなら分かるはずよね？　私は見た目からしてどっちか……答えは？」

				　怒気を孕んだ笑みが、さらに口角を吊り上げる。ひっ、ひっと男は過呼吸から呻きをあげつつも、その口がゆっくりと一つの言葉を作り出した。

				「えぇ正解よ、このほら吹き……歯を食いしばりなさいな!!」

				　思い切り振り上げられた足が、振り子のように綺麗な線を描いて、ヒールのつま先が男の顎を捉えた。

				「びげぁああああ！！」

				　ヒールのつま先ともなれば、それは正しく武器と言っても過言ではない。白い破片が宙を舞い、男の体はビアガーデンから外の歩道にまで吹き飛ばされた。

				「全く……嘘を吐くにしても、マシな嘘にしなさいな。あ、これは回収するわよ？　レインブルに貴方のような客は来なくていいわ」

				　腕を組みながら吹き飛ばしたほら吹き男を一瞥して、地面に落ちたレインブルの会員証である黄金の腕輪を拾い上げると、彼女はバービアから立ち去った。そして聴衆達は、ちゃっかりとヒールの踵で、蹴り飛ばした男を踏みつけていく彼女の姿を見ていた。

				「け、結局、何？　今までの嘘って事？」

				「だろうなぁ、おいお前、奢り損になっちまったな？」

				　先程までの話は、本人より否定されたも同然である。結局はただの嘘であると分かり、聴衆達は溜息や舌打ちをしながら騒めき出した。

				「だなぁ……ただ、一つ真実が浮かび上がったぜ？」

				　だが、ほら吹き男に飲み物を奢った男は笑みを浮かべながら一人頷いていた。

				「真実だぁ？　そりゃあ一体……」

				「ランジェはドＳ……そして、あのヒールと足にならば踏まれてもいいってことさ！」

				「そりゃあ違いねえ！」

				　聴衆の一人の一言が、確かにと同感を呼んだ。

				　そして、バービアは何事もなかったかのように商売を続けている。欲にまみれた男達もまた、今回の件を酒の肴とするだろう。

				　ネムステルの娼館通りを一人の女性が歩く。ふと、彼女の横を通れば、今しがた春を買った欲深き男も一度は視線を其方に向ける。

				

				　自由と欲望の街ネムステルは眠らない。

				　今宵の騒動も、欲望の渦の中に巻き込まれ、たった数日のうちに消えていくのだろう。

				

				《特別収録　桃色疑惑の踊り子・了》

                			

	
			
				　あとがき

				

				　久々に父親と、父方の祖父母、そして曽祖母と出会った。祖父の車に乗り、父の家に帰る途中の本屋さんで、傭兵物語を見つけて買ってくれた。そこで祖母が……。

				「ここに居る、うちの孫がこの本を書いたんですよ」

				と、言うものだから。

				「えぇ？　そうなんですか、じゃあ色紙にサインをお願いします、飾りますから」

				と、言いながら店員さんが色紙を持ってきた、サインの日付を間違えるというアクシデントが起こるも、無事サインを書く事は出来た。少し恥ずかしくも嬉しい出来事だった。

				

				　というわけで、皆さんお久しぶりです。進藤Jr和彦です。

				

				　皆さんのおかげで、傭兵物語の第二巻がこうして書籍の形になり、書店に置かれる事になりました。購読者の方々、なろうで本作を読まれている方々、大変お待たせしました。

				　そして、今回もイラストを受けていただいた白井鋭利様、『灰と幻想のグリムガル』がアニメ化されて、多忙の中をありがとうございます。編集のE様も、ハードスケジュールで中々足並みが揃わない中ではありましたが、ありがとうございます、お体は大切にしてください。

				　このライトノベルの第一巻が書籍として世に出てから早数ヶ月、色々な事がありました。地方情報誌でインタビュー記事が掲載され、さらには地方ローカルテレビに五分間ですが僕自身と、作品が紹介されました。こちらは一二三書房様とみまチャンネルさんとの話し合いで、ＹｏｕＴｕｂｅに投稿され、今でもご視聴できます。また、働き先に置いている僕の本を読んだ子が、

				

				「どうすればライトノベリストになれますか？」

				

				　と、真剣に聞いて来た事があったりなど、退屈のない日々が続いています。まだ本を出したのはつい最近で、アドバイスなどできない立場の僕でしたが、真剣に聞いて来た彼に、今まで僕がなろうで書き続けていた事、今も書き続けていることをお話しし、まずは文法だとか形を気にせず、物語を書かなければ始まらないとだけ教えました。それと、就活はしっかりするようにとも。彼が、いつか本を出す日が来るのだろうかと、正直楽しみにしています。その時、僕自身がどうなっているのかを含めて。

				

				　そんな出来事達の中でも一番の驚きは、中学校時代にお世話になった先生が、現在勤められている学校の図書にこのライトノベルを入れたという報せを母からに聞いた事でした。

				　ライトノベルが入るのはさほど珍しくは無いらしいのですが、グロテスクな描写がある本作を読んで、中学生の読者は大丈夫か心配ですが、どんな形であれ、読んでくれるのは嬉しい事です。もしまた、どこかで会えたならばお話ししたいですね。

				

				　今作もまた、ｗｅｂ版の序章に当たる部分を加筆修正する形となりました。いくつかｗｅｂ版との違いがありますので、読まれている方も新たに読む方も楽しめるようにと加筆修正さし、楽しく仕事できました。特に、ルーディーとのシーンは、かなり改変し、よりユートらしい立ち回りが書けたかと思います。

				　そして、さらなる新キャラクター、ユート一味に加わるバイセクシャルの罪人アヴェールが今回登場。一味のムードメーカーの彼は、少年ユートやキョウスイ、ランジェには無い魅力が満載です。彼のいい意味でも悪い意味でも、活躍を見守っていただけたら幸いです。

				

				　他のサーガフォレスト作家陣が次々と巻数を増やし、そして新たに参戦された方が増えていく中、やっと世に送り出せる第二巻、次の第三巻でも出会えるよう、僕は只々祈るのみです。

				

				　それでは、来る第三巻で、お会いできれば幸いです！

				進藤Jr和彦

                

	



進藤Jr和彦

 

　岡山県美作市にて産声をあげた、タイ料理が大好きな、新人ライトノベリスト。最近の趣味は散歩で、パクチー、香草類の匂いに耐性を持ち、バンコク市内で日本人からタイ人と間違われ、街中を案内した伝説を持つ。好きな食べ物はカオマンガイに空心菜の炒め物と山芋。
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